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この報告書 は昭和47年 度 における日本小型 自動車振興会か ら

小型 自動車競走法 に基づ く小 型 自動車等機械工業振興 資金の

交付 を受 けて作成 した ものであ ります。
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ま え が き

「シ ステ ム開発委 員会 」 は、 我 が 国企 業 が コン ピュー タ を用 い る情 報 シ ス

テ ム の開発 に当 た って感 じて い る問題 点 の解 決 の方 向 を探求 す る ため に、

(財)日 本 経 営情 報 開発 協 会 に設 け られ た研 究会 で ある。

そ の主 旨は、主 と して米 国 で発 達 してい るシス テ ムズ ・マ ネジ メ メ トの概

念 と技 法 を、 我 が 国企業 の 実情 に合 うものに して、1つ の典型 的 ガ イ ドライ

ン を作 成す る こ とに よっ て、 コン ピ ュ ータの ユ ーザ ーで あ る多 くの企 業 に と

っ て有 用 な 参照 資料 を提 示 し よ うとい うもの で あ る。

メ ン バ ーは、 我が 国 に お い て代 表 的 な大 規模 システ ムの 開発 を、 み ず か ら

の手 で 中心 人 物 とな って 進 め て き た体験 者 を主 と し、 昭和47年4月 か ら研

究が 行 な わ れ て きた。 方 法 と して は、① 共 通 の議論 の場 をつ くるた め、 文献

(Rubin他 著、HandbookofDataPrccessingManagement,全6巻 、

BrandonPress&Auerbach,1970)の 第1巻 お よび第6巻 を 通読 す る。

②担 当者 か らの上 記 文 献 の 部分 的 紹介 に も とづ き、各 自の 印象 ・感想 ・体験

な ど を、 フ リー な座 談 形 式 で討 議 し、 記録 す る。 ③報 告書 に盛 り込 むべ き主

要 な トピ ック を 選 定 し、 そ れ ま で の討 議 内容 を参 考 に しな が ら、委 員 が 分担

して第1次 原 稿 を作 成 す る。'④第1次 原稿 を プ リン トして全 員 に配 布 し、 批

判 ・補 足 ・修 正 な どを加 え る。 とい った順 序 で行 な うこ とに した 。 こ うした

委 員 の討 議 に もと つくメ イ ンの ス トリー ムを補 強す るた め に、 そ の 他 の文 献

調 査 、 我が 国企 業 へ の ア ン ケ ー ト並 び に イン タ ー ビュな どを行 な った。

研 究会 と して残 念 な こ とで あっ たの は 、年 度半 ば に して委 員 の うち2名 が

海外 転 勤 、 他 の2名 が この 研 究会の テーマその ものの大 規模 シ ステ ムの 開発 責

任 者 と して急 拠 多忙 に な り、 さ らに他 に1名 短 期 では あ ったが 海 外 出張 す る
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とい う思 い が け な い事 態 で 、 この た め委 員会 はい ったん 壊滅 状 態 に な っ たが、

そ の後 を うけ て よ くこの報 告書 元 成 にま で こ ぎつ け た のは 、各委 員 の推挙 に

よって加 わ って頂 い た作 業委 員 の方 々 と、 慶 応義 塾大 学 工学 部 管理工 学 科 川

瀬研 究 室 の応 援 のお 陰 であ る。 また 、協 会 事 務 局 の御 苦労 も大変 で あ っ た。

こ うした事 態 の た め、 最 終報 告書 の段 階 で、 各項 目間 に 多少 の ア ンバ ラン

スが 見 られ る し、 内容 的 に も、 ご く一 部 の委員 だけ の意 見 が そ の ま ま出 てい

る調 整不 足 の部 分 もあ る。 しか し、 上 記 の よ うな問題 意 識 に も とつ い て構 成

され た この報 告書 は 、今 後 の シ ステ ム開 発 関 係者 に と って、 それ な りの参 考.

に な る と信 じてい る。 この報 告 書 を 「た た き台」 と して、 さ らに多 くの経 験、

知 見 を 集積 す る こ とに よっ て、 ま さ に 「ガイ ドラ イ ン」 の名 にふ さ わ しいハ

ン ドバ ックが生 み 出 され るに ちが な い と期待 す る。

本 報 告 書 の 構 成

第1部 「シ ステ ム ・ラ イフ ・サ イク ル概 説 は、本 報 告 書で と りあげ た ア プ

ロ ーチの基 底 を考 察 し、 フ ィロ ソフ ィ カル な議論 をふ くん でい る。 もちろん、

あ る程 度 の理 想 論 で あって そ の フ ィ ロソフ ィが すべ て 本 書 に反 映 され て い る

わけ で は な いが、 一 応 の 目的意 識 の整 理 には 役立 つ で あろ う。

本書 の主 要 部 分 は 第 ∬部 「システ ム ・ライフ ・サ イク ル」 と第 田部'「 シス

テ ムズ ・マ ネ ジメ ン ト」 で あ る。 第1[部 は、 シ ステ ム ・ライ フの作業 内容 な

い しは そ の構 造 を、 フ ェ イズ に則 して解 説 した もの で あ る。 こ こで、 マ ネ ジ

メ ン トすべ き対 象 の 特性 が 明 らか に され 、 プ ロ ジ ェク ト・マ ネ ジメ ン トや シ

ス テ ム ・マ ネ ジ メン トを担 当す る マネ ジ ャ ーの 手引 き とな る。 ま た同 時 に 、

よ り詳 細 な ステ ップ 内 で述 べ られ る注 意 点(お とし穴)は 、 経験 をつ ん だ一

流 専 門家 の貴 重 な 方法 論 をす こ しで も この専 門領 域 の共 有財産 と して 位置 づ
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け るため の フ レー ム ワ ーク で もあ る。 本報 告書 では 、委 員 の 方 々の知見 の 開

陳 とい う点 で、 この後者 のね らい は一 部分 達せ られ た と思 うが 、 前者 の ね ら

いか ら見 る とい くつ か触 れ られ なか っ た側面 もあ って、 ユ ニバ サル な 「ガ イ

ドライン」 と しては未完成 といわ ざるを得ない。そ うした前提 でみて頂ければ と思 う。

第 皿部 は、 シ ス テ ム開発 とい うプ ロ ジェク トが置 か れ る環 境 の整 備 と、 そ

れ を前 提 と した マ ネジ メ ン トとを と り上 げ た もの で ある。 プ ロジ ェ ク トが異

な る専 門 を持 つ 多 くの人 々 に よる、組 織全 体 にわた る長期 の 活動 で あ る以 上、

そ の効率 的 運 用 と作 成 され るシス テ ム の品 質 とに、 こ う した周 辺条 件 が 大 き

く影 響す るの は 当然 であ ろ う。本 書 では、 第1章 で プ ロジ ェク ト・マ ネ ジメ

ン トそ の もの を少 し詳 し くと り上 げ た が、 これ は一 部 の例 外 を除 いて 我が 国

に ま だ本格 的 な プ ロジ ェ ク ト・マ ネ ジメ ン ト機 能 が 定着 して い な い現 状 に対

す る問題 意 識 を反 映 した もの で あ る。

また、 プ ロ ジ ェク トをめ ぐる諸条 件 の うち、 と くに重要 で あ る と思 われ た

トピ ックス をえ らん で、 第2章 以 下 に と り上 げ た。も.ちうん 、 そ れ以 外 に も

人事 問題 、 予 算 問題 、設 備 問題 、 ドキ ュメ ンテ ーシ ョン等 主 要 な 問題 は あ っ

た のだ が、 研 究期 間 の制 約 か ら主 観 的 にふ るい分 け ざ るを得 な か った。

第]V部 は 、以 上 に ま とめ られ た 各委 員 の研 究 ・討 議 の結果 を別 の 角度 か ら

補 足 す る目的 で、 我 が 国企 業 の実態 にア プ ロ ーチ を試 み た結 果 を ま とめて い

る。 ア ンケ ー ト対 象範 囲 の か た よ り、 イ ン タ ー ビュ訪 問件 数 の少 な さ な どを

前 提 と してみ て 頂 きたら 。

なお、 付属 資 料 と して、 米 国 におけ る考 え 方 と実 務へ の 適 用 の全貌 を、 そ

れ ぞれ コンパ ク トにま とめ た文 献 を訳 出 した。 こ うした発 展 途 上 の分 野 の例

と して こ用 語 の 不 統一 も苦 干 見 られ るが、概 念 そ の もの に は一 貫 性が あ る と

思 う。
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1シ ステ ム ・ラ イ フ ・サ イ ク ル 概 説

1.シ ス テ ム ・ラ イ フ ・サ イ ク ル と は

シ ス テ ム ・ラ イ フ ・サ イ ク ル(SLC)と は 、 あ る1つ の シ ス テ ム 開 発

作 業 を全 体 として把握 す る概 念 で あ る。そ れ は 、主 と して コ ン ピュー タを

用 い た経 営 情 報 シス テ ムにつ い て、 そ う した シ ス テ ムの 必 要 性 が感知 され

て、 検 討 が開 始 され る段階 か ら、 シス テ ムが 具 体 化 されて 活動 を行 な い、

や がて 次の 新 しい シス テ ムに と って代わ られ るまでを、 人 間 の 生 涯 にみ た て

て ラ イフ・・サ イ クル と い う見方 を あては め よ う とす る もの で あ る。 そ れ に

よって、 作 られ る シス テ ムの 持 つ品質 を良 い もの と し、 開 発作 業 の マ ネ ジ

メ ン トを容 易 な ら しめ よ うとす る もの で あ る、,

この考 え方 は、 コン ピュー タ とい う文 明の利 器 を、 企業 経 営 に役 立 て よ

うとい う努 力 の 中か ら生 れ て きだ もの で あ って、 主 に米 国 に おい て 多 くの

経 験 と研 究 が蓄 積 され 公 表 さ れ てい る。米 国 に つ い で世 界 第2位 の コ ン ピ

ュー タ利 用 国 で ある我 が国の場合 も、 そ の技 術的 ・経済 的 背 景は 米 国 に 共通

す る点 は多 い。 したが って、 このSLCと い う考 え方 は技 術的 ・経 済 的 な

面 か ら言 えば、 当然我が国の企業 に導 入 すべ き もの で あ り、 事 実、 意 図 的 な

導 入 や 自然 発 生 的な提 唱に よって、 多 くの企業 で採用 され て い る。 しか し、

そ れ が 本 当に 効 果 を発 揮す るた め には 、 日米 両国 に大 きな差 が あ る社 会 的

背 景に対 す る適 切k考 慮 を払 う必 要 が あ る。 多 くの識者 が、 形 だ け のSLC

概 念 の"輸 入"に 対 して 危惧 を抱 い て い るの も このた め で ある。

SLCの 内容 は、 第ll部 以 降 で 詳 述 され るの で、 こ こで は改 め て と り上

げ ない が、 そ の 考 え方 の 基盤 は一 種 の 企業 原 則 であ り、 さ らに辿 る とす る

な らば、 解 析(細 分 化)原 理 で あ る。 い わ ゆ る西 欧 文 明 の 中で発 展 して き
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た 自然 科 学、 お よび そ の影 響 を受 け て い る社 会 科 学 のひ とつ の基 本 的 態 度 と

して、 どん な に複雑 に見 え る現 象 で も、それ を多 くの要 素 に細 分化 してみ れ ば、

比較的 単 純 な法則 が 成 り立 つ の で、 そ れ ら要 素相 互 間 の 関係 に 沿 って そ の法

則 を総 合 化 す る ことに よって複 雑 な現 象 が説 明 で きる とい うの で あ る。 現 象

の説 明 は、 よ り意 図的 ・目的的 に予 測、 設計(方 策)へ と演 繹 さ れ て行 き、

人 間 の行 動 指 針 を与 え る とい う こ とにな る。

SLCに お い ては 、 シス テ ム開 発作 業 の全 生 涯 をい くつ か の段 階(フ ェイ

ズ)に 分 け て と られ 、 さ らにス テ ップ、 タス ク等へ と細 分 化 を行 な う。 細 分

化 され た 要 素相 互 間 の関係 は、 情 報 の コ ミュニ クー シ ョンお よび作 業 間の チ

ェ ック'ポ イ ン トの 体 系 に よっ て構造 化 され て い る。 こ こに、 巨 大 な全 体 の

統一 的 な 見方 と多数 の要 素 の部 分 的 な 見方 とい う、 一 見 矛 盾す る2っ の観 点

が総 合 さ れ るの で あ る。 こ う して、 各要 素 作業 の専 門 化 を計 っ て効 率の 向 上

をめ ざす と同時 に、 専 門化 され た異 質 の努 力 が 共通 の 目的 に向か って統 合 され

る とい う体 制 が完成 す る。

細 分化 され た各 要 素 につ いて、 比較 的単 純 な法 則性 が成 り立 つ こ とを認 識

す る と、 そ の要 素作 業 の内容 を客観 的 に 記述 し、 成果 を数 量 的 に予 測 す る こ

とが 可能 に な るeこ れ が ス トラク チ ュァル ・ス タンダ ー ドとパ フ ォー マ ンス

ス タ ンダー ドの2つ を構成 す る。 産 業革 命以 来 、 もの(ハ ー ドウエ ア)の 生

産活 動 に お い て進 め られ て きた標 準 化 の概 念 は、 こ こに、 シス テ ム開 発作 業

とい う知 的 生産 活 動 に対 して も適 用 さ れ る こ とに な る。

工 業 生産 活 動の 分 野 で標 準 化 の思 想 を形 式 的 に輸 入 した我 国 に おい て は、

標 準 で 人 間 を しぱ りつ け る こ とは人 間 の創 造 意欲 、 作 業 意 欲 を 失 わ せ、 人

間性 をそ こな うもの だ とい う批 判が 強 い。 た しかに 、 画一 化 とい う、 もっ と

も安 易 な や り方 を と る標 準 化 に お い ては 、 「・ … して は な らぬ」 とい っ

1-2

声



●

》

た表 現 の 集 合 に よって、 作 業 の非 入 間化 が お こなわ れ るか も知 れ な い。 し

か し、 より高 い レベ ル の標 準 化 の 目 ざす とこ ろは、「少な くとも … して

お けば、 最 低 限 のパ フ ォ ー マ ンス は確 保 で きる」 状態 を、 そ の作 業 の 担 当

者 に 指 示 す る こ とで あ る。 そ こで は標 準 は人 間 の創造性 を上 か ら押 え つ け

る制 約要 因 で は な く、 む しろそ の上 に 立 っ て能 刀 をフル に発 揮 で き る よ う

な、 しっか り した下 支 え とな るべ きで ある、,

SLCの 概念 は、 従来 主 と して、 コ ン ピュー タ情 報 シス テ ムの開 発 にっ

い て発 展 して きた。 しか し、 より一 般化 した 見地 か ら言 えば、 科 学 技 術 の

巨大 プ ロ ジ ェク トに つい て も、 プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ メン トとい う立場 か

ら・ 同様 な考 え方 が発 展 して きて い る。 さま ざま な学 問 分野 での 知 見 を交

流 して、 い わ ゆる イ ン ター デ ィ シプ リナ リー(学 際的)な 進 め方 で プ ロ ジ

ェク トの 開発 を効 果的 な ら しめ る ため に も、 そ の一フ レー ムワー ク とな るS

LC概 念 の、 今 後 の よ り一 層 の確立 に努 刀 しなけ れ ば な らな い で あ ろ う
。

禽

2.SLCコ ンセ プ トを必 要 とす る背 景

a.シ ス テ ム開発 プ ロジ ェク トの大規 模 化

企 業経 営 その もの の巨大化 お よび 高 度 化 か ら くる コ ン ピュー タ情 報 シス

テ ムへ の ニー ズ と、 そ れ に応 え よ うとす るハー ドウェ ア、 ソフ トウ ェア

両面 での テ ク ノ ・ ジー の 進 歩 は、お互 いに相手 を刺激 し 合 うとい う形 で 急

速 に ふ くれ 上 って きた。 トー タル ・シス テ ムへ の意欲 は、 そ れ を処 理 で

きる だけ のハ ー ドウ ェアの 進歩 を促 す し、 オ ン ラ イン技 術 の具 体化 は 広

域 にわ た る情 報 ネ ッ トワー クの 開発 意欲 をか き立 て る こ とに な る。

企業 内 にお け る デ ー タ処 理 シス テ ムの形 態 も、 そ の初 期 にお い て よ く

見 られた よ うな、 す で に 確立 され て い る個別 業 務 にお け る人手 に ょる処
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理 。計 算 をた んに 機 械 化 すれ ば よい とい った もの か ら、 企業 の全 部 門 に影

響 を及 ぼ す よ うな横 断 的経 営 情 報 シス テ ムへ と変 化 して きた。

オ ンラ イン ・リアル タイ ム ・シス テムの 適 用 分野 は、 最初 にそれ に対 す

る ニー ズが 発 生 した生 産 工程 の プ ・セス ・コン トロー ル や全 国的 規 模 に わ

た る販 売 。取 引 情 報 の コ ミ ュニケ ー シ ョンな どに止 ま らず 、 経 営 者 の意 思

決 定 。計 画策 定 プ ロセスへ の援助 とい った高 度 の精 神 作 業 面 に まで 及 ん で

い るo

こ う した、 コ ン ピ ュー タ'ア プ リケー シ ョンに対す る要 求 の 多様 化 と、

そ れ に対 処 す るた め の技 術 の進歩 とい う2つ の要 因 が、 さ らに相 互 補強 的

な効 果 を もって、 システ ム開 発 プ ・ ジ ェク トは大 規 模化 の一 途 をた どって

い る。 もはや、 事情 に よ く通 じた1人 ない ,しは 数人 の プ ログ ラマー の グ ル

ー プが、 職 人 的 。手 工 業 的 な や り方 で シス テ ム を作 り上 げ てい く時代 では

な くな って しま っ た。

上 述 の、 ニ ー ズ の多様 化 か ら最 新 の テ クノ ロジー の駆 使 に 至 るまで の幅

広 い ス ペ ク トラ ムに対 応 す るに は、 多勢 の、 それ ぞれ 異 な る側 面 を得 意 と

す る専 門家 た ちの、 長 い期 間 にわ た る協 力 を必要 とす る。

か く して、 シス テ ム開 発 プ ロジ ェク トは 次 の よ うな3っ の状 況 を生 み 出

し、 そ の各 々が ここ で論 じて い るSLC概 念 を必要 とす る前 提 を構 成 す る

の で.あ る。 そ、れ は、...←

イ.シ ス テ ム開発 作 業 の長 期 化

ロ.訓 練 され 、 専 門化 さ れ た要 員 の不 足

ハ.プ 、ロジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン トの困難 化

で あ り、 こ うした 問題 の解 決 に有 刀 な手 が か りを与 え て くれ る権 威 あ る ガ

イ ドラ イ ンの確 立 が望 まれ る ゆ えん で も ある、 こ'れらの 項 目を個 々に、 も
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う少 し詳 し く見 て い くこ とに し よ う。

b.シ ス テ ム開 発 作 業 の長 期 化

シス テ ムの全 寿 命 中 に 占め る開発 期 間 の割 合 は 大 き くな る一 方 で ある。

当研 究委 員 会 メンバー の 一致 した 見解 と して、 この割 合 が50%、 す な わ

ち、3年 か け て 開発 した シス テ ムは、 せ いぜ い開発 ・導入 後3年 ぐ らい し

か 稼 動 しな い とい うの で あ る。 こう した 比率 の 増 大は 、 企業 環 境 ・経 済状

勢 の変化が激 しいこと、技 術革 新 の 急速 な こ ととに ょ る、 開 発 さ れた シス テ

ム の運 転寿 命 が短 縮 して い る こと もあ るが 、 開発 作 業 の長 期 化 も直 接 の原

因 で ある。

前 項 に述 べ た よ うに、 企 業 内で コン ピュー タの性 能 ・特 長 に対 す る理 解

が 普 及す る につ れ て、 い ろん な部 門 か らい ろん な要 求 が 出て くる。 型 に は

ま った単 純 反 復 作業 の コ ン ピュー タ化 と ちが って、 そ う した要 求 を 出 して

くる ユーザ ーの 真 の ニー ズ お よび リク ァイァ メ ン トを把 握 す る こ とは容 易

で は な くな り、 シス テ ム開発 の 初期 に行 なわ れ る業 務 分 析 、 予備 設 計 の重

要 性 が増 して くる。

米 国お よび 我 が 国 における幾つかの苦 い経 験 の 教 訓 と して、 こ うした、 シ

ス テ ム開発 作 業 の前半 に くる フ ェイズに十 分 な時 間 と努 刀 を投入 す る こと

が、 プ ロ ジ ェク ト全 体 と して の成果 を向上 させ る もので あ る こ とが 判 って

い る。 しか し、 これ は、 ただ漫 然 と、 こ のア ナ リシス段 階 で の 時 間 の経 過

を待 ち、 ア ナ リス トを完全 に放 任 してお くこ とが 好結 果 を もた らす とい う

意 味 で は な い。 む し ろ、 時 間 と努 刀 の投入 が、 よ くマネ ー ジされ た 環境 で

行 なわ れ て は じめ て、 プ ロ ジ ェク トに 好 影 響を 及 ぼ す とい う こ となの で あ

るo

こ の意 味 で、 わ れ わ れが 考 え るSLC体 系 の中 に は、 こ の シス テ ムズ ・
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ア ナ リシス の方 法 論(Methodology)が 含 ま れ る こ とが必 要 で あ る。 複

雑 な状況下 で 日夜意 思 決定 を迫 られ てい るユ ーザ ー 部門 の マ ネ ジ メン トた

ちの、 必ず しも整理 され て い ない 断 片 的 ・個別 的 な希 望 や 要求 を、 直 接的。

間接 的 な諸 調 査 を通 じて さ ぐ り出 し、 よ り具 体 性 を もち、 斉合 性 の あ る、

一 群 の シス テ ム ・ リク ア イァ メン トに ま とめ上 げ る とい う作 業 は
、 従来、

シス テ ム設 計担 当者 の個 人 的 ・主観 的 な思考 展 開 を 彼の頭 の 中で 行 な うと

い う形 を とって い た。 こ こでMethodologyと い うの は、 そ うした とらえ

どこ ろの な い作業 過 程 を よ り詳細 ・具体 的 に記 述 す る ことに よっ て、担 当

す る シス テ ムズ ・アナ リス トに行 な うべ き作 業手 順 の ガ イ ドラ イン を与 え

る と と もに、そ の ガ イ ドライ ンに 支 え られ た足 場 に 乗 っ て 彼に 創造 能 力発

揮の機 会 を与 え よ うとす る もの で ある、.

,ま た、 プ ロ ジ ェ ク ト。マ ネ ジ メ ン トの担 当 者 は、 必 ず し も シス テ ムズ ・

アナ リシス の専 門家 で ない か ら、 作 業過 程 の 詳 細 な分 割 と相 互 関 連 を マ イ
～

ノレス トン(チ ェ ッ クポ イ ン ト)を 介 して与 え られ て 始 め て、 この知 的 で創

造的 な作業 の コン トロー ルが 可 能 に な る。

.こ こで は、 全 サ イ クル の始 め に くる業 務 分 析 。予 備 設 計 フ ェ イズ にお け

る意 義 を強調 した が、 詳 細予 備 設 計 フ ェ イズ以 降 につ い て も、SLCの も

つ 意義 は 同 じで あ る。 た だ し、 こ う した後期 フ ェイ ズに な るほ ど、 標 準化

は以 前 か ら試 み られ て い るの で 、 参考 とな るデ ー タは 社 内的 に も揃 って い

る に違 い ない.そ れ らに よって 開発 プ ・ ジ ェク ト全 体 の計 画 ・統 制 が 適 切

に行 な われ るな らば、① 多 くの プ ・ジ ェク ト案 の 中か ら、 企 業 に とって 望

ま しい プ ・ ジ ェク トの選 別 に よ り信 頼 性が 高 ま る、② 選 ば れ 、 着手 さ れ た

プ ロジ ェク トの 巨額 の開発 費 用 を計画 どお り、 も し くは それ以 下 に押 え る

可能 性 が 高 ま る、 とい った2つ の メ リ ッ トが 生 じ、 プ ・ ジ ェク トの大 規 模
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化 に伴 っ て生 じる開発 フ ェイ ズ と稼 動 フ ェ イズ と のア ンバ ランス の負担 が、

企 業 に とっ て少 しで も軽 くな る で あ ろ う。

c.訓 練 され、 専 門化 され た要 員 の不 足

シス テ ム開発 が、 従来 と同 じ よ うに個 人 プ レ ーで行 な わ れ る とす れば ど

うい う事態 に な る かは容 易 に想 像 が つ く。 プ ロジ ェク トの大 規 模 化 を 招い`

た要 因 の た め、 開 発担 当者 は一 方 で は ユー ザ ー側 の複雑 な業 務 体系 か ら生

ず る ニー ズ の理 解 に努 めね ば な らず、一 方 で はそ れ を コ ン ピュー タ ・シス

テ ムの 適用 で解 決す る た め、 ハ ー ドウェ ア ・ソフ トウ ェア両 面 に わた って

の最 新 の技 術知 識 を駆 使 しな けれ ばな らな い.も し、 彼が事 態 をす べ て1

人 で 掌握 で きる とい う前 提 で、 彼 の なす べ き作 業 の い くつ か を、 彼 の監 督

下 に お い て他 人 に分担 させ る と して も、 それ は 彼 の能 力 に さ らに 加 え て、

部 下 に対 す る指 揮 ・指導 能 刀 と リー ダ ー シ ップ とを要求 す るだ け に な る。

こ うしたス ーパ ー マ ンが ど この企 業 に お い て も、 そ こで開 発 す るプ ロジ ェ

ク トの数 だ け存 在 す る とは考 え られ ない の で あ る。

ま た、 と くに我 が国に よく見 られ る状 況 で ある が 、 こ う した 才能 を持 った

値 入 が つ くり上 げ た シス テ ムが い ったん 導入 さ れ た ら、 そ あ後 環 境 の変 化

に応 じて シス テ ムに と り入 れ られ るべ きマ イ ナー ・チ ェン ジは、 す べ て 彼

の手 を借 りなけ れ ば な らな くな る ことで あ る。 作 られ た シス テ ムが余 りに

も作成 者 の 個人 と密着 しす ぎて い て、他 人に は 改 善 はお ろ か 内容 の理 解 す

ら許 さ ない とい うケ ース も少 な くない。 しか し一 方、 わ が 国 の経 営 環境 の

も とでは・ そ の シス テ ム開発者 も年 功序 列 制 に組 み込 まれ て、 管理 者 と し

ての 道 を歩 きは じめ、 同 じセ ク シ ョンで役 付 き とな った り、 シス テ ム部 門

外 へ計 画的 に ・一 テ ー シ ョンさ れ た りす る。 急 場 しの ぎに、 別 の担 当者 が、

前任 者 の作 った シス テ ム をい っさい 参考 とせ ず 、 も うい ち どふ り出 しに も
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どって 旧 シス テ ム の機能 に と って 代 る新 シス テ ム を、 白紙 の状 態 か ら作 り上

げ よ う と努 力 す る。 こ うして、 シス テ ム作 りにつ い ての ス キ ルは 、 い つ ま で

も特 定 個人 の財 産 では あ って も、 組 織 の財 産 と して定着 す るわ け では な い。

こ う したス ー パ ー マ ンに よる シ ステ ム開発 に とっ て代 るべ き ものは、 全 体

と して1つ の 目的 に向かって コオーデ ィネー トされ た、 多様 な ス キル を もつ ス

ペ シ ャ リス トた ち の プ ロジ ェク ト 。チー ムに よる シス テ ム開発 で あ る。 欧 米

の近 代 産業 の思 想 的 基盤 で あっ た分 業 に よ る能 率 向上 とい う考 え方 を、 シス

テ ム開発 とい う知 的作 業 に適 用 す るので あ る。

ハ ー ド ウェ アや プ ログ ラ ミング とい った テ ク ニ カル な面 に必 ず し も精 通 し

てい な いが 、 マ ネ ジ メン トの能 刀は 保証 さ れ て い る プ ロ ジ ェク トマネ ジ ャー

が、 そ れ ぞ れ 自己 の 持場 で の 専 門知 識 を持 つ ス ペ シ ャ リス トの集 団 を動 か し

て大規 模 シス テ ムの 開発 を効率 的 に進 め うるた めに は、SLCの 考 え方 に 示

唆 され る、 ス タン ダー ド体 系 が 必要 で あ る、

ス タ ン ダ ー ド体 系 は 、① プ ・ ジ ェク トの 中 に 現 わ れ る フ ェ イ ズ ・タ ス ク の

す べ て に つ い て 、 そ の 作 業 内 容 を 具 体 的 に 規 定 した ス トラ ク チ ュ ァ ル ・ス タ

ン ダ ー ド、② 作 業 に 関 す る時 間 と コ ス トの イ ン プ ッ ト ・ア ウ トプ ッ トを量 的

に 規 定 し た パ フ ォー マ ン ス ・ス タ ン ダ ー ド、 ③ 諸 フ ェ イ ズ 相 互 間 、 プ ロ ジ ェ

ク ト相 互 間 、 ユ ー ザ ー と プ ロ ジ ェ ク ト、 な ど の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 実 体 的

に 確 保 す る た め の ドキ ュ メ ン テ ー シ 。 ン ・ス タ ン ダ ー ドの3つ か ら成 る。

ス トラ ク チ ュ ァ ル ・ス タ ン ダ ー ドの整 備 に よ っ て 、 プ ロ ジ ェ ク トの 中 に 未

熟 練 ス タ ッフ を投 入 して、OJT(OntheJobTraining)的 な 訓 練 を

施 す こ とが 可 能 に な る 。 ス タ ン ダ ー ドは 彼 に 、 各 タ ス ク に お い て と るべ き手

順 を示 し て くれ る の で 、 若 干 の ベ テ ラ ン の 指 導 さ え あ れ ば 、 プ ロ ジ ェ ク ト全

体 に ほ とん ど迷 惑 を か け る こ とな く、 新 人 が 腕 をふ る う余 地 が で き るの で あ
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る。 ま た、 この ス タ ン ダ ー ドの 背 景 と な るMethodologyの 絶 え ざ る改

訂 と改 善 に よ って 、 必 要 人 員 が 必 ず し も プ ロ ジ ェク トの規 模 や 数 に 比 例

せ ず 、 よ り 少 な 目に 押 え る こ と が で き る よ うに な ろ う。

そ う した 改 善 の 結 果 は、 パ フ ォ ー マ ン ス ・ ス タ ン ダ ー ドに 盛 り込 ま れ

な け れ ば な ら な い。 マ ネ ジ メ ン トは そ れ に よっ て、 どん な ス キ ル を、 ど

の 時 期 に 、 どれ だ け 必 要 か の プ ラ ン を作 成 す る こ とが 可 能 に な り、 これ

は 長 期 の 入 事 計 画 に も 反 映 さ れ る で あ ろ う。

適 切 な ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ・ス タ ン ダ ー ドの 整 備 は 、 作 成 さ れ た シ

ス テ ムが 作 成 者 の 手 を 離 れ て 独 立(personne1-free)で き る こ とに

な る。 これ に よ っ て 可 能 に な る 職 務 の ・ 一 テ ー シ ョン は 、 シ ス テ ム担 当

者 に と っ て も昇 進 の 機 会 を も た ら し、 よ い イ ン セ ンテ ィ ブ を与 え る こ と

に な ろ う,、

d .プ ロ ジ ェ ク ト・ マ ネ ジ メ ン トの 困 難 化

前 項 に 述 べ た ご と く、 プ ロ ジ ェク トが 巨大 化 す る と、1人 の プ ロ ジ ェ

ク ト'マ ネ ジ ャ ー が そ の プ ・ ジ ェ ク トの 全 貌 を 詳 細 に 至 る ま で 把 握 し、

適 切 な 指 示 を 与 え う る とは 考 え られ な い。 しか し、 も し適 切 な ス トラ ク

チ ュ ア ル'ス タ ン ダ ー ドに よ っ て マ イ ル ス トン(チ ェ ック ポ イ ン ト)が

設 定 され て い れ ば 、 マ ネ ジ ャー が 個 々 の 詳 細 に わ た っ て 熟 知 す る 必 要 は

な くな っ て しま う。

開 発 期 間 が 長 期 化 す る に つ れ て 、 有 効 な リソ ー ス(資 金 、 時 間 、 人 員 、

設 備)の 使 い 方 が ま す ま す 重 要 に な っ て くる が 、 この た め ,に は そ う した

マ イ ル ス トン を 基 準 と して 、 パ ー フ ォ ー マ ン ス ・ス タ ン ダ ー ドの 利 用 と

メ イ ン テ ナ ン ス を計 る こ と に よ っ て 、 効 果 的 な プ ラ ン ニ ン グ が 可 能 に な

るo
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3.シ ステム ・メイ ン テ ナ ン ス とSLC

SLCの 考 え方 が、 あ るシス テ ムの 寿命 の全体 にわ た って関 心 を持 ち、

各 段 階 で の作 業 を有効 な ら しむ る もの で あ る こ とは 先 に 述べ た と お りで あ

る。 こ こで は、 第 皿部 に お いて 触 れ るこ との で きなか った(研 究 期 間 と メ

ンバー の 多忙 さ との関 係 で)メ イ ン テナ ンス作 業 につ い て、SLCの 見方

か ら簡単 に触 れ て お くこ とにす る。 、

ライ フ ・サ イクル とい う概 念 が 導入 され て いな い場 合 に は、 シス テ ム開

発 は とか くシス テ ムの完 成 。稼 動 開始 を もって終 結 した と考 え られ や す い。

しか しそ の後 もシス テ ムの パ フォ ー マ ン ス と、 そ の シス テ ムが置 か れ た環

境 の変 化 とに た えず 注 目し、 必 要 に応 じて手 直 しを加 え る とい う メイ ンテ

ナンス業 務 が 無視 さ れ て は な らな い。SLCの 概 念 に お・い て は、 こ うした

メイ ンテ ナス業 務 の位 置 づけ が、 そ の重 要 な場 所 を 占 めて い る。

シス テ ム稼 動 開始後 の パ フ ォー マ ンス をチ ェ ックす るた め には、 事 前 に

体 系 化 さ れ た パ フォー マ ンス 。ス タ ンダー ドとい う評 価 基準 が 確 立 して い

なけ れ ば な らな い。 マ ネ ジ メ ン トが、 そ うした基 準 の 設定 で あ る プ ラ ン ニ

ング と、 基 準 に て ら して実 績 のチ ェ ックを行 な うコ ン トロー ル とい う2つ

の役 目か ら成 ってい る とい う経 営学 の考 え方 は、 シス テ ム ・マ ネ ジ メン ト

や プ ロジ ェク ト・マ ネ ジ メン トに お いて も例外 では ないeそ して 適 切な プ

ラン ニ ング は、SLCの 考 え方 に よるス タ ン ダー ドに 立 脚 して行 な わ れ る

もの で あ る。

か りに、 そ う した 評 価基 準 に て ら して、 当 該 シス テ ムが 不満 足 で あ る と

判定 され た ら、 そ こか らメ インテ ナ ンスi業務 が ス ター トす る。 この、 メイ

ンテ ナン ス業 務 の マ ネ ジ メン トに当たって は、 メ イ ンテ ナ ンス が あ る意 味 で

の シス テ ム 開発 で あ り、 単 独 の プ ロジ ェク トと して 考 え るべ きで あ る こ と
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が強 調 さ れて い る。 も ちろん、 新規 開発 とちが って、・着 手 時に おけ る情報 量

は豊 か で不 確 実性 は少 な い し、 あ くま で手 直 しで あるか らそ れ ほ ど大 量 の リ

ソー ス を投入 す る わ けに行 か ない の は 当然 で あ る。 しか し、SLCの 有 用 性

は、 本質 的 には メイ ン テナ ンス ・ プ ロ ジェク トに も、 ま った く等 し くあて は

ま る ので ある。

メ イ ンテ ナ ンス ・プ ロ ジ ェク トが 新 規 シス テ ム の開発 よ りも情 報 量 の多 い

状 態 でス ター トし、 少 な い リソース で短 期 間に 終結 で き る ため に は、 そ の シ

ス テ ムの 当初 の 開発 に あ た って、SLC概 念 が 採用 さ れて い て、 同 じ フ レー

ム ワー ク で メイ ンテ ナ ン ス に 取 り組 む こ と が肝 要 で あ る
。 同 じ フ レ ー ム ワ_

ク を保 証 す るのは 、 一 般 的 には シス テ ム開発 部 門 全体 に わ た っ て行 な われ る

べ き方法 論(Methodology)の ス タ ンダ ー ドと、 ドキ ュメ ンテー シ ョンの

ス タ ンダー ドとで ある。 ま た、 個 別 には、 そ の ス タ ンダー ドに則 して作 成 き

れ て い る、 そ の シス テ ムの 当初 開発 時 の ドキ ュ メン トの保 証 で あ る。

とか くわ が国 の 企業 に お い ては、 当座 の シス テ ム作成 に心 急 ぐの あ ま り、

直 接 に メ リッ トの感 じ られ な い標 準 化 され た ドキュ メン トの 整備 を省略 しが

ち な傾 向が あ る。 と くに、 い わ ゆる名人 肌 で仕 事 をす る専 門家 に、 そ う した

態 度 を とる人 が 多 い よ うであ る。

また マ ネ ジ メ ン トの 側 に お い て も、 そ うしたス タン ダ ー ドの押 しつけ が、

創造 意 欲 をそ ぎ、 モ テ ィベー シ ョンに悪 影 響 を与 え る と して、 そ れ ほ ど強 制

しない 例 が しば しば 見 られ る よ うで あ る。 しか し、 そ う した ス タ シダ_ド の

遵 守は、 シス テ ム開発 担 当者 に とって の規 律(・discipline)で あ る と して、

断 固 徹底 さ せ る習慣 をつ く りたい もの で あ る。 直接 の効 果 はす ぐに 現 わ れ な

い と して も・ メ インテ ナ ンス の段 階で そ の 価 値 が十 分 に 発 揮 され るで あ ろ う。

比較 的 早 くか ら標準 化、 文書 化 の習 慣 が つ いて い る米 国企業 に お いて も、
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第2世 代 のハー ドウェアか ら第3世 代 へ の転換 に あ た って、 多 くの会 社 が ド

キ ュ メンテ ー シ 。ンの不 備 で 苦 い経 験 を持 った とい われている。我が 国 の場 合

は、 第3世 代 の ハー ドウ ェア導入 を機 会 に、 は じめて トー タル とい え るシス

テ ムを開 発 して い る ケース が 多い の で、 ま だそ れほ ど表 面 化 してい ない よ う

で ある が、 やが て現 在 の大 規 模 シス テ ムが、 次 の世 代 の ハ ー ドウ ェ アへ の 転

換 をお こな う際 に、 ドキ ュメン テ ー シ ョンの完 備 。不 備 の差 が は っ き り出 る

に違 い な い。

メイ ンデ ナンスは 、 不確 実 性 が 少な い し、 前 の経 験 が生 かせ る とい う意 味

では プ.ラン ニン グが立 て や す 吟 が、 メイ ンテ ナ ンス の 程 度 につ い ては、 単 な

る部 分 的手 直 しか ら、.夫が か り な変 更 に 至 るま で、 ど こが 適 当 か の判断 は新

シス テ ムの領 域設 定 や プ ロジ ェク ト選 択 と同様 に厄介 で あ る。 と うぜ ん、 予

備 的 分 析 の部 分 に対 す る ウ ェイ トも、 新 シス テム開発 の場 合 と同 様 にか け て

XSく ことが 必要 で あ ろ う。

`

`
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llシ ス テ ム ・ラ イ フ ・サ イ ク ル

1.シ ス テ ム設 計 に先 立 って の 業 務分 析 と予備 設計

` コ ン ピ ュー タ 白書ケ2に よれ ば、 わが 国 の コン ピ ュー タ設置 セ ヅ ト数 は

1972年9月 末 現 在11,237セ ッ トに達 し、 総 額1兆 円 を突 破 し、5

年後 に は、k・ よそ4倍 に な る こ とが 予想 され てい る。 今 後、 ま す ます コ ン

ピュー タが 色 々な 分野 にお い て 活用 され る こ とに な ろ うが、 この よ うな時

代 に あって こそ 、 コ ン ピ ュー タを如何 に有 効 に、 経 済 的 に 活用 す るか につ

い て真 剣 に考 察 さ れ る必要 が ある。

従 来、 この種 の レポ ー トに お いて は シス テ ム設計=コ ン ピュー タ利 用 の

シス テ ム設計 とい う形 で表 現 され た ものが 多 く、 シス テ ムの 中 で コ ン ピュ

ー タが 分担 すべ き範 囲 が決 定 され た あ との 記述 にそ の多 くが 費 や され て い

るo

この 章 に お いて は、 新 しい こ ころ み と し て 、 シス テ ムそ の ものの概 念

か ら解 きお こ し、 全体 シス テ ムの 中 で、 そ の 目的 や性格 に最 もよ くマ ッチ

した 形 に す るため に、 どの よ うな判 断 基準 に も とつ いて、 コ ン ピュー タの

守備 範 囲 を設 定 す べ きか に重 点 を お いて述 べ るつ も りで ある。

■

A

1.1シ ス テ ム と コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の シ ス テ ム に つ い て

1.1.1シ ス テ ム と は

シ ス テ ム と は 何 か に つ い て 、 ウ ェ ブ ス タ ー 辞 典 は 次 の よ う に 定 義 し て

hるo

System:①acomplexunityformedofmanyoftendiverse

partsubjecttoaco㎜ σhPlanorserving
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co㎜onpurpose②thestructureorwhole

formedbytheessentialprincipleorfact

ofscienceorbranchofknowledgeorthought

要 す るに各 々独 立 した 多 くの 目的 を持 っ た要 素 を、一 つ の 目的 のた め に

役立 て る よ うに、 科 学 的 な 客観 性 に 基 づ いて、 方 向 づけ をす る もの が、

シス テム で ある とい うこ とが で き る。

した が っ て、 システ ムの果 たす役 割 りは、 あ る一 つ の 全体 目的 を効率 よ

く達 成 す るた めに、 以 下 に述 べ る、 い ろい ろな構 成 要 素 を如 何 に効 率 よ

く組 み た て るか とい うこ とに な る。

1.1.2シ ス テ ム の範 囲 と位 置 づ け

前項 に 勒 て シス テ ムに つ いて の一 般 的 な概 念 を述 べ たが 「何 を もっ

て シス テ ム とす るか 」 に つ いて は 「そ の シス テ ムが成 り立 って い る環 境」

「シス テ ム に何 が 期待 さ れ て い るか」 に よって、 そ の シス テ ムの範 囲が

決定 され、 位 置 づけが変わ ると考える。以 下、 そ れぞ れ の パ ター ン にお い

て、 シス テ ムが どの よ うな 態様 にな るか を考 えて み た。

1)シ ス テ ムの 対 象 とす る業 種

例 え ば、 官公 庁 、 商 社、 サ ー ビス業、 製造 業 を例 に と ってみ て も、

各 々の業 種 にお い て 「シス テ ムに期 待 され る もの」 が 異 な るは ず で あ

る。 極 め て大 ざ っぱ な 見方 を して も、 官 公 庁 に あって、 シス テ ムが カ

バ ーす る範 囲 は長 期、 短 期 にわ た る国 の 諸 施 策 の立 案 と実施 で あろ う

し、 商社 で あれ ば メー カー とユ ーザ ーの 中 間 に あっ て商 品 の 回転率 向

上 を如 何 に実 現 す るか とい う こと にな る。 同様 に サ ー ビス 業 に あ って

は 顧 客 を対 象 に そ の待 時 間 を如何 に短 く して サ ー ビス 向上 に寄与 す

るか とい うこ とで あろ う し、 また 製造 業 に 於い ては 設備 を中心 と した
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投 資効 果 の追 求 で あろ う。

2)シ ス テ ムの対 象 とす る発 展過 程

また一 つ の業 種 で あ って も、 そ れが 発 展期 に あるか成 熟 期 に あ るか

に よって、 シス テ ムの.範囲 と位 置 づ け は こ とな る もの で あ る。 例 え ば

製 造 業 を例 に とれ ば発 展期 つ ま り売 り手 市場 に あっ て は最 大 生 産 を志

向 す る シス テ ムが 設 計 さ れ る で あ ろ う し、 成 熟 期 に あ って は い わ ゆ る

需 給 バ ラ ンス は くず れ るわ け で あ って、 如何 に販路 を拡 大 す るか と い

うこ とで販 売 に 関 す るシス テ ム開発 にそ の重 点 は移 行 す るはず で あ る。

3)シ ス テム の対 象 とす る企 業 の特 殊 事情

更 に 同種 の企 業 で あ って も、 規 模 の大 小、 そ の企 業 の歴 史 的 な背 景、

要 員 事情、 立 地条 件、 そ の後 の環 境 の変 化 に 対 す る対 処 の仕 方 等 につ

い て も、 シス テ ム の性 格 は こ とな るで あろ う。

以上、 「シス テ ムに何 を期 待 す るか」 とい うこ とは ケ ース ・バイ ・

ケ ース に よ り異 な るけ れ ど も、 その ケ ース で決 め られ た役 割 りを、 効

率 よ く果た し得 る仕組み をつ くる こ とが 重要 で あ ると考 え る。

1.1.3シ ス テ ム と コン ピュ ー タ利 用 の シス テ ム

前項 にお い て シス テ ムの範 囲 と位 置 づ け につ い て述 べ た。 そ して シス

テ ム とは、 そ の 目的 ない しは期 待 され る もの を効率 よ く達 成 させ るた め

の仕 組 み で ある こ とを理 解 した。

今 後 は この シス テ ムを どの よ うに開発 して い けば よいか につ い て、 そ

の 取 り組 み 方 を考 れ て み た し(。そ の過 程 にお い ては、 い ま ま で述 べ て き

た 全体 シス テ ムの 中 で コン ピ ュー タが 分担 すべ きシス テ ム の範 囲 は、 ど

の よ うな基 準 で判 断 す れば よいか に つ いて 明 らか に した い と思 うが、 そ

の 詳細 は後 の 節 に ゆず る こ とに す る。
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こ こで は、 特 に コ ン ピ ュー タを利 用 した シス テ ムを 開発 しよ うどす る

際 の留 意 点 を 指摘 す るに とどめ た し(。

勿 論 、 コン ピュ ー タは シス テ ムを 設計 す る際 の有 力 な手段 で あ る。 し

か し次 に示 す よ うな欠 点 を もっ て い る。 一 つは、 相 当長 期 の開発 期 間 を

要 す る こ と、 二 つ は、 硬 直性 、 つ ま り一 度 出来 上 っ て しま うとそ れ の変

更 の為 め に多大 な 時 間 と労 力 を要 す る こ とで あ る。 したが っ て、 この欠

点 を カバ ーす るた め に、 シス テ ム の前提 条 件 を、 どの よ うに設 定 す るか、

シス テ ム ・ラ イ フを どれ 位 の期 間 に見 積 もるか が、 シス テ ム検討 時 での

最 重 点 項 目で な け れ ば な らな い。

1.2シ ステ ム検 討 時 に考 慮 す べ き シ ス テム の構 成 要素

1.2.1構 成 要 素

シス テ ム検 討 に 際 しては、 シス テ ムの 目的 を最 も効 率 よく経済 的 に実

現 す るた め に、 以 下 に示 す、 各 構 成 要素 の与 件 が 明確 に され なけ れ ばな

らない0

1)設 備

大型 化、 連 続 化、 自動化(無 人 化)

2)人 間

判 断 の 高度 化 を狙 うか、 省 力化 か、 業 務 の ル ー チ ン化 を狙 うか

3)組 織

・ 属 人 的管理 か 組織 的 管理 か、 分業 か 協 業 か、 責 任 と権 限 は ど うす る

か

4)ス ペ ース

倉 庫、 ス トックヤ ー ド
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5)時 間

判 断 の緊 急 性、 処理 の 迅 速性

6)情 報toよ び情 報 処 理

情 報 の性 格 お よび量、 情報 処 理 の ス ピー ド、 正 確 度 を どの程 度保 証

す るか

7)情 報 処 理 機器

コ ン ピュー タ、 端 末 機 器、 回線 等

8)そ の 他

1.2.2シ ス テ ム開発 に際 しての ス タンス

1)現 状 改 善 か 新 シス テ ム 開発 型か

現 状改 善的 なス タ ンス で あれ ば 設備、 組織 等 が 既 に 出来 上 って い る

わけ で あ るか ら、 コ ン ピュ… タ を導 入 す る場 合 も、 そ れが なけ れ ば動

か な い と い うこ とには 刀 らな い。 この場合 に は、 コ ン ピュー タは単 に

道 具 と して、 従 来 、 人 間 が 行 な って きた業 務 を肩 代 わ りす る とい う範

囲 に と どま るで あ ろ う。

これ に 対 し新 シス テ ム開 発型 とい うこ とで あれ ば、 コン ピュー タで

な け れ ば 出来 ない とい う部 分 を中心 に して、 そ の他 の部 分、 つ ま り組

織 の あり方 とか、 設備 の配置 お よび稼動体制 とか、 或 いは人間の仕事

の仕 方 等 々が すべ て考 え な お され る とい う形 にな る。 この場 合 に は、

コン ピュ ー タが む しろ主体 制 を もちそ の他 の部 分を規 制 す る こ とに な

るわけ で あ り、 こ こでは コ ン ピ ュー タの 果たす役割 りも、前の現 状 改 善

型 に較 べ て当然 、 変 わ るはず で ある。

2)全 体 シス テ ムか 部 分 シス テ ムか ・

この場 合 の全体 シス テ ム とは、 例 え ば 製造 業 の、 受 注、 生 産、 出荷
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に関 す る 全機 能 を、 トー タル ・シス テ ム と して 設計 す る ケ ース を指 し

部 分 シス テ ム とは、 そ の 中 の一 つ の 機能 を対 象 と して、 サ ブ シス テ ム

を 設計 す る場 合 をい う。 こ の場 合 もそ れ ぞ れ、 シス テ ムを 設計 す る際

の考 え方、 お よび、 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの果 たす役割 りは ことなっ

て くる。

以 上 、 コン ピュ ー タを利 用 した シス テ ム を開発 す るに 際 して の ス タ

ンス を述 べ た が、 一 概 に どち らが よ リベ タ ーで あ る とい う こ とは 出来

な い。 そ れ は、 これか らシス テ ムを設計 し よう とす る企 業 が、 おか れ

た状 況、 歴史 的 な背 景、 今 後 の動 向 等 を勘 案 して、 どのス タン スに よ

るか が 決 定 され るべ き もの で あ る。 しか し、 シス テ ム ・ライ フ ・サ イ

クル に おけ る一 つ の チ ェ ック ポ イン トと して は、 今 か ら設 計、 開発 し

よ う とす る シス テ ムが、 どの ス タ ンス に立 って い るか は 明確 に して お

く必要 が あ る。

'

1.5シ ステ ム検 討 の た め の業 務分 析 と予備 設 計

シス テ ム を開発 し実施 す る過 程 を大 き く分類 す る と次 の よ うにな る

Oマ ス タ ープ ラ ン作成 の た めの 検 討

oマ ス タ ー プ ラ ンの 作成(基 本 計 画 に も とつ く共 通 目標 の 設 定)

各 サ ブ シス テ ムが 分担 すべ き範 囲 の検 討

O各 サ ブ シス テ ム計画 の ブ レ ーク ダ ウン

O各 サ ブ シス テ ムの 設 計

以 下、 順 を追 って各 段 階 で何 が 行 なわ れ るべ きで あ るか につ いて、 考 え

て み たい 。但 し、こ こで述 べ る亡 とは 、シス テ ム検 討 に際 して の、 大規 模 で

オ ー ソ ドックス な ものS考 え方 で あ る。 しか し、 実 際 に個 々 の ケース にっ
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いてシステムを検 討 す る場 合 は、 そ の 規模 、 アス タンス の相違 に よ り、 必

ず し も こ の 手 順 に よらな くて よい ケ ース も あ る。 この場合 は、 そ れぞ

れ のケ ース に適 合 す る よ うに以 下 の内 容 を ア レ ンジすれ ば よい。

1・3・1マ ス 〃〉一 プ ラ ンの 作成 のた め の検 討

シス テ ム とは、 前 述 した よ うに設備、 人 間、 組織、 スさ 一ス、 時間、

情 報 お よび情 報 処 理、 情 報 処 理機 器 、 そ の他 か ら構 成 さ れ る。

した が っ て、 この段 階 では、 これ らの 各要 素 を組 み あわせ、 企 業 の 目

的 を、 全体 と して最 も効 率 よく、 経済 的 に達 成 させ るた めに、 どの よ う

に バ ラ ンス させ るか の 作業 が行 な われ な け れ ば な らな い。

具 体 的 に は 「要員 は これ だ け に抑 え た い、 したが って コン ピュー タ ・

シス テ ム と しては、 ここま で コン トロー ル 出来 な くては 困 る」、 とか

「設備 の能 力 は こ の よ うに な っ てい る、 これ を効率 よ く稼動 させ るた め

には、 コ ン ピ ェ一 夕 ・シス テ ム と して は、 こ こまで必要 に な る」 とい っ

た 形で 相 互 に調 整 され なけ れ ば な らな い。 この 作業は シス テ ムの最 終 的

な 姿 を確 定 す る もの と して極 めて 慎重 に、 繰 りか え し、 関係 箇所 との 間

で討 議 され な けれ ば な らない。

この過 程 を経 て、 各 要 素 の位 置 づ け、 分担 範 囲 が 決定 され、 目標 値 が

設定 され る こ とに な る。

特 に コン ピュ ー タ ・シス テ ムを志 向 す る場 合 は 次の諸 点 を十 分考慮 し、

そ の位 置 づけ と範 囲 が決 定 さ れ るべ きで あ る。

コン ピュ ータ ・シス テ ムの 目的 を明確 に

「コ ン ピュー タ ・シス テ ム で何 を表 す べ きか 」 の 目的 が は っ き り して い

な け れ ば な らな い、 今後 、 単 な る計 算 の代 行 機 と して の段 階 を経 て、 コ

ン ピュー タ を経 営 の道 具 と して利 用 す る段階 に す ×めば、 進 む程、 マ ネ
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一 ジメ ン トの要 請が何 で あ るか、 何 が期 待 され て い るか とい う こ とが 明

確 に整 理 され るべ きで あ る。

経 済 的 で あ るか ど うか

コ ン ピュー タ ・シス テ ム を導 入 す るにっ い て は、 シス テ ムの開発 、 ハ ー

ドウェアの装 備 、 な らび に シス テ ムの運 営 の た めに 多額 の投 資 が 必要 で

あ る。

したが っ て コン ピュ ー タ ・シス テ ムを導 入 し、 そ の 位 置 づ け、 分担 範

囲 を決 定 す るにつ い て は、 定 量 的、 定性 的、 メ リ ッ ト、 デ メ リッ トを較

量 し、 ペ イす るか ど うか がそ の 判断 基準 に た らな けれ ば な らな い。

定 量 化 出来 る メ リッ トとは要 員 の削減 効 果、 設備 の稼 動 率、 歩 留 の 向

上 等 で あ り、 定 性 的 メ リッ トとは、 品質 の 向上 一 ユ ーザ ー ・サ ー ビス の

向上、 等 で あ るが これ らが 予 め整理 され コ ン ピュー タ ・シス テ ム の事後

的 な評 価 の基 準 とさ れ、 導 入 に 際 して の指 標 とさ れ るべ きで ある。

コ ン ピュ ー タの威 力 が十 分発 揮 され る こ と

コ ン ピュー タの もつ一 つ の 大 きな特 色 は デ ー タ を処 理 す る能 力 が ずば抜

け て速 い とい うこ とで ある。 したが って、 この能 力 を十 分発揮 さ せ るた

めに は これ に見 合 う、 業 務 が 選 定 さ れ なけ れ ば な らない。

管 理 サ イク ル と一 致 しな い よ うな コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムは意 味 をな さ

な い し、 ま た、 コン ピュー タ ・シス テ ムは 分担 す る範 囲 が 管 理 レベル の

不 統一 を招 くよ うな 業 務 で あれば、 そ の業 務 は 対 象 と して適 当 とは い え

な い。

前提 条 件 が 明確 に定 義 され て い な けれ ば な らな い

コ ン ピュー タは そ の処 理 ス ピー ドと、 正 確 性 に お い ては 秀 れ た特 性 を も

って い るが 、 変 化 に 対 す る柔軟 性、 適 応性 とい う面 では 人 間 の頭 脳 に は
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したが って前 提 条 件 が不 明確 な業 務、 前 提 が明確 に な り得 な い業 務 は

コ ン ピ ュータ ・シス テ ムの 対象 に す べ きで は ない
。

以 上・ コン ピュー タ ・シス テ ム を どの ように位 置 づ け るか、 そ の 分担

範 囲 は ど うい う基 準 で判 断 す べ きか につ いて述 べた が、 特 に強 調 したい

こ とは、 あ くま で も 目的 に見 合 った シス テ ムで あ るべ き ご と
、 拾 よび、

コ ン ピ ュー タ ・シス テム の 分担範 囲 は 必要量 小 限度 に抑 え られ るべ きで

あ って、 バ ランス とか競 争 とか い う心 理的 要 素 だけ で 事 を処 す とい う態

度 は戒 め られ るべ きで あ る とい う こ とで ある。

1・3・2マ ス ター プ ラ ンの 作成

大型 シス テ ラン とは、 各 要 素 の 分担 す る範 囲 と業 務 量、 ス ケ ジ ュール

等 を 明 らか に し、 そ れ が 全体 と して、 斉 合 性 が保 た れ、 シス テ ム 全体 が

実 現 され る こ とを保 証 す る もの で あ る。

1)マ ス ター プ ラン 作成 の意 義

大型 シス テ ム(開 発 期 間2～3年 、 要 員数 百人 年 程 度以 上)の 開発

プ ロジ ェク トを効 果 的、 効 率 的 に推 進 す るた めには、 大 型 シス テ ムの

あ る部 分 につ い て の詳 細 設 計 に先 立 って、
.次の事 項 を まず 検 討 し確認

す る こ とが 必要 で あ る。 何 故 な ら大型 シス テ ムの 全体 像 が 描 か れ な い

ま ま に、 あ る部 分 の詳 細 設計 を行 な って も、 他 の部 分 とのつ な が りが

保 証 さ れ て い ない た め、 次 々 と完成 して くる他 の部 分 との 間 を うま く

連 結 す るた めに は、 か な りの 調 整、 変 更 が不 可欠 とな り、 多 くの部 分

か ら構成 さ れ る大 型 シス テ ムで あれ ば あ る程、 そ の努 力 は、 ほ とん ど

エ ン ドレス ・エ フ ォ トとな るか らで ある。

検討 、 確 認 す べ き事項
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aシ ス テ ムにつhて

Oシ ス テ ムの 必要 性

Oシ ス テ ムの カ バーす る範 囲

oシ ス テ ムに期 待 され る機 能 と シス テ ム の狙 い

o外 部環 境k・ よび 外部 シス テ ム との連 係 設計 の基 本 思想

Oシ ス テ ム ・ライ フ

bシ ス テ ム を構 成 す るサ ブ シス テ ムにつ いて

oシ ス テ ムは、 どの ような サ ブ シス テ ムか ら構 成 され て い るか

Oサ ブ シス テ ムは シス テ ムの 中で どの よ うな 機能 を果 た し、 そ の

た め どの よ うな 設計 思 想 に よ り、 どの よ うな基本 構 成 を もつか

o各 サ ブ シス テ ムは相 互 に、 どの よ うに連 係 して い るか

cシ ス テ ム お よび サ ブ シス テ ム の開 発 ス ケ ジ ュ ール

O各 サ ブ シス テ ムの開発 につ いて 、 そ の優 先 順 位、 時 期 と開発 に

必 要 な資 源(要 員、 コン ピュ ー タ等)配 分につ いて、 総 合 的 に調

整 され た 全体 ス ケ ジ ュール

O全 体 ス ケ ジ ュ ール よ り、 他 との斉 合 性 を保 証 され た各 サ ブ シス

テ ム の開 発 ス ケ ジ ュール

この よ うな事項 を検 討、 確 認 す るた めに 作成 す る基本 計 画 を、 マス

ター プ ラ ンと よぶ こ とが 出来 る。

2)マ ス ター プ ランの役 割 とそ の た め の要件

マス タ ー プ ランは 前段 に述 べ た よ うに、 大型 シス テ ムの 開発 導 入 を、

全体 と して効 果 的、 効率 的 に行 な うた め の基 本計 画 で あ り、 各 サ ブ シ

ス テ ムの 開発 導 入 は マス ター プ ラ ンに基 づ いて 推 進 され なけ れ ば な ら

な いo
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換 言 す れ ば、 マス タ ープ ランは、・そ れ に基 づ いて各 サ ブ シス テ ムの

開発 が 実 際 に行 な わ れ るた めの もの で なけれ ば な らない。 そ うでな け

れ ば単 な る文 書 に終 わって しま うものであ り.一 つ の プ ラン と しての 価

値 は、 実行 を通 じて 初 め て、 実現 され る こ とを銘 記 しなけ れ ば た らな

いo

マ ス ター プ ランが プ ラ ンと して の役 割 りをは た すた めに は、 実現 可

能性 と規 範 性 の二 つ の性 格 を具 備 す る こ とが 必要 で あ る。

a実 現 可 能性

次 の二 点 に つ い て、 十 分、 考 慮 され なけ れ ば な らな い。

Oシ ス テ ムの 内容 に つhて

・現 実 の レベル か ら考 えて、 実 現可 能 な レベル の もの で あ るか ど

うか(中 間 レベル の暫 定 サブ シス テ ムが 必要 か ど うか)

。シス テ ムの前 提 とな っ て い る諸 条 件 は整 備 さ れ て い るか ど うか

。サ ブ シス テ ム間 の連 係 が、 マ ス ター プ ランに基 づ く、 サ ブ シス

テ ムの 開発 段 階 で、 基 本 的 な 変更 を必要 と しな い程 度 に十 分、 確

認 され て い るか ど うか

。サ ブ シス テ ムの 内 容が、 サ ブ シス テ ムの開発 段 階 に おけ る詳 細

設 計 の ガ イ ドライ ン とな る程 度 に、 具体 的 に記述 さ れ て い るか ど

うか

。シス テ ム ライ フに つ いて十 分 な考 慮 が な され て い るか

O開 発 のス ケ ジ ュー ル につhて

・開発 の期 間、 資 源(要 員 の質 と量、 コン ピュ ー タ等)の 配 分 は

適 当か

。シス テ ム開発 の 前提 条件 は 必要 な時点 まで に準 備 され るか ど う
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。ス ケ ジ ュール の 内 容(期 間、 必要 な要 員、 コ ン ピュー タ等 の資

源)が 、 開発 段階 に お け る、 詳細 ス ケ ジ ュール に よ り基本 的 な変

更 を必要 と しな い程 度 の正 確 度 を もつ か ど うか

b規 範 性

実現 可 能 性 を与 え られ た マス ター プ ラ ンは サ ブ シス テ ム の開発 段

階 にお け る行 動 の規 範 と して の機 能 を果 た さ なけ れ ば な らなレ・。

サ ブ シス テ ムの 開発 が、 マス ター プ ランか ら遊離 して行 なわれ る

ので あれ ば、 マス ター プ ラン の 目的 とす る、 シス テ ム開 発 の効果 的、

効 率 的推 進 と、 イ ンチ プ レー テ ッ ドな イ ン フォ メ ー シ ョン、 シス テ

ム の実現 は極 めて 困難iと な る。 従 っ てサ ブ シス テ ムの 開発 段 階 で は、

何 よ りもマ ス ター プ ラン を規範 と して 行 動 す る とい う経 営 思 想 と共

通 認織 が 必要 で あ り、 同時 に、 各 サ ブ シス テ ム の開発、 推 進 が、 そ

の内 容 とス ケ ジュ ール に お いて マス ター プ ラン に沿 って、 行 なわれ

てい るか ど うか の確 認 と調 整 が不 可 欠 で あ る。

3)組 織 お よび進 め方

シス テ ムの規 模 に よ り、 これ を検 討 す るチ ー ムの規模 もまた、大小い

ろ い ろな形 が考 え られ る。

先 ず、 極 め て大規 模 な シス テ ム、 例 えば、 製 造業 に お け る 「販 売、

生 産 事務 シス テ ム」 とい うよ うな シス テ ム の検 討 に あた って は、 各 分

野 の代 表者 か ら構 成 され る社 長 直属 の大 プ ロジ ェク ト ・チ ー ムが必要

で あ る。 この場 合 に は、 各 機 能 別 グル ー プの 他 に、 調 整 グル ー プを設

け、 シス テ ム の最 終 目標 を達 成 させ るべ く、 各 グル ー プ の相 互関 連 に

お いて、 目標 を.与え、 そ れ の進捗 に つ い て コ ン トロール す るは た らき
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を もた せ な けれ ばな らない。

そ の他 、 シス テ ム の規模 と性 格 に よ り

。兼 任 の チ ー ム

。ユ ー ザ ー と シス テム部 門 か ら成 る単独 チー ム

。ユ ー ザ ー部 門 の 中だ け の チ ー ム

とい う よ うに 分け るこ とが で き る。 これ らの チ ー ムは 「ど うい う

シス テ ムが 本 当 に望 ましい」 を考 え なが ら、 現状 の調 査、 問題 点 の

分析 、 そ の解決 方 法 を整 理、 検 討 して い く ことに な る。

1.3.3各 サ ブ シス テ ムDブ レー クダ ウ ン ーDPプ ラ ンの 作成 一

前 節 に お いて コ ン ピュータ ・シス テ ムの位 置 づけ、 お よび分 担 す る範

囲 を明 らか に す るま で の手 順 を述 べ た。

こ こで は、 コ ン ピュータ ・シス テ ム(以 下、D.Pシ ス テ ム と呼ぶ)

に 限定 して、 設計 に際 して の態 度、 設計 手 順 に おけ る チ ェ ック ポ イ ン ト

を 考え てみ た い。

DPシ ス テ ムは3つ の段階 を経 て 完 成 す る、1つ は 検討 と設計 の段 階

で あ り、 次は そ の 作成 で あ り、 最 後 は そ の運 営 で ある。 第1章 では、 上

記 の うち、 検 討 と設計 の段 階 を 分担 す る。

第2段 階 のDPシ ス テ ムの 作成 につ い て は、 第2章k・ よび第3章 に お

い て ま た、 第3段 階 の運 営 にっ い て は、 第4章 、 第5章 にお いて、 そ の

詳細 が述 べ られ る。

検 討 と設計 の 段階 は更 に 次 の手 順 に 分類 す る こ とが 出来 る。 す なわ ち

(1)現在 の シス テ ムを分 析 す る こと(2)モ デル を 作成 す る こ と(3)モ デル

を検 討 す る こと(4嚇 しいDPシ ス テ ム を提 案 す る こ とで あ る。

o現 在 の シス テ ムを 分析 す る こと
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いか な る シス テ ムの 設計 に あた って も、 現 在、 何 が どの よ うに行 なわ

れ て い るか を十 分、 理解 す る ことな く して シス テ ムの設 計 を行 な うこ と

は 不 可 能 で ある。 現 在 の シス テ ム を理解 す るた め に は、 シス テ ムの対象

とな る業 務 に携 わ っ て い る人 間 に ヒア リングす る こ とが そ の 主 な手段 と

な るが、 そ れ の 実行 に あた って は、 あ らゆ る階 層 の意 見 を幅 広 く収集 し、

正 しい認識 が 出来 る よ うに しなけれ ば な らない。 ヒア リング技 術 につ い

て ここで述 べ る こ とは省 略 す るが 重 要 な こ とは、 実 際 に この シス テム を

利 用 ず る部 門 か ら遊離 して は な らない とい うこ とで ある。

。モ デ ル を 作成 し検 討 す る こ と

現 在 の システ ムの分析が終われば、 これか ら作成 しよ うとす る シス テ ム

が 「何 を しな け れ ば な らない か」 「種 々 の要件 を どの程度 満 足 させ なけ

れ ば な らない か」 が理 解 出来 るは ず で あ る。 モ デ ル の 作成 に 際 してはい

くつ か の代 替案 を準 備 し、 各家 につ い て経済 性 、 実現 可 能性 、 効 果性 の

面 か ら種 々 の検 討 が加 え られ 最適 案 に しぼ られ るべ きで あ る。

要 す るに この 段階 で の仕 事 は建 築 家 が新 しい 家 を 設計 す るの に よ くに

て い る。 まず 依 頼主 が家族 の 希望 や計 画 を話 す の に耳 を傾 け る。 収 入や

家族 構 成 と年令 を調 べ、 現 在 の住 ま いが どん な趣 味、 趣 向 を持 ってい る

か を調 べ る。 居 間、 書 斎、 台 所 に つ いて は特 に 質 問 を して 念 入 りに調 べ

る。 デ ザ イ ンに 対 す る家 族 の この み を知 った ら、 建 築 家は 希 望 を予算 に

合 わせ る手 助 け を しな けれ ば な らな い。 寝室 を独 立 させ るた め に 日 よけ

のつ い た テ ラス を犠 牲 にす べ きか空 調 設 備 を いれ るた め には 家 の景 観 は

あ とまわ しに して も よいか、 こ うい った こ とを考 え て予 算 内 に お さ め、

家族 全員 に満 足 のい く設計 仕 様 を きめ る。 この仕 様 は重 要 で あ り、 この

正 確 性 は解 とな る設 計 の最 終 的 効 果 を左 右 す るもの で あ る。
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(IBMDataProcessingTechniquesSOPの 考 え 方参 照)

o新 しいDPシ ス テ ム を提 案 す る こと

この段 階 で の仕 事 はDPシ ス テ ムにつ いて記述 す る ことで あ る。 この

記述 はDPプ ラン と な り、 シス テ ムの実 現 を保 証 す る もの と して、 そ の

規 範 とすべ く トップの承 認 を得 る と同時 に、 関連 部 門 に オ ー ソ ライズ さ

れ なけ れ ば な らない。

以上 の各 段階 に お いてDPシ ス テ ムの 設計者 は質 の 高 い、 創 造 的 な努

力が要 求 され るが、 そ の際 特 に留意 すべ き点 を列 挙 す る こ とにす る。

(1)情 報 コス トの意 識 は十 分か

DPシ ス テ ムは そ れ の 設計 、 開 発、 運 営 の た めに膨 大 左 費用 のか か

る もので ある こ とは 前述 した通 りで あ るが、,DPシ ス テ ムの 設計 者 は

「この シス テ ムか ら得 られ る情報 が はた して 有 効 で あ るか ど うか、 十

分 にペ イす る もの で あ るか ど うか」 を常 に意 識 す る必要 が あ る。

(2)企 業 の 目的 達成 とい う大 目標 か らはず れ て い な いか ど うか

DPシ ス テ ムは企 業 の 目的 を達成 す るた めの もの、 ない しは企 業 の

経 営 方針 を決 定 す るにっ い て、 それ をサ ポー トすべ き もの で ある、 し

た が ってDPシ ス テ ムの 設計 者 は、 シス テ ムの 目的 を正 確 に理 解 し、

そ れ に必 要 な情 報 は何 か とい うこと を見誤 らな い よ う心 掛 け なけ れ ば

な らない。

(3)シ ス テ ムが企 業 の体 質、 特 に現在 の管理 制 度 に合 致 して い るか ど

うか

(4)DPシ ス テ ムが 企 業 にお け る トー タル ・シス テ ム と して把 え られ

て い るか ど うか、 サ ブ シス テ ム間 の相 関性 は十 分考 慮 され て い るか

(5)企 業 を と りま く環 境 の 変化 に対 す る順応 性 は あ るか
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DPシ ス テ ムは、 非 常 に ロ ジ カル な もので あ るだ けに 硬直 的 な もの

で あるが、 企業 活 動 は生 き物 で あ るだ け に、 そ れ をコ ン トロール す る

DPシ ス テ ム には 状 況 の変化 に 対す る可擁 性 が要 求 され る。DPシ ス

テ ムの 設計 者 は この矛 盾 す る要求 に応 え るた め、 シス テ ムの 設計 に先

立 っては 考 え うる仮説 をた て、 そ れ の前提 条 件 を整 備 してお か な くて

は な らな い。 前 提条 件 の たて 方 の 良否 が シス テ ム の ラ イ フ ・サ イクル

に与 え る影 響 は極 め て大 きい とい わね ば な らな い。

ちな み にDPプ ラン と して うた うべ き項 目は 次 の よ うに整理 すべ き

で あろ う。

①DPシ ス テ ムの 目的

② 当DPシ ス テ ム案 にい た る まで の検 討経 過

③DPプ ラ ンの基本 方 針

(1)DPシ ス テ ムの 前提 条 件

(2)DPシ ス テ ムが コ ン トロール すべ き対 象範 囲

(3)DPシ ス テ ム設計_ヒ の ポ イン ト

④DPシ ス テ ム設計 に要 す る諸 コス トお よび メ リ ッ ト

⑤DPシ ス テ ム設計、 開発 に要 す る人 員 と質

⑥DPシ ス テ ムの 設計、 開 発推 進 ス ケ ジ ュール

なまへ この 点 につ き、 日本 経 営情 報 開 発 協 会 主催 の 「渡米 シス テ ム

ズ ・ア ナ1)シ ス専 門研 修 団」(第2回=1971年)の テ キス ト

(BrandonAppliedSystemsInc.編)で は、 これ を次 の よ うに

述 べて い る。
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2.EDPシ ス テ ム の 設 計

第1章 に おい て コ ン ピュー タ シス テ ム(以 下DPシ ス テ ム と よぶ)は 目

的 に 見合 っ た もので な けれ ば な らな い こと、 お よび そ の シス テ ムが 分担 す

べ き範 囲 は 必要 最 少限度 に抑 え られ るべ き もので ある こ とを述 べ た。 第2

章 で は、 第1章 に よる検討 の結 果 を うけて、DPシ ス テ ムの導 入 が決 定 さ

れ た こ とを想定 し、 そ れ を実 現 す るた め に、DPシ ス テ ムの詳 細 設計 と、

コ ン ピュー タを選 定 す るにつ いて、 それ ぞ れ ど こに チ ェ ックの ポ イ ン トが

おか れ るべ きか につ い て述 べ る ことに す る。

DPシ ス テ ム の 設計 な らび に コ ン ビ=一 夕の選 定 につ い ては、 これ か ら

DPシ ス テ ム を導 入 しよ うとす る企 業 が どの ような ス タ ンス に あ るか に よ

っ て、 そ れぞ れ チ ェ ックポ イン トの お き方 に ニ ューア ンス の相違 が あるは

ず で あ る。

例 え ば、DPシ ス テ ムを新 規 に導 入 しよ うとす る場合 な のか、 或 いは あ

る程 度 の経 験 と実績 に基 づ いて、 さ らに拡 大、 発 展 さ せ よ う とす る場 合 な

の か バ ッチ シス テ ムを 目指 す のか、 オ ン ラ イ ン シス テム を志 向 す るのか、

特 に コ ン ピュ ー タ の選 定 につ い ては、 コ ン ピュー タ メー カーの 提供 す る既

存 の ハ ー ドウェ ア、 ソ フ トウェ ア の技 術 に よ りDPシ ス テ ムの 設計 が可 能

な場合 とユ ーザ ー(DPシ ス テム を導 入 し よ う とす る企 業)が そ の シス テ

ム に 必要 な ハ ー ド、 ソ フ トの メデ ィア を決 定 し、 コ ン ピュ ー タ メー カー に

そ の 開発 を依頼 な い しは 共 同 で開 発 し よう とす る場合 等、 色 々な条 件 の違

い に よ り、 検討 の仕 方 に拾 い て 力点 の置 く位置 が 異 な るは ず で あ るが、 以

下 に のべ る項 目に つ いて は、 どの よ うな条 件 の も とに あ って も最少 限、 必

要 と思 わ れ る もの にっ い て 整理 した もの で ある。
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2.1詳 細 予備 設 計

2.L1詳 細 業 務 フ ロー の 設定

DPシ ス テ ムの 設計 に あた っ て先 ず第一 に なす べ き こ とは フ ・一チ ヤ

ー ドの 作成 で あ る。

この フ ロー チ ャー トはDPシ ス テ ムの 設計 グ ルー プ内 にお い て、 これ

か ら開 発 しよ う とす るDPシ ス テ ムの内 容 につ いて 認識 を統 一 す るた め

の もの で あ り、 対 外 的 に は これ か ら具 体化 しよ う とす るDPシ ス テ ムに

つ いて、 た とえ相 手方 が専 門 的 知 識 を もた な くて も、 そ の概 要 を理 解 し、

それ につ い ての 意 見 を述 べ るた めの 資料 と して活 用 さ れ る もので ある。

した が って、 この フ ロー チ ャー トは 次 の諸 点が 明確 に な っ てい る こと

が望 ま しし(。

1)企 業 の 全体 シス テ ムが概 観 出来 、 そ の相関 関 係 が理 解 出来 る こ と、

お よびそ の 中 でDPシ ス テ ム の 分担 す る範 囲 が明 確 に定義 さ れて い る

こ と。

2)マ ン、 マ シ ンの イン タ ー フ ェース す な わ ち人 間 のは たす 機 能 とD

Pシ ス テ ムの果 たす 機能 が 区別 され てい る こ と。

3)必 要 な イ ン プ ッ トの種類 、 タ イ ミン グが 理解 出来 る こと。

4)シ ス テ ム にお け る人 の ながれ と物 の なが れ に つ い て斉合 性 が とれ

て お り運 用 可 能 な フ ロー と して ま とめ られ てい る こ と。

2.1.2入 出力 予 備 設計

如何 に 秀 れ た機 能 を もつDPシ ス テ ムで あ って も、 イ ンプ ッ トデ ータ

の正 確 性 が保 証 され なけ れ ば真 に有 効 な情 報 を うみ だ す こ とは 出来 な い。

一塊 イン プ ッ トデ ー タ の 作成 、 牧 拾 が 最大 限 に完 備 して いて も、 それ が

正 しく ファ イル さ れ要 求 に 見合 うレポー トと して ア ウ トプ ッ トさ れ なけ
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れ ばDPシ ス テ ム の 目的 は 達成 出来 な い。

した が ってDPシ ス テ ムの 設計 にお け る入 出力 の検討 は、 最 も重要 な

フ ァク ター と して取 り扱 わ れ なけ れ ば な らない。

この段 階 で シス テ ムの 設計 者 が 行 な うべ き検 討 項 目を列 挙 す れ ば 次の

通 りで ある。

o必 要1/0の ア イテ ム の洗 い 出 し

O情 報 と して のア イ テム の ま とめ

oEDPI/Oと 人 間系1/0再 検 討

oI/0種 類 の概要 設定

01/Oオ ペ レー シ ョン手 順 の概 要

oI/Oフ ォ ーマ ッ トの予 備 設計

Oイ ン プ ッ トデ ー タチ ェ ック条 件 仮 設定

Oア ウ トプ ソ トデ 一 夕編 集条 件 仮 設定

oI/Oリ ン ク系統予 備 設定

ア ウ トプ ッ トにつ い てはDPシ ス テ ムか らア ウ トプ ッ トされ た レポ ー

トを、 いつ、 だ れが 、 何 の た め に活 用 す るか の検討 が 必要 で ある。

Oア ウ トプ ッ トされ た レ ポ ー トを いつ 使 うか

企業 活動 には、 そ の中 で 行 な われ る業務 の性格 に よ り一 定 の管理 サ

イ クル が あ る。 計画 一実 行 一評 価 とい うサ イクルの 中 で、 そ れ ぞ れ に

必要 とされ る情報 は、 長 期 に わ た る情報 、 期 サ イクル の情 報、 マ ンス

リー、 ウ イー ク リー、 デ ー11-、 時 々刻 々 の情報 とい うよ うに 多種 多

様 で あ る。

これ らの情 報 が必 要 な と きに提 供 出来 る体 制 を整 え る こ とがDPシ

ス テム の使 命 で ある。
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「タ イ ミン グ を失 した ア ウ トプ ッ トは紙 くず の価 値 しか持 って い ない」

oア ウ トプ シ トされ た レ ポー トを誰 が使 うのか

企 業 は 色 々な階 層 の人間 か ら成 りた って お り、DPシ ス テ ムに期 待

す るア ウ トプ ッ トは一 様 で は な い、 トップ の経 営 者、 中 間管理 者 、 実

務 の担 当 者 は、 それ ぞ れ 自分 の 分担 す る管 理 ス パ ン の範 囲 に おい て最

も有効 な、 使 い や す い レポ ー トを欲 す るは ず で あ る。 した が っ て ア ウ

トプ ッ トの設 計 に あた って は、 誰 が 使 い、 どの レベ ルの情 報 を欲 して

い るのか 見 きわ め る必要が あ る。

oア ウ トプ ッ トされ た レ ポー トが何 に使 われ るか

ア ウ トプ ッ トが何 のた め に使 われ るか に よって もア ウ トプ ッ トの性

格 は こ とな るはず で あ る。 例 えば プ ランニ ング のた めに 過去 か ら将来

に い た る傾 向 をつ か みた い場 合 、 計画 と実 績 を対 比 したい場 合 、 等、

そ れ ぞ れ の用途 に よ り、 デ ー タが カバー しなけ れ ば な らない範 囲、 密

度 は こ とな るは ず で あ る。

以上 、 必要 とされ る ア ウ トプ ッ トの質 と量 の洗 い出 しが終われば、 何 を

誰 が どの よ うな タ イ ミングで何 に よ リィ ン プ ソ トす べ きで あ るか、 デ ー

タフ ァ イル の メデ ィア と して は磁 気 テ ー プが よい のか、 デ ィス クか叉 は

ドラムが よい のか、 そ の他 で秀 れ た ものが あ るのか の検 討 が可能 とな り、

ア ウ トプ ッ トの メデ ィア と して何 が最 も効率 的 で あ るか の予 備 設計が 出

来 る。

特 に コ ン ピ ュー タの 負荷 を計算 す るにつ い て は、 イ ン プ ッ トデ ー タの

正 確 性 を保 証 す るた め の チ ェ ックに要 す る部 分 が大 き い と思 われ るの で、

以 下、 これ に 関連 して イ ンプ ッ トデ ー タの正確 を期 すた め に どの よ うな

方 法 が考 え られ るか に つ いて述 べ る こ とにす るo
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1)イ ンプ ッ トの原 始 帳 票 は 単純 化 しなけ れ ば な らな い

イ ン プ ッ トに 必要 な原 始 帳票 の種 類 は 必要最 少限 度 に抑 え られ るべ

きで あ り、 デ ー タの ソース は一 元 化 され る よ う整 理 され な け れ ばな ら

ない。 また 帳票 の レ イア ウ トは、 な るべ くシ ン プルに し、 デ ー タの 記

入、.タ イプ ミス、 パ ンチ ミス の発 生 を未然 に防 ぐ よ う工 夫 さ れ なけ れ

ば な らな い。

2)デ ー タの コー ド化

コー ドとは 数 字 あ るいは 英 字 で各 種 の名 前 を 出来 る だけ 短 い 一 ・定

の ケ タ数 に よ り、 系統 的 に簡 略化 した符 号 の こ とで あ る。

デ ー タを コ ー ド化 す る こ とは、 単 にデ ー タを コン パ ク トに す る とい

う意味 の他 に 次 の ような機 能 を もって い る。 す な わ ち各業 務 の体 系 や

関 連 な い しは 管理 の意 図 を表現 す るた め の もの で ある。 した が って、

そ れ の、 検討 、 設定 に あた っては ① 全体的 な共 通 性 を も ち体 系的 で

あ る こ と ② コー ドの追 加 等 が 出来 る よ うに コー ドの体 系 に弾 力性 を

もた せ る こ と等 の配 慮 が 必要 で あ る。

3)コ ン ピュー タに よるチ ェ ック

原 始 デ ー タは 人 間 が 採取、 イ ン プ ッ トす る もの で あ る限 りエ ラーを

ゼ ロにす る こ とは不 可能 に近 く、 この種 のデ ー タが コ ン ピ ュー タの負

荷 に お よぼ す影 響、 ア ウ トプ ッ トの精 度 に与 え る影 響 は極 め て大 きい。

した が って エ ラー デ ー タに っ い て は処 理 に入 る前 に コ ン ピ ュー タに よ

るチ ェ ック と リジ ェク トが 必要 で あ る。

コ ン ピュ ー タに よ るチ ェ ックの方法 と して は 次の もの が 考 え られ る。

aテ ー ブル チ ェ ック

予 め イ ン プ ッ トの可 能性 の あ るコー ドのテ ー ブル を準 備 して お き、
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そ れ に マ ヅ チ ン グ しな い デ ー タが イ ン プ ッ トさ れ た と き は リ ジ ェ ク

トす る方 法 。

b関 連 チ ェ ソ ク

メ イ ン に な る デ ー タ に 対 して、 ロ ジ ッ ク 的 に 矛 盾 す る サ ブ デ ー タ

が イ ン プ ッ トされ た 場 合 リ ジ ェ ク トす る方 法 。

Cア イ テ ム チ ェ ック

デ 一 夕 レ ン グ ス 、AlphaNumericチ ェ ッ ク 等。

4)オ ー ト コ ー デ ィ ン グ

マ ニ ュ ア ル に よ る イ ン プ ッ トを 避iけ る た め、 オ ー トコ ー デ ィ ン グ の

手 法 を採 用 す る こ と も エ ラ ー を 削 減 す る一 つ の 方 法 で あ る。

オ ー トコ ー デ ィ ン グ と は、 ジ ェ ネ レ ー トす べ き デ ー タ を 論 理 に 基 づ

い て 準 備 して お き そ の条 件 に マ ッチ した と き の み 該 当 す る デ ー タ を 付

加 す る方 法 で あ る。

5)イ ン プ ッ ト機 器 の 活 用

通 常 、 イ ン プ ッ トの 媒 体 と して は 、 カ ー ド、 紙 テ ー プ が 使 用 さ れ る

が 、 こ れ に よれ ば パ ン チ ャ ー、 タ イ ピス トの 作 業 を 要 し、 ミス の防 止 、

省 力 化 とい う見 方 か ら も問 題 な し とは 言 え な い。 これ を カ バ ー す る も

の と し てOCR(OpticalCharacterReader)MICR(原 始

帳 票 上 に磁 気 文 字 を 印 字 し、 そ れ を 読 み と り装 置 が 読 み と っ て 演 算 処

理 を行 な う も の)音 声 に よ る イ ン プ ッ ト手 段 等 が 開 発 さ れ て い る。 こ

れ らの手 段 は 、 これ か ら開 発 し よ う とす る シス テ ム が 対 象 とす る業 務

にfitす る 限 り、 積 極 的 に 活 用 す べ き で あ る 。

2.1.3フ ァ イ ル の 予 備 設 計

DPシ ス テ ムvateけ る フ ァ イル の 設 計 は シス テ ム の性 能 を 決 定 づ け る
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と い って も過 言 では ない。 フ ァイルが シス テ ムそ の もの の処 理方 式 に大

きな制 約 を与 え る もの で ある以上 、 それ の 設 計 に あた っては、 正 に 「こ

れ か ら開発 しよ うとす る・シス テ ムに何 が期 待 され てい る のか」 とい うこ

とが検 討 の ベ ース に な らなけ れ ば いけ ない。"

した が っ て以下 に示 す各項 目につ いて、 色 々な 角度 か ら検討 が 加 え ら

れ、 最 良 の仕 組 みが あみ 出され なけ れ ば な らない。

① そ の フ ァ イル を何 の 目的 のた めに使 うか

② そ の フ ァ イル は ど うい う使 わ れ方 をす る か

③ そ の フ ァ イル の使 われ る頻度 は どれ位 か

した が って、

④ フ ァ イル の 内 容 と して、 質 的 に どの よ うなデ ー タ をフ ァイル して

おけ ば よいか量 的 にみ て、 どれ位 の幅 を カバー し、 ボ リュー ムは どれ

位 に な るか

⑤ 上 記の機 能 を満 足 す るた めに どの よ うな機 器 が最 適 で あ るか

以上 が フ ァ イル 設計上 の チ ェ ック ポ イ ン トで あ る と思 われ る。

DPシ ス テム の フ ァ イルは、 な るべ くコ ンパ ク トで あ る ことが望 ま し

い、 何 故 な ら迅 速 な レス ポ ンス、 コ ン ピュ ー タにか か る負 荷 を考 えた場

合 の経 済 性 か ら見 て は るか に有 利 で あ るか らで ある。

一 方、 必要 な情報 を必 要 な と きに ア ウ トプ ッ,トした い とい う要 請 に

100%応 え よ うとすれ ば、 カ バー す る情報 の種 類、 範 囲 は広 くな らざ

るを得 な い。

これ ら相反 す るメ リッ ト、 デ メ リッ トを如何 に 調整 し、 そ の 中で最 良

な方 法 を如 何 に して 見 つ け 出 すか が、 この段 階 に お け る、 シス テ ム設計

者 の役 目で あ る。
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フ ァ イル の予 備 設計 の段 階 で シス テム 設 計者 が行 なわ な けれ ば な らな

い 主 な イベ ン トを整 理 す れ ば 次 の通 りで あ る。

oEDPに 記録 さ せ るべ き情 報 の評 価 と再 検討

oフ ァ イル'ア イテ ム の仮 設定

oデ ー タ量 の推 定

oメ デ ィア の決 定

。フ ァ イル の 構造

Oキ ー コー ドの設定

oア ク セス 方 式 の標 準化 と割 りつ け方 式

o情 報 の ライ フサ イクル とフ ァ イルの 再 組織 化方 式

oHistoricalFile,RecapFile

Oレ コ ー ドの予 備 設 計

以 上 に 示 した 各 項 目は最 終 的 に フ ァ イル を どの よ うに 設定 す るか、 コ

ン ピュー タの構 成 を どの よ うに 決 め るか につ い て欠 か せな い検 討 テ ーマ

で あ る。 一 方、 これ らの項 目は 以 降 に述 べ る処理 すべ きデ ー タ量、 そ の

フ ァ イルが 使 わ れ る頻度 、 使 わ れ方 、 な い しは オ ペ レ ー シ ョナル な面 等

と密接 な 関連 を もっ てい る。 したが って、DPシ ス テ ム設 計 に おけ る フ

ァ イル の 設計 は、 決 して単 独 に行 なわ れ る性 格 の もの・では な く、 これ ら

関 係 す る他 の イベ ン トの検 討 と歩 調 を合 わ せつX、 ス パ イ ラル状 の ステ

ップ をふ み なが ら最 後 の 決定 に導 か れ る もので あ る こ とは い うまで もな

し(o

以 下、 順 を追 って 説 明 を加 え た い。

1)EDPに 記録 さ せ るべ き情報 の評価 と再検 討

前項 に お いて 必要 な情 報 の洗 い 出 しが 終 わっている ことに基づぎ、 こ
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こでは そ の情 報 がEDPに 記録 させ るべ き もの で あるか ど うか の評 価

が な され な け れば な らない。 コ ン ピュー タは 大量 のデ ー タ を迅 速 に処

理 し、 情 報 を生 み だ す こ と、 お よび 少量 のデ ー タで あ って も、 そ れの

処 理 につ い て、 極 め て正 確 な こた えが 要 求 され る もの を扱 か うとい う

点 に おい て 人 力 の及 ば な い能 力 を発揮 す る。 したが って そ の評 価 の基

準 は 次 の よ うに 考 え て よい と思 わ れ る。

① 量 的 に み てそ れ が コ ン ピュ ータ処 理 に ふ さわ しい もの か ど うカも

② 質 的 に み て コ ン ピュー タに よ る処理 が 要 求 され る もの か ど うか 。

で あ るが、 こ こで!質的 に とい うの は、 イ メー ジと して 「リ ピー ト性 に

富 む業務 を繰 り返 し処 理 す るた めに使 用 され る マス ター フ ァ イル」、

「コン ピュ ー タに よる厳 密 なチ ェ ソク を必要 と し、 ハ ン ドに よ る ミス

が重 大 な損 害 をひ きお こす よ う方 デ ー タ」 等 を さ す。

2)入 出 力 の条 件 と記録 情 報 の グ ル ー ピング

上 記 の検 討 に引 き続 き記録 情 報 を グル ー ピン グす る 作業 が 必要 で あ

る。 記録 情 報 の グル ー ピ ング とは、 これ か ら開 発 し よう とす る シス テ

ム の性格 す な わ ち、 オ ペ ンー シ ョンのサ イク ル、 ア ク セス 量、 ア ク セス

ス方 式等 を勘 案 し、 フ ァ イル の設 計 につい て ① どの情報 と、 どの情

報 は 同一 の フ ァイル に持 つ べ きで あ るか ② ファ イル 間 に デ ー タの重

複 は ない か の検 討 な らび に チ ェ ック を行 な う こ とで あ る。

'入 出力 の条 件 とは い
つ、 誰 が何 を イ ンプ ッ トし、 いつ 、 誰 が何 の た

め に、 そ の ア ウ トナ ッ トを利 用 す るか の確認 を行 な う こ とで あ る。

3)フ ァ イル ア イテ ムの仮 設 定、 デ ー タ量 の推 定、 メデ ィアの 決 定

記録 情 報 のグル ーピングが終 われば、 フ ァイル ア イテ ム の仮 設 定 が可

能 とな る。 フ ァ イル ア イテ ム の仮 設定 が 出来 れ ば各 ア イテ ムの サ イズ
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に よ り、1レ コー ドの長 さが 推 定 され る。1レ コー ドの長 さに デ ー タ

数 を掛 け れば 、 フ ァ イル の ボ リュー ムが 推量 され るか ら、 そ の量 に見

合 うメデ ィア と して、 何 が 適 当 で あるか にっ いて 色 々な代 替 案 を うみ

だ す こ とが 出来 る。 最 終 的 な決 定 に あた っては ア ク セス方 式、 そ の他

の制 約条 件 を加味 しなけ れ ば な らない が、 メデ ィア を決 定 す るにつ い

て、 デ ー タの量 とい う問題 は重 要 な フ ァ ク ター の一 つ で あ る。 筒、1

レ コ ー ドの長 さ をfixさ れ た形 に もつ かVariableの 形 に して デ ー

タ ボ リュー ムの 節 約 をは か るか は、 そ こで行 な わ れ る業 務 の性格 に ょ

り判断 され な け れ ば な らな い。

デ ー タ量 の推 定 の仕 方 に っ い ては 後 節 で述 べ る こ とにす る。

4)フ ァ イル の構 造、 キ ー コー ドの設定 、 ア ク セス方 式 の標準 化 と割

り付 け 方 式

フ ァ イル ア イテ ム、 レコー ドレ ングス、 デ ー タボ リュー ムの検討 が

終 り、 これ に マ ッチす る メデ ィア の選定 が終れ ば 次 は フ ァ イル の構 造

を如 何 に 設計 す るか、 す な わ ち、 デ ー タの配 列 を どの よ うに 工夫 し、

処 理 の なが れ との 関連 でrandomaccessfileに す るかsequencial

fileに す るか の検討 を行 な い、 そ れ に見 合 うメデ ィア を選 択 しなけ

れ ば な らない。 特 に ランダ ム に処 理 し よ う とす る場 合 は、 サ ーチ キー

の決 定 に際 し十 分 な配 慮 が 必要 で あ る。

1フ ァ イル に つ いて は、1ア ク セス の方 式 に 統一 す る ことが 望 ま し

い、 オ ペ レー シ ョン上 の 混乱 、 な らび に プ ログ ラ ム上 の繁 雑 さ を防 ぐ

た め で ある。

ア ク セス方 式 の標 準 化 に つ い ては、 記録 情 報 の グル ー ピ ングの 段階

で予 め考 慮 され る必 要 が あろ う。
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5)情 報 の ラ イフサ イ クル と ファ イル の再 組織 化 方 式

フ ァ イル に は適時Updateさ れ 累積 され る もの と、 内容 の メ インテ

ナ ンス に と どま る ものx二 種類 に区 分 出来 る。 特 に 前者 にっ いて は、

あ る時 点 で フ ァイル の再 組織 化 を しなけ れ ば、 コン ピュー タにかxる

負 荷 は デ ー タ ボ リュー ムの増 加 に比 例 して大 き くな らざ るを得 ない。

ファ イル の 再 組織 化 を行 な って よい時 点 は、 デ ー タな い しは情 報 の ラ

イ フサ イクル の終了 した 時 点す なわ ちそ の デ ー タ情 報 へ の ア ク セスが

完 全 にな くな る時 点 で あ るが、 この線 を ど こに求 め るか は、 そ の デ ー

タ を使用 す る部 門 の 価 値判 断 とコ ン ピ ュー タの 負荷 増 に よる コス ト高

とい う利 害 の調 和 点 を ど こに お くか に よって 決 定 され る。

一 定 の ラ イフサ イ クル を経 過 した デ ー タは再 組織 化 され た の ち
、 コ

ンパ ク トな形 にさ れ、 事後 の統 計、 分析 用 デ ー タ として保存 さ れ る。

保 存 用 の メデ ィア と して ス ペ ース の許 す か ぎ り、 磁気 テ ー プを用 い る

のが一 般 的 で あ る。

6)HistoricalFile,RecapFile

historicalfileと は 例 えば 当 日の ア ウ トプ ッ トが 翌 日の イ ン

プ ッ トに な る とい う形 態 の フ ァ イル を指 す、 前 述 の適 時Updateさ れ

累積 され る フ ァ イル は、 この形 態 に属 す る ものが 多 い。 この フ ァイル

は、 当 日の処 理 が 加 わ った とい う点 で前 日ま で の フ ァイル とは その 内

容 を こ とにす る。 この ことはDPシ ス テ ム の処 理 フ ロー を設定 す る際

の一 つ の与 件 で あ り、 トラ ブル に際 して、 そ れ の リカ バ ーの手 順 を考

え る上 で 必要 な検討 テ ーマ で あ る。

2.1、4コ ン ピュー タ プ ロ セス の予備 設 計

前 項 まで は ある業 務 を処 理 す る につ い て コ ン ピュー タが 分担 すべ き部
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分 を明確 化 し、 そ れ の ∫/θ につ いて 概要 を決 め、 それ が どの よ うな メ

デ ィア に よっ て処 理 され るべ きか につ い て考 え て きた。 こ こでは そ れ ら

を うけ て コン ピュー タ プ ロセス の予 備 設 計 を行 な う。

こ こで検討 す べ き項 目は

。ジ ョブの流 れ の 分析

Oマ ル チ フ ロセス

oオ ン ライ ン ジ ョブ 設計、 オ フラ イ ンジ ョブ設 計

Oコ ン トロール 部 分 と業 務 ロ ジ ック

o各 種 パ ラメ ー タの テ ー ブル化 で あ る。

1)ジ ョブ の流 れ の分析

ジ ョブの流 れ は そ の業 務 の 時間 的制 約、 す なわ ち、 ど うい う インプ

ッ トが ど うい う タイ ミングで行 な われ、 いつ ア ウ トプ ッ トが 必要 か と

い うこ とか ら決 定 され な けれ ば な らない。 コン ピュー タは ある時間 帯

を 設定 した場 合 、 お のず とそ の 限 界が あ り、 限 られ た能 力 の 中 で如 何

に効 率 よ く処 理 す るか が、 ここで検 討 す べ き問題 で あ る。

業 務 の時 間 的制 約 は、 そ の シス テ ムが 何 を 目的 と して い るか、 そ れ

に応 え るた め に どの程 度 の シス テ ムに す るか に よっ て異 な るけ れ ど も、

発生 す る レ コー ド単位 に即 時 に レス ポ ンスが 期待 され る もの、 例 えば

座 席 の リザ ーベ ー シ ョン、 プ ロダ ク シ ョンプ ロセス コ ン トロール とい

う よ うな業 務 はオ ン ラ イ ンVア ル タイ ム シス テ ムに よ り処理 しftけ れ

、ば 応 え られ な い もの で あ り大 量 の デ ー タを 対象 と し、 処 理 の サ イクル

が そ れ 程 シ ビア ーで ない もの につ いて は バ プチ シス テ ムに よる処 理 に

適 してい る とい え よ う。 いず れ に しろ要 求 され るタイ ミングに合わせて

ア ウ トプ ッ トを行 な うた め には ジ ョブ を如何 に うま く組 み合 わせ るか
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に つ い て の熟慮 が 必要 に 宥 る。

ちな みに オ ン ラ イン リアル タ イム シス テム を志 向 す るに つ いて は設

計べ 開発 運 用 すべ て の点 に おい て 事前 に十 分な 検討 が な され なけ れば

な らな い。 何 故 な らば一 度 そ の シス テ ムを作 り上 げ る と容 易 に変 更 す

る こ とが 出来 な い こ と、 そ れ の 開発、 運営 に要 す る コス トは 極 めて大

き く長 期 的 な見通 しが 必要 とされ る こと等 の理 由に よ る。 オ ン ライ ン ・

リア ル タイ ム シス テ ム を導 入 す るにつ いて は コ ン ピュー タ の利 用 とい

う面 でか な りの経 験 が 要 求 され る所 以 で も あ る。

旬、 実 際 の 開発 に際 して は ① トラ フィ ック量 とCPUと の関係 に

よ る レス ポ ンス タ イムの測 定 ② 各端 末 と コ ン ピュー タ を結 ぶ 回線 の

問題 ③ オ ペ レー シ ョン体 制 等、 通 常の バ ッチ シス テ ム の設 計 とは比

較 に な らな い広範 で しか も質 の高 い検討 が 必 要 とされ る とこ ろで あ る。

さ て、 ジ ョブの なが れ の 分析 とは 要 求さ れ る タ イ ミン グ に合 わ せて ア

ウ トプ ッ トを行 な うた め に、 ジ ョブ 別に ど うい う順 番 で処 理 して い く

か、 ジ ョブス ト リー ム と ジ ョブス トリー ム との構成 を ど うす るか とい

う こ との検 討 を行 な うこ とで あ る。

これ らの検 討結 果 を ま とめた ものがDPシ ス テムの フ ロー チ ャー ト

で あ り、 これ に よ り、 プ ログ ラムの規模 、 構 成、 処 理 す べ き内 容等 に

つ いて、 そ の概 要 を把 握 す る こ とが 出来 る こ とに な る。

2)マ ル チ プ ロセス

マ ノレチ プ ロセス とは 同一 の処 理装 置 を共 用 し、2つ 以 上 の ジ ョブ を

同時 に並 行 して処 理 す る こ とを い う。 マル チ プ ・セス の利 点 は、 コン

ピ ュー タ シス テ ム の資源(記 憶 装置 、 チ ャ ンネル、 制 御 装 置、 入 出 力

装置)に つい て よ り高 い利 用 可 能性 を追 求 出来 る こ と、 資 源 の使用 に
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融 通性 を もた す こ とが 出来 る こ とお よび複 数 の ジ ョブを 同時 に 実行 す

る こ とに よ ってス ルー プ ッ トを上 げ る ことが 出来 る こ とで あ,、 ジ ョ

ブの 流 れ を 分析 す るに つ いて効 率 化 をは か るた めに考 え られ た コ ンビ

=一 夕の一 つ の使 い 方 で あ るo

但 し、 これ の 実 際 の活 用 に つ い ては 常 に 優先 順 位 に したが って ジ ョ

ブが処 理 され る とい うこ とか ら互 いにCPU占 有 率 の 高い ジ ョ ブを並

行 さ せ る こ とは 得策 で は な く、CPU占 有 率 の 高 いジ ョブ とその 他 の資

源 を多 く活 か せ る ジ ョブ を うま く組 み合 わ せ る こ とに よって、 は じめ

て、 そ の威 力 を発 揮 させ得 る もので あ る。

3)オ ン ラ イン ジ ョブ 設計、 オ フ ライ ン ジ ョブ設 計

これ もジ ョブの流 れ を効率 化 す るた め に考 慮 しな け れば な らない、

ジ ョブ の 分け 方 の一 つ で あ る。 オ ン ラ イ ン ジ ョブ とは 前 段階 の ジ ョブ

が終 わ らなけれ ば、 次工 程のジ ョブ が 開始 出来 な い とい う性格 の ものを

指 し、 オ フ ライ ン ジ ョブ とは 、 例 えば あ るデ ー タ を テー ブル化 した フ

ァイル の メ インテ ナ ンス とは あ る帳票 を所定 のフォーマ ッ トに合 わせ て

プ リン トす る とい うよ うな業 務 を さ し、 各 々が 独立 した ジ ョブ と して

完 結 し得 る・性 格 の もの をい う。

この両 者 を如何 に組 合 せ て、 タ イム ラグ を小 さ くす るかが ジ ョブ の

流れ を 分析 す る際 の一 つ の ポ イ ン トで あ る。

4)コ ン トロ ール 部 分 と業 務 ロジ ック

特 に オ ン ラ イン シス テ ムの場 合 は相 当 多数 の モ ジ ュー ルが 寄 り集 ま

って一 つ の シス テ ムを構成 して お り、 そ の 間 に い ろい ろ な コ ン トロー

ル機 能 が 錯 そ うしている場合 が多い。 この よ うな ケ ース に お いて 個 々 の

モ ジ ェー ル にす べ て の コン トロー ル機能 、 例 え ば通信 回線 の コン トロ
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一ル とか
、 各種 端 末 か ら イン プ ッ トされ る メ ッセー ジ及 び デ ー タの チ

ェ ック、 振 分け とい った機 能 を分担 さ せ る こ とは得 策 では な い。 した

が って、 これ らの コ ン トロール 部 分 を一括 して設 計 し、 そ の下 に個別

のア プ リケ ー シ ョンをぶ らさ げ る形 を と る方 がぺ は るか に効 率 的 で あ

るo

これ に よ り、 各 ア プ リケー シ ョン プ ロ グ ラムは どの範 囲 の スペ ック

を カ・ミーす べ きかが 明 確 に な る。

コン トロール 部 分 と純 粋 に業 務 ロ ジ ックか ら成 りた つ部 分 を 分離 し

て 設 計 す る こ とは、 ジ ョブ の流 れ をス ム ーズ に行 ない、 開 発 な らび に

運 用 面 で効率 化 をはか るた めの一 方 法 で あ る。

5)各 種 パ ラメー タの テ ー ブル化

パ ラ メー タ とは 作業 を ど うい う手 順 で行 な うか を指 示 す るた めの も

の で あ る。 した が っ て ジ ョブの流 れ が 複雑 に なれば な る程、 これ を コ

ン トロール す る パ ラメ ー タの管 理 は 容 易 で は ない。 した が っ て この繁

雑 さ を避 け、 ス ム ーズ な ジ ョブ の流 れ を保 証 す るた め、 パ ラ メー タの

テ ー ブル化 を お こない、 そ の テ ー ブル を個 々 の ジ ョブス テ ッ プが参 照

出来 る形 に して、 そ の 間 の デ ー タの 受 渡 しを可 能 に し よ うとす るもの

で あ る。

■

●

2.2定 量 調査 と新 シ ステ ム デー タ量 の 見積

2.2.1EDP設 計 と定 量 調 査

DPシ ス テ ムは 必要 な情報 を必要 な タ イ ミングで ア ウ トプ ッ ト出来 る

もの でな けれ ば 意 味が な い こ とは繰 り返 し述 べ て きた ところ で あ る。 し

か し如何 に 高性能 、 大 容 量 の コン ピュ三 夕で あ って も(勿 論、 経済 性 を
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考 慮 した上 で の ことは あるが)そ の 中で処 理 し得 る量 には お のず と限界

の あ る こ とは い うまで もない。 した が って これ か ら開発 しょ う とす る シ

ス テ ムが、 どの よ うな イ ンプ ッ トを行 な い、 どの よ うに処理 し、 どん な

ア ウ トプ ッ トを行 な うか の 定量 的 な裏 づ け をす る こ とはDPシ ス テ ムの

設 計 上、 最 も基 本 的 な検討 項 目で ある。

こ こで検 討 すべ き イベ ン トは

oEDP設 計 に あた え るデ ー タの量

O新 シス テ ムに おけ るデ ー タ量 の予 測

oシ ス テ ム ピー クの考 え方 で あ るが 以下 、 順 に説 明 を加 えた い。

1)EDP設 計 に あた え るデ ー タの量

デ ー タ量 を測 定 す るにつ い て は色 々 な測面 か ら これ を検 討 しな けれ

ば な らな い。 す なわ ち ① ソ ース デ ー タの 量 ② コ ン ピュー タの 中で

実 際 に処 理 され る量 ③ ア ウ トプ ッ トの量 で あ る。

① の ソース デ ー タの量 につ い て は、 バ ッチ シス テ ムの場 合、 イン

プ ッ ト要 員 、 及 び イ ンプ ッ トの タ イ ミン グに影 響 す る と ころが大

き く、 オ ン ラ インの場 合 は そ れが トラフ ィ ック量 に な る。

② に つ い ては、 コ ン ピュー タの能 力 を どれ だ け に見積 るか を決定

す るに つ い て欠 か せ な い要 因 で あ り

③ に つ い て は ア ウ トプ ソ トの タイ ミング、 管 理 レベ ル との兼 ね あ

いで 見 直 さ れ る 必要 の あ る もので あ る。

ま た、 業 務 の性 格 上、 量 的 には 多い が処 理 時 間 に余 裕 の あ る もの、

量的 には 少 ない け れ ども、 あ る一 定 の時 間 内 で処 理 す べ く非 常 に タイ

ミング の シ ビア ーな業 務 等 色 々な パ ター ンが あ り、 そ れぞ れ の 業 務 に

見 合 った定 量化 の検 討 が 必 要 で あ る。

ll--32

ひ

∀

●



●

●

■

特

2)新 シス テ ムに お け るデ ー タ量 の予測

これ か ら開 発 し よう とす る シス テ ムにつ いて デ ー タ量 を予 測 す るに

つ い ては、 先 ず3つ の チ ェ ック ポ イン トを 設け るべ きで あ る、 す なわ

ち ①現 在 の デー タ量 を把 握 し、 そ れが どの よ うに 処 理 さ れ、 どの よ

うな タ イ ミン グで ア ウ トプ ッ トさ れて い るか につ いて の考 察 を行 ない、

そ れ が ピー ク時 に お いて コ ン ピュー タ能 力 の範 囲内 に あ るか ど うか、

②過 去 の実 績 か ら、 そ の傾 向を把 握 して 、 デ ー タ量 の 分布 な らび に伸

び率 を見 定 め る こ と、 ③ 業 務 の性格 が変 化 す る こ とに よって コン ピ

ュ ー タにか か る負荷 増 分 を見 積 る こと で ある。

先 ず第 一 に、 現 在 の デ ー タ量 を把握 す るにつ いて は、 事 務 量調 査 の

手法 と して 実 績 記録 法、 自己 記入 法、 ワー クサ ンプ リン グ法等 い ろい

ろ な手 法 が紹介 さ れ た が、 要 す るに事 務担 当者 がオ ペ レ ー シ ョンの遂

行 に費 や した時 間、 仕 事 の 出来 高、 仕 事 の サ イグ ル稼動 率、 余裕 率等

を デー タ と して集 め、 そ れ を分 析 す る こ とに よって、 イ ンプ ッ トの量

処 理量 を把 握 す る こ とを 目的 と した もの で あ る。 爾 シス テ ム ピー クの

考 え方 につ い ては 後述 す る。

第二 に、 デ ー タ量 め 分布 お よび伸 び率 を見定 め る こ とは、 シス テ ム

の規模 お よび、 ラ イ フサ イクル を設定 す るにっ い て極 め て重 要 な キ ー

項 目で あ る。

なぜ な らデ ー タ量 の 分 布、 伸 び の見 積 りの あ まさ が しば しば コ ン ピ

ュー タ能 力 をオ ー バー フ ローす る事態 をひ き起 し、 さ っ そ く長 い期 間

多 くの費用 を かけ て 開発 した シス テ ム の寿 命 を縮 め る こ とに な りか ね

な いか らで あ る。

デ ー タ量 の 分布 に っ い て は勿 論、 業 務 の性 格 に よ りこ とな る ことは
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い うまで もない が、 そ の他 に景 気 の変 動 に よって処 理 す べ き量 に与 え

る影 響、 季 節的変 動、 または 例 外 要素 な どを どの程 度 シス テ ム の中 に

と り込 む か の 問題 で あ る。

デ ー タ量 の伸 び につ い て は外 的 な要 因 に 影響 され る と ころが 大 きい。

例え ば鉄 鋼 メー カー の販売、 生 産 事務 シス テ ム とい うよ うな もの につ

いて考 え た場 合、 粗鋼 の生 産 規模 が1億2千 万 屯 のベ ース とそ れが1

億5千 万屯 に な った 時 点 での 注文 件 数 の 処理 量 は 当 然 こ とな るはず で

あ って、 これ らの要 因 を どの ように勘 案 す るかが シス テ ム ライフ を設

定 す る 際 には 重要 な 問題 で あ る。

第 三 に、 特 に バ ッチ シス テ ム につ い て 言 え る こ とで あるが、 シス テ

ムを使 い込 ん で い く過 程 に お いて、 不 備 な 点 の修正、 性 能 ア ップ のた

めの メ イ ン テナ ンス又 は 管理 レポ ー トの あ らた な要 求 等、 処 理 量 の増

加 とい う形 で、 コ ン ピュ ータ にか か る負 荷 の増 分を 見込 ん で 於 く必要

が あ ろ う と思 われ る。

以上3点 は、DPシ ス テ ムの設 計 に お いて、 どの よ うな規 模 にす る

か、 シス テ ムの ライ フサ イク ル を どの よ うに 設定 す るか に つ い て、 デ

ー タ量 とい う側 面 か らみ た場 合 の 欠 か せ な い検 討 項 目で あ る
。

旬、 シス テ ム ライ フサ イクル に影 響 を与 え る もの と して は、 シス テ

ムそ の もの 〉基 本 構 想 に反 す る よ うな社 会 事 情 の変 革 が あ るが、 ここ

では そ れ につ い て触 れ る と ころで は な い。

3)シ ス テ ム ピー クの考 え 方

DPシ ス テ ムは、 一 時 的 に もせ よコン ピュ ー タ能 力以 上 の もの を処

理 す る こ とは 不 可 能 で あ る。 した が って コ ン ピュー タシ ス テ ム を導入

す るにつ い ては 最 も経 済 的 に か つ最 も効率 よ く稼 動さ せ るた や に ピー
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クを どの よ うに処 理 す るか が重 要 な検 討 課題 で ある。

オ ン ライ ン リア ル タ イ ム シス テ ムを 実施 す るにつ い て は、 あ る時点

に お・け る トラ フ ィ ソク量 の ピー クが シス テ ム の規模Max能 力 を規 制

す る こ とに なろ うが、 バ ッチ シス テム に おい ては必 ず し も、 これ ら

すべ て を コ ン ピェ 一 夕 シス テ ムで カバ ー しなけれ ば な らな い とい う も

の では な い。 例 え ば1ケ 月の 中 で4回 の ピークが あ る とす れば、 これ

をDPシ ス テ ムで カバ ーす るか、 運 用 面 で平 準化 す る方 法 を採 るか は、

シス テ ム ユ ーザ ー部 門 と シス テ ム設 計者 との間 で、 十 分話 し合 い が行

な われ るべ きで あ る。

また、1日 、1週 間、1ケ 月、 各 サ イ クル の 中で、 そ れ ぞれ ど こに

ピーク が あるか をお さ え る ことは、 他 の業 務 との関 係 で
、 コ ン ピ ュー

タ シス テ ム の稼 動ス ケ ジ ュ ー リン グ を行 な う際に必 要 な 情報 で あ る。

2.2.2入 出 力デ ー タ量

前 項EDP設 計 と定 量調 査 に お いて は デ ー タ量 の把 握 とい う点 にっ い

て主 に シス テ ム ラ イフサ イ クル とい う見 方 か ら、 その チ ェ ック ポ イ ン ト

を考 え て み た が、 こ こで は具 体 的 に或 る シス テム をユ ー ザ ー部 門 との間

で 設点 す るに つ いて 要求 に見 合 った タイ ミングで ア ウ トプ ッ トを提 供す

るた めに、DPシ ス テ ム設 計 に際 して、 ど こに焦 点 を お いて検 討 す れば

よいか を述 べ る ことに す る。

先 ず 、 第一 は 入 出 力 のデ ー タ量 の把 握 で あ り、 第二 は 内 部処 理 を行 な

う際 の フ ァイル の構 成 の仕 方 で あ り、 第 三 は処 理 時間 す なわ ちCPUの

能 力 の問 題 で あ る。'ag二 、 第 三 につ い て は以 下 に項 を 分け て説 明 す る。

入 出 力 デ ー タ量 は業 務 の性 格 に より、 こ とな ることは 前述 した。 例 え

ば 人 事 管理 シス テ ム とい う もの を例 に とれ ば、 ソース デ ー タ と して は膨
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大 な量 が予 想 され るが実 際 に処理 し、 ア ウ トプ ッ トす る量 と しては あ る

資格、 条 件 に該 当 した もの のみ に限 定 され る とい う こ とが 出来 る。 また

前 例 の鉄 鋼 メー カー の販 売、 生産 事務 シス テ ム とい うよ うな性格 の業 務

は販 売 部 門 が当 日、 受付 け る注 文 内 容 のす べ てが チ ェ ックお よび ス ク リ

ー ニン グ等 の処 理 の対 象 に な る もの で あ る。 更 にオ ン ラ イン に よ るプ ロ

ダク シ ョン プ ロセス コ ン トロー ル シス テ ムに お いて は、 物 の 流 れ のス ピ

ー ド
、 量、 工程 数 等 に より、 そ れ ぞ れか ら発 生 す るデ ー タ量、 メ ッセー

ジ量 は 決 ま って くる。

この よ うに、 各 業 務 の性 格 に よ り、 イ ンプ ッ トされ た ものす べ て を処

理 す る のか、 例外 的 に特 定 の デ ー タの み を処 理 すれ ば よい のか、 目的 と

す る と ころ に したが って 入 出 力 のデ ー タ量 は こ とな るはず で あ る。

DPシ ス テ ムの 設 計 に あた っ ては 先 ず、 これ らの量 の把 握 が 的確 で な

け れ ば な らない。

2.2.3プ アイル ア ク セス 量

こ こで の検討 テー マは、 上 記 デ ー タを処 理 す るに つい て、 実際 に使 わ

れ る フ ァ イル を如何 に 分散 して もてば ア イ ドル タイ ムを最 少 限 に おさ え

る こ とが 出来 るか、 ワー ク フ ァ イル、 コ ンパ イ ラー とい った フ ァ イル、

どの よ うに 割 りつ け れ ば ハ ン ド リング を少 な くす る こ とが 出来 るか とい

う問題 で あ る。

例 え ば、 下 図 の よ うにA.B.2っ の ファ イル構成 に な っ て☆ り、 ア、

イ、2つ の ジ ョブか らア クセス され る形 を想 定 してみ ようo
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この よ うな形 の場 合、aの ア クセス とcの ア ク セス が 同時 に競 合 す る

よ うな ファ イル の構 成 は 望 ま し くなしへ 何故 な ら、aの ア ク セス タイ ム

の間 だけcの ア ク セス は待 た さ れ るか らで ある。'

この よ うな 現 象 を防 ぐた めには、 ジ ョブ別 フ ァイル の ア ク セス 量、 フ

ァイル別 ア ク セス 量 とコ ンテ ン シ ョン、 そ れぞ れ の ピー ク量 等、 すべ て

の検 討 にま な っ て、 ス ル ー プ ソ トを早 く行 な うた め の工 夫 が 必要 で あ る。

な お、 これ らの検 討 の結 果 、 欠 陥 が発 見 され た と きは、 フ ァ イル設 計

に ま で フ ィー ドバ ック され な けれ ば な らな い。

2.2.4プ ロセス量

入 出 力 の量 が 決 ま り、 フ ァ イル の ア ク セス量 が決 まれ ば、 各 ジ ョブの

ス テ ップ数 に よ って、 処 理 に要 す る時 間 の推定 が 可能 で あ るが、 この時

間 は、CPUの 能 力如何 に か か っ てい る。 シス テ ムに要 求 され る タ イ ミ

ング に応 え るた め に、 現 有 能 力 で不 足 す るの で あれ ば、 要 求 に マ ッチ す

る よ う、 グ レー トの 高い、CPUの 発 注が 必要 とな ろ う。

●

●
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3.シ ス テ ム 詳 細 設 計 と プ ロ グ ラ ミ ン グ

前段 階 で、DPシ ス テ ム に コ ン ピ ュー タの使 用 が きま り、 機種 の 選 定 が

行 な われ て い るの で、 そ の機 種 に合 わ せ、 コーデ ィングが 可 能 な よ うに最

終 的詳 細 設 計 を、 シス テ ム ・アナ リス トも し くは プ ログ ラマ が行 な う。 そ

の 際 に、 詳細 設計 に 必要 な 情報 が すべ て用 意 され て い るか 確認 し、 サ ブ シ

ステ ム間 の イ ン ター フ ェース に特 に 注意 す る。 そ して、DPシ ス テ ムの 設

計 担当 者、 も し くは ユ ーザ ー部 門 の担 当者 承 認 を得 る。 コー デ ィン グに入

る前 に、 ユ ーザ ー よりの変更 とか、 新 しい要 求 等 は 受け つ け ない。 つ ま り

凍結 す る、 とい う こ とをす る必要 が あ る と思 う。 そ うしない と、 詳 細 設 計

の終 わ り、 か つ コ ーデ ィング が始 ま った段 階 で、 変更 して くれ な どとい う

こ とが 出て くる と、 開発 の 予定 が狂 って しま う。 も し要 求 が 出 て き た場 合

には、 そ れ は た め て お いて、 初期 の設 計 の ものが 完成 し、 動 き出 して しば

らく してか ら、 変 更 を考 え るか、 あ るい は期 日が遅 れ る とい う条 件 っ きで

の 変更 要求 の 受 け つ けは 考慮 す る。

詳細 設計 が 終 わ る とプ ログ ラ ミング に入 るわけ だ が、 プ ログ ラ ミング の

仕 事 と して は 次の よ うな もの が ある。

。論 理 の 分析 ・設 計

oコ ーデ ィン グ

o机 の上 の 検 査

Oテ ス ト ・デ ー タの 作成

oア セ ンブ リまた は コン ピ レー シ ョン とテス ト

Oオ ペ レー シ ョン のた め の 作成

O最 終 の ドキュ メンテ ー シ ョン
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5.1詳 細 設 計

3.1.1フ ァ イ ル の 詳 細 な 内 容 と構 成

大 体 前 段 階 で、 ど の よ うな フ ァ イ ル が 必 要 に な り、 か つ そ の フ ァ イ ル

は ど の よ うな 媒 体 に 置 くか 、 と い う よ うな こ とが ほ ぼ き め られ て い る わ

け だ が、 この 段 階 で い ま 一 度 、 テ ー プ に 置 く フ ァ イル 、 あ る い は デ ィ ス
、

ク、 も し くは ド ラ ム に 置 く フ ァ イ ル に つ い て、 き ちん と した レ コ ー ドの

編 成 と、 そ れ か ら レ イ ア ウ トを 作 成 す る。 そ の 結 果 、 フ ァ イ ル の 仕 様 書

を つ くる わ け だ が 、 そ の 内 容 に は 次 の 項 目 を 含 む 。

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 名 、 フ ァ イ ル 名 、 フ ァ イ ル の 識 別(identification)s

レ コ ー ド名、 フ ァ イ ル が 使 わ れ る プ ロ グ ラ ム の リス ト
、 フ ァ イル を つ く

り 出 す プ ・ グ ラ ム、 レ コ ー ドの 長 さ、 ブ ロ ッ ク 化 因 数 、 保 存 周 期 、 編 成

の型 、 記 録 モ ー ド(テ ー プ)、 フ ィー ル ドの レ イア ウ ト(フ ィ ー ル ド名

フ ィ ー ル ドの 略 号 名 、 フ ィ ー ル ドの 長 さ、 小 数 点 の位 置 、 デ ー タ の 型
、

最 大 最 小 値)。

この よ う に して 仕 様 書 が で き た ら、 次 に 、 各 プ ロ グ ラ ム に 使 わ れ る フ

ァ イ ル と各 フ ァ イ ル が、 使 わ れ る プ ロ グ ラ ム の 前 後 対 照 表 を 作 る。 これ

に よっ て、 フ ァ イル 名 とか フ ァ イ ル の 識 別 の き め方 、 お よ び レ イ ア ウ ト

へ の 変 更 等 が 統 制 で き る。

O各 テ ー プ、 お よ び デ ィス ク に つ い て は、 標 準 の ラ ベ ル を 使 用 す る よ

うに す る。 テ ー プ の ラベ ル に つ い て は 、 日本 工業 規 格 が 存 在 す る の で 、

そ れ も参 考 に す る と よ い。

3.2.1入 出 力 の 書 式

カ ー ドとかOCRの 用 紙 等 、 入 力 の レ イ ア ウ トを、 標 準 の 用 紙 を使 い

作 成 す る。 そ の 内 容 と して は 次 の こ と を 含 む。
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ア プ リケ ー シ ョン名、 プ ログ ラ ム名、 予 想 枚数、 フィー ル ドの レイア

ウ ト(フ ィー ル ド名、 フ ィール ドの 大 きさ、 デ ー タの型、 位 置)等 。

印刷 出力(プ リン トア ウ ト)の レ イア ウ トを定 め、 標 準 の用 紙 に 記入

す る。 各 フ ィー ル ドに対 して、 フ ィール ド名 と例 を記入 し、 か つ フ ィー

ル ドの区 切 り(長 さ)が 明確 に わか る ように す る。

各 印刷 出 力は、 それ を識 別 す る適 切 な見 出 しをつ け る。 見 出 しに、 た

とえ ば社 名 とか、 報 告 書 名 とか、 報 告 書番 号、 ペ ー ジ番 号等 が含 まれ る。

そ の ほ か、 コン ピュー タ にか け る入 力 出 の伝票 用 紙 を設 計す る とか、

あ るいは 印 刷 の用 紙 を特 別 に 設 計 す る とい った よ うな仕 事、 い わ ゆ る フ

ォ ー ム ・デ ザ イン の仕 事 がか な り こ こで 必要 に な る こ とが あ る し、 また、

フォ ーム ・デ ザ インば か りを専 門 に担 当 して い る人 も存 在 して い る。

3.1.3機 器 や 回線 に 関す る要求 の再 確認

一 応、 どの よ うな プ ア イル が 必要 で、 そ して また入 出力 につ い て の レ

イ ア ウ トとか、 ある いは フォ ーマ ッ トとい うもの が きまっ たわ け で、 そ

れ に基 き、 一 体 どの よ うな装 置 が 必要 か とい うこ とを こ こで も う1回 確

認 す る こ とが 望 ま しい。 まず、 処 理 に必要 な入 出力装置 とか補 助 記憶 装

置 の場 合 には ど の ぐらい のス ペ ース が 必要 とか、 あ るいは ア ク セス タ イ

ムが どの く らい な きゃ いけ な い とい う よ うな ことの検 討 も含 まれ る。 そ

れ か ら処 理 す るた めの主 記憶 装 置 の大 きさ、 特 殊 機能 の必 要 性 の確認 と

い うよ うな もの を行 な い、 さ らに、 現 在 つ い て な い よ うな 装 置 で 必要 な

ものが あれ ば こ こで要 求 す る、 とい う こ とが 出て く る。 ま た、 ハ ー ドウ

ェアに伴 っ て ソ フ トウェア のほ うも、 特 別 な要 求 を こ こで 出す とい う こ

と もあ り得 るか と思 う。

カー ドで イ ン プ ッ トす る よ うな 場 合 は 問題 な い が、 カー ドで な く特 別
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な 装置 を使 って デ ー タを入 力 す る。 あるい は入 力 デ ー タを準 備 す る とい

った よ うな場 合 には 、 そ れ に必 要 な機 器 を こ こで再検 討 して お く必 要が

あ り、 も し特 別 な機 能 を要 す る場 合 に はそ れ に関 す る設 計 とか 、 あ るい

は性 能 の検 討 とい う よ うな こ とが 必要 にな る。

オ ンラ イ ン ・シス テ ムで端 末 を使 って る ような場合 には、 端末 装 置 に

つ い て の同様 な 作業 が要 求 され る。 特 に銀 行 の端 末 だ とか、 あ るいは座

席予 約 の端末 とか、 特 殊 用 途 の端 末 の場合 、 あ るい は いわ ゆ る コ ン トロ

ー ル ・シス テ ムの よ うな場 合 で化 学 工 場 にお け る プ ラ ン トのオ ー トメー

シ ョンに使 う ような 計測 機 器 を端 末 につ ない で い る よ うな場 合 だ と、 そ

うい うものの さ らに詳 細 な検討 、 場 合 に よって は、検 討 を し、 それ を特

別 につ くって も らう とい う よ うな こ とが 必要 に な って くる。

さ らに、 オ ン ラ イ ン ・シス テ ムの場 合 だ と、 前 の節 で検 討 した よ うな

入 力 を、 また ピー ク時 だ とか そ の他 の要 素 も加味 して最 も経 済 的 な、 効

率 の い い回線 網 は どん な もの か とい うこ とを、 こ こ らで も う1回 検討 し

て み る こ とが 望 ま しいわ け で、 そ のた め に シ ミュ レー シ ョン を行 な うと

か、 あ るいは解 析 的 手 法 を使 うこ とが ある。.

この よ うに個 々 の装 置 だ とか、 あるいは 回線 網 につ い て の検 討 が終 わ

っ た あ とで、 大 きな シス テ ム とか、 あ るいは 複雑 な処 理 を す る シス テム

に つ いて は、 こ こ らあた りで 全体 の シス テ ムの評 価、 トー タル な スル ー

プ ッ トとか単 位 あた り ど う'なる とか、 あ るいは付 属 してい る機器 は どの

よ うに効率 的 に使 われ るか とい うよ うな こ とを、 これ もまた解 析 的手 法

とか 、 あるい は シ ミ ュ レー シ ョン とか、 そ うい う もの を使 って検 討 す る

こ とが望 ま しい とされ て い る。

効 率 の検討 の要 素、 チ ェ ック ポ イン トをい れ た 方が い い の で は ない か、

[[[-41



また これ は誰 が行 うか?

3.1.4プ ログ ラム の論 理 設 計

プ ログ ラ ミング とい うのは、 大体 、 業 務 分析 を行 な しへ 現 在 ど うい う

問題 が あ るか とい う こ とを識 別 した あ とで、その問 題 をど うやって 解訳 す

るか とい う解 決 案 をつ くり 出す わ け だが、 そ の解 を今度 は 実 際 に コ ン ピ

ュー タ でや って る場 合 に は ど うい うふ うな手 順 で、 ど うい う論 理 で や っ

た らい いか とい うこと を きめ るの が、 プ ログ ラムの論 理 設 計 で あ り、 さ

らに、 論 理 設 計 した もの を機 械 の こ とば にな お して い く、 いわ ゆ る翻 訳

の 作業 が プ ログ ラ ミングで ある とい う ことが い え る と思 う。

oプ ログ ラム の論 理 設 計 に は次 の2つ の や り方 が あ る。

① まず 主 要 な流 れ(メ イ ン ・フ ロー)を 先 に書 い て、 それ か ら枝

分かれ す る部 分 を書 く。

② 各 ルーチンが独分 にプログラムされ、コンパイルされテス トで きるように、論

理 的 な部 分、 す なわ ちル ー チ ン単位 に問題 の解 を分解 す る いわ

ゆ る積 木方 式 の プ ログ ラ ム(モ デ ュ ラー ・プ ログ ラム)。

oこ こで は、 積 木 方 式 の プ ログ ラ ムに つい て述 べ る。 使 用 す る プ ログ

ラ ミ ング言語 に よって 、論 理 設 計 の 詳 しさの レベ ルが 異 っ て くる。 こ

こで は、 ア セ ン ブ ラ語 を使 用 した場 合 につ いて述 べ る こ とにす る。 公

正準 言 語 を使 った場 合 には、 以 下 に述 べ る よ うな形 では な く、 もっ と

簡単 にす る こ とが で き る。

o積 木 方 式 の プ ログ ラ ミン グ とい うのは、 主 流(メ イ ン ライ ン)と 呼

ば れ る1つ の ル ーチ ンに よ り制御 され る プ ログ ラ ミン グの組 み立 て方

で あ る。 そ の場 合 に、 作業 の割 り当 て の決定 は、 主 流 ル ー チ ンに よ り

行 なわ れ、 それ は処理 ル ー チ ンの機 能 に関 知 しな い。 何 らか の理 由で、
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あ る ルー チ ンが修 正 も し ぐは 除 かれ る場合 には、 他 の処 理 ル ーチ ン に

は何 らの影 響 を お よぼ さ な い。 そ して新 しい処 理 ブ ・グ ラムを追 加 す

るに は、 主流 プ ログ ラム の 中 の 分岐 の 行 き先 を1つ 増 してか ら、 そ の

処 理 プ ログ ラム を入れ れ ば よい わ け で、 要 す るに追 加 とい うの は簡 単

に な る。 この方式 の利 点 と して は、 次 の3つ が ある。

〇二重 の コーデ ィ ングが避 け られ る。

O多 ぐの モ ジ ュール 化 が で きる。

oシ ス テ ム保 守 が 客 員 で あ る。

o積 木 方 式 をや って く上 でのk・ も な設計基 準 とい うのは
、

Oわ か りやす さ

O修 正 しやす さ

Oプ ロ グ ラム組 立 ての標 準化

で あ る。

Oこ の よ うな こ と を達 成 す るに は、 次 の よ うな手 順 を とる。

1)モ ジ ュール の流 れ 図 作成 一 ル ーチ ン の主要構 成 要 素 と構造 の

全体 図、 そ れ か ら必要 に 応 じて詳 細 図 を書 く。

2)各 ・・一チ ン の詳 細 な 記述 一 ル;iFン の 目的、 ル .一チ ン に よっ

て処 理 され るデ ー タ、 お よび プ ログ ラム論 理 の各 ス テ ップ の説 明 を書

く。

3)プ ログ ラ ミン グ上 の規 則 一 標 準 の ラペル の使 用、 標 準 の ドキ

ュ メ ン テー シ ョン手 法 に従 う。

。モ ジ ュール の 設 計 は 次 の よ うに行 な う。

1)プ ログ ラ ム ・パ ラメ ー タの決 定

2)要 求、 要 素、 機 能 を列 挙 す る
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3)処 理 ル ー チ ンの論 理 的 順序 の 決 定、 主 流 の設 計。

4)1ペ ー ジ大 の 全体 図 の 作成

5)組 織 図 の よ うな多 くの モ ジュ ール よ りな る図 の 作成

O主 流 ル ーチ ンは、

Oハ ウス キ ー ピング

O入 力 レ コー ド

o処 理

o出 力 レ コー ド

Oジ ョブ の終 了(エ ン ド ・オ ブ ・ジ ョブ)の 部 分 よ り構 成 され る。

o主 流 ル ー チ ンの 作成 に 関 して は 次 の よ うな約 束 が あ る。

o主 流 ル ー チ ンは、 同 じレベ ル の他 の処 理 ル ー チ ンにデ ー タの流れ を

向 け な い。

o必 要 な ら、 処理 ル ーチ ンに よb処 理 の よ り低 い レベル に入 る。

。複 数 の処 理 ル ーチ ンに共 通 な入 出力機 能 は 主 流 ル ー チ ンに よ り制御

さ れ る。

。すべ て の共 通 な区域 は主 ル ー チ ンの一 部 と して定 義 され る。

o処 理 ル ー チ ンに 関す る約束 は 次 の とおbで あ る。

oプ ログ ラムの 各論 理 セ グ メン トの 別 個 の処 理 ル ーチ ン。

。各処'理 ル ー チ ンが そ れ 自身 で完 全 で あ る 一 そ の ルー チ ンに 限 っ

て 必要 な 区域 は 自分の 中 に含 ん で い る。

oセ グ メ ン トの外 の決 定 が セ グ メ ン ト内 の処 理 を決 めず、 セ グ メ ン ト

内 の決 定 は、 セ グ メ ン ト外 の処理 を決 め ない。

o各 ル ーチ ン は閉 じた サ ブル ー チ ン、 ル ーチ ンの入 出力は 、 特 定 の前

後 の セ グ メ ン トに決 して従 属 しな い。
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oた だ1つ の処理 ル ー チ ンに しか 影 響 しない 入 出力機能 は、 そ のル ー

チ ンで行 な って も よい。

。各 セグ メン トは、 他 の セ グ メ ン トの介入 を避 け るた め 自分 自身 のハ

ウス キー ピ ング を含 む 。

o上 位 モ ジ ェール に渡 す 処理 結 果 は、 上 位 モ ジュール 内 の 区域 か レ ジ

ス タに置 く。

モ ジ ュール の大 きさ と しては、 わか りやす く短時 間 で書 け、 完 全に

テ ス トで きる程度 の大 きさ が望 ま しい。 そ して 大 きな 高尚 な モ ジュー

ル をつ くろ うとす る よ りも、 む しろ プ ログ ラム の構 造 の 計画 を練 るの

に よ り多 くの時 間 を費 した ほ うが よい。 モ ジ ュール の大 きさ の例 と し

て、 た とえば ア セ ンブ ラで は200命 令＼COBOLで は50ス テ"ト

メ ン トぐらい とす るのが 望 ま しい。

リアル ・タイ ム ・シス テ ムで は 次 の ことに注 意 す る。

o複 数 個 の トラ ンザ ク シ ョン を同時 に処理 す る ことが あ る。 あ とか ら

入 って きた トランザ ク シ ョンが 前 のが 正 し く分 岐す る前 に セ ッ トした

ス イ ッチ を こわ さな い よ うにす る。 そ のた め に は、 再 入 可 能 コー ドの

形 を と らな けれ ば な らな い。

oプ ログ ラム間 の リンケ ー ジ(作 業 区域 の ア ドレス、 種 々 の状 態表 示

の 受 け渡 し)。

oコ ミュニ ケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ム と処 理 プ ロ グラ ム間 の|1ン ケ ー ジ。

。入 出力論 理 が 複 雑 一 制御 キ ャ ラ クタの 書 き換 え、 可 変長 レ・コー

ドの た めの制 御。

oプ ログ ラ ムの論 理 設 計 の毅 階 にお い て、 あ とで大 幅 な修 正 の 必要 が

生 ず る のを避 け るた め に、 次の よ うな こ とを考 慮 して お くこ とが大切
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で あ る。

① 既 存 また は 計画 中 の デ ー タ ・ペ ース。

② 他 の プ ログ ラム との 関 係、 デ ー タの互 換 性。

③ エ コーの コ ン トロー ル

④ 障 害 対策(チ ェ ック ポ イ ン ト ・リス ター ト、 リラ ン、 エ ラー回

復)。

⑤ 機 密保 護 。

⑥ プ ログ ラムの拡 張 性 。

⑦ プ ログ ラムの テス トと保 守。

3.1.5オ ペ レー タへ の メ ッセ ー ジ

。オ ペ レ・一 シ ョン中 に人 間 の介入 と、 そ れ に よる誤 りをな くすた めに、

メ ッセー ジは 少 ない ほ うが 望 ま しい が、 ど う して も必要 な場 合 には、 で

き るだ け わか りや す く使 い や す く、 効 率 的 な メ ッセ ー ジを考 え る。 そ し

て メ ッセ ー ジの形 に つ いて は 日常語 の 分 に近 い 形 にす るか コー ド化 す る

か が考 え られ るが、 そ の種類 とか使 う人 に よって 異 な って くる。 新 しい

メ ッセー ジの き め方 とか、 特 に コー ド化 した場 合 に コー ドの統一 を管理

す る よ うにす る必 要が あ る。 そ して メ ッセ ー ジ 自体 とそ の意 味、 そ れが

出た と きの処 置 等 を リス トした一 覧表 をつ け る こ とが 必要 で ある。 で き

れ ば ハ ー ドウ ェア、 プ ログ ラ ムお よび入 力 デー タの エ ラー に対 す る メ ッ

セー ジ も こ こで標 準化 して お く必要 が ある。

3.1.6プ ・グ ラ ムの部 分単 位 とそ の結 びつ け

フ石グラムの・中で サブルーチンが使 われ る場合や、い くつかのモジュールに分 けて

プログラムが作成 され る場合 には、プログラム ・リンケージや インターフェースに約束

された形の もの_つ ま り標準の リンケージや標準 のインターフ古 スを使 うようにする。
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な お 、 サ ブル ー チ ンに は 開 い た サブルーチン と閉 じた サブルーチンが 存 在 す る。

サ ブ ル ー チ ン の 名 前 、 入 り方 や 出 る 形 、 そ の 呼 び 出 し列 、 リン ケ ー ジ

と して 特 別 の 役 割 りを 持 つ レ ジ ス タ、 保 存 区 域(savearea)、 マ ク

ロ 命 令 の 形 な どが 標 準 化 さ れ る べ きで あ る。

1つ の プ ロ グ ラ ムが 一 度 に 主 記 憶 装 置 に入 ら な い と き に は 、 区 分 化

(segmentati6n)が 行 な わ れ る。 プ ロ グ ラ ム の 根 本(rOot)の 部

分 とオ ー バ レ イ ・セ グ メ ン ト と の結 び つ け ば、 ア セ ン ブ ル や コ ン パ イ ル

す る と き、 リン ク ・エ デ ィ ッ トの と き、 ジ ョブ ・エ ン ト リ ー の と き、 ま

た は タ ス ク の 実 行 時 に 行 な わ れ る。

モ ジ ュ ー ル 間 の 実 行 時 の形 態 に は、 単 純 、 オ ー バ レ イ、 動 的 逐 次

o

(dynamicserial)、 動 的 平 行(dynamicparalle1)が あ る。

サ ブ ル ー チ ン や サ ブ ・プ ロ グ ラ ム を逐 次再 使 用 可 能(serially

reusable)や 再 入 可 能(reentrant)の 形 に つ く る こ とが あ る。 ま

た、 実 行 中 に 自 分 自身 の プ ロ グ ラ ム の 中 に再 入 で き る 再 入 可 能 プ ・グ ラ

ム の こ と を 、 再 帰(recursive)プ ロ グ ラ ム とい う こ と が あ る。

記 憶 域 の 割 りつ け に は 、 共 通 に 使 うス ペ ー ス を 固 定 的 に 割 りつ け た り、

動 的 に 割 りつ け た り、 ス ペ ー ス が 足 り な い と き は、 オ ー バ レ イ や ロ ー ル

ア ウ ト/ロ ー ル イ ン を 行 な う。 最 近 で は 仮 想 記 憶 装 置(virtual

memory)も 一 般 に 使 わ れ よ う と して 已 る。

マ ル チ プ ロ グ ラ ミ ン グ が 効 果 的 に 実 行 で き る よ うに 、 た とえ ば 目的 プ

ロ グ ラ ム が 使 え る 主 記 憶 装 置 の ス ペ ー ス の 大 き さ、 入 出 力 装 置 や 補 助 記

憶 装 置 の 台 数 の 制 限 、 入 出 力 の 媒 体 は テ ー プ や デ ィス ク と して、 そ の た

めSPOOLを 行 な う こ と な ど を 配 慮 す る。

3.1.7フ ァ イ ル の 編 成 と入 出 力 ア ク セス 方 式 の 選 択
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し ば し ば 使 用 す る オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シス テ ム や プ ロ グ ラ ミ ン グ言

語 に よ っ て 利 用 で き る フ ァ イ ノレ編 成 が 異 な って く る。 フ ァ イ ル 編 成 に よ

り、 下 記 の よ うな さ ま ざ ま な ア ク セ ス 方 式 が 使 わ れ る。

o順 次 ア ク セ ス

。直 接 ア ク セ ス

o索 引 順 序 ア ク セ ス'

o区 分 ア ク セ ス

Oテ レ コ ミ=ニ ケP… シ ョ ン ・ア ク セ ス

O仮 想 記 憶 ア ク セ ス

o緩 衝 域 は一 つ の こ と と複 数 の こ とが あ る。 緩 衝(バ ソ フ ァ リ ン グ)

の手 法 と しては、O単 純 緩衝♀ 。交 換 緩 衝、O連 鎖緩 衝、

Oセ グ メ ン ト緩 衝 、 。動 的 緩 衝 が あ る。

緩 衝 域 と プ ロ グ ラ ム の 間 の レ コ ー ドの 受 け 渡 し方 法 、 す な わ ち、 転 送

,モ ー ドに は 次 の4つ が あ る。 移 転 モ ー ド、 位 置 指 定 モ ー ド、 デ ー タ ・モ

ー ド
、 代 替 モ ー ド。

3.1.8流 れ 図 の 作 成

プ ロ グ ラ ム 作成 前 に は、 プ ロ グ ラ ム に 要 求 さ れ て い る こ とが 完 全 に 明

確 に な っ て い る か を チ ェ ック し て、 あ と で や り直 しが な い よ う に す べ き

で あ る 。 そ の た め に 流 れ 図 と い う も の が 大 い に 役 に 立 つ 。 よ く考 え て 論

理 流 れ 図 を 書 き、 そ して 詳 しい ブ ロ ッ ク ・ダ イ ヤ グ ラ ム と い うの は きわ

め て 複 雑 な ル ー チ ン の 場 合 に だ け 書 くこ とに す る。 流 れ 図 の お も な 目的

は 何 か と い う と、 次 の4 .つ が あ る。

oプ ロ グ ラ ム の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 明 らか に す る こ と。,

。実 行 時 に 行 な わ れ る こ と を シ ミ ュ レ ー ト して み る こ と。
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o可 能 性 の あ る異 な る解 を評 価 し、 最 上 の も の を選択 す る助 け とな る

こ と。

oコ ーデ ィ ング を容易 に し、 か つ誤 りの修 正 や保守 を楽 に す る こと。

注 意深 く考 え て流 れ 図 の標 準 をつ くり、 そ れ を厳 守 しな い と流 れ 図 は

往 々 に して 粗末 に な りが ち で ある。 そ して、 プ ログ ラ ム開 発 に お いて流

れ図 作成 に お い てか な リコス トが か か り、 また、 次の段 階(コ ー デ ィ ン

グ とデ バ ヅギ ン グ)に 要 す る時 間 に 大 きな影 響 を与 え るの で、 そ の有効

性 に注 意 す べ きで あ る。

流 れ 図 の種 類 とレベ ル につ い て見 る こ とに す る。

流 れ 図 に は シス テ ム流 れ 図 とプ ログ ラム流 れ図 が あ る。 後者 は さ らに・

o全 体的 プ ロ グ ラム論 理 図(マ ク ロ流 れ 図)

6ル_チ ン また は モ ジ ュー ルの詳 細 図(ミ ク ロ流 れ 図)

が あ る。 場 合 に よって は、 モ ジュー ル の関係 を示 す 図(プ ログ ラム構

造 図)を も作成 す る こ とが あ るQ

こ こで い うマ ク ロ流 れ 図 は、 プ ログ ラ ム 全体 を積 木 的部 分 に論 理 的 に

分け て表 現 した もので あ り、 ミク ロ流 れ 図 は、 そ れを見 れ ば完 全 に コ ー

デ ィン グが で き る程 度 に詳 し く書 かれ た もの で ある。 しか し、 ミクロ流

れ 図の 場 合 に 注意 しなけれ ば な らない こ とは、 不 必要 に詳 し く し過 ぎな

い とい う ことで、 それ は 全体 の論理 の流 れが ぼ け ない よ うにす るた めで

ある。

流 れ 図記 号 の=書き方 に つ い ては、 「JISC6270-1970

情 報 処 理 用 流 れ 図 記 号」 を参 照。 この規格 に は

o流 れ図 記号

O流 れ 図 中 の 記述
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o結 合 子(connector)

。横 線

。二 つ 以上 の 出口

O同 種類 の媒 体の 反 復 表現

が規 定 さ れ て い る・ こ う した 記号 や書 き方 の標 準化 と同時 に
、 流 れ図

を書 くのに使 う紙 の大 きさ を も統 一 し、 またそ れ の フ ァイル の しか た等

も標 準化 す る ことが 望 ま しい。

流 れ 図 を書 く上 で の2、3の 注意 を述 べ る こ とに す る。

論 理 の流 れ が 下 の方 向 また は右 の方 向 に 向 っ て い る と きに は矢 印 は不 要

で ある。 流 れ 図記 号 の 中 の 記入 は
、 で き るだけ簡 略化 し、 数学 的 記号 を

も利用 す る流 れ 図 記号 のそ ば に プ ログ ラムの 中 に使 わ れ た ラベ ル を書 く

こ とに より、 プ ログ ラム の リス テ ィ ン グ との対応 をは っ きりさ せる こと

が で き る し、 また、 マ ク ロ図 と ミク ロ図 が あ る ときに は、 それ らの対応

を うま くつ け る。 他 の ペ ー ジに続 く場 合 には、 出 口の 結 合子 に ペ ー ジを

書 き込 む。

流 れ 図 を 作成 した あ と、 コー デ ィ ング を始 め る前 に、 厳 重 に チ ェ ック

す る こ とが 必要 で あ る。 その チ エ ヅクす る場 合 に、 ど うい う要 領 で どの

点 をチ ェ ック す るか とい うこ とを定 めた ガ イダ ンス が あ る と好 都 合 で あ

る。 そ の ガ イダ ンス の 中 には、 た とえ ば 標準 の パ ラ レル 記号 が 使 わ れて

い るか ど うか とか、 上 に述 べ た よ うな規 則が 忠 実 に述 べ られ て い るか
、

と い った よ うない わ ゆ る形 式 的 な 問題 、 も う1つ は、 論 理 設 計 が誤 って

ない か とい う ことを、 も う1度 注意 深 く検 討 す る こ とが 望 ま しい。

3.1.9流 れ 図 の 自動 作成

流 れ図 を きれ い に書 き上 げ る こ と、 お よび す で に存 在 す る流 れ 図 を修

皿一50

十



●

6

、

●

正 す る、 つ ま り保 守の 仕 事 を す る とい うこ とは か な り時 間 もかか りめん

ど うな 作業 で あ るが、 最 近 では、 流 れ 図 を計算 機 で 自動的 に 作成 させ る

た めの ソフ トウ ェア が、 内 外 の シス テム ・メー カーや ソ フ トウ ェア会 社

に よって提 供 さ れ てい るの で、 も し可 能 な らそ ういった 自動 的 に流 れ 図

を 作成 す る ソ フ トウ ェア(ド キ ュ メ ンタ ーの一 種)を 使用 す る こ とを検

討 す る価 値 が あ る。 自動的 に 作成 され る流 れ 図 の 中に は大 き く分け て 次

の二 種 が あ る。

1)特 別 の言 語 で コーデ ィ ング され た もの を入 力 とす る もの。 た とえ

ばIBMのFLOWCHART1360

2)ア セ ンブ ラ語、FORTRANCOBOLPL/1等 で書 か れ た原

始 プ ログ ラム を入 力 とす る もの。

た とえ ばAppliedDataResearchのAUTOFLOW

前 者 の場 合 に、 流 れ 図 に含 まれ る記号 の それ ぞ れ の機 能 と他 との 関係

を記 述 す る簡 単 な 言 語 が あ り、 そ の言 語 で流 れ 図の 各 記号、 お よびそ の

記 号 の前 後 関 係 を書 い て、 そ れ を カー ドに せん孔 して 計算 機 に入 れ る と、

流 れ 図 が 自動 的 に編 集 され、 印刷 され る よ うに な っ てい る。 この言語 は

ご く単純 で、 機 械 の特 性 とは 関係 な く容 易 に書 く ことが で きる。

流 れ 図 の 自動 作成 に よ り、 プ ログ ラム の ドキ ュメ ンテ ー シ ョンの 作成

拾 よび保 守 に要 す る時 間 や 全体 と して の プ ・グ ラ ムの 作成 の 労 力 を減 ら

す こ とが で き る。 しか も、 統一 され た形 の旅 れ 図 の 作成 、 す な わ ち流 れ

図 の標 準化 が達 成 で きる。

3.1.10決 定 表 の使 用

ご く最 近 では、 決 定表 に対 す る関心 が一 部 では 高 まって お り、 流 れ図

を使 用 すべ きか 決 定表 を使 用 す べ きか とい う議 論 がか な りあ るの で、 こ。
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こで決 定 表 につ い て若 干 触 れ て お くこ とに す る。

こ まか い プ ログ ラ ム論 理 を表 現 す る のに決 定 表(decisiontable)

を使 って も よいo

あ る時 点 で存 在 す る条 件 に よっ て処 理 の流 れが 選 択 され る場合 には、

多数 の 分岐 す る流 れ を呈 示 し、 か つ説 明 す るの に都 合 が よい。 シス テ ム

の定義 のた め に、 流 れ 図 より効果 的 で、 簡潔 で、 かつ 完 全な こ とが ある。

決 定表 の標 準 化 の問題 に っ い ては 「ドキ ュメ ンテ ー シ ョンの標 準化」

P226～230を 参 照。

決 定 表 の 使 い方 には 次の3つ の レベ ル が あ る。

1)複 雑 な論 理 過 程 を示 す ドキ ュメ ンテ ー シ ョン。

この場 合 に は流 れ 図 の 表現 を補 うた め、 も し くは論 理表 現 の唯一 の

方 法 と して 用 い る。

2)決 定 表 より直接 に コー デ ィ ングさ れ、 相 互 参 照 さ れ る。 決 定表 が

記憶 装 置 内に 実 際 に つ く られ、 処 理 の間 に プ ログ ラムに よっ て使 われ

る こ と も あ る。

3)決 定表 そ の もの が原 始 言 語 を構 成 し、 それ を入 力 と して、COB

OLやFORTRANの プ ログ ラムに変 換 す る前処 理 プ ログ ラ ムが用 意

さ れ て い る場 合 もあ る。

決 定表 と流 れ 図 の比 較 は、W.Hartmanほ か著 の"management

IrformationSystemsHandbook"に 書 か れて い て、 そ の結論

だ け を要 約 す る と次 の ような こ とに な る。

O単 純 の場 合 や シス テ ム ・ア ナ リス トが 完 全 に わか っ て る ときは流

れ 図 を使 う。

o複 雑 な場 合 や入 力 の情 報 が不完 全の可 能 性 が あ る と きは 決 定表 を
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使 う。

o事 情 に よ り要 求 され る ときは、 まず決 定 表 をつ く り、 それ か ら一

つ以 上 の流 れ 図 をつ く り出 し、 最 も適 当 な もの を選 ん で 使 う。

o現 状 分析 を プ ロ ジ ェク ト ・チ ー ムが マ ネ ジメ ン トに 説 明 す る とき

は、 決 定 表 のほ うが よい場 合 が 多 い.

「

鋼

5.2コ ー デ ィン グ

プ ロ グ ラ ムの設 計 が す む とコ ーデ ィン グに入 るが、 この や り方 を標 準化

す る と、 誤 りを減 ら し、 他 人 に も見 やす い し、 流 れ を追 いや す い し、 流 れ

図 との相 互 参 照 に も好 都 合 に な って、 誤 りの検 出、 修正 、 お よび変 更 や変

換 が楽 に な る。 また、 他 人 へ の引継 ぎや 教育 も しやす くな り、 ひい ては 品

質 の 向上 とな り、 しか も管 理 が しや す くな る とい う可能 性 が あ る。

3.2.1言 語 の 選択 と効 率 的 な書 き方

コー デ ィン グに入 る前 に、 どの よ うな言 語 が 一 体利 用 可 能 で あ るか ど

うか、 それ らの 言語 のつ く られ た 目的、 長 所、 短 所、 使 い や す さ、 標準

化 の動 向等 を考 え て、 最 も適 切 な言 語 を選択 し、 かつ 当該 プ ・ ジ ェク ト

に 使用 す るサ ブ セ ッ トを きめ る。 この よ うな サ ブセ ッ トを定 義 した標 準

マ ニ ュア ル を用 意 して い るユ ーザ ー も少 な くな い。

ア セ ンブ ラ語 の使 用 は最小 限 に と どめ、 や む を得 ず 使 用 す る場 合 には

何 らか の規 定 を 設け て お くこ とが 望 ま しい。

命 令 や ス テ ー トメ ン トの標準 的 な使 い方 、 共 通 な名前、 共 通 に使 う手

続 等 を きめて お く。

レ ジス タの 割 り当 て ル ー プの つ くり方 な どか ら見 て、 目的 プ ロ グ ラム

の効 率 を上 げ る方 法 が あれ ば、 そ れ も規 定 して お く。 た だ し、 通常 は、
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初 めか ら 目的 ブ ・グ ラムの 効率 を上 げ るほ うに没 頭 す る よ うた こ とは避

け るべ きで、 あ くま で も プ ログ ラム の論 理 を正 確 に命 令 のス テ ップに翻

訳 す る こ と を第一 義 とす べ きで あ り、 最 後 の段 階 で部 分的 に、 ある いは

場 合 に よって は 全体 的 に効 率 を上 げ る とい うことを考 え る。

これ らを ま とめた手 引書 を 作成 して お く と好 都 合 で あ る。

3.2.2コ ー デ ィング の形 態

よ りよい コーデ ィ ング をい うのは 次 の よ うな場合 を い う。

。処理 時 間 を最小 に す る もの

・保 守 が 容 易(変 更 が 容 易)

・信 頼 度 が 高い

Oプ ログ ラムはで き るだけ 小部 分、 も し くは 大 よそ の きめ られ た大 き

さに分 け、 そ れぞ れ 可 能 な限 り独 立 に コー デ ィン グ して、 別 個 に テ ス ト

で き る よ うに して お く。 初期 設定(initialization)ま た は ハ ウス

キー ピン グは 必ず そ れ ぞ れ の モ ジュ ール で行 な う よ うに す る。

原始 プ ロ グ ラム の形 態 や そ の 中に 書 き込 む もの を きめ て お く。 ア セ ン

ブ ラ語 の場合 に は次 の よ うな 事項 で あ る。

O見 出 し、 日付 け、 ペ ー ジ番 号

O左 右 の ス ペ ース、 左 側 の揃 え 方

o上 下 の ス ペ ース、 行 間 の と り方

。小 モ ジ ュール ご とに ま とめ て前後 空 白行

。小 モ ジ ュール に 見 出 し

o作 業 ス ペ ース や 定数 を1個 所 に

。注釈 と備 考(キ ー とな る命 令 に 説 明 を入 れ る と論 理 を追 いや す い。)

oパ ラ メー タ ーの 説 明、 ス イ ッチ のセ ン トに説 明
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O前 後 関係 が つけ や す い よ うな くふ う

O流 れ 図 との対応

コー デ ィ ン グに対 す る態 度 として は、 高 尚 な技 巧 よ り も簡 明 さ 、誤'

りの検 出や 修 正 の しゃ す さ を第一 とす る。 処 理 時 間対 コ ア ・ス ペ ース や

フ ァ イル ・ス ペ ース の問 題 に遭遇 す る ことが あ るが、 ど ち らが重 要 で あ

るか をそ のつ ど考 え コー デ ィン グを行 な う。 大 多数 の場 合 に は、 最 も単

純 な コー デ ィ ン グが最 も早 く最 上 の結 果 を生 み 出 す。

次 の よ うな 点 を考 慮 す る。

oプ ログ ラ ムの意 味 が わ か りに くい と きは、 必 ず 注釈 で補 うよ うに し、

読 み や す い プ ログ ラム をつ くり上 げ る。

。正 常 な状 態 では オ ペ レー タが 介入 す る こ とは で きる だけ 少 な くす る。

o記 号 の(symbolic)の ラベ ル や 記号 の ア ドレス は 単 な る一 連 番 号

の よ うな もの を避 け て、 た とえ 限 られ た文 字数 内 で あ っ て も、 で き る

限 り意 味 が あ る もの、 あ るい は意 味 が わか る よ うな 記 号 た とえ ば、

処 理 の名称 や デ ー タ名 の略 した もの を使 う。

。飛 び越 しス テ ー トメ ン トには 分岐 の条 件 と行 き先 を わ か りやす く注

釈 で説 明 す る よ うに す る。

oレ ジス タや共 通 な区域 の使 い方 を統一 し、 一 貫性 の あ る もの にす る。

o手 書 き文 字 の書 き方 を統 一ー合一・してお くこ とが、 キー パ ンチ の誤 りを減

らす の に非 常 に役 に 立 つ。

。コー デ ィン グが 終 わ った な らば、 机 の上 の検査 を十 分 に行 な う、 そ

の 場合 に他 の プ ログ ラ マに チ ェ ックさ せる こ とが望 ま しいoま た、 流

れ 図 の場合 と同様 に、 チ ェ ックの しか た を ま とめた ガ イダ ンス が あれ

ば一 番 よい。
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3.2.2制 御 カ ー ドの 作成

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム を使 う場 合 に、 制 御 プ ロ グ ラ ム へ の 指 示

と して の制御 カ ー ドを 作成 する 必要 が あ るが、 それ に必要 な ジ ョブ制御

言 語(JobControlLanguage)の 書 き方 をで き る限b標 準化 して 澄

くこ とが望 ま しい。 そ して標 準化 した書 き方 の手 引 書 をつ くって お くと

よいo

Oプ ログ ラム ご とに一 々制 御 カー ドをつ くる とい うの は た いへん めん

ど うな ので、 で き る限 りOSの 中 に カタ ロ グ して おい て 使 う ことが望 ま

しい し、 また、 制御 カー ドを生成 す る よ うな ジ ェネ レー タ を利 用 してい

る ユー ザー も多数 あ る。

●

5.5誤 りの検 出 と除 去

プ ログ ラ ムの コー デ ィ ングが 終 わ る と次 の仕 事 は、 そ の プ ログ ラムをア

セ ン ブル また は コンパ イル し、 そ れか ら用 意 した テス トデ ー タで もってそ

の プ ログ ラムが 正 しい か ど うか テス トす る こ とに な るが、 で き るだけ むだ

な機械 の時 間 を減 らす た め に、 机 の上 で十 分 チ ェ ック し、 コンパ イル とか

ア セ ン ブ リ時 に お いて プ ログ ラムの リス テ ィン グ をやは り注 意深 く検討 し、

い わゆ るク レ テ ィカル ・エ ラーは で き る限 り除 い て テズ トす る こ とが望 ま

しい。 また、 テ ス トに対 しては 十 分な 計画 や 周 到 な用意 が望 ま しい。

3・3.1デ バ ッギ ングの手 法 と補 助手 段

デ バ ッギ ング の や り方 を統一 化 し、 か つ プ ロ グ ラムに含 まれ る あ らゆ

る機 能 とす べ て の論 理 の流 れ を テス トす る ように すれ ば、 テス トの効 率

が上 が り、 か つ 正確 度 を高 め る こ とがで き る。 また、 ス ケ ジュール の作

成 や必 要 とす る機 械 時 間 の見積 も りも しや す い。 そ して で きれば プ ログ
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ラマ がオ ペ レ ー シ ョンに 立 ち会 うこ とは せず に、 オペ レー タに完 全に ま

か せて テス トをす る よ うに すべ きで あ る。

デ バ ッギ ング の方 法 と して は、Oコ ア'ダ ンプ、Oテ ー プ、 ダ ン

プ、O操 作卓 の表 示 の読 み取 り、 。重 要 な 記憶域、O作 業 区域、

oプ ログ ラム ・ス イ ッチ、o指 標 イ ンデ ックス、o指 標 レ ジス タ、

o入 出力 パ ヅ フ ァの印刷 、o中 間 結果 の 出力、 。各 命 令 の 実行 の追

跡(trace)、 ○論 理 的流 れ の追跡(flourtrace)等 が あ る。

大 量 の コア ・ダ ンプや テ ー プ ・ダ ン プは避 け た ほ うが よい。

最 近 で は、 プ ログ ラ ミング言 語 に効 率 的 な デ バ ッギ ングの補 助 手 段 が

含 まれ て い る ものが あ り、 これ らの有 効 性、 長 所、 短 所 等 の検討 を行 な

うべ きで あ る。 も しそ の よ うな もの が な い場合 に は、 論 理上 重要 な点 に

お いて、 中 間 デ ー タの一 部 ま たは 全部 を 印刷 して 出す よ うにす る。

主 流 ル ー チ ンの完 成 前 も し くは テ ス ト用 の 機能 を含 め るた めに、 処理

モ ジュー ル を テス トす る際 に必要 な シ ミュ レー タを開発 す る こ とが あ る。

カー ド ・デ ックが せん 孔 され た らよ くチ ェ ック して、 明 らか な せん孔

ミスは 全部 見 出す よ うに心 がけ るべ き で あ る。 往 々に して ミス パ ンチ の

た めに む だ な テス ト時 間 を費 して い る こ とが 少 な くな い。

3.3.2テ ス トのた め の 設計 と計画

デ バ ッギ ング の こ とに つ い ては 、 設 計 図 か らコーデ ィ ング を通 じて十

分 に配慮 され て い な けれ ば な らない。 テス トが しやす い よ うに、 で きる

限 り独 立 な小 部 分に 分 け て コーデ ィ ング を行 ない、 中間 結 果 の置 き場 を

ま とめ る よ うにす る。 コ ン トロー ル の流 れ を調 べ た り、 中 間 結果 を取 り

出す ような テス ト用 の ル ー チ ン を組 み込 ん で お く こと もあ る。

テス トを い くつ か の部 分(ケ ー ス)に 分け、 それぞ れ の ケ ース の 対象、

■-S7



目的、 テス トされ る機 能、 テ ス ト ・デ ー タを ま とめた 仕 様書 をつ く り、

承 認 を得 る よ うに す る。 あ らゆ る場合 を も らさず に テス トす るた め、 チ

ェ ック ・オ フ ・リス トな ど を用 意 して お くと よい。

3.3.3テ ス ト ・デ ー タの 作成

テス ト ・デ ー タは 次 の ような もの が あ る。

。実 行時 に起 こ り得 るす べ ての 条件をシミュレー トするようなもの。

oプ ログ ラムの 中の す べ て の経 路 を実 行 さ せ る もの。

oテ ス ト ・デ ー タの 作成 に ユ ーザ ー側 が 助 け とな る よ うな場 合 に は、

そ の援 助 を得 る よ うに す る。

。テ ス ト用 の入 力 デ ー'タを生 成す るプ ロ グ ラ ムや 中 間結 果 や 最 終 結果

を見 やす い 形 に変換 す る プログ ラ ムを 作 成 す る こ と もあ る。 最 終 の テ

ス ト結果 は、 入 力 デ ータ と と もに きちん と保 存 して お く。そ して、 テ

ス ト・デ ー タの変 更 や追 加 が なさ れ る場 合 には 、そ れ らを確 実 に行 な

う必 要 が あ る。

3.3.4テ ス ト工 程 の 設定 と管理

部 分 ご とに独 立 にテ ス トして積み 上 げ て い くテ ス ト工程 の 設定 と積 み

木 方 式 の テ ス トが 望 ま しい。 テ ス ト工程 としては 、 サ ブ シス テ ム のテ ス

ト(単 位 テ ス ト)、 システ ム ・テ ス トが あ り、 さ らに回 帰 テ ス ト

(regressiontest)が 行 な われ る。

テ ス トの 目的 、 内 容、 手続 、 ル ーチ ンや サ ブル ーチ ン の組み 合 わ せ、

入 出力 デ ー タ、 コ ン}ロ ール ・カ ー ド、 ス ケ ジ ュ ール等 を し る した仕 様

書 を作成 す る。 テス トの進 あ方 の 一例 と しては 、 次 の よ うな ものが あ る。

。ア セン ブ リや コ ンパ イ ル して見 出 され た 誤 りを 直 す。

。各 ブ ロ ック につ き、 お もな論 理 を簡 単 な ケ ース の人 工 デ ー タで テ ス

トす る。 出 力が正 しけれ ば次 の論 理 の型 をテ ス トす る。

。よ り複 雑 な ケ ース を テ ス トす る.

。全般 的 論 理 、 た とえ ば、 ブ ロ ック間 の コ ミュ ニケ ー シ ョン をテ ス ト
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す る。

oエ ラー の発 見 やそ の他 の理 由で 修正、 追 加 が 必要 に な った と きに、

前 の工程 ま で戻 って テ ス トを行 な うこと 一 回 帰 テス ト ー を行 な う

こ とが あ る。

シス テ ム ・テス トで は、 シス テ ムの構成 要 素 間 の イ ン ター フ ェース が

正 しいか、 要 求 され た機 能 を持 って い るか、 性能 は設 計 目標 に合 致 して

い るか、 な どの テス トす る。 そ して また、 シス テ ムがそ の 前 の段 階 で正

し くチ エ ソク され て い るか ど うか を ここで確 か め る。 この シス テ ム ・デ

ー タの量 が多 いば か りが能 で は な くて
、 いか に して 少 な い デ ー タで あ ら

ゆ る面 を テス トす るか とい う こ とが肝 心で あ り、 そ して あ らゆ る例 外 と

可 能性 が少 しで も あ る よ うな誤 りを含 んだ デ ー タ を使 って テ ス トす る必

要 が あ る。

誤 りが 見出 さ れ てそ れ を修 正 す る場合 に は、 目的 ブ ・グ ラム の バ ッチ

だ け で す まさ な いで、 原 始 プ ログ ラム を必ず 訂 正 す る。

。テ ス トの 結果 は厳 格 に検 討 、 評 価 され 、 承 認 を受 げ る手 続 が確 立 さ

れ て い るべ きで あ る。

Oテ ス ト ・ラン の回 数 や エ'ラー の型 を記録 してお くと よい。

3.3.5リ ア ル ・タ イム ・シス テ ムのデバ ッギ ング

リア ル ・タ イ ム ・シス テ ムの テス トは入 力 が直列 的 に 入 っ て く るバ ッ

チ の シス テ ムの デ バ ック とは根 本 的 に異 な り、 は るか に 複 雑 で 困難 な場

合 が少 な くな い。 そ して リア ～レタ イム ・シス テ ム では・1・ 入 出力 の琴

求 を処 理 し、2.必 要 な ア ブ レ シ ョナル ・ブ ・グ ラム の経路 を守 る必要

が あ る。 マル チ プ ログ ラ ミング が行 なわれ る場 合、 お の お の の プ ログ ラ

ム の使 用可 能 な状態 を制御 プ ログ ラムが把 握 してい なけ れ ば な らな い。
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リア ル ・タ イ ム ・シ ス テ ム の テ ス トの ス テ ッ プ と し て は 次 の よ う な もの

が あ る。

1)一 時 点 で1つ だけ の 変 数 を入 れ て 、 デ ー タ を 扱 う論 理 を テ ス トす

る 一 入 力 メ ッ セ ー ジ を シ ミ ュ レ ー トす る 特 別 な プ ロ グ ラ ム
.をつ くる

こ と が あ る。

2)各 モ ジ ュ ー ル が 個 々 に デ バ ッ グ さ れ た 後 、 そ れ をつ な ぎ合 わ せ て

呼 び 出 し列 や プ ロ グ ラ ム 間 の リ ン ケ ー ジ を テ ス トす る。

3)処 理 プ ロ グ ラ ム を よ くテ ス ト した ら、 シ ス テ ム に 端 末 を つ な い で 、

そ こ か ら メ ッセ ー ジ を 入 れ る。 入 出 力 の ス ナ ップ シ ョ ッ トを と る、 テ

ー プ'ロ グ を と る
。

4)端 末 の オ ペ レ ー タ の種 々 の エ ラー に 対処 で き るか テ ス トす る。

5)ピ ー ク時 の 負 荷 を処 理 す る能 カ ー 過 負 荷(overload)が 生 じ

た と きに ど うす るか を 調 べ る。 シ ミ ュ レ ー'ト す る ソ フ ト ウ ェ ア を 使 う。

ロ

シス テ ム ・テス トでは、 一 般 的条 件 は 異常条 件 が まれ に しか生 じない

条 件 を テス トす る。 そ して種 々の トラ ンザ ク シ ・ンの相 互 反応 を調 べ、

また、 相互 ロ ック ア ウ トの状 態 を テス トす る。

解 析 モ ー ドで 走 らせ る こ とを可 能 にす るや り方 も あ る。 この場 合 には、

必要 な管理 プ ログ ラム、 ま たは デ バ ッギ ング プ ログ ラム が コア に読 み 込

まれ、 プ ログ ラム実行 の途 中 で必要 な任 意 の情 報 が コア 内 の区域 に 記録

さ れ るo

介

'

●

◎

ろ.4対 話 型 シ ステム や 仮 想 記憶 装置 を 利 用 したプ ログ ラ ム 開発

最 近 で は タ イム ・シェ リング ・シス テ ム の発 達 に よ り、 対話 方式 の端末

を使 っ て プ ロ グ ラム開 発 に効 率 を上 げ て い るケ ース が 多 くな って きて い る
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し、 また最近 は い くつ か の メ ー カー が仮 想 記憶 装 置 を提 供 す る よ うに な っ

て きて い るの で、 これ らを利 用 した場 合 の プ ログ ラムの開発 に つ い て ご く

簡 単 に触 れ る こ とに す る。

3.4.1TSSが 提 供 す る機 能

TSSが 提 供 す る機 能 と して は 次 の ような もの が あ る。

o原 始 プ ロ グ ラ ム の 生 成 ま た は 修 正(EDITな る 指 令)

。 会 話 方 式 で の プ ロ グ ラ ム の 作成 、 デ バ ッ グ、 実 行

。 デ バ ッ グ の た め の 補 助 手 段 一 た とえ ば、 プ ロ グ ラ ム の途 中 で 割 り

込 み を起 こ し て、 中 間 結 果 を 見 る 便 宜(TESTな る 指 令)、 記 号 名

(symbolicname)の ま ま で デ バ ッ グ:

Oデ ー タ ・セ ッ トの コ ピー 、 マ ー ジ と結 合 、 テ ス トの た め に デ ー タ ・

セ ッ ト内 の ス ペ ー ス の 割 り 当 て

oプ ロ グ ラ ム を テ ス ト ・ ラ イ ブ ラ リ よ リ プ ロ ダ ク シ ョ ン ・ラ イ ブ ラ リ

に 転 送

oバ ッチ で 使 え る主 要 言 語(COBOL,FORTRAN,PL/1)の 会

話 式 実 行 、 サ ブ ル ー チ ン の 呼 び 出 しと連 結 が 容 易

oパ ッチ で 使 え る デ ー タ ・セ ッ トの 形 式(forrnat)の 使 用

o他 の ユ ー ザ ー を妨 害 す る こ と な く新 しい プ ロ グ.ラ ム を オ ン ラ イ ン で

テ ス トす る安 全性(security)・1

3、4.2TSSの 利 点 と効 果"1

TSSを 使 った場 合、 ・,一ン ア ラ ウ・ 時 間 が鋤 ので・ 一 つ の憤

に プ ロ グ ラマ が集 中 で き、 待 ち時 間 をむ だ に費 した り、 他 の仕 事 をかけ

持 ちす る よ うな こ とが な くて す む ので、 プ ・グ ラム の生産 性 を上 げ る こ

とがで き、 継続 的 か つ集 中的 に プ ・グ ラムの 作成 が 可 能 で、 プログ ラム
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開発 と実 行 の 間 に人 間 と シス テ ム との相 互 反 応 が早 くな り、 作成 時間 が

短 くな り、 費用 を減 らす こと も場 合 に よっ ては 可能 とな る。 また バ ソチ

処 理 で起 こ りが ちな不 必要 な リス トや膨大 な コア ・ダ ンプが減 り、 ア プ

リケー シ ョン を よ り少 ない マ ンパ ワー で よ り早 く導 入 で きるの と、 プ ロ

グ ラムの変 更 が容 易 か つ短 時間 で可 能 に な る。

例 と して、DataProcessorの1972年5月 号 に載 って い るが、

ア メ リカのSikorskyAircraftCompanyで はTSO端 末40台 を

使 って プ ログ ラム開 発 をや って い るが、 そ れ を使 っ たた めに プ ログ ラマ

の生産 性 が200上 が った、 つ ま り3倍 の効率 を出 した。 従来 は 既存 の

プ ログ ラム の保 守 に あ ま りに も多 くの時 間 を 費 し、 新 しい ア プ リケ ー シ

ョンの プ ロ グ ラ ミ ングは 少 し しか で きなか った け ど も、TSSを 使 うこ

とに よ り、 変 換 を や りなが ら新 しい プ ログ ラムの 作成 が 可能 にな った と

報告 さ れ て い る。

3.4.3仮 想 記憶 装置 の利 用

仮 想 記憶 装 置 を利 用 す る と、 次 の ような利 点 が ある とい わ れて い る。

O実 記憶 容 量 に よる制 約が 少 な くな り、

一 プ ログ ラマ の生 産性 が上 が る

一 新 しい大 きな プ ログ ラムの 開発 の期 間 が短 くな る

一 プ ロ グ ラム の拡 張 や維 持 が 容 易 に な る

O実 記憶 域 の 管理 の面 か らい うと

一 実 記憶 装 置 全体 を有 効 に 使 え る

一 同 時 に 多 くの プ 貝グ ラム の実行 が可 能 とな り
、 シス テ ム資源 の効

率的 な利 用 が で きる。

Oシ ス テ ムのス ケ ジュ ー リングが 容 易 に な る。
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o小 さな シス テム で大 きな シス テ ムの バ ックア ップ が 可 能 にな る。

o実 記憶 装 置 の容 量 の 異 な る シス テ ムで プ ロ グ ラムの 使 用 が 可能 に な

るo

ろ.5プ ログ ラム の ドキ ュメン テー シ ョン

プ ログ ラ ムの ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンには、 最 初 の入 出力 関 係 の仕 様 書 か

ら流 れ 図 お よび プ ログ ラム の論 理 構 造 の説 明 とか い った もの がす べ て 含 ま

れ るわ け だが、 そ うい った もの をす べ て 作成 し、 かつ テス トしてい る段階

に論 理 的 な誤 りが見 つ か れ ば、 そ のつ ど流 れ 図 を直 す とい う こ とも あ るが、

最 終 的 に は、 テス トが完了 した段 階 で も う1回 プ ログ ラム の ドキ=メ ンテ

ー シ ョンを見直 して 完 成 さ せ る必要 が あ る
。

ン

3・5・1プ ログ ラムの ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン の 内容

プ ログ ラ ムの ドキ ュ メン テー シ ョンは下 記 の ような内 容 を含 ん で い る

か、 あ るいは、 も し含 まれ な い場 合 には ど こにそ れが 書 か れ て い るか、

どこ を見 た らい い か とい うこ とを明 示 して 古 く ことが 必 要 で あ る。

○プ ロ グ ラムの 目的 、 機 能 、方 法 の 全 般 的記 述。

○ プ ロ グ ラムの 入 力、 出力 、使 われ る フ ァイ ルの記 述。

oプ ロ グ ラムの論 理 を示 す流 れ図(diagram)。

。指示 の 出力 メ ッセ ー ジの記 述。

Oコ ーデ ィ ング関 係 の 資料、 た とえ ば、 コ ン パ イル や ア セ ンブル の リ

ス テ ィング、 記憶装 置 内部 の 印刷、 使 わ れ る行 列 か表 の 記述 。

Oテ ス トの 計画。

Oプ ロ グ ラム ・テ ス トを指 示。

O操 作指示。

o上 記 は新 しい シス テ ム を開発 す る通 常 の場 合 で あ り、 複雑 な シス テ
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ム や 既 存 の シス テ ム を 拡 張 も し くは 修 正 す る場 合 に は、 これ に 異 な っ

た 内 容 とな る。

次 の こ と も ドキ=メ ン テ ー シ ョ ン の 形 と 内 容 に 影 響 を お よぼ すo

O決 定 表 に よ る論 理 の表 現 。

o高 水 準 言 語 の 使 用 。

oア プ リケ 一一シ ョ ン ・パ プ ケ ー ジ の 利 用 。

o汎 用 ソ フ ト ウ ェ ア の 利 用 。

3.5.2プ ロ グ ラ ム ・ ドキ ュ メ ン テ ー シyン の 例

丁

プ ロ グ ラ ム ・ マ ニ ュ ア ル

1

目

1.0.区 別(identfication)

次

一鵬

名 称、 番 号、 作成者 名、 作成 年 月 日。
ジ

2.0プ ロ グ ラ ム 記 述

2.1

2.2

処理 の内容

ア リゴ リズ ム、 機械 やOSの 構 成、 呼 び 出 し列 等。

3.0デ ー タ の 仕 様

3.1

3.2

3.3

プ ア イ ル

入 力

出 力

4.0プ ロ グ ラ ム 論 理

4.1 論理流れ図
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6

5.0

6.0

4・2表 と 手 法

リス テ ィ ン グ

5.1機 械 語 に 翻 訳 後 の リス テ ィ ン グ。

5.2ラ ベ ル と 記 号 の 表

5.3命 令 の リス テ ィ ン グ

5.4ス イ ッチ の リス ト

プ ロ グ ラ ム ・テ ス トの 計 画

⑱

■
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4.シ ス テ ム 導 入 の 準 備 と連 用

4.1機 器 設 計計 画

4.1.1ま えカミき

機 器 の設 置 計 画 は、 よ く理解 さ れ、ま波 かな り経 験 が あ る問 題 で ある と言

われ て い る○ し か し 、特 に リ ア ル タ イ ム シ ス'テ ム の 場 合 は、機 器設

置計 画 は前 もって十 分検 討 して お く必 要 が ある○

まず 、 シス テ ムが新 し く導 入 さ れ る シス テ ムで あるか 、 前 の シス テ ムを

取替 え る シス テ ムで あ るか とい うこ とに よ ってか な り問題 が異 な っ て くる。

新 シス テ ムの場 合 に設置 計 画 者 が 往 々 に して忘 れが ち な ことは、計 算 機

の償 却 期 間 は大体5年 程 度 で あ り、5年 後 に新 しい シス テ ムが導 入 され る

こ とを想 定 して、 あ らか じめ取 替 え るべ き新 しい シス テ ム の場 所 を 確保 す

る配慮 をす べ きで ある、 とい うこ とで ある○

計 算 機 シ ス テ ムを導 入 す る と、 業 務 の流 れ が 変 わ り、 しか もい った ん業

務 が計 算機 中心 で流 れ だす と途 中 でそ の業 務 を打切 って 人 手 に切 替 え る こ

とが非 常 にむ ずか しい ○ そ の た め 、 あ る 時 期 に は 、2っ のシステムを

同 時 に働 か せ なけ れ ば な らな い こ とが生 ず るか らで あるo経 済 的 な 面 で 、

完 全 に フ リ ー な 場 所 を あ らか じ め確 保 す る こ とは 困難 で あ るo

しか し、 少 な くと も シス テ ムを導入 す る前 に次 に置 替 え るべ き シス テ ムの

場 所 を想 定 して お くことは必 要 で あ る○

次 に取 替 え シス テ ムの場 合 には 、上 述 の よ うに第1期 の シス テ ム導 入時

に十 分 配 慮 した に もか か わ らず、種 々の原 因 か ら設 置 場 所 を遠 く離 れ た場

所 に しなけ れ ば な らぬ事態 が生 ず る こ とが ある○ 例 え ば 、 本 社 ビルが 他

の 必 要 性 か ら 移 転 す る場 合 、 そ れ に伴 な い計算 機 シス テ ム を移 さ ねば
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な らぬ と とが考 え られ るo

(実 例 一1)N且Kの トピ ック ス の取替 え シス テ ムは 、場 所 を放 送 セ

ン ターに移 さ ねば な らない○

(実 例 一2)国 鉄 の マ ル ス計 画 の場 合、 第4期 ま で の シス テ ムは、1

つ の ビル を上 へ上 へ と継 ぎ足 して8階 まで 作 った 建物 で 収容 して い たが 、

つ い に収 容 し きれ ず、 国立 に移 転 した0

4.1,2計 算 機 室機 器 配置

(1)計 算 機 室 内の 機器 配置

機 器 配 置 の計 画 を 立 て る場合 に考 慮 すべ き基 本 的制 約 事 項 を列 記 す 二

1.床 の 重量 制 限

2.利 用 で き る空 間

3.柱 の位 置

4.許 され る最 大 の ケー ブル長

5.オ ペ レー シ ョンや 保守 等 に必要 な空 間

次 に 、計 画 の 際 に考 慮 す べ き基 本 的k事 項 と して、 第1に 、 各 機器 の

重 量 と、 そ れ を配 置 す る場合 の バ ランス に特 に注 意 しな くては な らない(

第2に 、見 通 しや 作業 性 の問題 か ら柱 の位 置 に注 意 す べ きで あ るo

第3に 、業 務 の流 れ を よ く分 折 して、 オ ペ レー タが 働 きやす い 機器 配

置 を とる こ と○

第4に 、 メイ ン テ ナ ンス の空 間 を十 分 に取 って お き、 特1(iメ イ ンテ ナ

ンス作 業 が オペ レー タ の操 作 を妨 げ ない よ う配 慮 す べ きで あ る。

第5に は、一 般 に 計算 機 シス テ ムが導 入 さ れた 後、 シス テ ム の使 用範

囲 が拡 張 され る に従 って、 特 に端 末 機 器 、 デ ィス'、 テー プ等 の 台数 が

少 しず つ ふ えて い く○ こ の こ と を 考 慮 し た 余 分 な場 所 を とっ てお く
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必要 ・が ある。

計 算機 室 内 の機 器 配 置 の1列 が 図4-1で あ る。(114頁 参照)

細 か な機 器 設置 の問 題 点 は 、各 メー カー か ら出さ れ て い る色 々 な イン

ス トレー シ ョン 。ユ ー ザ ー ・マ ニ ュア ルの 中 に も、注 意 すべ き事項 が述

べ られ て い るoシ ス テ ム を 設 置 す る 場 合 に は
、 この よ うな マ ニ ュ

ア ルが か な り参 考 に なる○

建物 計 画 を立 て る と きに、機 器 の搬入 の計 画 を あ らか じめ考 え て建 物

の 間取 りや入 口 な ど を考 え て お か ね ばな らな い。 機 械 の 設 置 場 所 が 、

高 層 ビ・ル に あ る場 合 な どは 、 荷 物 用 エ レベ ー タで運 び込 め な い事 態

もお き、非 常 に大 きな 問題 とな るo

(2)シ ス テ ム に よる計 算 機 室 の 環境 の違 い

(1)では標 準的 な機 器 配 置 に つ い て述 べ た が、 リアル タ イ ム 。シス テ ム

の場 合 に は、機 器 配 置 につ い て の 配慮 は 、各 システ ム ご とに異 な り、一

般 的 な こ とは 言 え ない。 し か し 、 現 場 で プ ロ セ ス.コ ン ト ロール

と して使 わ れ る計 算機 の配 置 には 注意 が 必要 で あ るoこ れ は、計

算 機 が現 場 の非 常 に挨 の多 い場 所 や、 温 度 、湿 度 の高 い場 所 で使 われ る

こ とが あ り、 配置 の 問題 は別 の 観 点 か ら考 え る必 要 が あ る。

4.L2そ の他 の ス ペ ース

(1)カ ー ド ・テ ー プの保 管 場 所

次 に計 算機 の 入 出力 で あ る、 カ ー ド、 テ ー プ、 デ ィス ク、 プ リンタ用

紙 等 の問題 を考 えて おか ねば な らな いo特 に テ ー プ や デ ィ ス ク の 場

合 は 、 重 要 な デ ー タ の 内容 が オペ レー タの誤 操 作 に よ り壊 され る こ

とが ある○ こ の た め 、 保 管 の 場 所 を 十 分 注 意 して分 け て お くとか、

何 らか の安 全 処置 を講 ず る配 慮 を、 ま ず場 所 的 に考 え て お くべ きで あ る。
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ま た セ ン ター業 務 の場 合 の よ うに、 多 くの ユ ーザ ーが各 自の カ ー ド、

テー プ等 の デ ー タを保 管 す る場 合 が ある。 こ の 場 合 は 、.保 管 場 所 を

計 算 機 室 の近 くに設 け てお くこ とは、 セ ン ター のバ ッチ業 務 運 営上 、 非

常 に重 要 な こ ととな る。

ま た、 この よ うに して保 管 さ れ た ユ ーザ ー の デ ー タを、 い か に効率 よ

く計算 機 室 内 に運 び込 む か とい う問 題 につ い て建物 の配 置 計 画 の 段階 で

十 分 考 慮 して お くこと が大切 で あ る○

(2)オ ー プ ンパ ンチ室

大 量 の デ ー タ をパ ン チ した り、 ユ ー ザ ーが 自分 で デ ー タや プ ログ ラム

をパ ンチ す る、 オ ー プ ンパ ン チ室 を どこへ 設 置 す るか とい う問 題 も、 ス

ペ ース を か な り必 要 とす るの で、 あ らか じめ建 物 の配置 計 画 の 時 点 で考

え て おか ねば な らな いo

(3)要 員 ・管理 者 の スペ ース

計 算 機 の オペ レー タ だけ で な く、 サ ー ビス ・エ ンジ ニア や メ ンテ ナ ン

ス ・エ ン ジ ニ アのた め の場 所 を計算 機 室の 近 くに確 保 して お く こ とは重

要 で あ る○ 計 算 機 が ダ ウ ン し た よ うな 場 合 、 回 復 時 間 を問題 にす

る と、 メ ン テ ナ ンス 。エ ン ジニ アが どこに居 るか に より、MTT.Rが か

な り違 って くるか らで あ るo

また計 算 機 システ ム をス リー シ フ トで動 かす 場合 、要 員 の休 養 場 所 や

寝 室等 も、準 備 して お く必 要 が あ る0

4.1.3各 種 コー テ ィ リテ ィ

(1)電 源設 備

バ ッチ シス テ ムの場 合 は、 主 と して電 源 の安定 性 の問 題 だけ考 慮 す れ

十 分 で あ る。 信 頼 度 が あ る ほ う が よ い の は 当 然 で あ るが 、 バ ッチ
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処 理 の場 合 には 、 一 度電 源 が 切れ て も再 度 ジ ョブを最初 か ら流 せ ばた い

てい の場 合 は十 分 で あ る。 そ の た め 電 源 設 備 に 多 く の 費 用 を か け

る こ とは、 望 ま し くない か らで あ る○

オ ン ラ イン シス テ ムの場 合 に は、 電源 ダ ウ ンに よるサ ー ビスの 中断 は

大 きな混 乱 を引起 す た め、 十 分 な配 慮 が 必要 で あ るo一 度 電 源 が 切 れ

る と 、 分 散 し て い る 各 端 末 に 電 源 ダ ウンに よる故障 で あ る こ とを周

知 徹 底 さ せ る対 策 立 て ね ば な らないo

ま た、 オ ン ラ イ ンシス テ ムの場 合 には 、電 源 の瞬断 を非 常 に き らうた

め、 あ らか じめ対 策 を立 て て お く必要 が あ る。

一 般 的 に電 源 と して考 え て お くべ き こ とは
、 電 圧 と電 圧変 動 の問題 、

周 波数 と周 波 数 変 動 の 問題 、 消 費電 力 の問 題 で ある○

オ フ ィス 内 で計 算機 を使 用 す る場 合 は、 最 近電 力事 情 が か な り よ くな

って い るた め、 直接 計 算 機 に オ フ ィス の電 源 を供 給 して も問題 は少 な い○

しか し、 工場 内 で計算 機 を使 用 す る場 合 か な りの ピー ク ロー ドがか か る

場 合 や、 電 力 の使 い 方 が変 則 的 な場 合 に、 周波 数 波 形 の崩 れ や、 電圧 の

瞬 間 的変 動 な どの問題 が起 るoこ の よ う な 場 合 は 、 別 途 の 方 策 が

必要 で あ る。

電 源 の 問題 は電 力会 社 と計 算 機 メー カー の機 器 設 置 エ ン ジニ ア と、 十

分協 議 して あ らか じめ調 査 して お くこ とが 、後 に トラブル を少 な くす る

た めに重 要 な こ と で あるo

外 国 か ら輸入 した機 械 の場 合 は当 然 で あ るが、 地 域 的 な60サ イク ル

と、50サ イ クル の周波 数 の違 い と機器 と の マ ッチングに対 す る考 慮 も必

要 で ある○

オ ン ラ イ ンシ ステ ムの 電 源設 備 の 一 例 と して、 国鉄 の マル ス システ ム
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の場 合 は 、2系 統 か ら並 列 に電源 を供給 してい る。 さ ら に 、 両 電 源 と

も 切 れ た 場 合 の た め に、 自家 発 電装 置 を備 えて い て、外 部 電源 が切

れ た場 合 自動 的 に 自家 発 電装 置 が 働 く よ うにな って い る○ し か も 、 外

部 電 源 を 重 い フライ・ホイル ル をつ け た モ 一夕 ジュネ レ・一 夕を介 す る こ

と に よ り、 自家 発 電 に 切 替 え る時 の瞬 断 もで きるだ け少 な くな る よう考

慮 してい るo

(2)照 明 。空 調 。そ の 他

照 明 は 、計 算機 室 内 で は、 オ フィス程度 の照 明 で十 分 で ある○

しか し、 メイ ンテナ ンスす る時 に、 明 る さの バ ラツキが ない よ うな照 明

器 具 の配 置 が 望 ま しいo

空 調 は、 最近 の コ ン ピ ュー タ メー カの 売込 み に よる と、 あ ま り考 え な

くて よい とい う ことで は あ るが、 空 調 を した方 が よい の は当 然 で あ るo

た だ し、 プ ・セ ス コ ン トロール な どでオ ン ライ ンで使 用す る計算 機 の場

合 には、 この問題 を十 分 考慮 して計 算機 の機種 を決定 すべ きで あ る○

この ほ か 、電 話 な ど の問題 は、 通 常 の オ フ ィス と同 じに考 え て よいo

ま た オペ レー タを減 らす た め に、 オ ペ レー タ室 と機器 室 との 間 にITV

を設 置 す る こ と も効果 の あ る方 策 の1つ で あ る○

計 算機 の機 種 に よって は、 空調 との 関連 な どで、色 々 な コー テ ィ リティ

を配置 しなけ れ ば な らな い こ とが あ るた め、機 種 を決定 した時 に チ エ ソ

ク して お く必要 が ある0

4.1.4オ ン ライ ンシス テ ム特有 な問 題

(1)回 線

オ ン ライ ンシス テ ム の場 合 は、 非 常 に多 くの回線 を使 うた め、 この品

質 、 及 び回線 を どの よ うに手 配 す るか とい うこ とを、 あ らか じめ機 器 設
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置 の とき に考 え て お く必要 が ある○ 特 に 日本 で は 、 通 常 の ユ ー ザ

ー は、 電 々公 社 の 回線 を専 用 回 線 あ るいは 加 入 回線 と して リー スす るた

め 、 回線 にか な りの費 用 が かか る こ とが 多 いoま た 回 線 に オ ン ラ イ

ン シス テ ム を接 続 す る場 合 、.電 々公社 の厳 しい規 格 が あ るた め、計 算

機 メー カー の スペ シ ャ リス トと相 談 してチ ェ ック して お く こ とが必要 で

ある○

(2)端 末 機 器 室

オ ン ライ ン シス テ ムの場 合 、 回 線 の端 末 につ なが る端 末 機 器 、 す なわ

ち銀 行 の 窓 口機 器 、 国鉄 の マ ル スの切 符 販 売機 器 、 そ の他 各 種 デ ィス プ

レイ装 置 な どを置 く端 末機 器 室 の問題 が あ る。 こ れ は 計 算 セ ン タ ー

と 違 っ て 非 常 に多 くの個 所 に分散 し、 空 調 な どに費 用 をか け られ ない ∩

そ の た め、機 種 の選 択 をす る時 、 空調 の 必要 性 そ の他 につ い て 、十 分調

査 す る必 要 が あ る○ ま た端 末機 器 は現 場 で使用 す るた め 、騒音 の

問 題 を考 慮 して、 タ イ プ ライ タな どの音 が 、通 常 のオ フ ィス の仕事 を妨

害 しない よ うな機 器室 の配置 が 望 ま しいo

なお 、 プ ロセ ス コ ン トロー ルの場 合 には 、 端末 に種 々の測 定 装 置 を用

い、 しか も これ は 対 象 とす る プ ロセ スの特性 に依 存 す るoこ の た め 、

計 測 技 術 の 問 題 に 属 す る こ とでは あ る が、 や は り、 オ ン ライ ンシス

テ ムの1つ の問 題 と して、設 置 す る時 あ らか じめ十 分 な る調 査 が 必要 で

あ る0

4.1.5非 常 時 対 策

これ まで は、 あ ま り問 題 とな って い な いが 、 火災 あ るい は地 震 な どの非

常 事 態 の場 合 の対 策 を考 えて お くこ とは非 常 に 重要 で あ るo計 算 機 室 内

に は 、 非 常 に 重 要 な デー タバ ンクで あ るデ ィス ク、磁 気 テー プが保 存
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され てお り、 これ らが 火 災 で焼失 す る と、 場合 に よっては企 業 の活 動 が 停

止 す る こ とす らあ る。

この対 策 と して機 器 室 と これ らの デ ー タ ライ ブ ラ リとの間 に防 火 シャ ッ

ター を設 け る とか、 デ ー タ をた くわえ て い る室 の火 災予防 と して、 ス プ リ

ン ク ラーは 、後 の処 置 に困 るた め、研 究 段 階 で は あ るが、 炭 酸 ガス を充 満 .

す る方 法 な どが考 え られ てい るo現 在 の と こ ろ 、 こ れ に 明 確 な 対 策

が ない た め、 非 常 に重 要 なデ ー タは 、 あ らか じめ二重 に コ ピー して、 建 物

の違 った 場 所 に た くわ え る とい う処 置 を講 ず る こ と も今後 考 えるべきであろう。

日 本 で は 地 震 が 多 い た め 、 ポ イ ン ト.ロ ー ドが 地 震 の 時 ど の

よ うな影 響 を受 げ る か につ い て は、 建 築 の 分野 で も十 分解 明 さ れ てい ない

た め、 これ に つ い て十 分 な余 裕 を とって お く必 要 が ある。

■

●

4.2受 入 試 験

4.2.1中 央 機 器 の組 み立 て テス ト

メ ー カー は 中央機 器 、 す な わ ちCPUk・ よび そ れの周辺 機 器 を あ らか じ

め工場 内 で ユ ー ザ ー の システ ム構 成 に合 わぜ て 充 分 にテ ス トを した後 、各

機 器 の接 続 を一 度 切 って ユー ザーへ 持 ち込 み そ こ で再 び組 み立 て テ ス トを

行 な うoこ の テ ス ト は メ ー カ ー が 主 体 に な るので ユー ザ ー として は

メー カーの 「テ ス ト完 了 通告 」時 点 で受 け 取 れ ば よい。

この組 み 立 て テ ス トの期 間 は シス テ ムの大 き さ に よって異 な るが 、大 体

数 日か ら2週 間程 度 を見 込 ん でtoけ ば充 分 で あ る0

4.2、2端 末 機 器 の 単 体 試験

端 末 機 器 の テ ス トもハ ー ドウェ ア 上 の 問題 は メー カー側 で充 分 検 討 さ れ

て お りま た数 も多 いの で、 ユ ーザ ー側 と して は考 え る必 要 は ない○
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た だ、 サ ン プル的 に取 り上 げ て メー カーの 試験 項 目に合 わ せ て再 確 認 す る

程 度 の こ とは して勒 た方 が 良 い 場合 もあ る・ ま た 、 こ れ を 回 線 に 結

ん だ 時 に 種 々 の 問題 が生 じるが 、 これ は 別 の と ころで考 え る0

4.2.3端 末 シ ミュ レー タ と結合 試 験

受入 試 験 の段 階 で中 央 機器 と端 末 機 器 をつ な いで 同 時 に テ ス トす る時 が

あるが、 これ は 回線 の トラ ブル及 び中 央機 器 、 端末 機 器 の 種 々の トラブル

が重 な り合 うの で、 一体 どこに ハ ー ドウエ ア上 の問題 が あ るか を見 つ け る

の は か な り難 か しい。 そ の た め 受 入 試 験 の 前 に 、 ま ず 中央 機 器 か ら

回 線 を通 して端 末 シ ミュ レー タ と言 うもの を使 って テ ス トが行 な われ るo

この手 順 は第4-1図 に示 され る よ うに3つ の段 階 が あ るo(114頁 参照)

まず 最 初 の段階 は ソ フ トテ ス トと言 われ る もの でOSと 通 信 制 御 と端 末

シ ミュレー タをす べ て ソ フ トで組 み、 通 信 制御 プ ログ ラムの テ ス トを行 な

うo

そ の 次 の段階 は通 信 制御 装置CCUを つ な ぎ込 み 、 このCCUか ら出 て

い る端末 回線 をハ ー ド的 に接続 す るoそ れ か ら テ ス ト プ ロ グ ラ ム を

使 用 して実 際 の回 線 は 使わ ず にCCUの と ころ で シ ョー トカ ッ トした よ う

な形 での テ ス トを行 な うo

そ の次 の段 階 は 実 際 にMODEMす な わ ち変調 装 置 をつ ない だ状 態 で 回

線 を延 ば し、 そ の 回線 の 先 で2回 線 を 接続 して デ ス トプロ グ ラ ムを使用 し

て テ ス トを行 な うo最 終 的 に は 点 線 の と こ ろ の 端 末 機 器 をっ ない で

テ ス トを行 な うこ とな るo

この よ うに 試験 を段階 的 に 行 な って い くこ とに よって ハ ー ドウ ェア上 の

接 続 あるい は シス テ ム上 の トラブルは 個 々 に発 見 す る こ とが で きるの で、

非 常 に トラブルの シ ュー テ ィ ン グが 楽 に な るoま た 回 線 が 非 常 に 多 い
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場 合 に は い ろい ろの 回線 の組 み合 わせ につ い て同様 の テ ス トを行 な う0

4.2.40S、'コ ンパ イ ラ、 ユ ー テ ィ リテ ィのテ ス ト

通常 の バ ッチ業 務 で のOSで ある とか 、 コンパ イ ラ、 ユ ーテ ィ リテ ィの

テス トは1号 機 で なけ れ ば 、 す なわ ち今 ま で数 台 ない し数 十 台他 の ユー ザ

ーに よっ て使 わ れ た シ ス テ ムで あれ ば受 入 試験 をす る必 要 は ない
o

しか し、普 通OSは ユ ーザ ーの 周辺 装 置 の シス テ ム構 成 に合 わせ て シ ス テ

ム ジ ェネ レー シ ョン を行 な うこ とが 多 い ので、 非 常 に特 殊 な端 末 機 器 の構

成 で あ る場 合 には 、一 応 典 型 的 な業 務 の流 れ に対 して ユー ザ ー側 で テ ス ト

プ ログ ラム を用 意 してOS、 一コ ンパ イ ラ、 ユ ー テ ィ リテ ィの テ ス トを行 な

った方 が 良 い。

オ ン ライ ン シス テ ム の場合 に はOSの 一 部 改造 とか特 殊 な ユ ーテ ィ リティ

あ るい は テス トプ ログ ラムな どを作 るの で、 これ らを合 わ せ て 受け 入 れ の

時 点 に テス トで きる よ う準備 してお け ば オ ン ライ ン シス テ ムの イ ンス トレ

ー シ ョンを非 常 に ス ム ーズ に行 な うこ とが で きる
0

4.2.5ユ ー ザー プ ロ グ ラムの組 み合 わせ テ ス ト

バ ッチ業 務 の場 合 に は ジ ョブ と言 う形 で ユ ーザ ー プ ログ ラムは 流 れ るの

で、OS、 コ ンパ イ ラ、 ユー テ ィ リテ ィとユ ーザ ー プ ログ ラム との 組 み合

わせ テ ス トは、通 常 のOSの 種 々の機 能 を使用 す る1つ の テ ス トプ ログ ラ

ムを通 す こ とに よって行 な うこ とが で きる。

しか し、 オ ン ラ イ ン シス テ ムの場 合 は ユ ーザ ー プ ログ ラム とOSと の 間

に非常 に細 か な コ ミュ ニケ ー シ ョンが ある の で、 これは 受 け入 れ テ ス トと

言 うよ りむ しろ シス テ ムの稼 動 の全 体 のテ ス ト、 い わ ゆ る シス テ ム テス ト

を行 な うこ とに な る○ も っ と も オ ン ラ イ ン シ ス テ ム の 場 合 に は受 入

試 験 の段階 で は ユ ー ザ ー プ ログ ラムの 開発 が 完全 に終 了 してい る こ とは少
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な く、 各機 器 を設 置 して か らユ ーザ ー プ ログ ラムを開 発 す る こ とが 多い○

従 って、 ユ ーザ ー プ ログ ラムの組 み合 わせ テス トを行 な う よりは プ ログ ラ

ム全 体 の完成 後 の シス テ ムテ ス トまで この テス トを延 ば す こ とが 多い○

これは また オ ン ラ イン テス トに つ いて も同様 で 、前 述 の端末 機 器 の テス ト

の み を受 入 試験 の段 階 で行 な い、 完 全 な シス テ ム的 な オ ン ラ イン テス トは

ユ ーザ ー プ ログ ラム の 開発 後 に行 なわ れ る こ とにな る。

4.2.6製 作 と監 査 の分 離

この よ うな受入 試 験 を行 な う時 テ ス ト項 目を メ ー カー に一 任す る ことが

多 いが 、 これ はや は リユーザ 一側 の問題 で あ るo製 作 側 す な わ ち メ ー カ

ー で 試 験 項 目 を作 った場 合 に は プ ログ ラ ムテ ス トと同様 、 ど うして も

そ れ まで の製作 側 とし ての経 験 だ け が盛 り込 ま れた テ ス ト項 目に な り、受

け入 れ側 と して必 らず し も満 足 の い か ない テ ス トに な る こ とが あ る。

従 って、 こ こで製 作 と監 査 とい うもの の性格 を 明確 に分離 して監 査 側 か ら

見 た受 け 入 れ テ ス ト項 目 を充 分 に確立 してお くこ とが 大 切 で ある○

これ には システ ムを受 け入 れ る前 に あ らか じめ数 人 の人 間 を メー カー側 に

派 遣 して シ ステ ムの特 徴 、 ハ ー ドウ ェア上 の種 々の問 題 な どをチ ェ ック し

て、 受 け入 れ側 で テ ス ト項 目 を作 る ことが必 要 で あ る。

4.2.7プ ログ ラムの試 験'

システ ムの建 設 チ ー ムか らエ ン ドユ ーザ ーへ の 受 け 入 れ の段階 には プ ロ

グ ラムテ ス トを行 な う。

バ ッチ シス テ ム の場 合 には前 述 の よ うに ユー ザ ー プ ログ ラムが 単 体 で走

る場 合 が多 くあま り問 題 は ないo

オ ン ライ ン リアル タイ ム.シ ス テ ムの場 合 は 多重 プ ログ ラム をユー ザ ー

の レベ ルで も採 用 して い るの で、 プ ログ ラム作成 時 にお い て シス テ ム にお
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け る動 作 の あ らゆ る論 理 的 な可 能性 の組 み合 わせ を予 測 す る ことは全 く不

可 能 で あ る○ す な わ ち 、 一 つ の ユ ー ザ ー プ ロ グ ラムが そ の実 行 をす

べて 終 え るま で コン トロール を保 つ こ とが少 ない し、 同一 プ ログ ラ ムを同

時 に使 う リエ ン トラン ト型 に作 られ てい る場 合 もあ り、 さ らに入 力 も一般

に 多様 で ラ ンダ ムで あ る○ 従 っ て テ ス ート時 に は 予 想 し な"吟 多 くの誤

りが 発 生 す る こ とが考 え られ るo

オ ン ライ ンシ ス テ ム では単 純 な誤 りもプ ロ グ ラムの複 雑 な動 作 の組 み合

わせ の陰 に隠 れ て、 さ らに そ れ が タ イ ミング関 係 に よって ある複 雑 な時系

列 的 な論 理 関係 が成 り立 つ時 に だけ 発生す る こ とが あ る○ しか もこ

の よ うな誤 りは そ の発 生 す る タ イ ミングが生 じる チ ャ ン スが非 常 に少 ない

た め、 バ ソチ プ ログ ラム と異 な って 再度実 行 した時 正 常 に通 る こ ともあ っ

て誤bの 再現 性 が 非 常 に少 な いo

従 って 、 プ ロ グ ラム テ ス トは か な り長時 間行 な う必要 が あ り、 ま た実 際

に シス テ ムが稼 動 す れ ば誤 りを分 離 す る ことが 困 難 に な るの で、 オ ン ライ

ン リアル タ イ ム.シ ス テ ムで は必 要 な あ らゆ るテ ス ト手 段 を含 む よ うに設

計 の段 階 か ら シス テ ムが 組 ま れ て い なけれ ば な らない0

4.2.8テ ス トプ ログ ラ ムの効 用

さ て、 コ ン ピュー タ シス テ ム とは ハー ドウ ェ ア と ソフ トウェア との混 合

体 で あ り、 テス トをす る ため の種 々の テ ス トプ ログ ラムが 必要 とな る○

この テ ス トプ ログ ラム は機 器 を受 け 入 れた 後 に作 る ので は な くて、 そ の前

に、 メー カー が ま だ機 器 の製作 を行 な ってい る段 階 に同 様 の他 の機 種 を使

って各 種 の テス トプ ログ ラム を用意 してお くこ とが 大 切 で あ る0

0Sは 必 らず し も個 々 の オ ン ライ ン シス テ ムに適 す る もの では な く、 こ

れ をi若干 改造 した り、 場 合 に よって は全 く新 し くシス テ ム に合 わ せ てOS
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を作 る ことが あ る○ こ の よ う な 場 合 、 管 理 プ ロ グ ラ ム とユ ー ザ ー プ

ログ ラムは 同時 に 開発 され る こ とにな るの で、 シス テ ムのテ ス トは シ ミュ

レー タ を使 用 して行 な う○ ま ず 管 理 プ ロ グ ラ ム を テ ス トす る時 は ユ

ーザ ー プ ログ ラム の シ ミュ レー タを作成 し
、 また ユ ー ザ ー プ ログ ラムを テ'

ス トす る時 は管 理 プ ログ ラムの シ ミュ レー タを 作 っ て相互 に完 全 にデ バ ッ

クす るo勿 論 こ の シ ミ=レ ー タ は 実 際 の も の に比 べ て機 能 は簡 略化

され て い るが、 この シ ミ』ユ レー タの も とで相互 に テ ス トす る必 要 が ある。

次 にデ ー タを ジェ ネ レー トす る テス トプ ログ ラ ムが 必要 で あ る○

これ は テス トの初期 の段 階 で デ ー タの正 確 さ と速 度 を上 げ る ため に模 擬 的

な入 力 の トラ ンザ ク シ ョンを テ ー プあ る いは デ ィス ク に作成 す るた めの も

の で あ るoこ れ に よ づ て 一 つ 一 つ の ト ラ ン ザ ク シ ョンを 人間 が端末

機器 より入 力 して テス トす る よ りもず っ と短 か い時 間 で正 確 に プ ログ ラム

の テス トを行 な うこ とが で きるoこ れ を フ ァ ー ス ト タ イ ム..シ ミ ュ

レー シ ョンと言 い 、 テ ス トの能 率 、受 入試 験 の能 率 を あげ る こ とが で き る○

そ の他 に マ ク ロ命 令 を テス トす る プ ログ ラム で あ る とか、 あ るい はデ バ

ッグ用 の プ ログ ラ ム を作 ってお く必要 が あ る。 プ ロ グ ラ ム の 誤 り の 発

見 を 容 易 に す るた め、 各種 の ダ ンプ、 トレー ス、 あ るいは 一 般 に ス ナ ッ

.70シ ヨ ゥ トと呼 ば れ て い るデバ ソグ用 の ル ー チンが 既 に σSの 中.にも用意

され て はい る が 、 やは リュー ザ ーの特 殊 な業 務 に合 った個 有 の ダ ン プ、 ト

レー ス、 ス ナ ッ プ シ ヨソ トの デ バ ッグ用 ル ー チ ンを 用意 してお く とテス ト

の時 間 をか な り短 縮 す る ことが で きる○

また 、 テ ス ト結 果 は大量 の ダ ン プ リス トの よ うな形 を とる場 合 もあ るの

で、 あ らか じめ これ らを分折 す る プ ログ ラム を準 備 してお く必要 もあ る○
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4.3移 行 計 画

4.3.1移 行計 画 の必要 性

開 発 の進 め られて きた システ ムが い よい よ実施 準 備 の段階 に入 る時、

この シス テ ムの実 際 の業 務 を担 当 す る部 署 が 中心 にな って使 用 す る に際 し

種 々の 問題 が 生 じる○ す な わ ち シ ス テ ム を 使 用 す る 部 門 に おけ る受

け入 れ 態 勢 の準備 と言 う点 を充 分考 慮 す る必要 が あ り、 これ らの最終 的 な

エ ン ドユ ー ザ ー と密 接 な関係 を保 ち なが ら一 時 的 に も現 在 の業 務 の流 れ を

低 下 す る こ とな く、新 しい シス テ ムが そ の活 動 上 の 諸機 能 を果 す こ とが で

きる よ うに シス テ ムの移 行 計 画 を開 発す る こ とが 大 切 にな る。 シ ス テ ム

の 移 行 計 画 は 情 法 シ ス テ ムに とっ て本質的 な意味 を持 っ て い る○

す なわ ち シス テ ムの 開発 や設置 には 多 くの組 織 や機 関が 参 加 、 関連 して お

り、 効 果 的 な シス テ ム移 行 計画 を作 成 す る には ユ ー ザーの トップ レベ ル の

管理 者 が 全 面 的 に参 加 しな くて は な らな い○ 時 に は シ ス テ ム に 置 き 換

え ら れ よ う とす る手 作業 とは 別個 の 全 く新 しい業 務 の方式 を計 画 しなけ

れば な らない こと もあ り、 この場合 には 新 旧両 シ ス テム を並 行 して動 か す

ことが で きる の で、 シス テ ム移 行 に 関 す る混 乱 は最 小限 に食 い とめ られ る○

しか しま た、 移 行 計画 が 適 切 で なけ れ ば か え って混乱 が大 き くな る こ と も

しば しば起 こる○

新 しい シ ス テ ムが移 動 して シス テ ムの オペ レー シ ョン開始 が 宣言 され た

時、 シス テ ムは 開発 か ら運用 へ 移 る こと に な る○ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ

ム の よ う な 複 雑 な もの で は この切 り換 え は ター ン .キ ー的 な一 度 の もの

で な く、 あ る期 間 をか け て徐 々 に進 行 す る もの で あ り、 これ が コ ン ピ ュー

タシ ステ ムvafoけ る移 行 計 画 を非常 に重 要 な もの と してい るo
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す な わ ち、最 初 か らある程度 の シ ス テ ムパ フォ ー マ ンス を達 成 す る には、

開発 者 とユ ー ザー が共 通 の 目的 を持 つ パ ー トナ ー と して共 同作業 を 通 じて

シス テ ムの移 行 に伴 な う種 々の問題 を解 決 す る ことが大 切 で あ り、 シス テ

ムの完 成 自体 もい ま まで よ り長 い期 間が 必要 と なる。

こ の移 行 計 画 の期 間 と言 うの は、 今 まで のデ ー タ処 理 システ ム、 また は

手 作 業 に よる シス テ ムが次 第 に消 滅 して、 そ れ にか わ る新 しい シス テ ムが

出現 す る.まで の一 定 の期 間 で あ り、 この期 間 に業 務 の流 れが低 下 しない よ

うシス テ ム移 行 計 画 が シ ス テ ム開発 作業 の一 環 と して立 案 され な けれ ば な

らな いo

要 す るに 移行 計 画 とは、 コン ピ ュー タ シス テ ムが使用 さ れ る前 の状 態 か

ら、 最 終的 な定 常 運 用へ 移 る ま での トラン ジ ェン トな段階 の組織 、 デ ー タ、

運用 な どにお け る計 画 で ある こ とを充 分認 識 して設計 段 階 か ら考 え て お く

必要 が ある0

4.3.2移 行 と組 織 変 更

(1)業 務 組 織 変 更 に伴 な う諸 問 題

移 行 に伴 な う人間 の組 織 の変 更 は、 直接 業 務 に従事 してい る人 た ちの

異 動 に関係 して くるの で、 日本 の よ うな社 会 で は あま り公 然 と打 ち合 わ

せ や討 議 が行 なえ ない よ うな性 質 を持 ってい る〇 一 般 に は 人 事 部 門

や 組 織 管 理 部 門 と コン ピ ュー タ シス テ ム を受 け 入 れ る対 象業 務部 門、

及 び コ ン ピュー タを運 用 す る部 門 の管 理 者 らに よって打 ち合 わせ が行 な

わ れ る こ とに な る○ こ の 問 題 は 事 前 に 評 価 し た 組 織 面 、 要員 面 の

改 善 が 、実 際 に システ ムを設 計 して み て予 測 どお り行 な え るか 否 か を検

討 す る こと に な る○

組 織 にっ い て言 えば 、新 シス テ ム は本 質 的 あ るい は大 規 模 な制 度 や手
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続 きの改 善 を伴 な う場 合 が ある ので、 そ こに は組 織上 の職 制 の変 更 を伴

な うの は 当然 で あ っ て変更 内容、 変更 時期、 または そ の方 法 につ い て組

織 幹事 の専 門部 門 との 打 ち合 わせ が 必要 で あ る。

また 要員 面 に つい ては 、機械 化 に よる人 員 の 削減 の 問題 や要 員 の質 の

変 更 の 問 題 が生 じて くる こ とが多 く、 そ の実 施 時期 や実 施 内容 にっ い て

は最終 的 に人 事 上 の 問題 に な って くる。 一 般 的 に 新 し い シ ス テ ム が

稼 動 し 始 め て も、その 組織 や要 員 が従 来 の ま ま で あれ ば、 そ れ は コン ピ

ュー タシス テ ムを導 入 した意 味 が全 くな い こ とに な るの で、 当 然大 な り

小 な り こ う言 う変 更 の 問題 は生 じる もの で あ る○

マ ネ ジ ャー と して忘 れ ては な らな い こ とは 、 こ う言 う組 織 や人 事 に伴

な う変 更 を行 な う時 に は当 然組 合 との問 題 が生 じて くる と言 うこ とを あ

らか じめ認 識 して、 充 分 な手配 を して お く必 要が ある。 こ の よ う な 問

題 が 生 じ た た め に シ ス テ ムの稼動 が 当 初 の予 定 よ り もか な り遅 れ、

そ の た め にせ っか くの シス テ ムが有 効 に利 用 され なか った事例 も多 くあ

るo

(2)ユ ー ザ ー に よる シス テ ム評 価

移 行 時 には ユ ーザ ーが 当 然 シス テ ムを直接 自分 で使 用 す る よ うに な る

の で、 ユ ー ザー か ら見 た シ ステ ムの評 価 が な され る こ とに な るo

と ころが 開 発側 と して は、完 全 に シス テ ムが稼 動 して い る と考 え てい て

も設計 段 階 にお け る ユ ー ザー側 の要 求 を誤 解 してい た り、 あ るいは完 全

な形 で現在 の業 務 を置 き換 え る ことが で きな か った場 合 、 そ れ に対 す る

ユ ー ザー の拒 絶 反 応 を引 き起 こす 可 能性 が あ るoこ の よ う な 問 題 は

主 と し て 移 動 時 にお け る教 育 の問題 と関連 してい る の で、単 な る組 織

変 更 の 問題 とだけ見 ない で、 教 育 の 問題 と関 連 づ け て考 え なけれ ば な ら
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な い。 特 に 日 本 の 場 合 に は一コ ン ビ 三 一 タ シス テ ムを導 入 す る場 合

従来 の筆 記 作業 か らタ イプ ラ イター とか キ ー を扱 うよ うな作業 に切 りか

わ って くるの で、 ア メ リカに おけ る より も この 問題 は よ り深 刻 な形 とな

って あ らわ れ て くる こ とが多 いo

(3)並 行 作業

前 述 の よ うに移 行計 画 と言 うの は シス テ ムが全 く使 用 さ れ ない ゼ ロの

状 態 か ら定 常 作 業 に移 る トラン ジ ェ ン トな状 態 で あ るか ら、業 務 の性 質

に よって は従 来 の人間 を 中心 に した組 織 の運 営 を行 な い なが ら、 も う一

方 では コ ン ピュー タ シス テ ムが完 全 に ユ ー ザー の満 足 い く レベ ル に達 す

る まで、 並 行 的 に 同様 の作業 を同時 に進 行 させ なけ れば いけ ない こ とが

往 々に して起 こ り得 る。 従 っ て こ の 場 合 、 暫 定 的 な 要 員 の 手 配 を

考 え てk・か なげれ ば 切bか えに伴 な う混乱 を大 き くす る原 因 とな る0

4.3.3業 務 の引 き継 ぎ

(1)オ リエ ン テ ー シ ョン

移行計 画 と言 うの は、別 の見 方 か らす れ ば開 発 チ ー ムか らエ ン ドユ ー

ザ ーへ の業務 の 引 き継 ぎ と言 うこ とに あた るの で、 まず 最 初 に ユ ーザ ー

に対 す る オ リエ ンテ ー シ ョンの計 画 をた て る必 要 が ある○ オ リ エ・ン テ

ー シ ョ ン は ユ ー ザ ー に とって シス テ ム に 関す る あ らゆ る今後 の学 習

や トレー ニ ン ゲの母 体 や基 礎 を作 る と言 うもの で、 ユ ー ザ ーの シス テ ム

に対 す る基本 的 な考 え方 を確 立 す る も とに なるoこ の 点 で オ リ エ ー

シ ョ ン は 訓 練 とは別 もの で あ る○

オ リエ ン テ ー シ ョンの具 体 的 項 目 と して は

。 シス テ ムの 目的 とす る と ころ の解説

。 組 織上 、運 営 上 の変 更事 項 の列 挙
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。 新 しい シス テ ムの 設置 運 用 にお け る責 任 部 門の明 確 化

。 移 行 、 設 置 計 画 の解 説 と移行 時 にお け る中間業 務 の 明確 化

。 シス テ ム との交換 すべ き情報 の説 明

。 新 しい シス テ ムの コス ト面 、利 益 面 の説 明

(2)移 行 計 画 の立 案 の主 導 権

移 行 計 画 は シス テ ム の開発 側 、 マ ネ ジ ャー、 エ ン ドユ ー ザ ーの 共 同 の

作業 で 立案 され なけ れ ば な らない が 、 指導権 は最終 的 には 使 うユ ーザ ー

が持 つべ きで ある。 こ れ は 用 務 の 内 容 を 良 く知 っ て い る と言 う点

で、移 行 時 に おけ る種 々の諸 問題 を摘 出す る こ とが ユ ーザ ー側 で な され

る こ とが 望 ま しい と言 う観点 か ら言 え るの で あるo

(3)ユ ー ザ ー とオ ペ レー タの仕 事 分 担

移 行 計 画 の段 階 では 、定 常 作 業 と異 な るた め通 常 の オペ レー タの 仕事

と ユー ザ ーの仕 事 が 完全 に分 離 で きない こ とが 往 々に して生 じる○

従 って 移行 時 にお け る ユー ザ ー とオペ レ三 夕 との仕事 の分担 とい うもの

が やは り計 画 の中 で充 分考 慮 さ れ てな けれ ば な らない。

(4)移 行計 画 の立 案 とそ の承認

移行 計 画 は模然 と行 な われ るの では な く、充 分 な計 画 性 に基 づ い て行

なわれ 、 一 応立 案 文 書 な ど明確 な ドキ ュメ ン トと して残 して お き、 これ

を トップ マネ ジ ャー に承認 を受 け てそ の も とで計画 を実 行 す る こ とが 各

方 面 で の トラブル を少 な くす る要 因 とな る で あろ う0

4.3.4移 行 に伴 な うデ ー タの収 集 、蓄 積 、交換

(1)デ ー タの収 集 方 法

新 しい シス テ ムの場 合 で も、取 り替 え シス テ ムの場 合 で も、 新 しい コ

ン ピュー タ シス テ ムに は デ ー タが蓄積 さ れ てい ない。従 二 て こ の シ ス
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テ ム を 使 う た め に は、徐 々に 端 末 あ るい は セ ン ターで デ ー タ を集積

し、 シス テ ムの デ ー タバ ン クを作 って いか なけ れ ば な らな い○

と ころが この トラン ジ ェン トの状 態 では 、場 合 に よ って は過去 のデ ー

タ とつ き合 わせ をす る よ うな必 要 が あ るが 、 も とのデ ー タが ない場 合 で

はつ き合 わ せ の対 象 が な いの で、定 常運用 の プ ロ グ ラムで はす べ て エ ラ

ー デ ー タ と しては ね られ デ ー タが蓄 積 で きない よ うな状 態 が生 じる○

従 って、 この よ うな状態 に対 処 す る特 別 な移 行 時 の立 ち上 が り用 のデ ー

タ収集 プ ログ ラム と言 うもの を準備 しなけれ ば な らな い。 こ れ は 非 常

に 特 殊 な 事 例 で あ る が、一 般 に初 期 に デ ー タ を集 め る場 合 、 で きる

だけ過 去 のデ ー タを あ らか じめ パ ンチ カー ドな どで準 備 して お き、 セ ン

ター で一 括 して デ ー タバ ンクが作 れ る よ うに移 行 計 画 を作 る こ とが望 ま

しLno.た だ し こ の 場 合 、 デ ー タ の 収 集 に あ た り大量 の 人手 、 ま た

は作 業 を要 す るの で、 これ に対 す る配 慮 を して お く必要 が あ ろ う。

(2)デ 一 夕 コ ンバ ー ジ ョゾ

運 用 開始 に 伴 な って は前 述 の よ うに初期 デ ー タ を作成 す る必 要 が あ る。

現 在 手 作業 な どで 行 な われ て い る業 務 の各 種 の デ ー タ を コ ン ピ ュー タシ

ス テ ム に入 力す る こ との で き る形 、 例 え ば パ ンチ カー ドな どに変換 す る

こ とは 大 変 な作 業 で あ る。 こ の 労 力 を 過 少 評 価 し な い よ う注 意 す

る必 要 か あ る○ ま た 、 プ ロ ゲ ラ ム の 作 成 段 階 で は入 力 デ ー タの フ

ォ ー マ ッ トを変 更 す る こ とが 往 々 に あ るの で、 この デ ー タの変換 作業 は

プ ログ ラム側 の フ ォー マ ッ トの確 立 を で き るだ け待 った 方 が よい 。

この デー タ変 換 に際 して は正 確 さ が問題 で あ り、 対 策 と して は注 意深 く

チ ェ ックす る以 外 に あま りない ○ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 自

動 的 に変換 で き る所 と人 間 の手 作 業 に よ らな けれ ば 不 可能 な所 を 見極 め
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両 作業 を適 切 に組 み合 わせ て行 な うこ とも充 分考慮 しな くて は な らない○

(3)テ ー ブ ル類 な どの取 扱 い

移行 時 に は業 務 の移 す 範 囲が 徐 々に広 が る場合 力『あ る。 給 料 計 算 を

例 に と る と 、 給 料 計 算 を新 シス テ ムに移行 し なが ら行 な う場 合 には

対 象 とす る人 の数 を徐 々に増 加 させ てい くこ とが あるoこ れ に 伴 な っ

て フ ァ イ ル の デ ー ・タば か りで な ぐ、 プ ログ ラム内の 種 々の テ ー ブル

類 も徐 々 に変 換 して いか なけ れ ば な らな い○ 通 常 テ ー ブ ル 類 恒 サ ポ

ー ト プ ・ グ ラムで準 備 され る ご とが多い の で、、業 務 を拡張 す るに従 っ

て テ ーブル 類 を何 回 も書 き直 して い く状 態 が 生 じる○ こ の よ う な テ ー

ブ ル 類 の 書 き か え に要 す る時 間 は案外 多 い の で、 移 行 計 画 時 に はテ

ー ブル類 を変換 す るた め の コ ン ピ ュー タ使 用 時 間 を見込 ん で お く必 要 が

あ る0

43.5移 行 時 の運 用

(1)平 常運 用 との相 違

移 行 時 は最 終 的 な平 常運 用 と異 な った コン ピュー タの使 い 方 を しな く

て は な らない こ とを充分 に認 識 して、 コン ピュー タの使 用 時 間 の 問題 及

び組 織 運営 につ い て、 あ らか じめ移行 時 として別 の形式 で 運 用 な どの計

画 を立 て ておか ねば な らな い ○

(2)時 間帯 の割 り振 り 、

コ ン ピ ュー タの使 用 時 間 の 問題 を とり上 げれ ば、最 終 的 に あ る プ ログ

ラムの実 行 をす る よ り も、 ユ ーザ ー の訓 練 で ある とか、 初 期 デ ー.タの収

集 、 プ ログ ラム エ ラー のデ バ ックな どの時 間 が 必要 であ る○ プ ロ グ ラ

ム エ ラ ー に 関 し で は 当 然 これ が な くな った 時点 で ユ ー ザ ーへ 引 き渡

さ れ るべ きもの で あ るが、 や は リシス テ ムテ ス トの段階 を経 て も移 行 時
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に若干 の複 雑 な組 み合 わせ に よるエ ラー の発生 は あ らか じめ覚 悟 して お

か な け れ ば な らない○従 っ て こ れ が 生 じ た 時 の 早 急 な.る 手 当 て,の

た め の コ ン ピ ュー タ使 用 時 間 も割 り当 てて お く必 要 が あるo

ま た、 移 行 時 には シス テ ムの構成 を若干 か え て、 シス テ ム全 体 の効 率

を上 げ る よ うな チ ュー ンア ップの 問題 も生 じるの で、 これ に対 す る時 間'

も用 意 しなけれ ば な らない ○ こ の よ う に 平 常 運 用 と は 異 な っ て 以

上 の問題 にか な り大 量 の コ ン ピ ュー タ時 間 を割 り振 ってお か ね ば な らな

い で あ ろ う○

これ らは 当然 移 行 が 進 む につ れ低 減 す る もの で あ るか ら、 あ らか じめ

プ ロダ ク シ ョン.ラ ンと、 この よ うな移 行 に伴 な う諸 問題 を解 決 す る た

め の コ ン ピュー タ時 間 との 割 り振 りを時 間 的 推移 で表 わ す タ イム.チ ャ

ー トの製 作 を移 行計 画 の一 部 として入 れ て お くこ とが 望 ま しい
○

(3)端 末 機 器 の 設置 との 関連

ま た 、 オ ン ライ ンシ ス テ ムの場 合 に は、 一 度 にす べ て の端 末 を切 りか

え る こ とは、 人 間 の 熟練 度 の 問題 、 訓 練計 画 との兼 ね合 い に おい て不 可

能 な こ とが 多 い ○従 っ で 、 バ ッ チ シ ス テ ム で 対 象 範 囲 を徐 々 に広

げ る の と同様 に、 リア ル タイ ム シス テ ムで も端 末 の数 を徐 々 に増 して 移

行 して い く とい うこ とが 生 じるo

端 末 の数 が異 なる こ とに よ って オペ レー シ ョンの や り方 が 変 わ って く

る こ と も当 然 あ り得 る し、 オ ペ レー タ の簡単 な キ ーの取 り扱 い な ども端 ・

末 の数 に左右 さ れ る ことが 多 いの で 、 この よ うに端 末 を徐 々に増 加 さ せ

る こ とを考 え た場 合 には、 この期 間 に おけ る オペ レー シ ョン.マ ニ ュア

ル の整備 が 重 要 な こ とに な っ て くる○
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(4)移 行 時 の運 用 組織

移 行 時 に お い て は シス テ ム の開発者 と真 の エ ン ドユ ーザ ー が端 末 機 器

及 び セ ン ター の機 械 を共 有 して、 と もに最 終 的 な定 常運 用 が 早 く行 なえ

る よ うに努 力す るわ け で あ るか ら、 人的 に も、 組 織 的 に も、 開発 者 とエ

ン ドユ ー ザ ーが 共 存 で きる よ うな運 用組 織 を考 え てお か なけ れ ば な らな

し(0

4.3.6取 り替 え シス テ ムの場 合 の 問題 点

.(1)ご 般 問題

取 り替 え に伴 な って大規 模 に シス テ ムの変 換 を行 な う場 合 に は、 新 し

い シ ステ ムを開 発す るの と同様 の費 用 と期 間 を要 す る場 合 が 多 い の で、

この点 に 関 し充 分 に マ ネ ジャ ー及 び トップに徹 底 させ て お く必 要 が あ る∩

通 常 、上 層 部 は す でに一 度 コン ピュー タ シス テ ムを導 入 して い るの で 、

シス テ ムを取 り替 え る場 合 には あま り労 力 を必 要 と しな い で あろ うとい

う観 点か ら、 取 り替 え の期 間 で あ る とか 、 それ に要 す る開 発 費 用 を充 分

に考 慮 して くれ ない こ とが 多 いの で、新 シス テ ム を導 入 す る よ りもか え

っ て シス テ ムの取 り替 え の 時 の方 が種 々の トラ ブルが 生 じて、 情報 シス

テ ム が失 敗 す る こ とが往 々に して起 こ り得 る〇

一 般 に
、取 り替 え シス テ ムの場 合 に は プ ログ ラムの変換 か らデ ー タの 変

換 、 そ の他 端 末 機器 の変 更 な どにつ いて一 度経 験 が あ る とい う意 味 でか

な り安易 に考えやすいが、む しろ問題は深刻 で複雑な場合 の方 が多いの

で 、 これ に対 す る移 行 の期 間 も充 分 に取 って お く必 要 が あ り、 また 充 分

な費 用 を見 込 ん で お くことが取 り替 え シス テ ムを設計 す る マ ネ ジ ャー の

重 大 な責 務 と言 え よ う○
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(2)プ ロ グ ラム変換 の 必要 性

す で に古 い コ ン ピュー タ シ ステ ムが稼 動 してお り、数 年 後 に新 しい コ

ン ピュー タ シス テ ムへ取 り替 え る時 に生 じる問題 と して、 まず プ ログ ラ

ムの変換 の 問題 が ある○ 最 近 は コ ン ピ ュ ー タ ・ メ ーー カ ー か らフ ァ

ミ リー.シ リーズ と しての コ ン ピ ュー タが 用 意 され てい るの で 、 より上

位 の機 種 に対 す る コ ンパ テ ィ ビ リテ ィは か な り保 証 され て い る よ うに言

わ れ て い るが 、実 際 には 同 じフ ァ ミ リー.シ リーズ を使 って もか な りの

細 か い部 分 で プ ロ グ ラムの変 換 を行 な わなけ れ ば な らない問 題 が あ り、

ま た新 シス テ ムに取 り替 え る頃 には コ ン ピ ュー タの 能 力 は た い てい大 巾

に増 大 して い るの で 、 ユ ー ザ ーか ら新 しい機 能 を追 加 して ほ しい と言 う

要 求 が 当 然生 ず る で あろ う○ こ の 場 合 、 プ ロ グ ラ ム の 変 換 の 作 業

が ど うして も必要 に な る○

バ ッチ シス テ ムの場 合 に は、最 近 はCOBOLな どの よ り高 度 の レベ

ル の言 語 を使 用 して い る こ とが 多 い の で、 プ ログ ラム の変換 に伴 な う問

題 は少 ないが 、 オ ン ライ ン シス テ ムの場 合 には主 と して効 率 や コア容 量

の 点 か ら開 発言 語 と して ア セ ン ブ ラを使 用 す る こ とが 多 い○

この時 には プ ログ ラム の変換 にか な り大量 の人 工 と経 費 を要 す る ことを

考 えてteか なけ れ ば な らない ○勿 論 、 最 近 開 発 さ れ たPLの

よ うに、 オ ン ライン シス テ ムで も使 え る よ うな高 度 の レベ ル の言 語 もな

い わけ では な い が、 今 後新 シス テ ムを考 え る場 合、 常 に取 り替 え の問 題

を考 慮 に入 れ て 開発 の使 用 言語 を選 択 す る配 慮 が 、 シス テ ム 開発 の責 任

者 と して の重 要 な問題 とな っ て くるo
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(3)デ ー タの変換

また 、単 に プ ログ ラム だけ で な く、 ユー ザ ーの要 求 に よ って機 能 追 加

が行 なわれ た場合 、 当然 デ ー タの フォ ーマ ッ トの形式 、 フ ァイ ルの形 式

な どが変 わ って くる こ とが ある○従 っ て 、 プ ロ グ ラ ム の 変 換 だ げ

で な く、 旧 シ ス テ ムの デ ー タをいか に新 しい システムの データに 変 換 す る

か とい う問題 も、 取 り替 え の設 計 段階 で考慮 てお く必要 の あ る問題 で あ

ろ うo通 常 は 変 換 用 に 特 別 な サ ポ ー ト プ ログ・ラムを作 って、 これ.

に よって古 い フ ァイ ルか ら新 しい フ ァイルへ の デー タの変換 を行 な うが 、

この時 には デ ー タの コ ンパ テ ィ ビ リテ ィにつ い て充 分注 意 しなけ れば な

らな い。 す な わ ち.古 い デ ー タ に 含 ま れ て い ない ア イテ ム を追 加

す る時 、新 しい ア イテ ムを古 い デ ー タに詰 め込 む作業 が必 要 に なっ て く

る。 当 然 これ は人 手 作業 を伴 な って行 なわ なけ れ ば な らない の

で、 このた め の埋 め込 み用 のサ ポ ー トプ ロ グ ラ ムも必 要 にな る で あ ろ う

し、 また、 デ ー タを準 備 す るた め の手 作業 の経 費 も考慮 して お か なけ れ

ば な らないo

(4)オ ン ラ イン シス テ ムの取 り替 え

24時 間稼 動 してい るオ ン ライ ン シス テ ムの場 合 には 、 旧 シス テ ムか

ら新 シス テ ムへ 取 り替 え る場 合 にサ ー ビス の 中断 を伴 な うこ とが あ る○

この よ う姦 ケー ス は、 主 として24時 間 操 業 を前提 とす る プ ロセス を制

御 す るオ ン ライ ンシ ス テ ムに生 じる問題 で あ る ので、 サー ビス の 中断 が

重 大 な事故 を起 こ した り、 あるい は製 品 の 品質 を落 した りす る事 態 が生

じるか も知 れ な いo従 っ て 、 ご の よ う た オ ン ラ イ ン シ ス テ ムで は

中断期 間 に おけ る計画 、す なわ ち中断 の期 間 に お いて一 時 的 に多 くの人

手 をか け な作 業 を行 な うの か、 ま た はそ の よ うな ことが で きな い システ
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ムで は、 制 御 対 象 にな ってい る プ ロセス が コ ン ピュー タ以 外 の何 か の原

因 で停 め なけ れ ば い け な い よ うな時期 を見 計 って シス テ ム を取 り替 え る

よ う計 画 しなけ れ ば な らない○

在庫 管理 型 の オ ン ラ イン シス テ ム、 す な わ ち座 席予 約 とか、 銀行 の シ

ス テ ムの場 合 に は操業 が夜 中 の時 間帯 で切 れ る こ とが あ るの で、 この時

に切 りか え る こ とが可 能 であ るが 、そ れ で も一度 に全 シス テム を切 りか

え る と種 々の点 で 混乱 を 大 き くす るの で、 切 りか え の対象 範 囲 を徐 々に

拡 大 してい くとい うよ うな配 慮 が 必要 で あ る。 た と え ば 新 し い シ ス

テ ム に プ ロ グ ラム エ ラーが あ った場 合 、 すべ て の対 象 を一度 に切 りか

え る とエ ラー に よって サ ー ビス が 中断 した 時 の影 響度 は はか り知 れ ない

ものが あるo

オ ン ライ ン シス テ ムの場 合 には、 システ ムを取 り替 え た場合 、 当然端

末 機 器 は 旧来 の もの を その まま使 用 す る こ とが多 い の で、 端末 機 器 か ら

コ ン ピュー タ シス テムへ二 重 の配 線 を行 な って、 あ る一 時 期 を期 して機

器 の切bか え を行 な うこと とな るoこ れ に は 電 話 局 で 新 設 の 局 が で

きた 時 に切 りか え る方 式 と同 じ よ うな考 え方 を導 入 しなけ れ ば な らない〇

一 方
、 新 シス テ ムへ 取 りか え る時 に、機 能 追 加 な どの要 求 に よ って端 末

機器 も同 時 に取 りか え る場 合 が あ るoこ の 時 は 全 く、 新 旧 両 シ ス テ

ム が 並 行 に動 い て い る の で 技 術 上 の問題 は む しろ少 ない が、 使 用 す る

ユー ザ ーの 側か ら見 た 時 の問 題 点 の方 が大 き くな って くる。 す な

わ ち、㌦端 末 機 器 の種類 が変 わ った こ とに よ って 当然 そ れ に伴 な うオ ペ レ

ー シ ョンの変 更 が あ り
、 か な りの訓 練 期 間 を経 て も古 い オペ レー シ ョン

の慣 習 が残 って い るた め に、 切 りか え時 の オペ レー シ ョン ミス を誘 発す

る こ とが多 い○ この よ うな この よ うな面 か らも、 端末 機 器 の種類 を取 り
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替 え る場 合 で もで き るだ け オペ レー シ ョン上 は従 来 の もの と変更 の な い

よ うな鍵 盤配 置 で あ る とか、機 器 の 配置 を考慮 してお く必要 が あ ろ う0

4.3.7マ ニ"ア ル の保 存 とそ の整 備

(1)メ ー カー提 供 のハ ー ドウ ェア及 び基 本 ソ フ トウェア

般 に シス テ ムを開 発 す る段 階 で、 メー カーか らハ ー ドウ ェア、 及 び

メー カー提供 の基本 ソ フ トウ ェアの マ ニ ュア ルが渡 され てい る○

これ が運 用 段階 に入 る と、 オペ レ ー タや ユーザ ーの一 部 に 同様 な ものが

支給 され ね ば な らな い。か な りの部 数 を必 要 とす る の で 、 こ の 移 行

段 階 の 間 に こ の よ うな ものの手 配 を してお く必要 が ある○

(2)ユ ー ザ ー 開発 プ ロ グ ラム

ユ ー ザ ー開 発の プ ログ ラムの マ ニ ュア ル も
、 当然 シス テ ム開 発 の各 段.

階 で ドキ ュ メン トと して残 して おか なけ れ ば な らないo

こ こで は 、最 終 的 に ア ップ デ ー トさ れ た もの をチ ェック して、 ユー ザ ー

に引 き渡 す時 に きれ い な形 で 印刷 した最 終 版 を移 行段階 で準 備 す る。

(3)テ ス トプ ログ ラム及 び診 断 プ ログ ラム

さ らに移 行段 階 で種 々の テ ス トを行 な った り、 特 別 なケ ース に対 す る

テ ス トプ ログ ラムを作 る こ とが あ る○ 大部 分 の テ ス トプ ログ ラムは シ ス

テ ム 設 計 の 段 階・で 作 ら れ て い る の が当然 で あるが、 設 計 段 階 で見

落 しの あ った よ うなテ ス トプ ロ グ ラム、 あ るいは 故障 診断 プ ロ グ ラム な

どを移 行 段 階 で 作 る こ とは しば しば 生 ず る○ こ の 様 な プ ・ グ ラ ム は

作 成 の 期 間 が限 られ るの で、 ドキ ュメ ン テー シ ョンが お ろそ か にな り

が ちで あ るの で、 この整 備 を してお く必 要が あ るo
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4.3.8運 用 手 順書 の作成

(1)作 成 時期 と内容

ユ ーザ ーか ら見 た場 合 の コ ン ピュー タシス テ ムの運 用手 順 は、 当 然 シ

ス テ ム設 計 の初期 の段階 に設 計 の 一 つ の条 件 と して作 られ るぺ き で ある○

しか し、開 発 の途 中 で、 開発 側 の 要 求 で運 用 の手 順 を一部 変 更 す る こ と

が あ るoし た が っ て 移 行 の 段 階 に 、 初 期 の 運 用 手 順 書 で不 備 な点

に手 を加 え て改 定 しなけれ ば な らないo

ま た設 計 の段 階 では完 全 に カバ ー しきれ なか った エ ラーが生 じた 時の

色 々な手 順 に つ い ての特 殊 な手順 書 が 必要 とな るoこ れ は 異 常 処 理 対

策 の 手 順 書 と も いえ る もの で あ るo特 ・に シ ス テ ム の 初 期 の 段 階 で

は 、 プ ロ グ ラ ム の 細 か な点 ま で の設 計 が十 分進 ん で い な い た め、 あ

る条 件 で プ ログ ラムエ ラーが生 じた 時 の エ ラー表 示 ま でを 、 十 分設 計書

の 中 に書 き加 え て お くことが で きな い○ し た が っ て 、 開 発 が 終 っ た

後 の 移 行 段階 に、.プ ・グ ラム か ら発生 す る種 々の エ ラー の一覧 表 を完

備 して ユ ーザ ー に配 布 し、 エ ラーが生 じた 時 のユ ー ザー の手 順 もあわせ

て整 備 してお く必要 が あ るo

(2)運 用 老 の熟練 度 との 関連

移行 の初期 の 段階 で は、 運用 者 も取扱 い に なれ てい ない た め 、簡 単 な

エ ラー で あ って も一 々エ ラー の処 理 マ ニ ュアル を参 照す る こ とにな るo

移 行 の後 期 の段 階 で は、 運 用者 が シス テ ムの取 扱 い に な れ て きて、 常

に起 す よ うなデ ー タ イン7.ッ トの ミス な どに つい て の エ ラー リポー トは、

マニ ュア ル を参 照せ ず に、 覚 え て しま ってい る こ とが多 い。

この様 な時 、 膨大 な る エ ラー手 順書を一 々くるのは大 変 なため・ 移 行 の

前 期 の段 階 と後 期 の段階 で は 、 この様 な手 順書 の作 り方 を再 度 チ ェ ック
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しkけ れ ば な らな いo具 体 的 に は 、 移 行 の 初 期 段 階 で の ドキ ュメ

ン トは、 オ ペ レー シ ョンの シー ケ ンスや、 あ るい は アル フ ァベ ッ ト順 に

種 々の ドキ ュメ ン トを整備 して お く必要 が あ るo後 期 の 段 階 、 す な

わ ち 定 常 運 用 に 移 る前 に は、 使用 さ れ る頻 度、 及びプラ イオ リテ ィに

応 じて2種 に分 け た 手順 書 を作 って お くこ とが 、以 後 の定 常 運 用 を潤 滑

にす る一 つ の秘 訣 で あろ うo

(3)手 順書 の改 定手 続 の設 定

移 行 の段 階 で 、 ユー ザ ー側 か ら見 た若 干 の改 定 は で きる だ け移 行 の期

間 に洗 い 出 して解 決 してお く ことが 望 ま しい○ し か し 、 定 常 運 用 に

移 っ て か ら も この よ うな改定 を生 ず る可能 性 が あるの で、 移 行 の 期間

に手 順書 を改定 す る手 続 を決 め て お くこ とが大 切 で あ るo'

とい うのは、一度定常運用に移るど使用するユ ー ザ ーの数 が非 常 に ふ え るの で・

手 順書 を改定 す る とい うこ とは、 システ ムの運 用 を混乱 させ る こ とに な

る○避 け 得 な い 改 定 に 対 す る 手 順 、 す なわ ち、 変 更 の時 期 、改 定;

に おけ る前 後 の取 扱 の変 更 点、 な どの よ うに周知 徹底 す るか の問 題 を組

織 上 明確 に して お か ねば な らな い○

(4)一 般 的注 意 事 項

マ ニ ュアル や ドキ ュメ ンテー シ ョンは、 開発 段 階 では シス テ ム開発者

に便利 な よ うに書 か れ てい るが、 必 ず し も これ は最終 的 に使 用 す る ユー

ザ ーか ら見 て わ か りやす い ドキ ュメ ン トで ある とは言 え ない 。

した が っ て移 行 期 間 中 に ユ ーザ ー や、 オ ペ レー タが、 マ ニ ュア ル や運用

手 順書 を使 用 して、 不 備 な点 を指 摘 させ て、 そ れ に よって使 い やす い も

の に改善 して い くこ とが 、 マ ニ ュア ル及 び、 運 用手 順書 の作 成 の最 大 の

ポ イ ン トで ある○
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4.4定 常 運 用

4.4.1マ シ ンス ケ ジ ュー リン グ

(1)バ ッチ処 理 シス テ ム

定 常運 用 で一 番 大 き な問 題 は、 マ シ ンス ケ ジ ュール をい か に立 て るか

とい う ことで あ るoこ れ は パ ッ チ シ ス テ ム と 、 オ『ン ラ イ ンシメ テ

ムの場 合 で はか な り異 な って くる○

パ ッチ シス テ ムの マ シ ンス ケ ジ ュールは 、 日に よって ワー ク ロー ドが

か な り違 うた め、運 用管 理 者 は、通 常1ケ 月単 位 で大 きな マ シ ンス ケジ

ュー ル を作 る。 さ らにそ れ を ウィー ク リー ベ ース 、 デ イ リー ペ ー

ス で修 正 してい くこ とに よ リス ケ ジ ュー ル を立 て る○

(2)オ ン ライン シ ス テ ム.

オ ン ライ ン シス テ ムの 場合 、 使 用 さ れ る対 象 が1つ の業 務 ジ ョブの場

合 が 多い た め、 通 常 昼 間 の時 間帯 を ユ ーザ ーの オン ライ ン シス テ ム と し

て使 用 し、 この間 に デ ー タの収 集 、 ア ップ デ ー トを行 な う。夜 間 の 時

間 帯 の 使 用 法 は 、 対 象 と す る シス テ ムに よ り異 な るが 、1つ は業 務

の一 部 と して昼 間 集 め た デー タの設 計 を と り、 レ ポー トを作 成 す る業 務

や、 集 めた デ ー タを バ ッチ的 に変 換 す る作 業 を行 な う○ そ の 他 、 業 務

と は 無 関 係 に 計 算 機 の 運 用 の面笥・ら、 機 械 の使用 効 率 の統 計 を とる

こ とや、 フ ァ イル に空 きが生 じた 時 の詰 め合 わ せ な どに使 用 す る。

(3)予 備 機 の ス ケ ジ ュー ル

オ ン ライ ン シス テ ムで は異 常 時 に備 え て予備 機 を持 って い る のが普 通

で あ る。 こ の 予 備 機 は 完 全 に 遊 ば せ て お か ず 、 通常 は バ ッチ的業

務 を行 なわ せ る○ こ の 場 合 ス ケ ジ ュ ー ル を バ ッ チ 業 務 と して立 て
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て お くと、 オ ン ライ ン シス テ ムが ダ ウ ン した時 、予 備 機 に切 替 り、 バ ッ

チ業務 が 使 用 で きな くな った場 合 に、そ れ に どの よ うな影 響 を与 え るか

を、あらか じめ腰折 して、十分 余 裕を持 ったスケジュールを立てておかねばならない○

あ ま り 予 備 機 の ス ケ ジ ュ ー ル を 効 率 よ く割 当 て て 澄 く と 、

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム か ら 切 替 っ た 時 に 、 予 備 機 の スケ ジ ュー ル

が24時 間 を オ ーバ ーす る こ とが ある○ パ ッ チ 的 な 業 務 で あ る か ら 、

そ の 一 部 を切 離 す こ とは可 能 で あ る が 、一 度 予備機 に マ ンス リー又

は ウ イー ク リー の計 画 を立 てて しま うと、 い か にバ ソチ業 務 といえ ど も、

最 終 リポ ー トの期 限 が あ るた め 、 これ に抵 触 す る こと も生 ず る。

このた め、 予備 機 が あれ ば非 常 に便利 が よい とい う程 度 の業 務 に とどめ

てk・ くこ とが望 ま しいo当 然 こ れ は 費 用'エと'危 険 性 と の 兼 合 い で判

断 すべ き問題 で は あ る○

(4)予 防保 守 の 時 間帯

コ ン ピ ュー タ シス テ ム に限 らず 、全 て の機 械 で は当 然予 防保 守 の 時間

帯 を と らね ば な らないoコ ン ピ ュ ー タ の 場 合 に は 、 マ ン ス リーベ

ー ス・ ウイー ク リーベ ー ス・ デ イ リーベ ー スの予 防保 守 の時 間帯 を メー

カー側 で指定 してい るの で、 これ に合 わせ て業務 を決 め て お く必要 が あ

る○

通 常 デ イ リー ベ ース の保守 は、簡 単 なテ ー プの ヘ ソ ドの掃 除 で あ る と

か、 プ リン タな どの 周辺 装 置 の動 作 の確認 や メ カニ カル部 分 の掃 除が 多

く、普通30分 程度 で あ る○ ウ ィ ー ク リ ー ベ ー ス で は 約3時 間 か

ら5一時間 程 度 の 時 間 を と り、 テ ス トプ ログ ラムを使 って種 々の マ ー ジナ

ル テス トを行 な う。 マ ン ス リ ー ベ ー ス の 保 守 は 、 通 常1日 程 と り、

か な りの部 分 のオ ーバ ー ホー ル を考 え てお か ね ば な らな い○
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これ らの細 か な こ とは各 マ シンに よ って か な リバ ラ ソキが あ るた め、

メー カー か ら出 され る保 守 マ ニ アル を参 照 す るか、 メー カー か ら派遣 さ

れ て い る シ ス テ ム エ ン ジニア と相談 して、 マ シンス ケ ジ ュー ルの 中 に予

防 保 守 の時 間帯 を組 込 ん でteく 必 要 が あ るo

当 然 これ は予 防保 守 で あ るか ら、 シス テ ムの運 用 が異 常 に な った 時に

は延 ば す こ とは可 能 で あ る○ しか し 、 こ れ を あ ま り 多 く 行 な う と

か え って定 常 運 用 を妨 げ る こ とに な る0

4.4.2ジ ョブア カ ウ ンテ ィン グ

(1)バ ッチ処 理 シ ス テ ム

マ シ ンス ケ ジ ュ ール と関連 して、 バ ッチ処理 の セ ン ター業 務 シス テ ム

で は、 ジ ョブア カ ウ ンテ ィング を省 くこ とはで きな いo通 常 、i'セ ン タ

ー 業 務 で は ジ ・ ブ ァ カ ウ ン ティングに よ っ て機 械 の使 用 費 用 を取 る

こ とに な るの で、 これ が完 備 してい る シス テ ムを使 う ことに よ って 、 チ

ャー ジの問題 を 自動 化 す る こ とが で きる○

普 通 は、計 算 機 の オペ レー テ ィン グ シス テ ムに付 加 され て い る、 ジ ョ

ブア カ ウ ンテ ィ ン グ シス テ ムに よって 行 な うこ とが で きるo

しか し、 これ だ け で は不 十 分 な場 合 が 多い ので、 ユ ー ザ ーが若 干 これ を

改 定 して 自分 の シス テ ムに 合 わせ た ジ ョブア カ ウンテ ィン グ.ル ー チ ン

を作 る こ とが望 ま しい。

(2)オ ン ライ ン シス テ ム

オ ン ライ ン シス テ ム では 、 ジ ョブ ア カ ウ ンテ ィン グ対 応 す る もの とし

て、 夜 間 の時間 帯 に昼 間 入 って き た メ ッセー ジの ジ ャー ナ ル を も とに し

て 、種 々 の効 率 の測 定 や 、 トラン ジ ェン トエ ラー の回数 な どの統 計 を と

る こ とに より、 これ を以 後 の定 常 運用 の資料 とす るo
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当 然 これ は シス テ ム設 計 の此階 で考 え て お かねば な らな い 問題 で あ る0

4.4.3勤 務 体 制 と作 業 形 態

(1)勤 務体 制 の問 題 点

運 用 面 で マネ ジ ャ ーが考 え てお か ね ば な らぬ問題 は 、計算 機 を1日 に

使 用 す る作業 量 か ら算定 して、 オペ レ ー タの勤 務 を決 め る こ とで ある○

通 常 計 算機 の勤 務 体制 は シ フ ト制 が ひ か れ て お り、 レ ン タル ベ ース の

料 金 が 違 って くるた め、そ れ との関連 で勤 務体 制 を作 ってお く必 要 が あ

る○ こ れ は オ ン ラ イ ン シ ス テ ムの 場 合 特 に問題 に な り、 日勤 の時

間帯 と夜 勤 の時 間帯 の作 業 配 分 を よ く考 え ておか ない と、 単 に時 間 的 な

問題 だ け で勤 務 体 制 を作 る と作 業 の密 度 が異 なるの で、深 刻 な 労働 問 題

を引 起 す可 能性 が あ る。

具 体 的 には、 オ ン ライ ン シス テ ムで は、 日勤 の時 間帯 には 異 常 が起 ら

ぬ限 り、 オペ レー タ は何 もす る こ とが ない よ うに シス テ ムが設 計 され て

い るの が普 通 で ある○む し ろ 夜 勤 の 時 間 帯 に は 、 テ ー プ を取 替 え

た り、 統 計 を と った り とい うこ とで、 時 間 の 割 には作業 の 密度 が濃 い と ・

考 え て お くべ きで あ る○

(2)正 常 運 用 時 の オペ レー タの作 業軽 減

上 記 の問 題 と関連 して、 オ ン ラ イン シス テ ム も含 め て定 常運 用 時 での

オ ペ レー タの作 業 を軽減 す る よ うに プ ログ ラムの設 計を して お くこ とは

大 切 で ある○

バ ッチ処理 の場 合 に は、 多 くの場 合 、 テ ー プ取 替 え や、 プ リン タ用 紙

の取 替 え な ど、 オ ペ レー タの定 常 的 な作 業 は 比較 的 ひ ん ぴん と起 る。

そ の た め、 最 近 の ス プ ー リン グの よ うに カー ドを一時 的 に積 む よ うな形

で の軽 減 しか考 え られ な いO
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オ ン ライ ン シス テ ムで は シス テ ムの設計 時 に十 分 配慮 す る こに よ り、

正 常時 に は オペ レー タは ほ とん ど何 もしな くて よい よ うに考 え るべ きで

あ る○

(3)正 常 時 のオ ペy－ 夕作業 の活 用

この よ うな シ ステ ムでは 、昼 間 の時 間帯 で は オペ レー タは単 に温 度 の

低 い計 算 機 室 の 中で坐 ってい るだ け に な る。 その た め、 オペ レー タの部

屋 を 別 途 に 設 け 、ITVな ど を 活 用 して、 そ の 間 に後 に述べ るテ

ー プ、 デ ィス ク な どの機 器管 理 業 務 を行 なわせ た り、 ある いは簡 単 な プ

ログ ラムの 小改 修 を行 な わせ る よ うな作 業 を考 え てお くと、 オペ レー タ

を教 育 して 次 に プ ログ ラマ ー と して使 用 す る よ うな人事 構 成 を考 え る こ

とが で きる。 こ れ は 日 本 の よ う 方 社 会 で 、 職 種 の変 更 を伴 な わ

な けれ ば給 料面 で の処遇 を考 慮 で き ない給 与 体 系 で は、 作業 員 の士気 を

高 め る面 か ら も重要 で あ るoし か し こ の 問 題 は 会 社 の 就 業 規 則 と

関 連 して くる た め、 オペ レー タの就 業規 則 な どを設 定 す る時十 分 配慮

してお か ねば な らないoた と え ば 、 オ ペ レ ー タ の 業、務 範 囲 の 中 に

プ ロ グ ラ ムの小 改修 な どを突 如 と して飛 び込 ま せ る と、労 働 問題 と結 び

つ くこ とに な るo-

(4)作 業 管 理

機 械 化 され た システ ムで あ るか ら、 作 業 の管 理 もで き るだけ計 算機 の

ジ ∋ブァ カ ウン テ ィン グなど に 自動 的 に反 映 さ れ る よ うに、 システ ム設

計 す べ きで あ るcし か し 、 テ ー プ の 管 理 や、 使 用 した プ リン タ用紙

の管理 な ど、 か な り入 間 作 業 にた よ らない とで きな い作業 もあ る。

これ は あ らか じめ記 入 しや す い形 の台帳 を準 備 して、 オペ レー タが 使 用

時 間 とか、枚 数 とか、簡 単 な数値 を書 込 め る よ うにす るべ きで あ るo

ff-9'8

■

ら



■

●

●

4.4.4シ ス テ ムの調整

システ ム運 用 時 に シス テ ムの 調整 を行 な うこ とが 必要 であ るo

(1)機 器 及 び シス テ ム機 能 の評価

シス テ ム運 用 中 の 機能 の評価 を客 観 的 に行 な うの は むず か しい。

しか し、 プ ロジ ェク ト、 ス ーパ ー バ イザ は、定 期 的 に ユー ザ ー に機器 及

び シス テ ム評 価 を求 め るべ きで あ るo

そ の場 合 の評価 項 目を下 に列記 す る0

1.シ ス テ ム の出 力 に対 す る ユー ザ ーの満 足 度

2.デ ー タ収 集 と入 力方法

3.企 業 目的 に対 す る直接 的 寄 与度

4.企 業 目的 に対 す る間接 的寄 与度

5.現 在 シス テ ムに対 す る不満 足 点

(2)シ ス テ ム機 能 の改 善

プ ログ ラマー な どは、 オペ レー シ ョンの運 営 状 況 を観察 して 、効 率 を

高 め るた め の改 善 方法 を見 つ け る こ とが多 い。 そ れ は 、 ア プ リ ケ ー

シ ョ ン プ ロ グ ラ ムの1部 分 を修 正 す る だけ の もの か ら、 運用 手 順 の変

更 を伴 な うもの 、 シス テ ム全体 に影 響 す る もの な ど種 々の レベ ル が あ る。

これ らの改 善 は 、現 在 運 用 してい る作 業 を変 え た くない とい う精 神 的 な

面 や 、変 更 作 業 の人工 の問 題 な どが あ り、抵抗 を 受け る こ とが 多 いo

この よ うな場 合無 理 に変 更 をすべ きでは ない が 、新 しい方 式 の利 点 は 、

十 分 に デモ ンス トレー シ ョン し、 又 ス ーパ ーバ イザ のほ う もそ れ を十 分
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検 討 す べ きで あ る。

(3)運 用 手順 書 との 関係

なお この よ うな調 整 を行 な った と き、 これ が計 算機 の 運用手 順 を変 え

る よ うな場 合 に は、3.3.8で 述 べ た運 用 手 順書改 定 の手続 きを踏 ま ねば

な らない0

4.4.5機 器 及 び備 品 管理

(1)テ ー プ.デ ィス ク等 の管理

まず計 算 機 を使 う場 合 には 、常 識 的 に磁 気 テ ー プ、 デ ィスク パ ック、

ア ウ トプ ッ トの プ リン ト、 コ ン ソー ル タ イ プ ライ タの シ ー トな どを管理

す る管理 方 式 を作 って おか ね ば な らない 。 テ ー プ.デ ィ ス ク は あ ら

か じ め そ の ラベ ル の と ころに 固 有 の番 号 を書込 ん で これ を管 理 す る形

が現 在 のOSで は と られ てい るた め 、簡 単 な意味 で の番号 管理 は 自動的

に行 なえ る○ し か し 書 か れ て い る 内 容 に 関 し て ま で は管 理 で き な

い の で、 これ は 台帳 を作 り、 オペ レー タが簡 単 に 記入 で き る よ うな形 で

番 号管 理 を行 な う手順 を オペ レー シ ョンマ ニ ュア ル に組 込 ん でお く必要

が あ るo

(2)デ ー タセ キ ュ リテ ィ対 策

次 に、 非 常 に重 要 な基 礎 デ ー タが オペ レー シ ・ン上 の ミスに よって壊

れ な い よ うに 、 デ ー タセ キ ュ リテ ィの対 策 を番 号 管理 と合 わ せ て考 えて

お く必要 が あ る。 こ れ は 単 に 番 号 管 理 の 問 題 だ け で な く、 チー ズ
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◆

デ ィス クの格 納 場 所 との 関連 で、 人 間工 学 的配 慮 が 必要 で あ るo

そ の他 、 デ ー タ を2重 に書込 ん で、 一方 は ロ ック した ロ ッカー に入 れ て

お くな どの対 策 も考 え られ る。

(3)消 耗 品の 数 量管 理

カー ド、 ラ イ ンプ リン タ用 紙 、 タ イプ ライ タ用 紙 な どの使 用数 量 は 、

オペ レー シ ョンを行 な ってい る と、 月 間平 均 値 が わか る ため 、 これ を基

に して 資材 購 入 手続 を とるo担 し 、 オ ベ レ ー シ ・ ン の 最 初 の こ ろ

は、 消耗 品の 使 用 頻 度 が つ かみ に くい た め、 あ らか じめ多 め に購入 して

お くこ とが必 要 で ある○'

この問 題 は オ ペ レー タの 台帳 管 理 との兼 合 で 、 統計 を出す よ うな作 業

形 態 を考 えて お か ね ば な らな い○

`

◆
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4.5異 常 障 害 対策

4.5.1異 常障 害 の 分類 と一 般 対 策

(1)端 末 オ ペtZ-一一タの操 作 ミス

端末 機 器 のオ ペ レー タの操作 ミス は必然 的 な もの と考 え られ る。 前述

の よ うに新 シス テ ムへ 移 行 し、端 末 の取換 えや操 作 手 順が 変更 に な っ

た場 合 に は今 ま で の慣 れ に よる操 作 ミス が続 出す るで あろ う。 そ うで

な くと も例 え ば 誤 った列車 の 予 約切 符 を発 売 した り、預 金通 帳 の 口座

を誤 って入 力 した り、 タイ プ ラ イ タの キ ーを打 ち間違 った りす る こ とも

あ る。 この種 の人 間 の入 力 ミス に対 して シス テ ム側 で は、入 力手 順 が

正 しい か、入 力値 は ある定 め られ た範 囲 に あるか、 な どは プ ロ グ ラム

に よ って チ ェ ックす る こ とは容 易 で ある が、論 理 的 に正 しい入 力 デー

タで あれ ば誤 った ま ま処理 が進 み 、 回答 を見 て か ら誤 った こ とに気 づ

く場 合 もあ る。 これ に対 して は オ ペ レー タに入 力 の再 確認 を行 なわせ

るエ コー チ ェ ック方式 な どが ある。

② 回 線 の 障害

通 信 回 線 は伝 送 路 のS/N、 信 号 レベ ル変動 、 周波 数特 性 な ど伝 送誤

りを生 じる要 因 は多 く、 ま た回 路 が一 瞬 切 断 した り して イ ンパ ルス性

雑 音 が発 生 す る と送 信 中 の デー タに ビ ッ ト誤 りを生 じた りす る。 この

誤 りを検 出す る には種 々の方 法 が あ り、 た とえ ば送 信 符号 を訂 正 可能

な符号 と して あ る程 度 の誤 りな ら自動 的 に訂 正 させ るか、 自動 的 に あ
'

るい は オ ペ レー タに ょ って再 送 を行 な う ことな どが あ る。

(3)周 辺機 器 の障 害

周辺 機器 の異 常 は入 出 力 の終 了 割込 み 時 の情 報 に よ って 中央 装置 に知

らさ れ る し・ ま た入 出力 が 終了 して も割 込 み信 号 が 戻 って こない 時 に
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は周 辺 機器 の動 作 時 間 を タ イマー に よって監 視 チ ェ ック して異 常 処 理

ルー チ ンを作 動 させ るo

(4)中 央 装置 の障害

中央 装 置 に生 じる 障害 には 装置 そ の ものの故 障 や回路 の誤 動 作 に よる

ハ ー ドウェア的 な もの とプ ロ グ ラムや デー タの エ ラー に よ る ソ フト的

な もの が あ り、 この故 障 は他 に大 きな影響 を与 え る。 プ ロ グ ラム の続

行 が不 可 能 に な った場 合 、 まず 処 理 の 中止 が 可能 な プ ログ ラ ムで あれ

ば途 中 で処 理 を放棄 し・ ま た ソフ ト面 で障 害 対策 が とれ な い場 合 は一

た ん シス テ ムを停 止 させ再 度 プ ログ ラムの ロー トか らの再 試 行 を行 な

う と と もあ る。

オ ン ライ ン シス テ ムでは フ ァイル の メ ンテナ ンス や トランザ ク シ ョ

ンの保 護 に注 意 し、 デ ュ アル シス テ ムや デ ュ プレ ックス シス テ ムで は

正 常 な機 器 ヘ コ ン トロー ル や デー タな どを手 渡 し、機 器 の構 成 変 更 を

行 な った りす る。

(5)オ ー ノく一 ロー ト◆

これ は負 荷 が急激 に増 え過 負荷 状 態 とな った場 合 で、 通 信 回 線 と中央

装 置 との接 続 を即 時 性 にす れ ば、 過 負荷 時 には処理 能 力以 上 の入 力情

報 は全 く処 理 さ れず に捨 て られ て しま う ととにな る。 一 般 の 問合 わ せ

応 答型 シス テ ムでは 待 時式 に して、 過 負荷 時 には処理 の待 ち行 列 を作

り入 力 に対 す る処 理 を必 ず 行 な え る よ うに して あ るが、 不 当 に長 い

待 ち時 間 にな らぬ よ う制御 す る必要 が ある。

⑥ オ ペ レー タの誤動 作

セ ン ター の オ ペ レー タの誤動 作 と して は機器 の操作 手 順 ミス、 テー プ、

デ ィス ク の セ ッ トミス 、 コ ン ソー ル よ りの指 令 ミス な どが あ る〔 オ ペ
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レ一 夕の操作 は シス テ ムに対 して 司令 部 に相 当す る もの で あ るか ら人

的 ミス の完 全 防止 はな か な か 困難 で ある。

対 策 と して は ま ず マ ニ ュア ル類 、特 に異 常状 態や 特 殊処 置 に対す る

マ ニ ュア ル類 を完備 して オ ペ レー タが混 乱 しな い よ うにす る ことが必

要 で あ る。 誤 操 作 に対 して は キー ボー ドの配 置 に人 間工学 的 な処置 や

操 作 パ ネル面 上 の手 順 マー ク、 不注 意 に よるス イ ッチ操 作 の防 止 の た

め の カバ ー等 の工夫 が考 え られ る。 オ ペ レー タの誤 操 作 が シス テ ムに

重 大 な影 響 を与 え る とい う問 題 に対 して は、 例 えば プ ロ グ ラムの全 体

量 が増 加 して もその よ うな誤 りを入 力 の所 で プ ログ ラ ム'的に キ ャ ッチ

して処 理 の重 要 な所 に この誤 っ たデー タを持 ち込 まな い よ うにす る エ

ラー チ ェ ックの方 法 が ある。 この エ ラー チ ェ ック と して は2つ の方 式

が あ る。1つ は フ ォー マ ッ ト ・チ ェ ック(Formatcheck)で 入 力

デー タの様 式 の チ ェ ック を行 な う。 も う1つ は バ リデ ィテ ィ ・チ ェッ

ク(Validitycheck)で 、 これは オ ペ レー タの操 作 や デー タに関

してそ の数 値 や論理 性 にっ い て予 想 さ れ る範 囲 に あるか ど うか を チ ェ

ックす る もの で、 シス テ ムの内容 との相 関性 に おい て も考 え られ な く

て は な らな い。

(7)プ ログ ラ ム エ ラー

フ'ログ ラム エ ラー は十 分 デ バ ッグ して テス トを行 な った 後 で も、 シス

テ ム稼 動 後 にな って ある特 定 の タイ ミン グに ょって 出現 して くる と と

が 多 い。 これ に よつて 出 力 の異 常 だ け で は な くプ ログ ラムの異 常 とな

り他 の プ ログ ラムや 大 切 なデー タを破 壊 した り、 ある ルー プに入 り込

ん だ ま ま ぬ け 出 して来 なか った り、 マ ルチ タス クの場 合 な どは デ ッ ド

ロ ック状 態 に 陥 った りす る。 この ような異 常状 態 は制 御 プ ログ ラムや
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ハー ドウ ェアに よる メモ リー プ ロテ ク シ ョ ンな どに よって ある程 度防

止 は可 能 で あ るが、 デ ッ ドロ プクな どは プ ログ ラム作 成 段階 で も十 分

注 意 して お か なけ れ ば な らな い。

4.5.2異 常 の記 録 と処置 一

(1)記 録 と報 告

異 常 が生 じた時 は 後 々の異 常 の原 因 の追 求 や診断 の た め機 器 の状 態 を

記 録 して お く必 要 が ある。 す な わ ち コア メモ リや ヒ ジス タ、 トラ ンザ

ク シ ・ンの 内容 や 端末 の使 用状 態 な どを磁 気 テー プ な どに保 存 してお

く。 ま た生 じた異 常状 態 につ い て関係 あ る箇 所 に連 絡 した り、後 々の

対 策 の た め に報 告書 を作 る必要 が あ る。 しか し異 常 状 態 が生 じた時 は

オ ペ レー タは混 乱 してい るの で文 書 にま とめ る こ とは無 理 で あ るので 、

一 定 様 式 の報 告 書 用 紙 を準備 して お き項 目チ ェ ック や簡 単 な記述 で済

む よ うに して おか ねば な らない。

② 連 絡体 制 と連 絡 箇 所

オ ン ラ イ ン シス テ ムで は通 常1ケ 所 の セ ン ター と多数 の箇 所 に ま たが

る端 末 とを結 ん で運 用 してい るの で、種 々の異 常事 態 に対 して どの よ

うな連 絡 方 法 を と るか を確立 させ て ☆か な けれ ば な らない。 この シス

テ ムが在 庫 管理 型 で あるか 、 問合 わせ応 答 型 で ある か、 デ ー タ集配 的

な もの か に よ って連 絡体 制 も変 わ って くる し、予 約 シス テ ム とか銀 行

シス テ ム の よ うに対 象 とす る もの が人 間 で あるか 、 あるい は プ ロ セス

コ ン トロー ル の よ うに物 で あ るか に よって も変 わ って くる。 通 常 前者

の場 合 、 加入 交換 シス テ ムの電 話 を使 用 した り、 セ ン ター 側 に異 常 が

生 じ た な ら別 系 統 で 各 端末 一 斉 に異 常 状 態 に応 じた表 示 を して端 末

オ ペ レー タに知 らせ る よ うにす る。
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シス テ ム に異 常 が 生 じた 時 、場 合 に よっては重 大 な プ ロセス の 事故

や人 命 に かか わ る よ うな こ とも あ るので 、単 に連絡 の問 題 だけ で な』く

安全 性 の保 持 につ い て もシス テ ム設 計 に関係 して考 え て お かな くて は

な らな い。

③ 二 重 系 の切 離 し

二重 系 の並 列 シス テ ムで は1つ の入 力 に対 す る処理 を両 系 統 で同 時 に

行 な って 澄互 い の処 理 結 果 が 一 致す るか ど うか を チ ェ ックす る。 この

ク ロス チ ェ ックの情 報 が一 致 しな か った り、制 限 時 間 が超 過 して も他

方 か らの応 答 が な か った時 は異 常状 態 とな る。 ク ロス チ ェ ック不 良 の

時 は入 力 に応 じた模 擬 入 力 を発 生 し、 両 系 統 で この模 擬入 力 に対 し処

理 を して再 び ク ロス チ ェ ック を行 な う。 この時 結果 が一 致す れ ば一 時

的 障 害 で ある し、 結果 が再 び不一 致 の時 は各 系統 毎 に前 回 の結 果 と模

擬 入 力 の結 果 を照 合 して異 常 状 態 の方 の系統を発見す る。 ま た応 答 の制

限 時 間 が超 過 した もの は 明 らか に異 常状 態 で あ り、 これ らの異 常 系 統

の切 離 しを行 な う。

(4)待 機 予備 機 へ の切換 え

主 系 統 が異 常 とな っ た時、 待 機 系へ切 換 え る には まず 主 系 統 で実 行 中

で あ っ た プ ロ グ ラム を待機 系ヘ ロー ドし、 ま た処理 途 中 の各 種情 報 、

フ ァイル の状 態 な どを待機 系 へ引 渡 して、 主 系 統 は シス テ ム停止 の状

態 に な る。 切 換 えそ の もの は異 常 状 態 の検 知 に よって 自動 的 に切 換 え

た り、 オ ペ レー タに よる マ ニ ュア ル操 作 の方 式 に よる。

(5)フ ァイ ル の回復

機 器 の異 常 や プ ログ ラ ムエ ラー な どに よって フ ァイル の 内 容 が破壊 さ

れ た場 合 には 直 ち に フ ァ イルの 回復 を行 な う。 フ ァイ ル の内容 が リア
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ル タ イ ムでは 更 新 さ れ ず読 出 し専 用 で あれ ば最 新 の予備 フ ァイ ル を コ ピ

ーす る だ けで 済 む が 、更 新 が 常 時不 規 則 に行 な われ る シス テ ム では フ ァ

イル更 新 の トラ ンザ ク シ ョ ン毎 に入 力 メ ッセー ジ、 あ るいは フ ァイルへ

のア ク セス内 容 を磁 気 テー プに記 録 して 拾 か な けれ ば な らな い。 そ し て

フ ァイ ル の破壊 時 点 ま で この記 録 を さか のぼ り、 フ ァイル リカバ リ'イの

サ ポー トプ ログ ラムに よって正 しい内 容 に フ ァ イル を作 り直 す 必 要 が あ

るo

㈲ 周辺機 器 の切 離 し と再 構 成

機 器 の切 離 しは一 般 に フォー ルバ ック と言 われ てい る。 オ ン ライ ン ・'リ

アル タ イ ム シス テ ムで は計 算 機本 体 の二 重 系 と同 様 に周辺 機 器 の場 合 に

も一 部 が故 障 して も全 シス テ ム を切 換 え た り、動 作 停 止 にな らな い よ う

処 置 を考 え て お くこ とが大 切 で あ る。 リアル タイ ム シス テ ムに は多 くの

異 な った形 式 の フ ォー ル バ ックが あ り、 シス テ ムを構 成す る多数 の機 器

につ い て は、 ユ ニ ッ トが故 障 した りあ るい は保 守 の た めに切 離 した場 合

シス テ ム全 体 が い か な る動 作 を行 な うか を前 も って考 え て お く必 要 が あ

る。 フォー ル バ ックの形 式 と して まず カー ドリー ダ、 プ リンタ、 テー プ

な ど入 出力機 器 の障 害 の時 は障 害 機 器 を代 替 機 で置 きか え る。 カー ド リ

ー ダ故 障 の時 は キー ボー ドか らマ ニ ュアル で入 力 した り紙 テー プ リー ダ

より入 力 した りす る。 プ リン タが 故 障 の時 は一 時 的 に内容 を磁 気 テー プ

に とって お い て、 故 障 修 理後 プ リン トア ウ トした り、又 は紙 テー プに ダ

ン プ して お い て オ フ ライ ンで プ リン トア ウ トす る。 リア ル タイ ム シス テ

ム の場 合 、 デ ィス ク、 ドラ ム等 は 系全 体 を二 重 化 す るの と向 様 に フ ァイ

ル も二 重化 して おい て故 障 した方 を切 離 して保 守 す る。
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(7)チ ェ ック ポ イ ン トと リス ター ト

チ ェ ック ポ イ ン トは 障害 に よ って も う一 度 最初 か ら作 業 をや り直 す無 駄

を省 くため適 当 な 間隔 で 主 記憶 装 置 の 必要 な エ リア を外 部 記 憶装 置 に ダ

ン プ して お く場 所 で ある。 障 害 が発 生 す れ ばそ の原 因 を改 善 してか ら最

'も近 い チ
ェ ック ポ イ ン トの 内 容 を主 記 憶装 置 に戻 す。 これ で チ ェ ック ポ

イ ン ト時 点 の正 常 な状 態 に回復 さ れ こ こか ら再 び 処理 を開始 す れ ば よい。

(8)リ ラン

周 辺 機 器 に異 常 が 生 じた時 、 この 障害 が一 時 的障 害 で あるか恒 久 的障 害

で あるか の 区別 を行 な うため、 例 え ば磁 気 テー プ、 デ ィス クな どで あれ

ば 同 じ入 出力 命 令 を再 度一 定 回数 繰 り返 して発 行 し、 それ で も正 常 終了

とな らな けれ ば恒 久 的 障 害 と判定 しユー ザー の異 常 処理 ルー チ ンヘ コン

トロー ル を渡 した り、 オ ペ レー ター に表示 して指 示 を待 つ。 何 回 か繰 り

返 して い る間 に正 常 に 戻 れば そ の ま ま続 行 され るが 、 この時 の記録 は磁

気 テー プに保 存 され 、 後 で の メ ンテ ナ ンス に利 用 され る。

(9)ブnグ ラムエ ラー の リラン

ー 般 に ハー ドウェア の故 障 の 時 は リラン とい う対 策 が とれ るが 、 ソ フ ト

ウ ェア の エ ラー の場 合 には プ ・グ ラ ム自体 の欠 陥 の た め同 じエ ラー を起

こす 可 能 性 が あ る。 しか し、 オ ン ライン ・リアル タイ ム ・シス テ ムの場

合 は バ ッチ処 理 と異 な り必 ず し も同'じ エ ラ ーが 生 じる とは限 らな い。

す なわ ち、 多重 化 さ れ た プ ログ ラムの タス ク間 の タ イ ミングに よつ ては

テス ト段 階 で は考 え られ な い エ ラー を起 こす こ とが あ り、 この よ うな場

合 に は プ ログ ラムエ ラー で も リラ ンす れ ば 、 タ イ ミン グの変 化 に よ り障

害 を起 こす こ とな く処理 を続 け る こ と も可 能 で ある。 従 って・ シス テ ム

が稼 動 状 態 に入 って あ る特 別 なデ ー タで エ ラー が起 きた場 合 には・ この
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デー タをは ず して他 の デー タに つ い て シス テ ムが正常 に戻 る よ うな工 夫

を設 計 時 に考 慮 して お く必要 が あろ う。

ま た、 オ ン ライ ン ・リアル タ イ ム ・シス テ ム と言 え ど も、 機 械 的 な故

障 に よ っては や む得 ず 運 転 を 中断 す る こと もあ り得 る。 プ ロセス 制 御 系

では この よ うな 中断 が重大 な事 故 を誘発 した り、 座 席予 約 や 銀 行 シス テ

ムの よ うな在庫 管 理 型 では 窓 口業 務 が混乱 す る。 そ の た め オ ン ラ イン ・

リアル タイ ム ・シス テ ムでは運 転 の 中断 が事故 に結 びつ か な い よ うに、

ま た在庫 管理 型 で は能 率 が落 ちて も入 間側 でそ れ をバ ックア ップ で きる

よ うな処 置 を考 え て お く必要 が ある。

⑩ 正常 状 態 へ の 回復'

正 常状 態へ の回復 、 す なわ ち フ ォー ルバ ックの発 生以 前 の状 態 に シス テ

ムを戻 す には、 この フ ォー ル バ ック の期 間 中に代替 機 器 に書 き込 まれ た

出 力す べ て に対 して 回 復 を行 な わ なけ れ ば な らない。 これ には オ ンラ イ

ン とオ フ ライ ンの両方 式 が あ り、 計 算機 室 の オ ペ レー タは どの位 の期 間

シス テ ムが フォー ル バ ック状 態 に あ ったか、 あ るいは代 替 機 器 に どの程

度 の出 力 が書 き込 ま れ て い るか を判 断 して どち らか の方 式 を と る。 す な

わ ち、 小量 出力 の場 合 に は リア ル タ イ ム動 作 の継 続 中 にオ ン ラ イ ンで行

な うが、 大量 出 力 の場 合 には一 たん シス テ ムを とめて オ フ ラ イ ンで行 な

うこ とに な る。 従 っ て、 前述 の よ うに周辺 機器 の切離 し及 び 再 構 成 を行

な った場 合 には、 これ らの状 態 が オ ペ レー タに明 らか に わか る よ うな処

置 を オ ペ レー テ ィン グ シス テ ムの 中 に とってお く必要 が ある。
、

4.53オ ン ライ ンブ ・グ ラ ムで障 害 が発 生 した時 の原 因 の追 求 と除 去

(1)オ ン ライ ンプ ロ グ ラ ムの 問題 点

まず オ ンライ ン シス テ ムの 問題 点 と して は入 出 力機器 が端 末 と して回 線
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で結 ば れ て遠方 に あ るた め、障 害 時 の処置 につ い て バ ッチ シス テ ムに比

べ る と極端 に難 し くな る。 また通 常 の計 算機 に は使 用 さ れ ない特 殊 な装

置、 た とえ ばCCU(Communicationcontrolunit)と か、 グ ラ フ

ィ ック ・デ ィス プ レ イ、 プmセ ス の た めの1/6装 置 な どが あ り、 とれ

らの障 害 は単 に計 算 機 だ け の問 題 で は な く計 算機 とそ の対 象 とす る シス

テ ム のつ な ぎに お い て、 ま たは対 象 とす る シス テ ム と計 算機 との相 互 関

連 に お・い て問題 が生 じて くる。

ま た プ ログ ラム上 の問題 と して は プ ログ ラ ムが 多重 的 に実行 され るた

め各 種 の タイ ミ ング関係 が問 題 とな り、原 因 を追 求 した り除去 した りす

る こ とが 難 し くな って くる。 ま た、 オ ン ラ イ ン シス テ ムでは業 務 開 始 後

は発 生 した エ ラー を修 正 す るた め に一 度 に テ ス トす る時 間 を とる こ とが

難 し く、 何 回 に もわ け て少 しず つ行 な うた め に か な りの時 間 が必 要 とな

る こ とが ある。

(2)追 求 の手 段

これ らの 誤 りの追 求 の手 段 は各 シス テム毎 に異 な って い て一 般 的 な方 法

は ない。 しか し1つ の手 段 と して は 次 に述 べ る種 々の 診断 プ ログ ラムを

用 意 して エ ラー 発 生 時 に は これ らを有効 に活 用す る。

(3)診 断 プ ロ グ ラ ムの活 用

一 般 的 な 診断 プ ロ グ ラム と して は コ アダ ンプや プ アィル ダ ンプ な どが あ

り、 これ らに つ い て は故 障 の記 録 の所 で若 干述 べ たが、 この他 に プ ログ

ラ ムの 中 に あ らか じめ トレー ス で き る場 所 を決 めて お・き、 エ ラー が 発 生

した時 には こ こ を トレー スす る形 に オペ レー シ ョ ンシス テ ムや ア プ リケ

ー シ ・ン ・プ ログ ラ ムを組 ん で お く方式 も考 え られ
、 診断 の ため に役 立

て る こ とが で き る。 この よ うな トレー ス を一 般 にス ナ ッブ シ ・ ッ ト ・ド
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レー ス と言 うが 、 た だ これ を常 時 働 か せ る とシス テ ムの効 率 を落 した り

トレー ス記 録 が膨大 に な るの で 、異 常 が 発生 した時 に だ け トレー ス箇 所

が 生 き る よ うな工 夫 が望 ま しい。 この他 正 常状 態 へ の 回復 だ けで な く、

原因 を追 求 す るた め に も メ ッセー ジの ロギ ング、す な わ ち ジ ャナル を取

って解 析 す る診断 プ ログ ラ ム、必 要 に応 じて オ ペ レー シ ・ン シス テ ム に

お け る割 り込 み の記 録 を と る診 断 プ ロ グ ラム も用 意 され て い る こ とが望

ま しい。

また、 正 常 時 で も計 算 機 を動 か して い る間 にCPUの 動 作 が 正 しい か

ど うカ チ ェ ックす る プ ログ ラムを オ ン ライ ンプ ログ ラ ムの一 部 に組 み 込

ん でお き、業 務 の切 れ 目には 常 にそ の プ ログ ラ ムに コ ン トロー ル を移 し

CPUの 正 常 さ を チ ェ ックす る セル フ チ ェ ックの プ ログ ラ ム も この 中 に

含 め られ よ う。

対 象 シス テ ムに応 じて そ の ア ブ リケー シ ・ン ・プ ロ グ ラ ムな どの動 き

を考慮 し、各 シス テ ムで独 自の診断 プ ログ ラムを作 って お・き、機器 の正

常 な動 作 や効 率 を防 げ な い範 囲で で きる だけ 多 く組 み込 む必 要 が あ るが 、

これ は ま た シス テ ムの 開発 能 力 との兼 ね合 いに よって も大 き く変わ って く

る。 これ らの 診断 プ ログ ラ ムが どの よ うに うま く作 られ て い るか と言 う

こ とは 故 障 か らの回復 時 間 に大 き く影響 す る。

(4)機 器 故 障 の 修理 体 制

これ まで は シス テ ム設計 の段 階 で考 慮 すべ き機 器 故 障 や 回 復 問題 につ い

て述 べ たが 、 次 に運 営体 制 と して、 ハ ー ドウ ェア的 あ るい は ソ フ トウ ェ

ア的 に機 器 に故 障 が 生 じた時 どの よ うな体 制 で修 理 あ るい は プ ロ グ ラム

の手 直 しをす るか を考 え て 苦 く必 要 が あ る。 これ に よっ て発 生 した故 障

に対 して 修理 時 間(MTTR)を 縮 め る こ とが で き る。
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オ ン ラ イン シス テ ムでは ま ず故 障 を起 こさ な い よ うに して お くこ とが

重要 だ が ・一 たん故 障 が発 生 した時 に はそ れ を いか に早 く修理 す るか と

言 うと と も大 切 で ある。 従 って重 要 な機器 で は ハー ドウ ェアの修 理 で き

る人 の配 置 、 端末 機 器 の場 合 で は契 約 した修 理 グルー プ の連 絡体 制、 プ

ログ ラム上 の エ ラー に関 して は そ れ の解 析 で きる人 の配 置 な どを運 営 体

制 の 中 に組 み込 ん だ修 理 に関 す る体 制作 りが 必要 で ある。

(5)プ ログ ラ ムエ ラー の修 正

オ ン ライ ン ・リア ル タ イ ム ・シス テ ムでは稼 動 状 態 に入 る とプ ログ ラ ム

エ ラー は 許 さ れ ない とは言 って も、複 雑 な数 十 万ス テ ップ の プ ログ ラ ム

が マ ノレチ タス クで動 い て い る た め、若 干 の プ ロ グ ラム エ ラー が主 と して

タ イ ミングな どの問題 か ら生 じて くるが、 この修 正 は大 変 難 し くか な り

の時 間 を必要 とす る。 これ に対 して は前 述 の よ うに誤 りを お こ したデー

タを除去 し、他 の デー タにつ いて 処理 を続 け る。 そ して 誤 り を起 こ した

デ ー タだけ を別 の時 間 帯 に投 入 して エ ラー の発生 を調 べ る。 オ ン ライ ン

稼 動 中 この よ うな時 間 帯 を と るのが 難 しい時 は デ バ ソグ用 計算 機 をオ ン

ラ イ ン シス テ ムの他 に設 け る とか、 同 じ構 成 の計 算 機 シス テ ムを借 りる

よ うな処置 を あ らか じめ と って お く必要 が ある。

また オ ン ライ ン ・シス テ ムで は プ ログ ラ ムエ ラー を修 正 す る時 、1ケ

所 の修 正 が 他 の場 所 へ 影響 す る こ とも あ り、 エ ラー を修 正 した後 の テス

トに つ いて は全 くシステ ムの稼 動 の最初 か ら と同程 度 の テ ス トが 必要 で

あ る と言 う こ と も十分 に認 識 して おか な け れ ば な らない 。 さ もな くば現

在 生 じた メ ッセー ジに対 す るエ ラー を除去 して も、他 の メ ッセー ジとの

組 合 わせ に対 して エ ラー が続 発 す る と言 う ような ことに な る。 従 って、

エ ラー の修 正 に関 しては種 々の手 続 き を決 め て おか な けれ ば シス テ ムに

ffr・112
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混 乱 を生 ず る こ と もあ り得 る。
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皿 シ ス テ ム ズ 。 マ ネ ジ メ ン ト

1.プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト

1.1.プ ロジ ェ ク ト・マネ ジ メ ン ト

1.1.1.DPマ ネ ジ ャー を と りま く問 題

この5、6年 前 まで の情報 シス テ ムの 開発 は 、 そ の規 模 は さ して大 き く

な い もの で あ り、 そ こに関連 す る要 員 の数 、 ユー ザ ー部 門、 あ るい は シス

テ ムの複 雑 さ とい うものは さ してた い した こ とは ない とい う ものが ほ とん

どで あ った。 そ れ で これ らの情 報 シス テ ムの開 発 におい ては、 コン トロー

ル シス テ ム の確立 な どを前提 を しない ま で も、DPマ ネ ジ ャー の個 人 的 な

手 腕 に よっ て、 そ の場 限 りの管 理 を行 うだけ で も一応 の成 果 を あげ る情報

シス テ ムの 開発 が可能 で あっ た よ うで ある○

と ころが近 年 に な って様 々 な環 境 要 因 の変 化 が急 速 に お こ り、 もは や

DPマ ネ ジ ャー の直観 だ け では情 報 シス テ ムの 開発 を効果 的 に行 うこ とが

不 可 能 に な りつ つ あ る。 これ らの要 因 の い くつ かは 次 の よ うな もの で ある。

●

●

●

●

●

●

急 速 な技 術 進歩

シス テ ム開 発要 員 の不足

ユ ー ザ ー部 門 との コ ミュニ ケー シ ョンニ ー ドの増加

プ ロ ジ ェク トス ケ ール の増 大

固定 費 の増 大

新 しい ア プ リケ ー シ ョンへ の挑 戦

1)急 速 な技 術 進歩

コ ン ピ ュー ター に関 連 す る技 術 の進 歩 に は お どろ くべ き ものが あ る。

そ の進 展 の速 さは単 に技 術 的 な発 明 が お こな われ てい くば か りで な く、

そ れ がす ぐに応用 技 術 と して コン ピュー ター に採用 され て い く面 で もす

四一1



ば ら しい もの を もって い る。

コ ン ピュー タはIBMシ ス テ ム370、 あるい はUNIVAC1110

の 出現 で もは や3.5世 代 を むか え て い る。 こ こでは ハー ドウェア面 でみ

る とLSIが ふ ん だ ん に使 わ れ、 入 出力 装置 の速 度 は3世 代 の コ ン ピュ

ー タに比 べ て もは るか に ま さ っ てい る。 また ハー ドウ ェア の保 全性 とい

う面 をみ て も、 は るか に保 全 のや りやす い体 制 が と られ てい る。 ま た ソ

フ トウ ェア 面 で み る と、 今 ま での言 語 の拡 大 は 当 然 の こ となが らテ レコ

ミュ ニ ケー シ ョンの技 術 、 マル チ プ ログ ラ ミン グ、TSSな どの技 術 が

標 準 の もの と して含 ま れ て い る オペ レー テ ィ ング シス テ ム の開発 な ど、

そ の技術 進歩 に はお どろ くば か りで ある。

また最 近 は と くに ミニ コン ピ ュー タ とい う分 野 が 新 し く出現 して きて

お り、 端 末機 と して あ るい は専 用 機 として その需要 は うな ぎのぼ りで あ

る。 この ミニ コ ン ピ ュー タ も技 術 進 歩 の おか げ で、 小 さい なが ら もは や

中型 機 に まけ な い能 力 を も った もの まで 開発 され て きてい る。

この よ うな状 況 の も とに コ ン ピュー タの コス トパ フォー マ ンス は 飛躍

的 に増 大 して きて お り、 そ の応 用 分 野 は ます ます広 が っ てい くこ とにな

り、DP部 門 での仕 事 もそ れ に応 じてま す ます 増 加 してい く傾 向 に ある

といえ る。

2)シ ス テ ム開発 要 員 の 不 足

現在 で も プ ログ ラマ ー あ る いは シス テ ム'ア ナ リス トの不 足 は 深刻 で

あ る のに、 これ か らの分 野 の拡 大、 技 術 の進歩 につ れ て この 問題 は さ ら

に深 刻 化 す る傾 向 をみせ てい る。

プ ログ ラマ ー あるい は シス テ ム'ア ナ リス トの不 足 は言 うま で もない

が、 シス テ ム規 模 の拡 大 ある いは技 術 の 進歩 に応 じて、 プ ロジ ェク トマ

皿一2
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ネ ジ ャー の必 要 性、 ある いは専 門的 なス キル を もった要 員 の必要 性 とい

った ものは これ か ら急 速 に大 きな問題 に な っ て くる もの の一 つ で あろ う。

そ れ と同 時 に、 限 られ た マ ンパ ワー で増 加 してい く仕 事 をや り とげ て

い く為 に は個 々の要 員 の ス キル ズ イ ンベ ン トリー を通 しての要 員 の配 置

を うま くや っ て いか な い と、 プ ・ ジ ェク ト間 での ア ンバ ラ ンス が 生 じた

り、 成 功 す るは ず の プ ロ ジ ェク トが失 敗 した り、 プ ・ジ ェク トの ス ケ ジ

ュー ルが 大 幅 に くるっ て きた り してプ ロジ ェク トの達 成 が おぼ つ か な く

な って くる状況 をつ く りか ね ない。

この 問題 を解決 す る為 には、 どの よ うな教 育、 訓 練 計 画 をた て た らよ

い か、 あ るい は要 員 の採 用計 画は どの よ うに して い くか な ど今 の うちか

ら様 々 な考慮 を して い く必要 が あるはず で あ る。

3)ユ ー ザ ー部 門 との コ ミュニ ケー シ ョンニー ズの増 大

今 ま での情 報 シス テ ムの開 発 はDP蔀 門 内 で の もの、 い い か え る とユ

ー ザ ー がDP部 門 自身 で あ る とい う よ うな もの が 多か
っ た し、 ユ ーザ ー

部 門 と関 連 を もつ 情報 シス テ ムを た とえ と りあげ た に して もそ の割 合 は

小 さ い もの で あ った。
、

と こ ろ が コ ン ピ ュー タ め 能 力 が 増 大 し、 ア プ リケ ー シ ョ ン 分 野 が広 が

っ て い くに つ れ て、 ユ ー ザ ー の欲 して い る情 報 シ ス テ ム の 開 発 が 夢 で は

な く現 実 の も の と な っ て き た。 こ の よ う な情 報 シ ス テ ム の 開 発 に お い て

は 、 ま さ に ユ ー ザ ー と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン とい う もの が 重 要 な 位 置 を

し め る よ うに な っ て き て い る。

と こ ろ が 、 ユ ー ザ ー が コ ン ピ ュ ー タ の 専 門 家 が 使 う よ うな 言 葉 で 彼 の

要 求 を表 現 で き るは ず は な い し、 ユ ー ザ ー 自 身 が コ ン ピ ュ ー タ の 機 能 を

理 解 して い る こ とは な い 。 ま た 遂 に コ ン ピ ュー タ の 専 門 家 が ユ ー ザ ー わ
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か り易い言 葉 で 説 明 して くれ る とは 限 らない し、 ユー ザ ー の組 織 あ るい

は業 務 内容 を明 確 に理 解 してい る とは 限 らない 。 この よ うな相 互 不理 解

とい う状況 は ユー ザ ー部 門 の シス テ ム開発 を し よ うとす る ときには きわ

め て大 きな問題 となっ て くる こ とは 明 らか で ある。

シス テ ム開 発 は あ くま でサ ー ビス機 能 で あ り、 会 社 の実 行部 門 で あ る

ユー ザー の為 の情 報 シス テ ム の開発 を行 って こそ、 そ の価値 が で て くる。

とか くシス テ ム開 発 が、 シス テ ム開発 の立場 に立 っ て行 な われ が ちで あ

る。 この よ うな こ とが お こ らな い よ うに、 シス テ ム開発 へ の ユー ザ ー の

参加 を も とめ、 彼 ら との間 に 有効 な コ ミュニ ケー シ ョン を行 う こ とが こ

れ か らの シス テ ム開発 部 門 の大 きな課題 の一 つ で あ る。

4)プ ロ ジ ェク トス ケ ー ル の増 大

開 発 さ れ る情報 シス テ ムの規 模 が大 き くな り、 複 雑 に な るに つれ て、

プ ロジ ェク トの規 模 も年 々増 して きて い る。 シス テ ム の開 発 に か か る期

間 が1、2年 とい うもの は普 通 の プ ロジ ェク トで あ る と見 な され る よ う

に な って、3年 あ るい は5年 とい った プ ロジ ェク トが 珍 ら しい もの では

な くな って きて い るo
'

この よ うに プ ロ ジ ェク トの規 模 が増 大 して くる と、 そ れ に投 入 され る

リソース もたい へん な量 に な って くる。 そ こで この よ うな大 規 模 な プ ロ

ジェク トでは リソース の ムダ が な い よ うに、 あ るい は長 い 開発 の間 に プ

ロジ ェク トの 目的 が不 明確 にな らな い よ うに、 ある い は ま たい つ で もプ

ロジ ェク トが 中止 で き る よ うな体 制 を作 ってお くこ とが必 要 に な って く

るo

プ ロジ ェク トで の基 本 的 な リス ク と しては、

・ 開 発 は ユ ーザ ー の ニー ズ に一 致 す る形 で進 め られ てい るか 。
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○ 初 期 に ユーザ ー ニー ズ を満 足 してい て も、 それ が完 成 した と きに

は ど うか。

○ そ の シス テ ム は実働 で きる のか ○

とい っ た もの が考 え られ る・

5)固 定 費 の増 大

様 々 な情報 シス テ ムが 開発 され、 さ らに これ か らも新 しい情 報 シス テ

ム の開 発 が計 画 され てい る よ うな現 在 、 設 備 で ある とか要 員 な どの固定

費 は極 めて大 きな もの とな りつ つ あ る。 特 に プ ロジ ェク トの規 模 が 大 き

くな って くる につ れ て、 それ が運 営 さ れ る ように なっ た ときに は、 そ こ

に多額 の操 業 費 がか か る こ とは 前 もっ てわ か ってい る の で あるか ら、 そ

の コス トの妥 当 性 を シス テ ム開発 に先 だ って検討 して拾 くこ とが 必要 で

あ る・そ の検 討 で コス ト的 に もそ の シス テ ム が妥 当で あ る とさ れ て始 め

て シス テ ム開発 へ の第 一歩 が踏 み 出 され るべ きで ある。

6)新 しい ア プ リケ ー シ ョンへ の挑戦

新 しい ソフ トウ ェア の開発 、 企 業 を と りま く環 境 の変 化 、 あ る いは コ

ン ピュー タ の能 力 の拡 大、 端 末 機 の開発 な どに よって、 今 まで よ り広 い

範 囲 で コ ン ピュー タ を使用 す る こ とが 可能 に な り、 新 しい ア プ リケー シ

ョン を開発 す る ニー ドがユ ー ザー か ら次 々 と出さ れ る よ うに な って きて

い るo

これ らの ア プ リケー シ ョン の開発 に あた って は、 今 ま でDP部 門 が持

って い た ス キ ル では 足 りな い ものが た くさん あ る・ そ こで、 これ らに必

要 なス キ ル を獲 得 した り、 あ るい は そ こで必要 となる新 しい設 備 を獲得

した りす る為 の計 画 をた て る こ とが必 要 に な って くる わけ で あ る。 この

為 に は、 将 来 に対 す るは っ き りと した予 測 を持 つ ことが 必要 で あ り、 そ
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の計 画 を立 案 して こそ始 め て、 ユーザ ー に対 して これか らのDP部 門 の

あ り方 を提 示 し、 そ の ニー ドに答 え る こ とが 可能 に な るわ け で あ る。

7)ま とめ

この よ うに様 々な問 題 にDPマ ネ ジ ャー が直 面 して い る現 在、 これ ら

の 問 題 を解決 し、 情報 シス テ ムの開発 を効果 的 に行 って い く為 の何 らか

の方 法 論 を開 発 す る 必要 が 生 じて きて い る。

1.1.2.プ ロ ジェ ク ト ・マネ ジ メ ン トを と りま く環 境 と範 囲

導 入 さ れ る プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジメ ン トの タイ プは 組 織 に よっ て ま った

く異 って い る ことは 明 らか で あ る。 そ の導 入 の タ イプ を決 め る主 要 な要 因

には 次 の よ うな ものが ある。/

○ 会 社 の大 きさ とそ の内容

ODP組 織 の大 きさ

oDP部 門 の組 織 形 態

○ プ ロジ ェク トの特 性

あ る組 織 に導 入 され たマ ネ ジ メン トは他 の組 織 では ま った く働 か ない こ

と もあ る。 だ か ら各 々のDP部 門 では、 独立 の プ ロジ ェク ト ・マネ ジ メン

トを確 立 す る必要 が あ るわけ で ある。

1)会 社 の大 きさ とそ の 内容

プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン トに もっ と も大 きな影 響 を与 え るの は、 そ

の会社 自身のポ リシーや環境であ る。米国の政府関係 あ るいは海軍関係 のDP

部 門 では す で に よ く整 備 さ れ た標 準 を もってい て、 そ れ が実 際 に稼 動 し

てい るoこ の よ うな ところ で の標 準 は相互 的 に きび し くて、 細 部 に わた

っ てい る。 それ とは 反対 に、 小 さな会 社 で は手 順 と して最 小 の もので、

もっ と大 ま かで 自由度 の ある シス テ ムを求 め て い る と ころ が 多 い。
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しか し会 社 の大 きさが 必 ず し も導 入 され るべ きシス テ ムの 内容 を きめ

て い る とは思 え な いo例 え ば、 そ の運営 部 門 が分散 して い る よ うな会 社

で も、 プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジメ ン トに共 通 性 を もたせ なけ れ ば な らない

とい う問題 をか か え て い る ところ もあるo

も う1つ は、 そ の会 社 が行 っ てい る商 売 の タ イプ とい うのが プ ロジ ェ

ク ト ・マネ ジ メ ン トに影響 を与 え る・ 例 え ば財 政部 門 は、 政 府 や企 業 の

現 状 に あ う よ うな形 で作業 を進 め な けれ ば い け ない か ら、 す で に ある規

律 とい うもの を もっ てい るか ら、DP部 門 が こ こにサ ー ビス を しよ う と

す る と きには、 この規 律 とい うもの をDP部 門 の 中 で うま く処 理 しなけ

れ ば いけ ない こ とに な る0

2)DP部 門 の組 織 形 態

DP部 門 の大 きさ と組 織 が、 導入 され る プ ロ ジェク ト ・マネ ジ メン ト

に最 大 の影 響 を与 え る・会 社 の す べ てのDP機 能 が集 め られ てい る よ う

な、 小 さ なDP部 門 は、 より簡単 な シス テ ム を望 む こ とに な る。 とい う

のは、 そ こは たい した 責任 を もっ てい ない し、 報 告 書 を た くさ ん 出すべ

き必要 もない か らチ ェ ック ポイ ン トもさ して 多 くな くて い い の で あ る・

DP部 門 での コ ミュニ ケー シ ョンは容 易 で あ るか ら文 書 もさ してい らな

い とい うこ とに な'るo

DP部 門 を分 割 して い る よ うな大 規 模 な会 社、 例 え ば、ORチ ー ム、

ソ フ トウ ェア開 発 チー ム、 ア プ リケー シ ョン開 発 チー ム、 運 営 チー ム な

どに分 割 して い る会 社 では より複雑 な コ ミ ュニ ケー シ ・ン を行 う為 に、

より多 くの チ ェ ック ポ イン トが 必要 で あ り、 そ れ に応 じて よ り多 くの文

書 が 必要 に な って くるわけ で あるo

分 散 化 され たDP部 門は特 殊 な問題 を もって い る。 各 部 門 が行 って い
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る プ ロジ ェク トの タ イプ とDP部 門 のポ リシー に よっ て次 の3つ の ア プ

ロー チの内 の1つ が と られ るO

a)一 ヵ所 で プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン トが 開発 さ れ、 そ れ を他 の と

ころ に も適 用 して い く。

b)各 部 門が独 自の プ ロジ ェ ク ト ・マネ ジメ ン トを開 発 す る。 た だ し

この と き作 業 が重 複 す る こ とだ けは 避 け る。

c)す べ ての部 門 が協 力 して、 一 つの プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン トの

もとで働 く よ うに す る。

3)プ ロ ジ ェク トの特 性

プ ロジ ェク ト ・マネ ジ メ ン トの 範囲 や 複雑 さは 開 発 され るプ ロジ ェク

トの特 性 に よる。 もっ とも重 要 な点 は、 開発 に要 す る時 間 の長 さ とプ ロ

ジ ェク トチ ー ム の大 き さで ある。 開 発過 程 での文 書 は 、 プ ロ ジ ェク ト ・

コ ン トロー ル の一 つ の 目的 で ある、 プ ロ ジ ェク トの 進捗 管理 の ガイ ドと

して重 要 な もの で あ る。 だか ら期 間 の長 い プ ロジ ェク トを うま く管 理 し

て ゆ く為 に は、 よ りひん ぱ ん に細 か い レベ ル での文 書 を作 成 させ る こ と

が重要 で あ る。 同様 に、 プ ロ ジ ェク トに割 り当 て られ る人 間 が増 す につ

れ て管 理 の必要 性 は 増 して くるo人 間が増 して くる と、 何 か うま くな い

こ との お こる機 会 が増 して くる し、 人 間 の 間で の話 の ず れ が大 き くな っ

て くるか ら、 管 理 の手 順 を よ りきび しく、 チ ェ ック ポイ ン トも きめ細 か

ノ

に設定 す る必要 が あ る。

外 部 で開 発 され た ソ フ トウ ェア ・パ ッケー ジに信頼 が お か れ てい て、

最 小 の シス テ ム分 析 や プ ログ ラ ミン グです ん で しま う場 合 とか、 単 に緊

シス テ ムの設置 だけ で、 新 しい手 順 の開発 は しな くでい い よ うな場 合 な

どの よ うに、 実行 され る ブ ・ジ ェク トが何 らか の制限 を受 け てい る よ う
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な組 織 では、 必 要 とされ る チ ェ ック ポ イ ン トの数 は 拾の ず か ら少 ない も

の にな るで あ ろ うo

そ れ ゆ え に プ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トが行 なわれ る環 境 が、 そ こで

行 なわれ る管 理 手 順 の性 質 や範 囲 に 大 きな影 響 を及ぼ す こ とは い なめ な

い0

1.1.3.プ ロジ ェク ト'マ ネ ジメ ン トにお け る基 本 的 な原 則

プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン トを行 っ てい くと きの原 則 と して は い ろい ろ

な もの が考 え られ るが、 こ こでは 特 に プ ロ ジ ェク トとい う観 点 に た って の

原 則 にっ い てふ れ る こと にす る。

1)情 報 シス テ ム開 発 は一 つ の 資本投 資 で あ る

情 報 シス テ ム もや は り一 つ の 資本 投 資 で あ り、 他 の プ ロ ジ ェク トを同

じ ように そ の コス トが評 価 され るべ きで あ る。

コ ン ピュー タを取 得 し よう とす る'とき、 そ の理 由 と して、 これ は技 術

へ の投 資で あ る とか、 会 れ は会 社 に ある こ とが普 通 で ある とい われ る こ

とが多 か った。 しか し今 日では ほ とん どの会 社 に コン ピュー タが あ り、

コ ン ピュー タそ の もの に対 す る神 秘 性は 徐 々 に薄 らい で きて い る よ うで

あ る。 そ こで本 来 の コス ト/パ フ ォー マ ンス とい う立 場 か らコン ピュー

タ取得 に つ い て も考 慮 す る可 能 性 が でて きてい る。

コン ピュー タ技 術 が発 展 して くるに つれ て、 様 々な ア プ リケー シ ョン

が利 用 可能 に な って きてtoり 、DP部 門 の開発 を待 って い る数 が 多 くな

っ て きて い る。 この開 発 が遅 れ てい る唯 一 の理 由 は人的 リソー ス の不足

で ある。 この よ うな状況 で、 会 社 に もっ と も貢 献 が期待 さ れ る ア プ リケ

ー シ ョンの領 域 へ 努 力 を集 中 させ る為 には 、 そ の ア プ リケ ー シ ョンの コ

ス トを評価 す る ことが必 要 に な る・ この コス トを妥 当化 す る とい う規 律
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を設定 す れば、 ある アプ リケー シ ョンが もっ と も妥当 で ある とされ るま

で は、 他 の ア プ リケー シ ョン の調 査 も平 行 して行 な われ る ことに な る し、

この コス ト評価 の資料 を マ ネ ジ メ ン トに提 出 して監 査 を うけ る こ と もで

き る。

この コス トで ブ ・ ジ ェク トを選 択 す る とい う標 準 を設定 す る こ とに よ

っ て、DP部 門 での プ ロジ ェ ク ト選 択 に妥 当 性 を持 たせ る ことが で きる

ば か りで な くて、 そ の コス トの 資料 を受 け とっ た マネ ジメ ン トは、DP

部 門以 外 の プ ロジ ェク トの コス ト資料 と比較 してDP部 門全体 を通 して

の コス トの妥 当 性 を評 価 す る こ とが 可能 に な るわ け で ある・

単 に コス トで 評価 す る とい っ たが、 情 報 シス テ ムの開 発 コス トとい う

もの は なか なか 定量 化 しに くい こ とは確 か で ある。 この ことに つい ては

後 に詳 し く解 説 す る こ とにす る。 しか し、 情 報 シス テ ム の開発 を一 つ の

プ ロ ジ ェク トと してそ の コス トを評 価 す る こ と こそ、 プ ロジ ェク ト ・マ

ネ ジ メン トを確 立す る第1歩 で あ る。

2)シ ス テ ム開発 の成 功 度合 を測定 す る評 価 基 準 を作 れ

プ ロジ ェク トが 中止 また は終 了 した 時点 でそ の プ ロジ ェク トが 成 功 し

たか ど うか を判 定 す る成 功 尺 度 を作 って お くこ とは 重要 で あ る。 これは 『

成 功 した場 合 に は そ の成 功度 合 を マネ ジ メ ン トが評 価 す る為 に用 い るば

か り でな く、 特 に プ ロジ ェ ク トの 失敗 を早 期 に発 見 し、 そ の失 敗 の原 因

を調 査 す る と きに非 常 に役 立 つ。

情報 シス テ ム開発 にお け る成功 尺度 の一 つ の特 徴 は、 そ れ が開発 され

る シス テ ムの 中 に組 み込 ま れ、 そ の判 定 が シス テ ムの ア ウ トプ ッ トに よ

っ て 自動 的 に行 な われ る こ とが 多 い とい う点 で あ る。 例 え ば 受注 処理 シ

ス テ ム の開発 を考 え てみ る と、 シス テ ム に入 力 さ れ る一枚 の送 り状 を処
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理 す る為 の平 均 コス トある いは年 間 ・顧 客当 りの平均 コス トとい った 数

字 は 、 そ の シス テ ムの 中 に組 み込 まれ な ければ な らな い統 計 の一 種 で あ

る。 す る と この数字 は 一 種 の成 功 尺度 で あっ て、 シス テ ムが いか に運 営

されているか あるいは ど こを改 善 した らい い のか とい っ た点 を明 示 して く

れ る。 シス テ ムの ある部 分 を改 善 す る ことに よる結果 は、 自動 的 に これ

らの ア ウ トプ ッ トの数 字 と して現 われ て くる。

3)チ ェ ック ポイ ン トを設定 せ よ

開 発 プ ロセス を管理 す る為 には、 そ れ まで に何 が終 って い て、 い ま ど

こに いて、 何 が なさ れ て い るか を知 る こ とは必 要 で あ る。 ほ とん どの シ

ス テ ム開発 プ ロジ ェク トは そ の 内容 が相互 的 に異 って い るの で、 適 切 な

チ ェ ック ポ イン トを選 択 をす るの は な か なか むずか しい。 そ れ らは わ か

り易 い もの で なけ れ ば な らな い し、 仕 事 の概 念 づけ の助 け とな る必要 が

あ る し、 定義 が は っ き り してい な けれ ば な らない。

開発 フ ェー ズ にそ った チ ェ ソク ボ イ ン トが 設定 され る と、 続 いて各 フ

ェー ズ の 中 での さ らに細 か い チ ェ ック ポ イン トが設定 さ れ る こ とに な る。

例 えば、 プ ログ ラ ミン グ の フェー ズ では個 々 の プ ログ ラ ムは一 つ の単

位 と して コー デ ィング さ れ、 テ ス トさ れ る ことに なる。 そ こで これ らの

プ ログ ラ ム一 本 一本 に つ い て チ ェ ック ポイ ン トが設定 さ れ る こ とに な る。

この チ ェ ック ポ イ ン トの設定 に 関連 す る事項 と して平 列努 力 が あ る。

す なわ ち情 報 シス テ ム開 発 では い くつ か の仕事 が並 列 して進 め られ る こ

とが しば しば あ る。 プ ログ ラ ミング フ ェ'一ズ な どは そ の よい例 で あ る。

そ こで これ らの 仕事 が 計 画通 りに進 ん でい るか、 すな わ ち遅 れ て い る仕

事 は ない か 、 あ る とす れ ば どの よ うに調 整 した らよいか とい う問 題 に有

効 で ある チ ェ ック ポ イ ン トが重要 な もの とな って くるoこ れ らの チ ェ ッ
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ク ポ イ ン トを あ ま り設定 しす ぎる と調 整 の為 に余 分 な時 間 を使 い す ぎる

こ とに な る し、 余 りに 少 なす ぎる と とり も どせ ない よ うな遅 れ を生 じて

しま う結=果に な るo

この よ うにチ ェ ック ポ イ ン トの 設定 は プ ロジ ェク トの か な め と もな る

もの で あって、 十 分 に注 意 を払 うべ き必要 が ある。

4)プ ロジ ェク トの中止 を恐 れ るな

シ ス テ ム開発 プ ロジ ェク トをい くつ か の フ ェー ズ に分 割 す る こ とに は

い くつ か の利 点 は あるけ れ ど も、 そ の 内 の一 つ は そ の フ ェー ズ の内 の ど

こで も プ ロジ ェク トの 中 止、 延期 、 あ るい は続 行 を考 慮 で きる こ とで あ

るo

特 に この プ ロ ジ ェク トの 中止 につ い て い え る こ とは、 プ ロ ジ ェク トの

初 期 に お いて プ ロ ジ ェク トを中止 す る と して もそ れは さ して痛 手 とは い

え な いけ れ ども、 プ ロジ ェク トが か な り進行 して か らプ ロ ジ ェク トを中

止 しよ うとす る と、 これ は た いへ ん 経済 的 に も大 きな損 失 に な る とい う

こ とで ある。

さ らに初期 の システ ム研究 あ るい は シス テ ムの定 義 とい うフ ェー ズ で

は 技 術的 な実行 可能 性 あ るいは シス テ ムの リス ク とい っ た もの が十 分 に

検 討 さ れ るべ きで、 これ をお こた る と重大 な失 敗 の原 因 とな りか ね ない。

す なわ ち実行 可能 性 とい っ た ものは この初 期 の フ ェーズ での み検 討 され

る べ き もの で あ って、 い っ た ん この フ ェー ズ でOKの サ イ ンが で て しま

うと、 もは や そ の シス テ ム開 発 は 完 成 に 向 けて 一直 線 に走 り出す こ とに

な り、 マ ネ ジ メ ン トは 多大 な開 発 コス トな らび に運 営 コス トに コ ミ ッ ト

メ ン トを与 え た こ とに な るわ け で あ る。

ま とめ てみ れ ば、 プ ロジ ェク トを 中止 す るのは早 け れ ば早 い方 が いい
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の で あ って、 特 にそ れ が 研究 の フ ェーズ に あ る うちな らば、 さ して気 に

す るほ どの と とで もない とい うこ とで あ る。

5)シ ス テ ム開 発 は くり返 しの過 程 で あ る

シス テ ム開 発 の規 模 が大 き くな り、 そ の複雑 さが ま して くるにつ れ て、

そ の プ ロセス を理 解 し、 管 理 して い く ことが む ず か し くな って きてい る

の は 事 実 で ある。

これ に応 じる為 に は、 まず プ ・ ジェク トの全 体 を見 て そ の理 解 に努 め、

そ れ を具 体 的 に理 解 で き る と ころ ま で細 か くレベ ル ダ ウ ン して い くこと

に な る。 す な わ ち情 報 シス テ ム開 発 プ ロ ジェク トは一 種 の階 層 構造 を な

して お り、 そ の階層 構 造 に従 った レベ ル ダ ウンが必要 で あ る とい うこ と

と、 そ の レベ ル ダ ウ ンは1種 の くり返 しに な って い る'tい うこ とで あ る。

例 え ば プ ログ ラ ミング の フ ェー ズ を考 え てみ る と、 まず プ ログ ラムが あ

り、 そ れ を構 成 す る モ ジ ュー ル が あ り、 そ れか らサ ブル ー チ ンが あ る と

い っ た具 合 で あ る。

この よ うに プ ロジ ェク トを一 つ の単 位 と して み るの で は な くてそ れ を

何 段階 か に つ い て レベ ル ダ ウ ン して い くことに よって具 体 的 な タス ク が

設定 され るべ きで あ り、 そ の レベ ル に な って 始 め て詳細 な 目的 を設定 し、

手順 を決 め、 そ の 目標 完 了 日 を決 め る こ とが で きるわ け で ある。 また こ

の レベ ル に な る と、 そ の仕 事 の内容 は か な り類 似 した パ タ ー ンに な って

くるの で、 お互 い の メ ンバ ー 同志 で情 報 を交 換 した りす る こ とが可 能 に

な っ て くる。

6)文 書 を活 用 す る ＼

プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン トにお い て、 一 つ の有効 な管理 の道 具 と し

て文 書 が ある。 シス テ ムの規 模 が拡 大 す るに つれ て、 そ の プ ロジ ェク ト
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の 中 で の情報 の流 れ もそ れ に応 じて増 大 して くる こ とに な る。 そ の よう

な ときに、 情報 の流 れ を管理 す る為 にそ の形 式 を きめ、 必要 とな る時点

を 明確 に定 義 した文 書 化 の手 続 きを きめ る ことは きわ め て重要 な ことに

な る。 い いか え る と、 プ ロジ ェク トを管 理 す る為 の 唯 一 の 資料 と して文

書 が存 在 してい るの で あるか ら、 そ の形 式 の決 定 あるい は サ イク ル の決

定 には十 分 の注 意 を払 うべ きで ある。

文 書化 の利 点 を あげ て み る と、

(a)シ ス テ ム設計 の レベ ル で、 そ の内容 を紙 の上 に整理 す る こ とに よ

っ て、 そ の 弱点 を明 らか に し、 改 善 を行 うこ とが で きる。

(b)ア イ デ ア を表 現 しよ うとす る と、 お の ず か ら明確 で、 か つ、 整理

され た言 葉 を使 う ことに な り、 そ のア イデ ア を うま くま とめ る ことが

で きて、 その 結果 と して 必 然的 に 良 いデ ザ イ ンが 生 ま れ る。

(c)要 員 の割 り当 て は 流動 的 で あ る し、 そ の プ ロジ ェク トが最後 ま で

続 け られ て い くか ど うか もわか らない。 そ れ ゆ え に、 良 い ア イデアは

書 きとめ て お か ない と、 失 な われ て また作 り直 さ なけ れ ば な らな くな

るo

(d)十 分 な文 書化 が チ 三ック ポ イ ン トで あ る フ ェー ズが あ る。 例 えば

設計 フ ェー ズ で提 出 され る プ ログ ラ ム仕 様 書 。

(e)開 発 プ ロ セス で の文 書 化 は管理 資料 とな る。

(f)プ ロジ ェ ク トの い ろ い ろ な フェー ズ で積 み あげ られ てい く文 書 を

整理 してお けば、 保 全 の為 の マ ニ ュアル ある いは 資料 を作 る のが非 常

にス ム ー ズ に行 うこ とが で きる。

7)ま とめ

これ らの原 則 を実 際 に適 用 してい く こ とに よっ て前 に述 べ たDPマ ネ
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ジャー の 問題 を解 決 してい くこ とが で きるわ け で あ る。 そ の為 には この

原 則 が た だ の羅 列 に な る こ とを避 け 、 あ る開発 フ ェー ズ の 中 で順 序 だ っ

た形 で と り入 れ られ る ことが 必要 で ある。 さ らに いえ ば、 そ の よ うに さ

れ て こそ始 めて この原 則 が生 きて きて、 実 際 の効果 を発 揮 して くるは ず

で あ る。

,

1.2.プ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン トロ ー ル

こ こ で は 、 プ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン トロ ー ル を担 当 す るDPマ ネ ジ ャ ー に 役 立

つ 様 々 な 手 続 き や 手 法 に つ い て述 べ る ・

1.2.1.ア プ リケ ー シ ョ ンの 定 義 と プ ロ ジ ェ ク ト ・セ レ ク シ ョ ン

悪 い シ ス テ ム開 発 の 種 類 に は 次 の2つ の タ イ プ が あ る 。

。 ア プ リケ ー シ ョ ン の定 義 が 誤 ま っ て い る場 合

oシ ス テ ム の定 義 が 誤 ま っ て い る場 合

前 者 は 、 ユ ー ザ ー も し くはDP部 門 のR&Dグ ル ー プ が プ ロ ジ ェ ク トの 目

的 、 範 囲 、 利 用 可 能 な リソ ー ス な ど を誤 ま っ て 認 識 す る こ とが 原 因 で あ り、

後 者 は デ ー タ ベ ー ス の 仕 様 や 例 外 処 理 に 対 す る充 分 な理 解 を し て い な い こ

とが 原 因 とな る。

こ れ ら の 例 と して は 、 ブ ・ ジ ェク トの 初 期 に お い て、 ユ ー ザ ー 部 門 の 特

定 業 務 を シ ス テ ム の 中 に 含 ま せ る べ き で あ る と し て、 そ の 業 務 を シス テ ム

の 中 で 実 現 す る 為 に 多 大 な 無 駄 を して し ま っ た り、 ユ ー ザ ー 部 門 とDP部

門 の 間 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 不 足 が シ ス テ ム が運 営 さ れ 始 め て か ら わ か

っ た りす る こ とが あ る。

そ れ ゆ え に す べ て の 仕 事 を始 め る ま え に ア プ リ ケ ー シ ョ ン を適 切 に 定 義

し、 そ れ らの 間 で の プ ロ ジ ェ ク ト ・セ レ ク シ ョ ン を行 う こ と が 重 要 な こ と
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で ある 。

1)ユ ー ザ ー要 求 書

プ ロ ジ ェク ト ・セ レク シ ョン にお け る最 初 の文 書 で あ り、 もっ と も基

本 と なる ものが この ユー ザ ー要 求 書 で ある。 た だ この 呼 び 名 や これ を書

く人 あるい は 内容 とい った もの は千 差 万 別 で ある・

この要 求 書 に もとずい て、 シ ステ ムの範 囲 ある いは シス テ ムの 仕様 を

検 討 す る為 に 次 の よ うな基 本 的 な質 問 が なげ か け られ る。

・ 現 在 の シス テ ム を グ レー ドア ップす る ことで す ま ない か?

・ 現 在 の帳 票 や ア ウ トプ ッ トは 続 け るのか?

・ 手 続 きに変 更 は生 じるの か?

・ マネ ジ メ ン トの や り方 や 習慣 に変 化 は生 じるの か?

この要 求 書 あ るいは質 問結果 に も とず い て、 委員 会 が どの プ ロジ ェク

トに どれ だけ の予算 を与 え、DP部 門 の人 間 とユー ザ ー部 門 の人 間 が チ

ー ム を作 っ て活 動 す るか を選 択 し、 それ に権 限 を与 え る。

この時 点 で ある程 度 の コス トの 見 積 りを行 な う必要 は あ るが、 これ に

は本 質 的 な不確 実 性 が含 まれ てい る ことは忘 れ て は な らない こ とで あ り、

この見積 りは ス テ ップ が進 む につ れ て確 実 に してい くべ き で ある。

プ ロジ ェク ト ・セ レク シ ョンの概 略 は 図1-1に 示 さ れ る ご と くで あ

るoEDPプ ロ ジ ェク トの新 しい ア イデ アは い ろい ろな部 門か ら発 生す

る。 ユー ザ ー要 求 書 で この ア イデ ア が文 書 化 さ れ るわ け で ある が、 これ

は彼 の要 求 して い るサ ー ビス を普 通 の言 葉 で述 べ た もの に す ぎな い。

この ユー ザ ー要 求 書 が、 全 体 的 な実行 可能 性 を検討 す る為 にDP部 門

のR&D担 当 マ ネ ジャー あ るい は デ ー タ処理 担 当 マネ ジ ャー の と ころに

送 られ る。 よ り詳 しい情報 が 必要 で あれ ば、 特 定 の 質 問 を そ え てそ れ を
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一 ザー に返 す こ とに な る。 多 くの場 合
、 ここで個 人 的 に会 うこ とにな

るo ,

マ ネ ジ ャー が何 らか の利益 を生 み 出す こ とが で きそ うだ と考 えれ ば、

これ に彼 の意 見 をそ え て、DP部 門 の シス テ ム ・ア ナ リス トに送 る。 そ

して シス テ ム ・ア ナ リス トがそ の ア イデ ア の技 術的 な実 行 可能 性 を検討

し、 シス テ ム、 プ ログ ラ ミング、 オペ レー ター、 マ シ ン、 タ イム な どの

あ らい予 測 を して、 そ れ をマ ネ ジャ ーの ところ に もどす こ とに よっ て、

さ らにそ の ア イデ ア が評 価 さ れ る こ とに な る。

2)リ ソース の要 求 予 測

委 員会 が プ ロジ ェク トを承認 した り、 ス ケ ジ ュー ル を た て た りす る資

料 と して、 デー タ処 理 担 当 マネ ジ ャーは、 「リソー ス の要 求 予測 」 を作

らなけ れ ば な らない。 これは現 在 実 行 中 の プ ロ ジ ェク トあ るいは これ か

ら始 まる プ ロ ジ ェク トに必 要 にな るマ ンパ ワー あるい は 設備 の必要 量 を

推定 した もの で あ る。 これは 次 の3つ の レポー トを基 礎 に して算定 され

るo

O保 留 中 の プ ロジ ェク ト ・フ ァ イル

す で に承 認 され、 マ ンパ ワー と設備 の推定 必 要 量が付 け加 え られ て

い るユ ーザ ー要 求 書 の コ ピ ー。

o進 捗報 告 書

現 行 進行 中の プ ロジ ェク トを終 らせ る ま で に必要 な マ ンパ ワー と設

備 の 詳 しい推 定 が 書 か れ てい る報 告 書 。

oオ ペ レー ター と設備 の活動 月報

1ヵ 月 間 で の オペ レー ター と設 備 の 使用 時 間 の報 告 書 。

これ らす べ て の要 求 量 が この6ヵ 月間、 次 の6ヵ 月間、 次の12ヵ 月
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間 の3つ の期 間 に分 割 され て集計 され る。 そ して この予 測 は普 通 月 に1

回 更新 され るが、 リソー ス に特 別 の変 更 が あ った場 合 に は、 そ の時 に も

更 新 され る こ とに な る。

この予 測 に も とず い て現 在 の プ ロジ ェク トを完 成 さ ㌔ る能 力 あ るい は

新 しい プ ロジ ェク トを開 始 す る能 力 が評 価 さ れ る。1カ 年 の予 測 を も と

に、 現在 の マ ンパ ワー あ るい は設 備 で充 分 な の か、 あ る い は さ らに追 加

す る 必要 が ある か が検 討 さ れ る。 これ に より、 新 しい プ ロジ ェク トの 開

始 日あ るい は終 了 日が決 め られ、 保 留 中 の プ ・ジ ェク トの優 先 順位 が つ

け か え られ、 そ して必要 と なる マ ンパ ワー と設 備 の獲得 が 行 なわ れ る。

この予 測 の期 間 に近年 とみ に長 くな っ て きて い る。 とい うの はDP部

門 の規 模 が拡 大 し、 保 留 中 の ブ ・ジ ェク トが増 して きて い るか らで あ り、

2カ 年、3カ 年 あ るい は5カ 年計 画 が必要 とな って きて い る。

い ず れ に して も、 将 来 どの よ うな リソース が 必要 とな るか を文 書 化 し、

正 式 な手 続 きを踏 ん で開 発 の要求 を処 理 す る こ とが重要 な こ とで ある。

1.2.2.フoラ イ オ リテ ィ ・シス テ ム

シス テ ムの導入 が順 序 だ っ て進 ん で くる と、 個 々の プ ロ ジ ェク トの会 社

全 体 の業 務 に対 す る ある いは リ ソース を競合 す る他 のす べ て のDP部 門 の

ブ ・ジ ェク トに対 す る相 対 的 な重要 性 を決 定 す る何 らか の方 法 が 必要 に な

って くる。 さ らには、 開 発 プ ロセス を通 してそ の プ ロジ ェク トさ れ る リソ

『 ス の量 で個 々の プ ロジ ェ ク トを客 観 的 に リス テ ィン グす る こ とに とっ て
、

プ ロ ジ ェク ト相互 間 での 関係 を明確 にす る こ と も必要 とな っ て くる こ とに

な り、 そ こで優 先 順 位 分 類 の シス テ ム が役 立 つ こ とにな る・

委 員 会 が ユ ー ザ ー の要 求 書 あ るいは リソー ス の必要 予 測 に基 ず い て プ ロ

ジ ェク トを承 認 す る と きに は どの仕 事 よ りも優 先順 位 が先 に つ け られ るべ
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きで あ る。 こ の仕 事 は な るべ くユ ー ザー部 門 あ るいはDP部 門 に まか せ ら

れ る よ うに され るが、 最 終 的 には委 員 会 が決 定 す る。

ここで提 案 され て い る方 式 は、 少 々 の変更 を加 え る必要 は あ るけ れ ど も、

ど こに で も利 用 可 能 で 有効 な方 式 で あ るo

個 々の プ ロ ジ ェク トに対 す る優 先順 位 は 次 の よ うにつ け られ る・ まず、

これ らの うち の1つ は、 他 のす べ て の ア プ リケー シ ョン分 野 との比 較 を し
〆

た上 で の特 定 の ア プ リケー シ ョン分野 に対 す る相対 的 な重 み を決 め る。 次

は その ほ か の プ ロ ジ ェク トが特 定 の ア プ リケー シ ョン ・プ ・ジ ェク トに対

す る時 間 の 必要 量 で相 対 ず け られ る。 そ して委 員 会 で この2つ の相 対 的優

先順 位 の リス トを個 々 の プ ロジ ェク トに割 りあ て て、 この 結果 と して この

2つ の組 合 せ で プ ロ ジ ェク トの順位 が決 ま る こ とに な る・'

1)会 社 中 での給料 、 受 け取 り勘 定等 の機 能 に対 して優 先 順位 を表 わす

文 字(A、B、Cあ るい はD)を つ け る。 すべ ての プ ロ ジ ェク トは これ

らのい ず れ か に入 る こ とに な るo

A－ 景優 先、 必要 となれ ば利 用 可能 な リソース をすべ て投 入 す る。

B－ 重要 、 必要 とな れ ば現 在 進 行 中の プ ロジ ェク トの ス ケ ジ ュー ル をや

や りなお す こと もあ る。

C－ 普 通'

D－ 非 重 要 、 そ の導 入 が遅 れ て も、 会 社 全体 の業務 には差 しつか え な

い もの 。

2)優 先 順 位 を表 わす 数 字(イ 、 ・、 ハ あ るい は 二)が 個 々 の プ ロ ジ ェ

ク トに割 りあて られ る。 この数 字 の優 先 順位 は 次 の点 が 基 本 とな っ て い

るo

。 プ ロ ジ 三 ク トの 緊急 性
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O完 成 まで の期 待総 時間

Oプ ロジ ェク ト開 発 コス ト

。 期 待 節減額

○ 期 待 増 加利 益 額

イー最 緊急、 完 成 期 待 日が希 望 され る完 了 日 を越 え て い る もの 。

ロー で きる だけ早 く必要 、 この 優 先度 は期 待 開発 コス ト、 期 待 節減 額

な らび に増 加利 益 額 に よる。 これ らの プ ロジ ェク トに導 入 され しだ

い利 益 性 を増 大 す る もの と期 待 され る。

バ ー普 通

ニー や れ ば よい、 しか しや った か ら とい っ て開発 コス トに 比例 した節

減 額 あ るいは増 加 利 益額 が あ るわけ で は ない。

この2つ の優 先順 位 が個 々の プ ロ ジ ェク トに対 してつ け られ る と、 他

のす べ て の プ ロジ ェ ク トに比 べ た全 体 的 な優 先 順 位 を っ け る こ とが で き

る。 全 体 的 な優 先順 位 を高 い もの か ら低 い もの の順 に並 べ る とす れ ば、

Aイ ・Bイ ・Cイ ・Dイ ・Aロ ・'''''''"・C二 ・D二 とい うことに な るo

この優 先 順位 シス テ ム あ るい は優 先順 位 の分 類 は 時 に応 じて変 わ って

くる。 優 先 順位 のつ け 方 や あるい は そ の分 類 の や り方 が変 わ っ た場 合 に

は、 それ が 混 乱 を きた す場 合 と容 易 に受 け入 れ られ る場 合 とが あ る・ 前

者 の場 合 には最 初 の順 位 がつ け られ た時 の状 況 が た とえ委 員会 に理 解 さ

れ てい よ うと も、 優 先 順位 に大 きな違 い を生 じて くる こと もあ り うるわ

け で ある。 保 留 中 の シス テ ムや開 発 中 の シス テ ムがす べ て同一 の 緊急 性

を もって い る な らば、DP部 門 の長期 計 画 に お いて さ らに多 くの能 力 を

持 ち うる よ うに再検 討 さ れ る ことに な る。

シス テ ムを成 功 させ る最 も重要 な ポ イ ン トは ユー ザー の参 加 で あ る。
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ス タ ソフは優 先 順位 に よって分 類 す るシス テ ム やそ の 中 で の優 先 順位 の

つ け 方 に は なれ 親 しん でい る し、 ユー ザー の マ ネ ジ メ ン トには保 留 中 あ

るい は現 在 進行 中 の シス テ ム開 発 プ ロジ ェク トの優 先順位 を知 らさ れ て

い る・ そ こで も しユー ザ ー が 自分 の シス テ ム の優 先順 位 を あげ よ う とす

れ ば、 委 員 会 の審 査 に たえ うる よ うなデ ー タ をそ え て委 員会 に 直接 再検

討 を要 求 す る こ とが で きる よ うにす べ きで あ る・ さ らにはDPマ ネ ジャ

ー が すべ ての 責任 を1人 で背 負 っ て い るわ け では ない とい うこ と
、 す な

わ ち優 先 順位 を最 終 的 に つけ るの は 委 員会 で あ る とい う ことが重 要 な点

で あ る。

優 先 順位 をつ け る この方 法 は 作 りや す い しまた理 解 も しや すい 。 これ

はDPマ ネ ジ ャー が 自分 の限 られ た リソース を もっ とも最 高 の見返 りが

期 待 で き る よ うな カ ン トポ イ ン トを プ ロ ジェク ト ・コ ン トロール の中 で

実現 す る と きの よい 助 け とな る こ とは ま ちが い な い。

1.2.3.時 間 の推定 とプ ロジ ェク ト ・プ ラン ニ ン グ

い った ん プ ロ ジ ェク トが 承認 され 、そ の優 先 順位 が つ け られ る と、 そ の

時間 を推定 し、 プ ロジ ェク ト進 行 の計 画 を たて るのはDPマ ネ ジ ャー の仕

事 で あ る。 す べ ての計 画 は各 々 の フ ェーズ のチ ェ ック ポ イ ン トにお いて見

返 え され る もの で あ る とい う こ とは最 初か ら理 解 され る べ きで ある。

プ ロジ ェク ト ・プ ラ ンニ ング の 内容 は以 下 の よ うに な るで あろ う。

O

O

O

O

O

な さ れ る仕 事 の詳 細 な説 明。

個 々の プ ロジ ェク トでの チ ェ ック ポ イ ン トを明確 に す る。

個 々 の仕 事 を行 うの に必要 なス キル の割 り当 て 。

個 々 の仕 事 の完 成 ま での 時 間 の推定 。

個 々 の仕 事 に適 切 な人 間 の配 置 をす る こ と・
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○ 仕 事 の ス ケ ジ ュ ー ル を た て る 。

最 後 の2つ は 複 雑 で あ る の で1.2.4.と1.2.5.で 詳 し く述 べ る こ と に す る 。

1)詳 細 な 仕 事 の 概 要

プ ロ ジ ェク トの 初 期 に 拾 い て は 、 特 定 の プ ロジ ェ ク トの 為 の タ ス ク ・

リス トは 、 表1-2に 示 さ れ て い る標 準 タス ク ・ リス トを ガ イ ドと し な

が ら作 り出 さ れ る 。 タス ク の 修 正 や よ り細 か な レベ ル へ の 分 割 は 、 特 定

の タ ス ク に 見 合 う よ うに行 な わ れ る べ き で あ る 。例 え ば"イ ン タ ビ ュ ー

の 指 揮"と い っ た タ ス クは イ ン タ ビ ュ ー 項 目の 作 成 、 イ ン タ ビ ュ ー の 実

施 、 イ ン タ ビ ュ ー を ま とめ サ マ リー を 作 る と い っ た タス ク に 分 割 さ れ る ・

表1-2 標 準 タス ク ・ リス ト

●

一 般

現在 の 問題 の 明確 化

新 シス テ ムの 目的 と期 待 利 益

プ ロジ ェク トの範 囲 の定 義

ユ ー ザー作 業 の概 略調 査

準 備 的 な概 略 設 計

準 備 的 な コス ト推定

プ ロジ ェク トへ の リソース の 分配

プ ロジ ェク トス ケ ジ ュー ル の 開発

プ ロジ ェク ト予算 の開発
■

研 究 フ ェー ズ

研 究 計 画 の 開 発

ユ ー ザ ー ・マ ネ ジ メ ン トの イ ン タ ビ ュ ー

現 在 の文 書 の 収 集
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運 営 統 計 とコス トデ ータ の収 集

文 書 例 の収 集

現 在 の プ ロ セス の観察

現 在 の シ ステ ムの ま とめ

研 究 の マ ネ ジ メン トへ の報 告

分 析 フ ェー ズ

帳 票 の分 析

レポー トの分 析

フ ァイル の分 析

必要 とされ る情報 の分 析

手 続 きの分 析

代 替 案 の開 発

コス トの分 析

マ ネ ジメ ン トへ の報告

、

設 計 フ ェー ズ
ノ

レ ポー トの 設計

フ ァイ ルの 設 計

イ ンプ ッ ト帳 票 の 設計

緊 急 時手 続 きの設 計

プ ログ ラム仕 様 書 の作 成

テス トデ ー タの収 集

マ ネ ジメ ン トへ の報告

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・フ ェ ー ズ

仕 様 の 監 査

ロ ジ ソク の 設 計 と ブ ロ ック 図 の 作 成

デ ス ク チ ェ ック

コ ー デ ィ ン グ

φ
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テ ス トデ ー タ の 作 成 とテ ス ト

プ ロ グ ラ ム 文 書 化

ワ

導 入

シ ス テ ム ・テ ス トの計 画

シス テ ム ・テ ス トの 指 揮

ユ ー ザ ー に よ る シ ス テ ム ・テ ス トの 監 査

シ ス テ ム と運 営 の 文 書 化

監 視 シ ス テ ム の 稼 動

喝

q

こ の タス ク ・ リス トを作 る こ とに よっ て、 時 間 の 推 定 を 行 い、 ど の よ

うな ス キ ル が い る か を 明 らか に す る こ とが で き る。 ま た 詳 細 な タス ク ・

リス トを作 る こ とに よ っ、て そ れ ぞ れ の タス ク の 責 任 の 所 在 を 明 確 に す る

こ と もで き る 。 図1-3に こ れ に用 い る チ ャー トを の せ て お く こ と に す

る σ

2)プ ロ ジ ェ ク トの チ ェ ック ポ イ ン ト

プ ・ ジ ェ ク トで仕 事 が 渡 さ れ る と こ ろ には 必 ず チ ェ ッ ク ポ イ ン トを 設

け る ・ 例 え ば、 プ ロ グ ラ ミ ン グ ・グ ル ー プ に シス テ ム 設 計 仕 様 が 渡 さ れ

た り、 運 営 部 門 へ 完 成 した ブ ・ グ ラ ム が 渡 さ れ た りす る 。 文 書 類 、 フ ロ

ー チ ャー ト
、 ブ ロ ック ・ダ イ ア グ ラ ム な どの 形 の あ る ア ウ トプ ソ トが で

る よ う な タス ク の 終 了 時 点 は 他 の チ ェ ッ ク ポ イ ン トで あ る 。 こ れ らの チ

ェ ック ポ イ ン トの 目的 は な さ れ た 仕 事 を導 入 の 品 質 標 準 と 比 較 した と き

に 十 分 満 足 す べ き結 果 で あ る か ど うか を検 査 す る こ とで あ る・

チ ェ ッ ク ポ イ ン トの も う1つ の タ イ プは 連 続 的 な チ ェ ッ ク ポ イ ン トで

あ る 。 他 の プ ロ ジ ェ ク トと 比 べ て 緊 急 で あ っ た り、 か な りむ ず か しい プ
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プ ロ ジ ェ ク ト%.

日付:

プ ロジェク ト名:

亀

■

プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ メン ト・ レス ポ ン シ ビ リテ ィ ・チ ャ ー ト

タ ス ク 実 行 監 査

中 心
作業 者

参加者
コンサル

タ ン ト

実 働
部 門

マ ネ ジ

メ ン ト
重 役

'

.

図1-3プ ロジェク ト ・マネ ジメン ト責 任 図 表

●

φ
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、

ロ ジ ェク トで あ る こ とが解 っ てい る プ ロジ ェク トが あるoこ れ らの プ ロ

ジ ェク トでは 初期 の段 階 で プ ロ ジ ェク トの一定 期 間 ご とに 見 直 しをす る

こ とが必 要 で あ り、 お こ りそ うな問題 を予測 して計 画 の 中 に入 れ て お く

べ きで あ る。

3)必 要 とな るス キル の割 り当 て

個 々の タス クの遂行 に 必要 となる ス キル とか経 験 は、 要 員配 置 の ガ イ

ドとす る為 に も明確 に定義 され る べ きで ある。個 々の タス クで必 要 とな

るス キル は要 員配 置 の と ころで述 べ る こ とにす る。

4)終 了 時 点 の 推定

終 了 時 点 を予 測す る とい うこ とは ある タス ク に必要 とな る総 時 間 を予

測 す る とい う ことで あ る。 そ の為 にはそ の タス ク を構 成 してい る活動 を

充 分 に理 解 す る ことが 必要 で あ る。 それ ゆえ にい ろい ろの 推定 レベ ル が

考 え られ る。 準備的 な 推定 は シス テ ム研 究 フ ェー ズが 終 った あ とで ない

と確 実 な 推定 にす る こ とは で きない し、 プ ・グ ラ ミン グの確 実 な推 定 は

プ ログ ラム仕 様 書 が で きあが るま では ほ とん どで きない が、 プ ログ ラ ミ

ン グ作 業 の推 定 は シス テ ム設計 が終 った段 階 で行 うこ と もで きる。 推 定

手 続 きを手 順 が全 体 で同 じ よ うに行 なわれ る よ うに維 持 す る のは プ ロジ

ェク ト ・リー ダー の責 任 で あ る こ とが 多い 。 推定 の基 本 ル ー ル には 次 の

よ うな もの が ある。

o推 定 を行 う前 に そ の タス クに つ いて で きる だけ詳 し く知 る こ と。

o前 の作 業 が終 るま で最 終 的 な推 定 を行 うの を遅 らせ る こと。

○ 客観 的 に行 うこ と。

5)推 定 へ の ア プ ロー チ

推定 には 直 観 的 推定、 歴 史 的 推定 そ して標 準 化 さ れた 推定 の3つ が あ
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る こ とは注 意 を払 うべ きで あ る。

6)直 観 的 推定

この方 法 では い ま ま で の歴 史、 標 準、 そ して彼 の個 人的 な経 験 が組 み

合 わせ られ て、 非公 式 な形 で推定 が 出 され る。 この方 法 で推定 を うま く

行 う人 もい る。 彼 らの推 定 は か な り正確 な もの で ある か ら、 も しそ の よ

うな人 が い る場 合 には この方法 に よる と よい 。

7)歴 史 的 推定

しか しなが ら、 これ らの人 をス タ ッフに見 い だす ことは むず か しい 。

と ころが うまい こ とに歴 史 的 推 定 とい うの は 直観 的 推定 と同 じ位 の正確

さ を持 っ てい る。 これ は現 在 の プ ロ ジェク トと過 去 の類 似 の プ ロ ジ ェク

トを比 較 す る とい う もの で ある。 プ ロ ジェク トの違 いが 書 きとめ られ 、

前 回 の プ ロジ ェ ク トで の 時 間 の延 長 部 分 が調 整 され て、今 回 の プ ロ ジ ェ

ク トの推 定値 と して採用 さ れ る。 しか し、 この方 法 で行 う為 に は 比較 す

べ きプ ロジ ェク トが あ る こ と と時間 の正確 な記録 の2つ が 必要 で ある。

8)標 準 化 され た推定

この方 法 は 定 義 が 明確 で しば しば行 なわ れ る タイ プの プ ロ ジ ェク トに

適 して い る。2つ の標 準 が要 求 さ れ る。

。 タス ク を定義 し、 そ れ に必要 な作 業 を定義 す る方 法標 準

O個 々 の作 業 の終 了 ま で の期 待 時 間 を決 め る実行 標 準

シス テ ム分 析 タス ク は、 プ ロジ ェク トが変 わ って もプ ログ ラ ミング ・

タス クほ どに はそ の 内容 が変 わ る こ とは 少 ない 。 ま た、 プ ログ ラ ミン グ ・

タス クは 容 易 に部 分 に分 け て定 義 す る ことが で き る とい う こ とか ら、 シ

ス テ ム分 析 には歴 史 的 推定 が、 ま た プ ログ ラ ミン グ ・タ ス ク には標 準 化

さ れ た推定 が採 用 され る こ とが多 い。
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この標 準 的 な推定 方法 が 十 分 に理 解 さ れ てい る とは い い が た い の で、

残 りの部 分 で シス テ ム分 析 、 プ ログ ラ ミング、 機 械要 件 の時 間推定 をす

る標 準 的 な方 法 に ふ れ る ことにす るo

(a)推 定 標 準

プ ログ ラ ミング とい った機 能 に対 す る推定 標 準 を設定 す るス テ ップ

は 次 の よ うに な る。

D使 わ れ る方 法 や タス ク を設定 あ るい は定 義 す るo

ii)タ ス ク の実 行 に関 す る方法 論 を標 準 化 す る。

lii)'タ ス ク の実行 に関 連 す る変 数 を決 定 す る。

iv)様 々 な パ ラメー タや タス ク の間 で の時 間 の関 係 を設 定 す る。

V)タ ス クそ れ ぞ れ か ら標 準 を引 き 出すo

vDこ れ らの標 準 をス ケ ジ ュー ル を作 成 す る のに使 う。

vD実 際 の 実行 デ ー タ を評価 す る。

viii)必 要 と あれ ば標 準 を修正 す る。

推 定 を行 う為 に プ ログ ラ ミング作 業 の基 本 的 な タス クは 次 の よ うに定

義 で きる。

D方 向 づ け と前準 備 と しての ・ジ ンク設計

iD詳 細 な ロ ジ ック設計 一

の コー デ ィ ング

lV)テ ス ト計 画 とデー タの準備

V)コ ンパ イル とテ ス ト

vD文 書化 と設 置 の手 助 け

(b)プ ログ ラム作業 の要 因

それぞれの タスクに よって異 なって くるプ ログ ムミング時間 を決 め る要因
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を決定す るのはなか なかむずか しい仕事である。プ ログ ラミングの時間 と コ

ス トに影 響 を お よぼ す要 因 の範 囲 と タ イプは 次 の3つ に分 類 す る こ と

が で き る。

・ 環 境 要 因

・ プ ログ ラムに 直 接関 連 す る要 因

・ ロス要 因

イ.環 境 要 因

機 能 の実 行 に影 響 す る この環 境要 因 に 関 す る部分 は、 た とえ プ ロ .

ジ ェク トの 内容 で異 なっ て もそ れ が実 行 さ れ る環 境 が 同 じで あれ ば

で あ る とみ なす ことが で きる。環 境要 因 と して明 らかに含 ま れ

る ものは 、 プ ・グ ラム を開 発 す る機 械 の タ イ プ、 ブ ・グ ラム をそれ

に 従 っ て書 く言 語、 プ ロ グ ラマー の働 く物 理 的 環 境、 プ ログ ラマ ー

に よって前 もっ て決 め られ た方 法論 な どが あ る。 これ らはす べ て プ

ログ ラ ミン グの コス トに 重大 な影 響 を与 え る こ とは 確 か で あ るが、

1つ の プ ロ グ ラム と他 の もの とで、変 わ る もの では ない 。そ れ ゆえ

に文 書化 の 必要 とされ る範 囲 は 主 と して文 書化 の時 間 に大 きな影 響

を与 え るわ け で あ るが 、 個 々の プ ロ グ ラム と同 じ よ うに してす べ て

の プ ログ ラ ム とい うもの も影 響 を与 える こ とに な る。

ロ プ ログ ラム要 因

2つ の要 因は 異 な っ た プ ・グ ラム の特 定 の要 素 に関 連 して い る も

の で あ る。一 般 的 に言 えば、 これ らは プ ログ ラ ム ・サ イ ズ、 プ ログ

ラム の複雑 性 と プ ロ グ ラムの デ ー タベ ー ス とい う3つ の特定 の分 類

に ま とめ る こ とが で きる。

M-30

つ

じ



●

●

φ

亀

ハ.プ ログ ラム ・サ イズ

ブ ・グ ラ ム ・サ イズ が プ ログ ラ ミング時 間に与 え る影 響 は基 本 的

には 線 型 で あ る。 これ は命 令 の 数、 コー デ ィング の ライ ン数 あ るい

は さ らに 簡単 に は コー デ ィン グの ペー ジ数 で定 義 す る こ とが で き る・

確 か に、 プ ログ ラ ミングの 時 間 と コス トが 推定 で きる よ うな範 囲 で

あれ ば、 プ ・グラ ム ・サ イズ を10ペ ー ジ1単 位 と して推定 す る こ

とは さ して むず か しい もの では な い。 そ れ ゆえ に、 コー デ ィ ング の

ベ ー ジ数 に関連 して開 発 さ れ た方 法標 準 で の基 本 サ イズ と して、 コ

ー デ ィン
.グシー トで10枚 ある いは180ラ イン を とるの は普 通 で

あ る。

二 .プ ログ ラム の複i雑さ

これは定 義 す る のが 少 々 むず か しい し、 よ り大 きな影 響 力 を もっ

て い る『 この プ ログ ラム の複雑 さ を推定 す る もっ と も単 純 な方 法 は

ttSAD"リ
ス テ ィ ン グ と して知 られ て い る手法 で ある。"SAD"

はSimple,Average,Difficultの 頭文 字 を と ってつ け られ た

名 前 で あ って、 す べ ての タス ク の 内 の3分 の1が3つ の カテ ゴ リー

の 中 の1つ に入 る よ うに な って い る もので あ る。 しか しなが らプ ロ

グ ラ ムの 複雑 さ を検 討 す るの に は単 純 す ぎる。 とい うのは 単 純 な プ

ログ ラム と平均 的 な プ ログ ラ ムの 間 の差 は、 われ われ が 必要 と して

い る半 日の精 度以 上 に な って しま うか らで'あ る。 そ れ ゆえ に、 この

カ テ ゴ リー の数 を拡 張 す る とい う方 法 で複雑 さ を定 義 す る とい う目

的 に か な っ た もの を作 り出す こ とに す る。6つ の カ テ ゴ リー を作 る

こ とに よって 妥当 性 の あ る推定 と精 度 の 両者 を満 足 させ る こ とが で

きる。
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A単 純

Bや や単 純

C普 通

D複 雑

E特 に複 雑

F不 可 能

最後 の カテ ゴ リーFは プ ・グ ラムを 書 くこ とが不 可 能 とい う意 味 で

は な くて、 時 間 を線 型 に推定 す る こ とが不 可 能 とい う意 味 で ある。

レベ ルFの プ ログ ラムは レベ ルEの プ ログ ラムに 比 べ て極 め て むず

か しい もの で あるか ら、半 日の精 度 で時間 を推定 す る こ とは で きな

い。 図 一1-4に 時 間 の関係 と"不 可能"な プ ・グ ラム が いか にむ

ずか しい か が示 され てい る。

ホ.プ ロ グ ラム の デー タベ ース

この3番 目の要 因 は そ の プ ログ ラ ムで取 り扱 われ る フ ァイル も し

くは デ ー タベー ス の数 に関 連 す る・ これ は デ ー タベー ス で の フ ォー

マ ッ トの数 も し くは も っ と簡単 に シス テ・ムが操作 す るハ ー ドウ ェア

の フ ァ イル も し くは要 素 の数 で数 え る こと もで きるoつ け加 え る と

す れ ば、 ハ ー ドウ ェア の要 素 ご とに重 み をつ け る こ と位 で あ る・ 例

え ば デ ィス クに は3、 テー プに は2、 プ リンター とカー ド リー ダ ー

に は1と い った具 合 で あ る。 これ らの得 点 の合計 が デ ー タベ ース 操

作 の複 雑 さ を表 わす1つ の メ ジ ャー となる。 大規 模 で デ ー タベ ー ス

を 指向 して い る シス テ ムでは 、 デー タベー ス の形 や フ ォー マ ン トの

数 で さ らに修 飾 す る ことが可 能 で あ る。

この よ うに して、 プ ログ ラム の要 素 や要 因 が決 ま る と図1-4に
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示 され て い る よ うな時 間 の関係 を表 わす こ とが可 能 に なっ て くるわ

け で あ る。

へ.ロ ス要 因

要 因 の3番 目の分 類 は ロス要 因 で、 初期 の 推定 の段階 では 考 え ら

れ な い よ.うな何 らか の外 部 要 因 の変 化 に よって もた らされ るか も し

れ ない 推定 値 と実 際値 の差 を考 慮 す る もので あ る。 この外 部 要 因 に

は 不 適切 な シス テ ム設計 プ ログ ラ ミング 中の ユー ザー に よる変 更 、

適 切 な時期 に テス ト時 間 が とれ ない こ とな どが 考 え られ る。 これ ら

の要 因 は予 測 を よい精 度 に保 つ ため に で きるだ け分 離 して お く必要

が ある。 も し特 定 の ロス が よ く起 き る よ うで あれ ば、 そ の原 因 を調

べ て除 く よ うに努 力 す る必要 もあ る○

ト.時 間 の 関係 を設定 す る

い っ たん要 因 が完 全 に定 義 され る と、 個 々の タス ク の個 々の パ ラ

メー ター に 対 して 時間 の関係 を設 定 す る 必要 が 生 じる。 明 らか に こ

の 時間 の関係 が業 界 全 体 で標 準 化 され て い るこ とは な い・ とい うの

は、 設 置 状 況 ご とに ま た機 械 ご とに環 境 要 因 が 様 々だ か らで あ るo

これ らの要 因 に つ い て に前述 した通 りで あ るが、 もっ と も大 きな違

い とい えば 、 設置 され る機 械 ご とに必 然的 に プ ログ ラ ミング の方 法

論 が異 な る こと で あろ う。 そ の結果 と して、 機 械 を設置 す る レベ ル

に お い ての み、 方 法論 を適 切 に定 義 し、 特 定 の 時間 関係 を開 発 す る

こ とに な る。

しか しな が ら、 これ らの時 間関 係 が定 義 で き る よ うな と ころ まで

の何 らか の ガイ ドラ イ ンを設定 す る こ とは 可能 で あ る。例 え ば、第

1ス テ ソプ では タス ク を定 義 され た もの と して と らえ、 次 に そ れ を
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動 作 時 間 研究 で使 わ れ る手 法 を効果 的 に シ ミュ レー トす る よ うな細

か な要 素 に分 割 す る。 この よ うにす れ ば、 方 向 ず け の最 初 の ・ ジ ッ

ク設計 とい う タス クは 次 の よ うなサ ブス テ ップ に ブ レー クダ ウ ンす

る こ とが で きるO

o仕 様 書 を読 む。

○ フ ァイル の レイ ア ウ トを評価 す る・

○ プ ログ ラ ムを主 とな る ・ジ ック要 素 に分 割 す る。

○ 個 々の要 素 につ い て の全 体的 な ブ ・ック図 を作 成 す る。

い っ たん タス クが定 義 さ れれ ば、 そ こに含 まれ る要 因が コス トに

影 響 を与 え る よ うなサ ブ タス ク を定義 す る ことが で きる。 この よ う

にす れ ば、 フ ァイル ・レイ ア ウ トの 評価 は、 プ ログ ラムの デ ー タベ

ー ス と して定 義 され た変 数 の直 接的 な関 数 とな る
。

同様 に して、 プ ログ ラム を分割 す る こ とに よっ て プ ログ ラ ムの複

雑 さ と シス テ ム仕 様 の複 雑 さが 直接 的 に関連 ず け られ る こ とに な り、

プ ロ グ ラムの 複雑 さ と して述 べ た要 因 と直 接 関連 す る こ とに な る・

こ
.の時 点 で、 個 々 の サ ブ タス ク を実行 す るの に必要 な 時 間 の範 囲

を推定 す る ことが可能 に な る。 例 え ば、 仕様 書 を読 む とい って も、

最 も簡 単 な もの で あれ ば 半 日です む けれ ども、 レベ ルEの プ ログ ラ

ム仕 様 書 を読 む の には や は り4日 間位 か か る こ とに な ろ う。 この よ

うにす れ ば、 タス ク を実行 す るの に 必要 とな る時 間 を示 してい る よ

うなテ ー ブル あ る いは簡 単 な リス トを作 る こどが で きる・ 例 えば、

個 々の複 雑 さ の レベ ル に対 して半 日かか り、 フ ァ イル1本 につ きt

日つ つ の 日数 が 加 え られ る とい った具合 で あ る。 同 じよ うに、 プ ロ

グ ラ ミング作 業 の 個 々の タス ク や サ ブ タス ク につ い ての 比 較 を した
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タ ス ク 大 きさ 複雑 さ
デ ー タ

ベ ー ス 範 囲 の 例

タス ク1一 マ イ ク ロ ・ロ ジ ック

仕様書を読 む 〉 十時間～30時 間

ファイルレイアウトの見 直 し 〉 十時間/プ アイル

プログラムに分割す る 〉 1時 間～20時 間

ブ ロ ック ・ダ イ ア グ ラ ム ∨ ナ時間～10時 間

アナ リス トに よる見 直 し ∨ 1時 間～8時 間

タ ス ク2一 マ イ ク ロ ・ロ ジ ック

個 々の要 素に分割す る ∨ 〉 十時間～4時 間/要 素

ダイアグラムーレベル2 ∨ 〉 1時 間～8時 間/要 素

見直 し 〉 十時間～8時 間

タス ク3一 コ ーデ ィ ン グ

コ ー ド化 〉 〉 〉 8時 間/150ラ イン

見直 し 〉 十時 間 ～2時 間/150ラ イン

リンケニジ部 を加 え る ∨ 十時間～8時 間

この よ うに して タス ク1を ま と め る と、

A－ 十 日

B-1十 日

C-4日 十 日/フ ァイル を加 え る

D-6丁 目

E-8日

図1-5時 間 関 係 の 構 成
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時 間 関係 も開発 され るべ きで あ る・ そ の例 が 図1-5に ある・

(c)シ ス テ ム分 析

同 じよ うな手 法 を シス テ ム分 析 プ ロセス に も適用 す る こ とは で き る

け れ ど も、 この分 野 で推 定 の精 度 は な か なか あげに くい もの で あ る・

さ らには プ ロ グラ ミング ・プ ロ セス では 、 半 日単位 で時 間 の 推定 を行

なえ る よ うな 時間 関係 を示 す もの ま で作 る ことは で きた のに、 この シ

ス テ ム分析 フ ェー ズ では そ れ ほ ど容 易 には作 れ ない・ そ こで この シス

テ ム分 析 の よ うな プ ロセス で の推定 の単 位 とい うのは2日 、3日 あ る

いは5日 とい った もの に なっ て しま う。

ま た シス テ ム分 析 に関連 す る要 因 も比較 で きる・ 機械 とそ の 構 成要

素、 シス テ ム分析 の方法 論 に関 す る標 準 、 物 理 的 な環 境 とい った環 境

要 因 は プ ロ グ ラ ミング ・プ ロセス とは ほ とん ど同 じで あ る。 しか しな

が ら、 シス テ ム設計 を記 述 す る よ うな要 因 につ いて は大 きな差 異 が み

られ る・ そ れ らは、

O

O

O

O

O

O

シス テ ム の複 雑 さ

そ の シス テ ムでの プ ログ ラム本数

フ ァイ ルの数

検 査 され る文 書 の数

イ ン タ ビュー され る機 能 の数

そ の シス テ ム に よっ て影 響 を うけ る組 織要 素 の数

シス テ ム分 析 の複雑 さ が必 ず しも プ ログ ラミ ング作業 の複雑 さ に関

連 す る こ とは な い点 に注 意 す べ きで ある。 例 えば マル チ ・プ ログ ラ ミ

ングモ ー ドで伺 本 か の プ ログ ラ ムが同 時 に走 る場 合 を考 え てみ る と、

組 み 合 わ さ れ た プ ・グ ラムが 効 率的 に稼 動 す る ように個 々 の プ ログ ラ
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ム の特 性 を決 め るのは シス テ ムア ナ リス トの仕 事 で あって、 そ れ が プ

ログ ラマ ー に渡 さ れ た とき には、 す で に プ ログ ラ ムの組 合 せ とか プ ロ

グ ラムの特 性 とか い った もの は考 え な い で もいい よ うにす べ きで あ るo

イ.シ ス テム'の複 雑 さ を推定 す る

DPシ ス テ ムの 運 営 を特 徴 づ け る よ うな ある標 準的 な システ ム機

能 に は 次の よ うな ものが あ る。

●

■

●

●

●

O

■

0

O

●

●

デー タ収 集

デー タ編 集

エ ラー収 集

デー タに順 序 をつ け る

照 合

計 算

デー タ伝 送

ファ イル ア ク セス

フ ァイル の更 新 .

問合 せ応 答

デー タ集 計

レポー トの準 備

プ リン トア ウ ト

レポー トの配 布

これ らの機 能 の個 々 につ い て、 その 範囲 を推定 す る こ とに よ って、

新 しい シス テ ム全 体 の 複雑 さ の概 要 を知 る ことが で きる。

D)シ ス テ ム分 析 の複雑 さ を推定 す る

シス テ ム ア ナ リス トに よって行 なわ れ る普 通 の作 業 は 以 下 の よ う
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に分 類 され る。

1.研 究 フ ェーズ

a運 営 統 計 と文 書 を集 め る。

bイ ン タ ビュー を指 揮 す る。

cプ ロセス を観 察 す る。

dフ ァイル と レポー トを収 集 す る。

e現 シス テ ムを詳細 に 書 き出す0

2.分 析 フ ェー ズ

a個 々の文 書や フ ァ イル を分析 す る。'

b情 報 の 有効 活用 を計 画 す る。

c機 能 面 で の要 求 を記 述 す る。

dシ ス テ ム の代替 案 を開発 す る。

3.設 計 フ ェーズ

a

b

C

、q

e

新 しい フ ァイル を設計 す る。

新 しい ア ウ トプ ッ トを設 計 す る。

新 しい イ ンプ ッ トを設計 す る。

新 しい 手続 きを設計 す る・

新 しい プ ログ ラ ム仕様 書 を設計 す る。

シス テ ム分 析 の複雑 さ とい うもの は最 初 の シス テ ムの記 述 に よる

と ころが 大 きい・ とい うの は、 も し現 在 の シス テ ムで50ヵ 所 か ら 『

デ ー タ を集 め て い る とす れ ば、 そ の50ヵ 所 で イ ンタ ビ ュー をや ら

ざる を得 ない こ とにな るか らで あ るo

しか し、 シス テ ム開発 プ ・セス が 進む に つれ て、 初期 の 予測 を く

つ が え す よ うな新 しい シス テ ム特 性 が現 わ れ て くる こ とは 充分 ある
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か ら、 そ の為 の コン トロー ル ポ イ ン トを明 らか に してお くことが必

要 に な って くる0

9)ま とめ

今 ま で の内容 を ま とめて み る と、DPマ ネ ジャー は プ ロ ジ ェク トの最

初 で、 詳 細 な タス ク の概 要 を ま とめ、 チ ェ ック ポ イ ン トを設 定 し、 推定

値 を作 り出す こ とが 必要 で あ る。 そ して個 々の チ ェ ック ポ イ ン トに た ど

りつ くご とに プ ロジ ェク トの見 直 しを行 って 次 の タス ク の推 定値 を よ り

正 確 な もの に書 きか え て い く。そ して、 シス テ ム設 計 の終 了 時点 で、

プ ログ ラ ミン グ時 間 の推定 を、 そ れ に関係 す る要 因 を再 び評 価 す る こと

に よっ て、 調整 す る こ とに な る。

10)そ の他 の要 因

最 終的 な推定 値 を 出す 前 に考慮 しなけれ ば な らな い要 因 が あ と2つ あ

るo

Oシ ステ ムア ナ リス トあ るいは プ ログ ラ マー の経験

oス ラ ック タ イ ム

個 人 の経 験 レベ ル に よって推 定 値 を調 整 す る方 法 には い ろ い ろ あ る。

も し推定 を行 う時点 で参加 す る要 員 が わか って い る場 合 には、 推定 値 を

それ らの方法 の いず れ か を 使 っ て調 整 す れ ば よい。 また も し要 員 が未 定

で あ る場 合 には 、平 均的 な要 員 を想 定 してい る こ とを明記 してお き、 あ

る程 度 の バ ラツ キ を考 慮 に入 れ る こ とにす る・ この こ とに関 しては要 員

の配 置 の と ころ で詳 し くふ れ る こ とにす る。

過去 の デー タ を も とに して推定 値 を 出す場 合 には 、 す で にそ こに あ る

程 度 の ス ラ ック タ イ ムが入 って い る こ とに な る・ 確 か に シス テ ム開発 プ

ロセ ス の 中 では 予期 しえ ない こ とが起 って くるか ら、 このス ラ ック タイ
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ムが入 っ て い る こ とは さ して気 に とめ る こ とは ない し、 推定 が少 なめ に

な る よりは 多 めに な る方 が よ り良 い結 果 を生 む こ とが 多 い。

プ ログ ラ ミン グ時 間 の推 定 を進 め る と同 時 に、 どの位 の コ ン ピ ュー タ

時間 が 必要 で あ るか とい う推定 をす る必 要 が あ る・ この時 間 の推定 に あ

た っては コ ンパ イル あ るいは ア セ ン ブ リに必要 な時 間 とプ ログ ラ ム ・テ

ス トに必要 な時間 に分 け て考 え るべ きで あ る・

プ ログ ラ ムが そ の大 きさ と複雑 さに よっ て リス トさ れ れ ば、 そ の コン

パ イル にか か る期 待 時 間 を設定 す る こ とは さ してむ ず か し くない・ ま た

必要 とな る コ ンパ イ ル の数 もやは リプ ログ ラム の複雑 さ と大 きさか ら直

接導 き出す こ とが で きる。 そ こで ある言 語、 機械 あ るい は オペ レー テ ィ

ング ・シス テ ム の組 合 せ が導 入 され た ところ で、 この コ ンパ イル 時 間 と

テス ト時間 を算 定 す る ため の標 準 を設定 すべ きで あ る。 この導 入 が行 な

われ る前 で あって も、 経 験 を積 ん だ人 間 で あれば 時 間 を見 積 る こ とは で

きる し、 メー カー の本 を参 考 にす れば 見 積 りは 可 能 で あ る・

何回テス トを行な うか も、 ま た プ ・グ ラ ムの複雑 さ、 大 きさ あ るいは そ

の プ ロ グ ラム で取 り扱 うフ ァイ ルの数 か ら算定 す る こ とが で き る。 そ れ

ゆ えに この テス ト時 間算定 の為 の標 準 も作 り出 され るべ きで あ る・ 個 々

の テス トの時 間 は 、普 通 設置 す る場 合 の デ ー タを分析 す る こ とに よっ て

決 め られ る こ とが 多 い 。

これ ら2つ の時 間 をたす こ とに よって コ ン ピュー タ時 間 の 推定 値 とす

るわ け で あ る。

い か に よい推定 が なさ れ た とは いえ、 開発 プ ロセス を進 めて い く上 で

は、 ロス が あ った り、 期 待 しなか っ た よ うな開発 が な さ れ て しま うこ と

が ある。 これ は 推定 をや るの も開発 を進 め る の も"人 間"だ か らで あ っ
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て、 ここに各 々の タス ク の終 了 時 点 で チ ェ ック ポ イン トを設 定 す る価 値

が で て くる わけ で あ る0

1.2.4.要 員 の配置

タス クを設定 し、 チ ェ ック ポ イ ン トを設定 し、 時 間の推定を行 な った後 で、

DPマ ネ ジャー が行 な わ なけ れ ば な らな い の が プ ロジ ェク トチ ー ムへ の要

員 の割 り当 てで あ る。 この仕 事 は プ ロジ ェク トの 個 々の フ ェーズ で 必要 と

され るス キル を決 定 す る こ とか ら始 ま る こ とに な る。

シス テ ム分 析 に 必要 とな るス キルは 次 の よ うな もので あ る・

。 調 査 を す る ス キ ル ーデ 一 夕を集 めた り、 シス テ ムの テス トを した り

す るの に 必要 とな る・

。 ものを 書 くス キ ルー 進捗 報 告 書 を書 い た り、 文 書 を準 備 した り、 シ

ス テ ムの概 念 を ユー ザ ー に 宣伝 した りす るの に 必要 とな る・

o分 析 をす る ス キ ルー シス テ ム要 件 を ま とめ るの に必要 となる・

。 創造 す る ス キ ル ー詳細 な シス テ ム 設計 に必 要 とな る・

プ ログ ラ ミング に必 要 とな るス キルは 次 の よ うな もの で あ るo

so分 析 をす る ス キル ー シス テ ム仕 様 を理 解 す るの に必要 とな る・

。 創 造 す るス キ ルー ロ ジ ック を作 り出す の に 必要 とな る。

○ 調 査 をす る能 力 ー デ パ ソク を行 な うの に必 要 とな る。

これ以 外 に特 定 の プ ロジ ェク トにお い ては プ ログ ラマー には あ る経 験 が

要 求 され る こ とが ある。そ れは あ るハ ー ドウ ェア、 言 語、 オペ レー テ ィ ン

グ シス テ ム、 ソフ トウ ェア パ ッケー ジあ るい はそ れ らの ア プ リケー シ ョン

な どにつ い ての経 験 で あ る。

個 々の タス クが特 定 の要 員 を必要 とす る とい う より もあ る特 定 のス キル

の組 合 わ され た グ ルー プ を必要 と してい る とい う形 で要 員 を活用 す る とい
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う 自由 度 を もたせ る こ とが で き る・ 例 え ば ユー ザ ー部 門 の要 員は デ ー タを

集 め た り、 シス テ ムテス トの結果 を見 た りす る こ とが で きる し、 ある ブ ・

グ ラマー は特 定 の プ ログ ラム を組 む よ り もデバ ック をす る方 が適 して い る

とい っ た こ とが あ る。

これ らの調 整 をす る為 に は、R&D担 当 の マ ネ ジメ ン トに ユー ザー 部 門

とDP部 門の要 員 のス キル のサ マ リー レ ポー トを利用 可 能 に して くれ る こ

とを要求 す る こ とに な る。 大規 模 なシ ス テ ム開発 の場 合 に は、 ス キ ル ズ イ

ンペ ン トリー が正 式 に設定 され るが、 普 通 は要 員 の見直 しを行な うプロセス

でそ の内容 を更 新 す る とい うこ とに よっ て非公 式 にス キル ズ イ ンベ ン トリ

ー が行 なわ れ る こ とが 多 い・

ス キル マ トリ ックス の例 が図1-6に 示 さ れ て い る・ これは例 と して示

した だけ で あ って、 マ トリックス の 内容 は 各 社 の機械 、 ソ フ トウェア、 ア

プ リケー シ ョン ある いは ス タ ソフの特 性 に応 じて書 きか え る こ とが 必要 で

あ る。 これ らの マ トリ ソクス はDP部 門 の個 々の 仕 事 の機 能 ご とに 開発 さ

れ るべ きで あるo

この マ ト リックス の中 に個 々の メン バー の ス キル を リス トす る場 合 には

単 に"あ る"、"な し"と い う形 で 書 き こむ ことが望 ま しい。 さ らに簡 単

に して、 対 応 す る ス キ ル を もっ てい るか ある いは 能 力 を もってい る場 合 に

だけ"あ る"を 入 れ て、 そ の他 の と ころは ブ ランク に してお くこ と もで き

る・ こ の よ うにす れば、 特 定 の プ ロ ジ ェク トに対 す るス タ ッフを選 ぶ の が

非 常 に簡単 に な る か らで ある。

図1-7に 示 して あ る書式 は プ ロ ジ ェク トチー ムの メンバ ー を選 び 出す

と きに使 うもの で ある。1行 目に必要 とさ れ る ス キル や特 性 が書 き込 まれ

る・ こ こに書 き込 まれ る項 目は 仕 事 の 種類 が異 な って くれ ば、 そ の 内容 は
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変 わ って くる。 例 え ば、 シス テ ムア ナ リス トに とっては、 同 じよ うな ア プ

リケー シ ョン を前 に経 験 して い る こ とが 重要 で ある、 しか しプ ログ ラ ミン

グ言 語 に つ い ての知 識 は プ ログ ラマ ー に必要 で あるけれ ど も、 シス テ ム ア

ナ リス トには 必要 で な いo

名 前 の欄 には現 在 フ リー で あっ て選 択 す る こ との で きる要 員 を並べ る わ

け で あ るけ れ ど も、 も しそ の プ ロ ジ ェク トの優 先 順位 が高 け れ ば、 そ の他

の プ ロジ ェク トで働 い てい る要 員 も並 べ る こ とに な る。 並 ん だ要 因 に つ い

て、 ス キ ル マ ト リックス の"あ る"、"な い"を 得点 の1、0に 変 換 して

選択 マ トリ ックス の対 応 す る列 に入 れ る。 ある いは そ の プ ロジ ェク トに特

に重要 で あ る もの が あれ ば 重 み づ け を して0か ら10ま で の数 字 を入 れ る

こ とに な る・例 え ば プ ログ ラマ ー がそ の言 語 を知 って い る こ とが大 変 重要

で あれ ば、 そ れ を知 っ てい る要 員 には10点 、知 らな い要 員 に は0点 を与

え る こ とに な る。 そ して この得 点 を た して もっ と も高 い得 点 を もっ て い る

要 員 を選 ぶ こ とに な る・ また も し2人 以上 の要 員 が 必要 で あれ ば、2番 目、

3番 目 と点 数 の 高 い方 か ら要 員 を 選ん でい く。

もっ と も重要 なス キ ルは プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ メン トで あ り、 そ の3つ

の 主要 な特 性 は 次 の もの で あ る。

O監 督 の経 験 と能 力

oそ の プ ロジ ェク トで使 わ れ る設 備 に つ い て のR&Dの 経 験

Oア プ リケー シ ョンにつ い て の知 識

これ らのス キル は と くに定 量 化 しに くい もの で あ り、 そ れ ゆ えに プ ロ ジ

ェク ト ・マ ネ ジ ャー も しくは チー ム リー ダ7を 選 ぶ のは とか く主観 的 に な

り易 い。 そ こで選 択 の候 補 者 につ い て個 々 のス キル が弱 い場 合 には"W"、

強 い場 合 に は"s"を つ け て分類 す る と、 次の よ うな選 択 テ ー ブル をつ く
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る こ と が で き る 。

要 因 1

候

2 3

補

4

者

5 6 7 8

監督経 験 WWWW S S S S

設 備 経 験 WW S S WW S S

アプリケ ションの知識W S W S W SW S

このテ ー ブル で いえ る こ とは、1番 目の候補 者は ま った く適 して お らず 、

8番 目の候 補 者 が もっ と も良 い とい うこ と位 で ある。 この 間 の候 補 者 につ

いて は、 どのス キル が もっ と も必要 で あ るか、 あるいは どの ス キ ル で あれ

ば 短期 間 に訓 練 す る こ とが で き るか な どを考 慮 して選 ぶ こ とに な る・

バ ック ア ップ要 員 の選 択 は注 意 を要 す る。 最 初は プ ロジ ェク トチー ムの

メ ンバー を選 ぶ 時点 で、DPマ ネ ジ ャー は 少 な くとも、 緊急 の場 合 に チー

ム の メ ン バー とい っ し ょに な って働 くこ との で きる要員 を指 名 してお く必

要 が あ る。

も し部 門 の 中 に バ ック ア ップ と して働 け る よ うな要 員 が い ない場 合 に は、

必 要 に応 じて使 え る よ うな余 分 の要 員 を訓 練 す る こ とを考 慮 しなけ れ ば な

らな い。 も し要 求 され るス キル を もっ た要 員 が い なけ れ ば、 チー ム メ ンバ

ー の 中 の だれ か にそ の ス キル の教 育 をす る こ とに な る し
、 優秀 な マ ネ ジ ャ

ー で あれ ばそ の教 育 グ ルー プの 中 に余 分 の要 員 を入 れ てお くで あろ う・

特 に重 要 な プ ロ ジ ェク トに お い ては、 教 育 中 の要 員 を チー ムの メン バー

とす る こ と もあ る・彼 らは 緊急 な事 態 に な らな い限 り特 別 な仕 事 をす る わ

け で は な いが、 必要 とあれ ば、 す ぐに 仕 事 に か か れ る よ づに、 チー ム の進

行 状 況 や文 書 の保 持 な どに いつ で も気 を くば っ て い る・
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この パ ンクア ッ プ要 員 を含 ませ る こ との コス トの妥当 性 は容 易 に解 決 す

る 。 す なわ ち、 そ の プ ロジ ェク トの遅 れ に よる コス トと教 育 中 の要 員 の コ

ス トに加 え る こ との 緊急 時 に、 そ れ らの要 員 を使 え る こ とに よ る コス トと

が バ ラ ンスす れ ば よいわ け で ある。

以 上 をま とめ る と次 の様 に な る。

要員 の配 置 で は 次 の3つ のス テ ップ を踏 む ことに な るo

o個 々の仕 事 の レベ ルで要 求 され るス キル を明確 にす る。

○ ス キル マ トリ ックス を作 成 し、 保 全 す る。

O個 々の プ ロジ ェク トにつ い て、 ス キル マ トリックス に よって要 員 を

選択 す る。

上2つ の タス クは特 定 の プ ロ ジ ェク トに よる とい う種 類 の もの では な く

て、・DPマ ネ ジ ャー が人 事 部 門 と協 力 して行 な うべき もので ある。最後 の要

員 の選 択 と割 り当 てで はス キ ル マ トリ ックス とそ の プ ロジ ェク トで特 に必

要 とな るス キル の リス トとを活 用 す る。

1.2.5.ス ケ ジ ュー リン グ

仕 事 を達 成 す る ため に どれ だ けの マン パ ワー あ る いは どれ だ け の延 べ人

数 がい る か とい うこ とを決 定 す る推定 は ス ケ ジュー リン グに 先 だ っ て行 な

わ れ るoス ケ ジ ュー リン グの 目標 は 仕 事 を達 成 す る ま で に どれ だ け の時 間

が か か るか を決 定 す る こ とで あ る・ そ こで スケ ジュー リング を行 な う為 には、

テ ス トの為 に利 用 で きる コ ン ピ ュー タ時 間、 ユー ザ ー部 門の要 員 を使 える

時 間、 管 理 やそ の他 の仕 事 に 費やす時間な どについて明確 に決 め る必 要が あ

る。 次 に個 々の プ ロジ ェク トタス ク につ い て の 目標 完 了 日を示 す 時 間表 す

な わ ちス ケ ジ ュー ルが 作 られ る・

よ く見 られ る プ ロ ジ ェク トの完 了 日の遅 れ の多 くは適 切 なス ケ ジ ュー リ
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ン グ 手 法 を使 う こ と に よっ て な くす こ とが で き る ・ 正 確 な ス ケ ジ ュ ー リ ン

グ と い うの は 正 確 な 推 定 を 意 味 して い る の で は な くて 、 利 用 可 能 な要 員 や

設 備 や 見 落 さ れ が ち な 要 因 に 十 分 な 注 意 を は ら っ た り、 行 な わ れ る べ き事

象 の 順 序 を 示 し た りす る こ と を意 味 して い る。 例 と して 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ

担 当 の マ ネ ジ ャ ー が も っ と も経 験 の 浅 い プ ・グ ラ マ ー に そ の シ ス テ ム の 中

で も っ と もや さ しい プ ロ グ ラ ム を 割 り 当 て た と し よ う。 これ は 当 然 の ご と

で あ る よ う に 思 え る が、 プ ロ ジ ェ ク トに と っ て は 重 大 な ミス が あ る。 と い

うの は そ の マ ネ ジ ャー が2つ の 要 因 を 見 落 して い る か ら で あ る 。 最 初 の要

因 は 、 こ の"や さ しい"プ ロ グ ラ ム が 完 了 日 に 間 に 合 わ せ る為 の キ ー ポ イ

ン トで あ る こ と で あ る ・ とい うの は も し この プ ロ グ ラ ム が 間 に 合 わ な け れ

ば 、 全 体 の プ ・ ジ ェク トが そ れ を待 つ こ とに な る か らで あ る・ も う1つ の

要 因 は そ の プ ロ グ ラマ ー に 余 裕 の な い こ とで あ る。 そ の マ ネ ジ ャ ー が そ の

プ ロ グ ラ ム に1ヵ 月 か か る も の で あ る と推 定 した とす れ ば 、 彼 は そ の プ ロ

グ ラ マ ー に 完 了 日は ち ょ う ど1ヵ 月 前 に そ の プ ロ グ ラ ム を渡 す こ と に な る。

結 果 は 、 そ の プ ロ グ ラ ム が 毎 日 遅 れ て い っ て 、 プ ロ ジ ェ ク トの す べ て の メ

ン バ ー が 何 も し な い で 待 っ て い る と い う こ とに な る。 こ れ の 解 決 策 は こ れ

らの 要 素 を 明 確 に し、 そ れ らに ス ケ ジ ュ ー ル 上 で 余 裕 を与 え る こ と で あ ろ

う。 これ を 達 成 す る為 の 手 法 に は い ろ い ろ な もの が あ る・

よ く知 られ て い るス ケ ジ ュ'一 ル の 種 類 に 次 の4つ が あ る。

○ マ イ ル ス}・ 一 ン チ ャ ー ト(milestonechart)

oウ ォ ー ル チ ャ ー ト(wallchart)

oガ ン トチ ャ ー ト(Ganttchart)

oネ ッ トワ ー ク(networks)

こ れ らの 手 法 の 利 点 と欠 点 は 以 下 に 述 べ る 。DPマ ネ ジ ャ ー は 、 環 境 や

M-49



プ ロ グ ラ ム:

フ廿クラマ ー:

)

月 ・ ～～

日 付

12345678910111213141516171819202122232425262728

プ ログ ラ ム の

定 義

1/て)フ ォーマット

ー"一

ア イ ア ー ル

フローチ ャー ト

コ ー デ ィン グ

テス ト・デー タ

テ ス ト

文 書 化

一

ミ

`

タス クの
o■八 一 セ ンテ ー シ ～

)

完了した
o-■

ハ ー セ ン ァ ー シ .

{
～

～

図1-8 ガ ン トチ ャー トの 例
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ワー ク ロー ドに見合 うよ うな もの を選 び それ らを さ らに修 正 して使 うべ き

で あ るoま た短 期 間 も し くは さ して重要 で な い プ ロジ ェク トでは よ りや さ

しい もの を好 む もの で あ る・

Aマ イ ルス トー ンチ ャー ト

もっ と も単 純 で も っ と も使 い やす い もの が この マイ ルス トー ン チ ャー

トで ある・ チー ムの メ ンバ ー 一人 一人 に1ペ ー ジが与 え られ、 そ こに彼

が 達成 しな けれ ば な らない タス ク とそ の 推定 時 間 と 目標 完 了 日が書 きこ

ま れ る。 そ して実 際 の完 了 日 とコ メン トを書 き こむ欄 を用 意 して お くこ

と。 この種 のス ケ ジ ュー ルの 欠点 は 他 の 仕 事 と相 互 に関 連 す る こ とを表

現 で きな い こ とで あ る。

Bウ ォー ル チ ャー ト

非 常 に 多 くの種 類 の ウ ォー ル チ ャー トが売 り出 され て い る・ こ こでは

詳 し くふ れ な い ことに す る。 とい うの は そ の 書 式は一 つ一 つ が ま っ た く

異 な って い るか らで あ る。 ウォー ル チ ャー トの利 点 は わ か りや す く、 読

み 易 く、 簡単 に変 更 が で きる ことで あ る・ しか しなが らこれ は他 の手 法

'に 比 べ て 高 い もので あ り
、 そ の価 値 は まだ 証 明 され て い る とは い え な い・

Cガ ン トチ ャー ト

ガ ン トチ ャー トは マ イルス トー ンチ ャー トを図式 化 した もの で例 を図

1-8に 示す ・ 一 行 目は 日付 が 記入 され 、1列 目には達 成 され なけ れ ば

な らな い タス クが 記 入 さ れ る・ あ る 日まで に完 成 され た 個 々の タス クの

パー セ ンテ ー ジが 最 後 の行 に書 き こまれ る。 タス ク の進行 状況 が 日付 と

対 応 づけ られ て この チ ャー トに書 きこまれ る。 この ガ ン トチ ャー トは 読

み易 い し更 新 は容 易 で あ るが 、 標 準的 な手 法 とす るの には 少 々複 雑 す ぎ

るか も知 れ な い。 さ らに この チ ャー トで も仕 事 の 相互 関係 が 十分 に表 現
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され て い る とは い え な い。

Dネ ッ トワー ク

ネ ッ トワー ク手 法 を使 え ば、 今 ま での手 法 で欠点 と して あげ て きた仕

事 の相 互 関係 を うま く表 現 す る こ とが 可能 で あ る。PERTは この ネ ッ

トワー ク手法 の 中 で も特 に 有 名 な もの で あ って、 プ ロ ジ ェク トで の イベ

ン トの相 互 関係 を表 わす の に最 も適 した手 法 で あ る・PERTに つ い て

は す で に多 くの文 献 等 で紹 介 さ れ て い るの で こ こで はそ の内 容 に は ふれ

ない こ とにす る。

PERTは 単 にス ケ ジ ュー ル に役 立 つ と い うだ け でな くて、 リソー ス

ア ロケー シ ョンに も活 用 す る ことが で きる・

ネ ッ トワー ク手 法 を他 の手 法 と比 べ てみ た場 合 の利点 は、

o細 か い と ころ まで注 意 をむ け させ る。

○ 論 理 的 な計画 を立 て る こ とが で きる。

○ 見落 しの危険 を へ らす 。

○ そ れ 自体 が よい コ ミュニ ケー シ ョン の道 具 とな る・

な どで あ り、 それ と反 対 に欠 点 は

○ 時 間 が かか るO

o訂 正 す るのが む ず か しい。

。 期 待 され る完 了 日 と実際 の完 了 日を比 較 す る とい う問 題 を生 じる。

な どが あ る0

1.2.6.テ ス トのス ケ ジ ュー リン グ とそ の管 理

ス ケ ジュー リング を行 な うときにもっ とも重要 で あ り、 しば しば 忘 られ が

ちな と ころが テ ス トの ス ケ ジ ュー ル とそ の管 理 で あ る。 テ ス トのス ケ ジ ュ

ー ル は シス テ ム 開発 の総 括的 な毎 分 で あ り、 シス テ ム開発 全般 に責任 を持
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っ て い る人 に よ っ て 準 備 さ れ る べ き もの で あ る○ テ ス トの ス ケ ジ ュー ル に

は 次 の3つ の 目 的 が あ る 。

○ これ に よ っ て プ ロ グ ラ マ ー と シ ス テ ム ア ナ リス トの 両 者 に 、 デ ス ト

を行 な う時 間 表 を 提 供 す る 。

○ これ は 、 マ ネ ジ メ ン トが そ の プ ロ ジ ェ ク トの 進 捗 状 況 を判 定 す る ガ

イ ドとな るo

Oこ れ を もとに して、 必要 な設備 と ともに運 営 要 員 を配 置 す る。

テ ス トス ケ ジ ュー ル には どれ位 の コ ン ピュー タ時 間 が必要 とな るか とい う

推定 値 は含 まれ てい るべ きで あ るが、 この値 は 実際 と比較 しな が ら修 正 し

て い くべ きで あ る・

1)チ ェ ック ポ イ ン ト

テ ス ト計 画 が立 て られ た な らば、 テス トの進行 状況 を検 査 す る為 の チ

ェ ック ポイ ン トが選 ば れ な けれ ば な らない。 チ ェ ック ポ イ ン トは特 定 の

時 間 間 隔 も し くは プ ロ ジ ェク ト開発 の マ イルス トー ン ご とに 設定 さ れ る。

図1-9に 示 され て い る テス ト計 画 の為 の チ ェ ック ポ イ ン トは 有 効 で あ

る ことが 実証 され て い る。 プ ログ ラマ ー以外 の要 員 に よる プ ログ ラ ムテ

ス トは 必要 で ない け れ ど も、 テス トが客 観的 に行 なわ れ 、 文 書 のテ ス ト

を 行 な え る よ うに してや る こ とが必 要 で あ る。

プ プ ログ ラ ム テ ス ト

A

B

C

D

E

あ る プ ロ グ ラ ム の テ ス トの 責 任 を もっ て い る の は だ れ か?

テ ス トに は どの デ ー タが 必 要 か?

イ ン プ ッ トデ ー タ は 現 実 と合 っ て い る の か?

ど ん な リ ソー ス が 必 要 か?

他 の プ ロ グ ラ ム と同 時 に テ ス トさ れ る プ ログ ラ ム か?
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Fど ん な ア ウ トプ ッ トが期 待 さ れ るか?

Gテ ス ト結果 の見通 しの 責任 は だれ にあ る のか?

統 括 プ ログ ラ ムテス ト

A伺 本 の プ ログ ラムが 含 ま れ る か?

Bプ ログ ラムパ ッケー ジの テス トの 責任 は だ れ に あ るの か?

Cテ ス トに必要 な デー タは 何 か?

Dテ ス ト結果 の 見通 しの責任 は だれ に あ るの か?

●

芦

シス テ ムテ ス ト.

Aシ ス テ ムの ど こで デー タが入 力 され るの か?

Bテ ス トに必要 なデ ー タは何 か?

Cど の 部 分 で は シ ミュ レー シ ョンテ ス トを行 い、 どの部 分

では 現 実 のテス トを行 な うのか?

Dど こに チ ェック ポ イ ン トを設 定 す るか?

E移 行 の坊 法 は どの よ うに す るか?

Fテ ス ト結果 の見 通 しの 責任 は だれ に あ るの か?

図1-9テ ス ト計 画 の チ ェ ッ ク リス ト

もっ と も注 意 を払 わ なけ れ ば な らな い のは 品質管 理 で あ る。 品 質管 理

は 次 の3つ の点 を もとに して行 な う。

oテ ス トの適 合 性

○ スル ー ネス(thoroughness)

○ 必要 とな る リソー ス

次 の よ うな点 につ い ての標 準 を設 定 す べ きで ある。

○ 使用 され るデ ー タの種類
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●

φ

○ イ ン プ ッ トとア ウ トプ ッ トの制 限

。 テス トの規 定(す な わ ちテス トに使 わ れ る材料 、 テス トを順序 づ

け る手 順 な ど)

oテ ス トの分 析(す なわ ちデ バ ック技 術、 特別 の診 断 ル ー チ ンな ど)

プ ログ ラ ム とシス テ ムテ ス トに お け る もっ とも重要 な チ ェ ック ポ イ ン

トは テ ス ト計 画 の完 了 日で あ る。 シス テ ムテ ス ト計 画 の 内容 が 図1-10

に示 して あ る。 責 任 の範 囲 とテ ス トの管理 が このテ ス トブ ラ ンに詳 し く

述 べ られ て い る ことに注 意 して ほ しい ・

1.0一 般 的 な 情 報

1.1表 紙

1.2目 次

1.3

1.4参 照 項 目

2.0一 般 的 な テ ス トの 構 造

2.1テ ス トの 目的

2.2責 任 の 範 囲

3.0一 般 的 な テ ス トの管 理

●

4.0

3,1

3.2

3.3

イ ン プ ッ トの管 理

処理 の管理

ア ウ トプ ッ トの管 理

一 般 的 なテス トの手 順

4.1

4.2

4.3

4.4

テ ス トの約 束

テ ス ト結果 の処 置

テ ス ト結果 の文 書 化

テ ス ト結果 の分 析
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5.0テ ス ト の ス ケ ジ ュ ー ル

5.1テ ス ト の 順 序

5.2テ ス ト の 数 と 頻 度

6.0テ ス トー ケ ー ス1

6.1必 要 な リ ソ ー ス

6.2・ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン と フ ァ イ ル の 例

6.3期 待 さ れ る ア ウ ト プ ソ ト と フ ァ イ ル の 例

6.4テ ス ト の 手 順

■

図1-10シ ス テ ム テ ス ト計 画

2)プ ログ ラム テス トの計 画

プ ・グ ラムテス ト計 画 が 図1-11に 示 して あ る・ これ を前 もって準

備 して おけ ば、R&D担 当 の マ ネ ジ メ ン トがそ の 内容 を調 べ、 進捗 状 況

を報告 す る ことが で きる・

エ ラー が見 つ か っ た ら、 そ の内容 を訂 正 す る とと もに テス トは最 初 か

ら行 なわ れ るべ きで ある・ とい うのは そ の 修 正が そ れ まで の モ ジ ュー ル

に影 響 を与 え ない こ とを確 か め る必要 が あ るか らで あ る・ テ ス ト計画 の

修 正は 必要 に応 じて た び た び行 な うべ きで あ る。

進行 状況 の報 告 は ス ケ ジ ュー ル と密 接 に関連 して い る。 ス ケ ジ ュー ル

が作 成 され た 時点 で、 現 実 との比 較 を し、 そ の評価 をす る こ とが で きる

よ うな形 で進行 状況 の記 録 が とれ る よ うに して お くこ とは 重 要 な こ とで

あ るoこ の報告 と監 査 につ い て は 次 の とこ ろでふ れ る こ とにす る。

■
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1.o－ 般 的 な 情 報

1.1プ ロ ジ ェ ク ト番 号

1.2プ ロ ジ ェ ク ト名

1.3プ ロ グ ラ ム 番 号

1.4プ ロ グ ラ ム 名

1.5プ ロ グ ラ マ ー

L6テ ス トの総 回 数 の期 待 値

2.0テ ス ト ー ケ ー ス1

2.1ロ ジ ッ ク テ ス ト番 号

2.2目 的

2.3テ ス トの 回 数 の期 待 値

2.4個 々 の テ ス トの 結=果

図1-11プ ロ グ ラ ム テ ス ト計 画

●

●

1.2.7.進 捗報 告

プ ロ ジ ェク ト計 画 に対 す る プ ロ ジ ェク トの 進行 状 況 を評価 す る能 力 こそ

プ ロ ジ ェク ト ・コ ン トロー ル のか な め で あ る・ しか し進行 状 況 の評 価 は 正

確 な か つ時 を得 た 進捗 デ ー タの収 集 と報 告 に よる と ころが 大 きい・

・進 捗 報 告 の主要 な要 因 は 次 の3つ で あ ろ う
o

oチ ェ ック ポ イ ン トの指定

o進 行 状況 の記 録

○ トラブ ル報 告 書

1)進 捗 報 告 の チ ェ ックポ イ ン ト

進行 状況 の チ ェ ック ポ イ ン トの 設定 は プ ロジ ェク ト計 画 の段 階 で、

DPマ ネ ジ ャー とプ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ ャーが協力 して これ を行 な う。 進
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行 状 況 の チ ェ ッ ク ポ イ ン トの 中 に 最 低 これ だ け は 含 ま れ て い な け れ ば い

け な い とい う項 目の リス トを 図1-12に 示 す 。 チ ェ ッ ク ポ イ ン トの 数

と い うの は プ ロ ジ ェ ク トの 大 き さ に範 囲 に よっ て 多 く して い く こ とに な

るo,

●

亀

1
.

2

3

4

5

6

7

8

9

α1

シス テ ム研 究 の 終了

シス テ ム分 析 の 終了

シス テ ム設 計 の終 了

コー デ ィン グ と コン パ イル

初 期 の プ ログ ラ ムテス ト

最 終 の プ ログ ラ ムテ ス ト

シス テ ムテ ス ト計 画 の完 了

シス テ ム テス トー 中間 監査

シス テ ムテス トの 終了

移 行 に先 立 つ 準 備 の終 了

図1-12進 捗 報 告 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

シス テ ム の 設 置 ご と に ま た プ ロ ジ ェ ク トご と に そ こで の 状 況 とい う も

の は 変 わ っ て く る か ら、 チ ェ ッ ク ポ イ ン トの 設 定 に あ た っ て は 、 効 果 的

な プ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン ト ロー ル を す る の に 十 分 な 細 か さ で チ ェ ッ ク ポ イ

ン トの 間 隔 を 設 定 す る こ と が 重 要 な こ とに な っ て くるoこ の 間 隔 に つ い

て の ル ー ル の一 つ は 、 少 な く と も一 ヵ 月 に一 度 の チ ェ ッ ク ポ イ ン トは 必

要 で あ る、 と い うの が あ るo重 要 な プ ロ ジ ェク トで は2週 間 ご と あ る い

は3週 間 ご と とい う の が 望 ま しい で あ ろ う・

も う一 つ の ル ー ル と して は、 約15人 週 に1回 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト
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を設 定 す る、 とい うの が あ る。 これ に よれ ば、5人 の プ ロジ ェク トでは

3週 間 ご とに チ ェ ック ポ イ ン トを設 け る こ とに な り、5人 以 上 の プ ロジ

ェク トで あれ ば、 少 な くと も二 週 間 に一 度 は チ ェ ック ポ イ ン トを設 け な

け れ ば な らな い こ とにな る。 チ ェ ソクポ ィン トの分 割 は 、 各 フ ェー ズに

割 り当 て られ た要 員 の数 に従 っ てプ ロジ ェク トの い ろ い ろ な フ ェーズ で

調整 さ れ る こ とに な る・ プ ロジ ェク トが最 初 か らつ まず いた り した ら、

さ らに細 かい チ ェ ックポ イ ン トがス ケ ジ ュー ル に組 み込 まれ るべ きで あ

るo

ス ケ ジ ュー ル が変 更 され た ら、 進捗 報告 の 中 でそ の 日 を明確 にす べ き

で あ る。 チー ム の メ ンバ ー 一人 一人 が個 々の チ ェ ック ポ イ ン トの存在 を

認 識 し、 そ こで彼 に何 が期 待 され て い るか をは っ き り理 解 す る必要 が あ

る0

2)進 行 状 況 の記 録

報告 書 は個 々の チー ム メン バー(す なわ ち プ ログ ラマ ー とシス テ ム ア

ナ リス ト)か らプ ロジ ェグ ト ・マネ ジ ャー の と ころ に行 き、 そ れ か ら

DPマ ネ ジャー の ところ に行 くとい うの が普 通 で あ る・ プ ・ジ ェク トの

記 録 を とる とい う仕 事 は、 も し個 々の メンバ ー の報 告 の責 任 が 明確 に さ

れ て い なか った り、 強 要 され てい なか った りす る と、 あい まい な もの に

な りが ち で あ る。

"正 確 な"報 告 の必要 性 とい う点 に重 きが 齢か れ るべ きで あ る
・ プ ロ

グ ラムが"go%完 了 した"と い う報告 が 出さ れ る よ うな状 況 は極 力 避

け る必要 が あ る・ この達 成 す る方法 と して は、 個 々の メ ンバ ー に割 りあ

て られ た タス ク を完 了 さ せ る為 に は あ とどれ だ け の 時間 が 必要 で あ るか

推定 させ る方 法 が あ るoこ の推定 法 は完 了 した パ ー セ ンテー ジの推定 よ
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りも信 頼 で き る とい う こ とが わ か っ てい る。 も し完 了 した割合 が 必要 で

あれば 次 の よ うに算 定 す れ ば よい。

今 日まで の 消費 時間

今 日ま で の 消費 時 間+完 了 まで の推 定 時 間

進行 状況 の記 録 と して は次 の3つ の文 書 が よい で あろ う。

Oチ ェ ック ポ イ ン トのス ケ ジ ュー ル

○ メン バー ご との時 間 要約

O公 式 な進捗 報 告 書

3)チ ェ ソク ボ イ ン トのス ケ ジ ュール

前 に述 べ たチ ェ ック ポ イ ン トの ス ケジ ュー ル は進捗 報 告 書 に もとつ い

て、 そ れぞ れ の チ ェ ソク ポ イ ン トで更 新 さ れ るべ きで あ る・ もちろ ん、

全 体的 なス ケ ジ ュー ル も同 じ よ うに してチ ェ ック ポ イ ン トの ところ で調

査 さ れ るべ きで あ る。 ま た タス ク の期 待完 了 日が 修 正 さ れ るに つ れ て対

応 す るチ ェ ック ポ イ ン トの 日付 も更 新 され る こ とに な る・ この 仕 事 は

DPマ ネ ジ ャー も し くは プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ ャー に よって な され る こ

とに な るが 、 も し後 者 で あ る場 合 に はDPマ ネ ジ ャー の 承認 を受 け なけ

れ ば な らない 。

4)メ ンバー ご との 時 間要 約

この 時間 要約 は タス ク ご と、 チー ム メンバ ー ご との実 際 の 消費 時 間 を

示 して い る もの で あ る。 この文 書 は現在 使 って い る タイ ム シー トに 必要

に応 じて 修正 を加 えた もの で十 分 で ある。 この報 告 書 は過密 、2週 間毎 、

1ヵ 月毎 位 に 出 され る・ まわ りの 状況 に特 別 な もの が な けれ ば、 これ は

少 な くと も1ヵ 月 に一 度 は提 出 され るべ きで あ る・

チー ムの メン バー ごと に提 出 され る時間 要 約 を も とに して、 プ ロジ ェ
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ク トマネ ジ ャーは 彼 自身 の進捗 報 告 書 を準 備 す る。 この 進捗 報 告 書 は 個

個 のチ ェ ック ポ イ ン トで準 備 さ れ るべ きで ある。 この報 告 書 に は作 業 の

内 容、 所 定 の人 ・日 とお金 の 推定 値 、 累積 値 、完 了 日の予 測 な どが 含 ま

れ る・ さ らに この報 告 書 の 中 に は この報告 期 間に起 こった問題が物語風 に

書 き込 まれ る と同時 に、 前 の報 告 書 で述 べ られ た 問題 の結 果 が報 告 され

る。 ま た プ ロジ ェク トマ ネ ジ ャー は報 告 した問題 点 に対 して どの よ うな

ア ク シ ョン を と って い るか を明 確 に しな けれ ば な らないo

ま とめ てみ る と、 ま ず一 定期 間 ご とに チー ム メ ンバ ー に よって 時 間要

約 が 進捗 記 録 と して準 備 され る。 これ を も とに して プ ロ ジ ェク トマ ネ ジ

ャ ーが 進 捗報 告 書 を準 備 す る・ そ して プ ロジ ェク ト ・ス ケ ジ ュー ル と対

応 す るチ ェ ック ポ イン トのス ケ ジ ュー ル が 進 捗状 況 に見 合 う ように調 整

され る0

5)ト ラブ ル報 告 書

プ ロ ジ ェク ト ・コン トロー ル シス テ ムの一 つの 目標 は、 潜 在 的 に あ る

トラブ ルが ひ どい状 態 に な らな い前 に そ れ に光 を あて る こ とで あ る・ チ

ェ ック ポ イ ン トを細 か に設定 す る こ とと、 進 捗報 告 書 を細 か に分 析 す る

こ とが これ に対 す る キー ポ イ ン トとな るが、 そ れ に加 え て、 これ らの 問

題 を報 告 す る何 らか の 非公 式 な手続 き を設 け る こ とは 有効 で あ る。 プ ロ

ジ ェク トチー ム の各 メ ンバ ー は 自分 に割 り当 て られ た タス クの完 了 に は

気 を配 って は い るが、 それ 以 上 に すべ て の要 員 が プ ・ ジ ェク トの全 体 的

な成功 に 責任 が あ る こ とを忘 れ が ちで あ る。 もし この態 度 が適 切 に心 に

い だ か れ て いれ ば、 いず れ の メ ンバ ー も彼 が起 こ りそ うで あ る と考 え る

問題 を プ ロ ジ ェク トマ ネ ジ ャー に報 告 す る こ とに な るo例 え ば、 も しプ

ログ ラマ ーが 最 初 推定 され た 時間 内 で ブ ロ ックダ イア グ ラムを書 くこ と
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が 不 可能 で あ ると考 え た ときに は、 プ ロジ ェク トマ ネ ジ ャー に対 して コ

ー デ ィ ングが計 画通 りには 終 わ らない ことを報告 すべ き であ る
。 逆 に ロジ

ック の設 計 を十分 時 間 をか け て お こなえ ば、 コー デ ィン グの 時間 を減 ら

す こ とが で きるで あろ う。 プ ロジ 干 ク トマ ネ ジ ャー はス ケ ジ ュー ルの調

整 に あ た っ て、 これ らの コ メ ン トを考 慮 に入 れ るべ きで あ る。

しか しなが ら良 い報 告 書 が唯 一 の重要 な要 因 では ない ・ マ ネ ジ ャー は

この報 告 書 を 分 析 しコン トロー ル サ イ クル を完 了 させ る為 に適 切 な手 を

打 て る よ うに す べ きで あ る。

1.2.8.監 査 と進捗 分 析

プ ロジ ェク ト計 画 の一 端 と して、 プ ロジ ェク ト ・マネ ジ ャー とDPマ ネ

ジ ャー の行 なわ な け れ ば な らな い仕 事 は、 どん な チ ェ ック ポ イ ン トが必要

で あ るか とい うこ とだけ で は な くて、 どん な点 を だれ がそ れぞ れ の チ ェ ッ

ク ポ イン トで監 査 すべ きか を決 め る ことで あ る。 目標 は 問題 が 大 き くな ら

な い 内 にそ こに光 を あて る こ とで あ る とい つ で も心 に描 い てい るべ きで あ

る0

1)進 捗 の監 査

図1-13は 、 チ ェ ックポ イ ン トで の監 査、 責任 、分 析 につ い ての提

案等 を含 ん だ監 査 と管理 の ガ イ ドで あ る○

この チ ェ ック ポ イ ン ト ・リス トの 使用 例 と して"研 究 の終 了"と い う

チ ェ ック ポ イ ン トを考 え てみ よ う。 この リス トに よれ ば、DPマ ネ ジメ

ン トと同様 に ユー ザ ー部 門の マ ネ ジメ ン トが監 査 に参加 すべ きで あ る。

監 査 の方 法 は注 意 深 く考慮 され るべ きで あ る。 例 えば、 研究 の終 了 を監

査 す る一 つ の方 法 は、 この リス トに述 べ られ て い る よ うに、 注意 深 く研

究 レ ポー トを読 む こ とで あ る。 これ は 明 らか に十 分 で は あ るが、 しば し
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ば 失敗 す る こ とが あ る・ も しこの時 点 での監 査 が何 らか の意 味 を もっ て

い るな らば、 監 査 に責任 を もっ てい る部 門 に よってそ の報 告 書 が読 ま れ、

理 解 され、 質 問 さ れ るべ きで あ る。
`

この監 査 の ガ イ ドに は特 に注 意 を払 うべ き項 目が リス トされ て い る。

例 えば 研究 の終 了 とい うチ ェ ソク ボ イン トに おけ る これ らの 項 目の一 つ

に"現 在 の シス テ ムの ま とめへ の ユーザ ー の参加"が あ る。監 査 が適 切

に行 なわ れ な い と、 これ らの項 目は 重大 な 問題 を引 き起 こ し、 多大 な 支

出 を強 い られ る こ とに な ろ う・

起 こ りが ちな問 題 と リス トされ て い る もの は、 ほ ん と うに よ く起 こ る。

詳細 を不十 分 なま ま にす る、 あ るい は不正 確 に して しま う とい うの は シ

ス テ ム開発 の この段 階 に おけ る共通 問 題 で あ り、 そ の 問題 を解決 す る ま

で プ ロ ジ ェク トが 前 に進 ま ない よ うに す るの はユ ー ザ ー とDPマ ネ ジメ

ン トの 責任 で あ る・ そ れ を訂正 す る方法 もまた この ガイ ドに示 されてい る。

チ ェ.ック ボイ ン ト:プ ロ ジ ェク トプ ラン

監 査 をす る人:DPマ ネ ジ メ ン ト、 ユー ザー マ ネ ジ メン ト

方 法:報 告 書 の読 書 と プ ロジ ェク ト リー ダー の イ ン タ ビュー

監 査 項 目:完 了 した タス ク の リス ト、 マ ネ ジ メン ト責 任 図、

ユー ザ ー も しくはDP部 門 の承認 、監 査 と管理 作

業 の達 成

起 こ りが ちな 問題:タ ス ク を見 落 す

訂正 方 法:レ ドー プ ラン(Ledoplan)

チ ェ ック ポ イン ト:推 定 の完 了

監 査 をす る人:DPマ ネ ジ メン ト、 ユー ザ ーマ ネ ジメ ン ト

方 法:報 告 書 の読 書 と イ ン タ ビュー、 コ ンサル タ ン ト標 準 、

ベ ンチ マー ク テス ト

監 査 項 目:詳 細 に い た る検討 、 計 画 の確 認

起 こ りが ちな問題:楽 観 的 な推定

訂 正方 法:推 定 の修 正、 そ の推 定 値 での書 きかえ
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チ ェ ソク ボ イ ン ト:ス ケ ジ ュ ー ル と予 算 の完 了

監 査 を す る 入:DPマ ネ ジ メ ン ト、 ユ ー ザ ー マ ネ ジ メ ン ト
、

重 役

方 法:報 告 書 の 読 書 と イ ン タ ビ ュ ー

監 査 項 目:リ ソー ス の 仮 定 、 緊 急 な タ ス ク 、 使 わ れ て い る コ

ス ト要 因

起 こ り が ち な 問 題:ロ ス トタ イ ム の 未 考 慮

訂 正 方 法:さ らに 細 か く監 査 ポ イ ン トを 設 定 す る

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト:初 期 の シ ス テ ム研 究

監 査 を す る人:プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジ ャ ー

方 法:イ ン タ ビ ュー

監 査 項 目:範 囲 の拡 張 、 ユ ー ザ ー は 満 足 か

起 こ りが ち な 問 題:ユ ー ザ ー の イ ン タ ビ ュ ー が 不 可 能 で あ る

訂 正 方 法:ユ ー.ザ ー と会 う

チ ェ ックポ イ ン ト:研 究 の終 了

監 査 をす る人:ユ ー ザ ー マ ネ ジ メン ト、DPマ ネ ジ メン ト

方 法:詳 細 に報 告 書 を読 む、 討 論 、 研 究 チー ム の イ ンタ ビュ

ー
、 ユー ザ ー の イ ン タ ビュー

監 査項 目:発 見 され た例 外、 ユ ー ザー の観 察、 現在 の シス テ

ムの ま とめ に対 す るユー ザ ー の承 認、 範 囲 の拡 張

起 こ りが ち な問 題:詳 細部 分 が あ い まい に な る、 例 外 事項 の

不完 全 な詳細

訂 正 方法:研 究 チ ー ムの続 行 の要 請

チ ェ ック ポ イ ン ト:シ ス テ ム分 析 の完 了

監 査 をす る人:DPマ ネ ジ メン ト、 ユー ザ ー マ ネ ジ メ ン ト

方法:討 論

監 査項 目:代 替 案、 真 実 の要 件、 設計 時 間 の 推定

起 こりが ちな問題:機 械 化 しな い解決 案 を拒否 す る

訂 正方 法:代 替 案 の 中 に コス トの 推定 値 を入れ る
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チ ェ ソ ク ポ ィ ン ト:デ ー タ ベ ー ス 設 計 の 完 了

監 査 を す る 人:DPマ ネ ジ メ ン ト、 ユー ザ ー マ ネ ジ メ ン ト

方 法:報 告 書 の 読 書 、 ユ ー ザ ー と の 討 論 、 プ ロ ジ ェク トチ ー

ム へ の 質 問

監 査 項 目:ユ ー ザ ー の監 査 フ ァ イ ル 、 古 い フ ァ イ ル へ の 新 し

い デ ー タ ベ ー ス の 適 合 性

起 こ り が ち な 問 題:不 完 全 性

訂 正 方 法1必 要 と さ れ る追 加 項 目 の 評 価

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト:シ ス テ ム 設 計

監 査 を す る人:DPマ ネ ジ メン ト、 ユ ー ザ ー マ ネ ジ メ ン ト、

重 役

方 法:報 告 書 の 読 書 、 プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム へ の集 中 的 な イ ン

タ ビ ュー

監 査 項 目:互 換 性 、 例 外 処 理 、 管 理 、 エ ラ ー 訂 正 手 順 、 プ ロ

グ ラ ミ ン グ時 間 の 推 定

起 こ りが ち な 問 題:要 件 が 不 完 全

訂 正 方 法:無 視 した 項 目が こ の プ ロ ジ ェ ク トに 含 ま れ る べ き

か決 め る

チ ェ ソク ボ イ ン ト:コ ー デ ィ ン グ の完 了

監 査 を す る人:プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジ ャー

方 法:プ ロ グ ラマ ー の イ ン タ ビ ュー 、 プ ロ グ ラ ム の 検 査

監 査 項 目:標 準 、 言 語 の 活 用 、 ロ ジ ッ ク 設 計 の 正 確 さ

起 こ り が ち な 問題:・ ジ ン ク エ ラー

訂 正 方 法:書 き直 し

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト:テ ス ト

監 査 を す る人:プ ロ グ ラ マ ー 、 ブ ・ ジ ェク トマ ネ ジ ャ ー

方 法:テ ス ト結 果 を 見 る

監 査 項 目:結 果 一仕 様 、 進 行 状 況 一テ ス ト計 画

起 こ りが ち な 問 題:す べ て の テ ス トが 行 な わ れ な い

訂 正 方 法:よ り多 くの テ ス ト
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チ ェ ック ポ イ ン ト:シ ス テ ム テ ス トの 完 了

監 査 をす る人:ユ ー ザ ー マ ネ ジ メ ン ト、DPマ ネ ジ メ ン ト

方 法:テ ス ト結 果 を 見 る

監 査 項 目:テ ス ト結 果 一 シス テ ム テ ス ト計 画 、 テ ス ト結 果 一

仕様

起 こ りが ちな 問題:無 視 す る

訂 正方 法:再 び テ ス トす るか 訂 正す る

チ ェ ソクボ イ ン ト:移 行

監 査 をす る人:ユ ーザ ー マネ ジ メン ト、DPマ ネ ジ メ ン ト

方 法:討 論

監 査 項 目:移 行 計 画、 移 行 のス タ ッフ

起 こ りが ちな問 題:不 適 切 なス タ ッフ

訂 正方法:移 行 努 力 を単 純 にす る

図1-13チ ェ ック ポ イ ン トvak－ け る監 査 と管 理 の ガ イ ド

σ
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2)プ ロジ ェク ト進 捗 の分 析

各 々の チ ェ ック ポ イ ン トで作 成 され る進 捗報 告 書 は プ ロジ ェク ト進捗

の分 析 に お け る重要 な文 書 で あ る・ この報告 書 には開 発 中 の シス テ ムの

各 々の フ ェー ズ につ い て の完 了率 の推 定 値 を含 ん で い る。 これ らの数 字

が どの フ ェー ズ が、 あ るいは どの フ ェー ズ の部 分が計 画 通 りで あ るか、 』

進 ん で い るか、 あ るいは 遅 れ て い るか を決定 す る為 に、 計 画上 の数 字 と

比較 され る。 ス ケ ジ ュー ル よ り遅 れ て い る もの に対 して は、 そ れ が今 回

限 りの もの で あ るか あ るい は これ か らも起 こ りそ うな もの で あ るか を解

明す るた めに 分 析 が行 な われ るべ きで あ る・ これ らの分 析 を も とに して、

どの よ うな処置 を と るべ きか を マネ ジ メ ジ トが決定 す る。

3)修 正

個 々の進 捗 報 告 書 が分 析 され、 問 題 に対 す る訂 正処 置 が と られ た後 で、

今 日まで の進 捗 に 見合 わ せ てす べ て のス ケ ジ ュー ル と予 算 が修 正 さ れ る・

ス ケ ジ ュー ル を修 正 す る 前 に、 残 っ てい る フ ェー ズ も し くは プ ロ グ ラム

に つい ては新 しい推 定 を しな け れ ば な らない 。残 っ た仕 事 に対 す る新 し

い推定値は終 わっていない 仕 事 の数 字 にの み考慮 され、 もとの数 字 は す て

られ るo

た とえ ば、 あ る特 定 の プ ログ ラムが ロジ ック設計 、 コー デ ィング、 テ

ス トは8人 ・日か か る もの と推定 さ れ てい た と し よう。10人 ・日の努

力 が費 や され た の ちに、 そ の プ ログ ラマー が10%だ け完 了 した と報告

した とす る。 残 りの90%が これ ま での10%と 同 じペ ー ス で仕 事 が 進

め られ る とす れ ば、、残 った仕 事 に対 す る推定 はgo人 ・日 とい う こ とに

な るo
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L2.9.コ ス トの分 配

コス トを分 配 し、 予 算額 と比 較 す るの は、DPマ ネ ジャー と委 員 会 の機

能 で ある。 プ ロジ ェク ト ・コン トロー ル の この 領 域 は、 前 もっ て決 め られ

た会 社 の ポ リシー や手 続 に従 っ て行 なわれ る こ とに な る。 例 え ば、 コス ト

報告 書の書 式 につ い てはDPマ ネ ジ ャーが ほ とん ど選 択 で きな い よ うに、

この種 の文 書 のほ とん どの大 部 分 は 前 もって決 め られ て い る こ とが 多 い。

こ うい うわ け で あ るか ら、 詳 細 な コス トの分 配 につ い ての文 書 につ い て は

こ こでは特 に触 れ な い ことにす る・

しか しなが ら、DPマ ネ ジ ャー が 責任 を もって い るシス テ ム開 発 コス ト

の分 配 につ い ては様 々な 問題 が あ る。 とい うの は コス トの 分配 は プ ロ ジ ェ

ク トコン トロー ルの一 つ の側 面 で あ る。

シス テ ムを開発 す る コス トは 使 わ れ てい る リソース の 種類 に応 じて記 録

した り分 析 した りす べ きで ある・ シス テ ム開発 で は3つ の 種類 の リソース

が 使 われ るo

・ 人 ・月 とい う よ うな単位 で 測定 され るマ ンパ ワー

・CPU使 用 時 間 な どの単 位 で測 定 され る コン ピュー タ使 用 時 間

・ ドル で表 わ さ れ る備 品の 支 出 な どの 間 接 コス ト

さ らに は新 しい 設備 の購 入 ま たは設 置 の コス トが一 つ の プ ・ ジ ェク トに

割 り当 て られ る ことが 時 々 あ る。 そ の他 に考 慮 しなけ れ ば な らない 間接 コ

ス トと して は、 一 時 的 な要 員教 育 の コス ト、 コン ピュー タ以 外 のDP設 備

の 購入 並 び に設'置 コス トあるい は プ ロジ ェ ク ト ・コン トロー ル シス テ ム な

どの手 続 きの コス トな どが ある・

マ ンパ ワー コス トは、 被 雇用 者 の トー タル コス トを基 本 に して算 定 さ れ

るべ きで あ る。被 雇 用 者 に直 接割 り当 て られ る コス トと しては彼 の サ ラ リ
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一 だけ で あ るが、 雇用 主 が払 うべ き もの と して保 険 、 社 会保 障 費、 休 暇 な

どが あ る。 一 般 管理 費 な どのそ の他 の コス トは、 マン パ ワー の直 接 コス ト

に含 ませ るべ きでは な くて、 備 品 な ど と同 様 に間 接 コス トと して取 り扱 う

べ きで あ る。 雇 用者 ご との時 間 に 関す る コス トは、 彼 が特 定 の あ る時間 に

どん な仕 事 を や っ てい るのか に関 係 な く、 すべ ての時 間 を費や している もの

とみ なす べ きで あ る。 、

コ ン ビ=・一 夕時 間 を割 り当 て る方法 に は2つ あ る・ 一 て?は実際 の コス ト

を算 定 す る方 法 で あ る・ まずDP運 営 部 門 の総 コス トが 累積 さ れ、 機械 時

間 で割 られ て平 均時 間 当 りの コス トが算 定 され る・ そ して プ ロ ジ ェク トご

との時 間 がか け られ て、 総 コ ン ピ ュー タ時 間 コス トが 計算 され る・ この 方

法 の欠 点 は特 定 の プ ロ ジ ェク トの コ ン ピュー タ使 用 時 間 が た とえ一 定 で あ

っ て も、 そ の プ ロ ジ ェク トへ の コス トの割 り当 て が月毎 に変 わ る こ とで あ

る〇

二 番 目の 方法 、 す なわ ち標 準 コス トは この欠 点 を取 り除 く方 法 と して 開

発 され た もの で ある・ この方 法 では、 実際 に生産 的 で あ った 時間 数 だけ が

考慮 に 入 れ られ る。 コ ン ピュー タ時 間 の時 間 当 りの標 準 コス トは、DP部

門 の推定 総 コス トを生産 的 な標 準 時間 で割 る ことに よって得 られ る。 この

標 準 コス トに 個 々の プ ロジ ェク トで使 用 さ れた時 間 をか け る こ とに よって

得 られ た コス トが、 個 々の プ ロジ ェク トに請求 され る こ とに な る。 も し実

際 の 時 間 と コス トが標 準 と同 じ もの で あれ ば、DP部 門 の すべ ての コス ト

は す べ て分 配 さ れ る こ とに な る・ も し差 が い つ で もあっ た り、 大 きか った

り した ら標 準 が修 正 され るべ きで あ る とい うこ とで あ るo

この標 準 コス トの 利点 は個 々の プ ロ ジ ェク トの請求 は コ ン ピュー タ時 間

の 使用 に 比例 してい る こ とで あ る。 これ に よって予 算 を立 て る ことが で き
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る し、 実際 の コス トに対 して予 算 コス トの より意 味 の あ る分 析 をす る こと

が で きる。

進 捗報 告 書 を評 価 す るに あ た っ ては 、 時間 の比 較 をす るの と同 じ要 領 で、

予 算 面 で プ ロジェク トが どれ位終 わ って い る か を決定 す る為 に支 出 と予 算 の

間 で の比較 が な され る。

そ の シス テ ム開 発 が ど うして もっ と経済 的 に行 な うことが できなかったか

とい う質 問 に答 え るの に、 この コス ト分配 の値 が様 々 な形 で 使 われ る。 こ

れ らの質 問 の い くつ か を次 に あげ る・

a経 済 的 な要 員 を や と って 彼 らを訓練 す るの が よい か、 あ るいは こ

の 訓練 コス トを省 く為 に高 い サ ラ リー を払 うの が よい か。

bあ るプ ロジ ェク ト、 あ るい は フ ェー ズ で は コ ンサ ルテ ィン グ会 社 を

雇 った方 が よ り経 済 的 で あ ろ うか 。

c現 在 の設 備 のグ レー ドア ップ を考 え る よ りも外部 の コン ピ ュー タを

借 りた方 がk・金 の節 約 に な るの で は な いかo

dデ バ ック あるい は プ ログ ラ ミング 時間 をへ らす為 に新 しい ソ フ トウ

ェア に投 資す べ きで あろ うか。

e現 在以 上 に マ ンパ ワー が 必要 に なっ た と きには、 新 しいス タ ッフ を

雇 うの と現 在 の ス タ ッフに残 業 をさせ るの とでは ど ち らが経 済 的 か。

'
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2.シ ス テ ム開発 部 門 の組 織

2.1シ ステ ム ・ラ イフ ・サ イ ク ルに お け るDP組 織 の考 え方

一 般 に い か な る仕 事 を行 な う場 合 で も
、 そ れ を遂 行 すべ き組 織 の あ り方 が

仕 事 の成 果 を大 き く左 右 す る。 特 にDP組 織 では、 販売 ・経 理 そ の他様 々な

組 織 体 の 中 で も比 較 的歴 史 が浅 く、 組 織 づ く りの伝統 が 必 ず しも確 立 され て

い な い こ と、 ま た以 下 に述 べ る複 雑 な要 因 ・条件 に 制約 され る こ と等 か ら、

そ の編 成 に つ いて は 十 分 な考 察 が 必要 で ある。 い わば、DP組 織 の 編 成 お よ

びそ の運 用 は デー タ ・プ ロ セ シ ング全般 の成 否 を握 る鍵 と もい うべ き ものに

他 な らな い。 この章 では、 この よ うな観 点 か ら、DP組 織 に 関す る諸 問題 を

論 じる こ と とす る。 なお、 い うまで もな く、 抽 象的 ・一 般 的 に どこ まで も通

用 す る組織 とい う ものは存 在 しな い。 組 織 が つ くられ、 機 能 す る の は、 あ く

ま で具 体 的 ・個 別 的 な"場"に お い て で あ る。 従 って、以 下 との 章 では、D

Pに 関す る諸 機能 を 全 て包 摂 す る典 型 的 なDP組 織 一"理 念 型"と して のD

P組 織一 を基調 と して記述 す るが、 読 者 が 自 らのDP組 織を検討 され るに当た

って は、 要求 さ れ る諸 条件 に もとづ き適 宜取 捨 選択 あるい は変 形 ・加 工 して

いた だ きたい 。

2.1.1シ ス テ ム ・ライ フ ・サイ クル とDP組 織

DP組 織 は、 シス テ ム ・ライ フ ・サ イク ル との関 連 で捉 え る と、 シス テ

ムの調 査 ・開発 か ら実 施 ・運用 、 そ して 次期 へ の レベル ・ア ッ プに 至 る シ

ス テ ム ・ライ フ ・サ イクル の全 過 程 を管理 す る軸 と して考 え る こ とが で き

る。(図 参 照)こ の ことか ら、DP組 織 は お よそ 次 の よ う な特 徴 を持 つ こ

と となろ う。

第 一 は、 期 待 され る機 能 が 多 様 で あ る とい う ことで ある。DP組 織 は、
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単 に シス テ ム の開発 の み を行 な うの で は な く、 また シス テ ムの維 持 ・運用

の み を行 な うので もな い。 い わ ば、 そ れ ら全 て を管 理 す るの で あ る。 しか

図 シ ス テ ム ・ラ イ フ ・サ イ ク ル とDP組 織
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も、DP組 織 が管 理 す べ き シス テ ムは、 通 常一 っ に とど ま らず 、 幾 つ かの

シス テ ムが併 行 的 に 推進 さ れ て お り、 さ らに そ のそ れ ぞ れ の シス テ ム ・ラ

イ フ ・サ イクル の ス テー ジは 必ず しも同一 過程 に あ る訳 では な い。 こ う し

て、DP組 織 が果 たすべ き機 能 は き わめ て 多様 で変 化 に富 ん だ もの とな る。

第 二 の特 徴 は、DP組 織 の あ り方 が対 象 とな るシス テ ムー 幾 っ か の シス

テ ム を対 象 とす る通 常 の場 合 は、 そ の うち 主要 な シ ス テ ムー の シス テ ム ・

ライ フ ・サ イクル 上 のス テ ー ジに よって 規定 され る とい う こ とで あ る。 即

ち、DP組 織 が管 理 すべ き シス テ ムが今 どの よ うな 段階 に ある のか、 予 備

調 査 の段 階 な のか、 設計 の段 階 な のか 、 それ と も維 持 ・運 用 の 段階 な のか 、

とい う事 情 に ょって 、DP組 織 の あ り方 も多か れ 少なかれ変わ らざ るを得な

い こ とに な る。
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第三 の特 徴 は、DP組 織 が、 通 常 、 きわ め て ス タッ フ性 の強 い 仕事 と、

逆 に きわ め て ライ ン的性 格 の 強 い仕 事 とを併 せ 持 つ こ と に な る と い うこ

とで ある。 シス テ ム ・ラ イフ ・サイ クル の中 で も、 特 に シス テ ムの調 査 ・

分析 ある い は基 本設 計 とい うス テ ー ジは、 非常 に ス タ ッフ業 務 的性 格 が 濃

い。 これ に対 して、 プ ロ グラ ムの コー デ ィングや コ ン ピュー タの オ ペ レー

シ ョン とい う仕 事 は、 どち らか とい う と定 常的 ・繰 り返 し的 な ライ ン作業

であ る。DP組 織 は、 いわ ば工 場 とそ のス タ ッ フを併 わせ持 つ 組 織 で あ る

とい うと とが で きる。DP組 織 が しば しば 部 品 製 造 業 と比較 され る の も、

こ う した 事 情 に よる もの に他 な らな い。

2,1,2DP組 織 編 成 の基 本要 件

さ て、 具 体 的 なDP組 織 を編成 す る に際 して は、 幾 つ か の要件 を 踏 まえ

なけ れ ば な らな い。

そ の一 つ は ・ お よそ 組 織 と名 のつ くもの を検討 す ると きに は必 ず 踏 まえ

るべ き」 般 的要 件 で あ る。 そ の よ うな要 件 と して は 、責 任 ・権 限 の 明確化

で ある とか、 管理 ス パ ンの適正 化 で あ る とか が 挙 げ られ る。 これ に つ ら て

は、 読 者 は様 々な組 織 論 に よっ て学 ぶ こ とが で き よ う。

二 つ 目に 留意 す べ きは、DP組 織 に固 有 の要 件 で ある。 前節 に述 べ た よ

うにDP組 織 は・ 他 の組 織 に比 して特 徴 的 な点 を有 してい る。 従 って、D

P組 織 の編成 に当たっては・ 期 待 さ れ る 多様 な諸 機 能 を適 切 かつ 有 機 的 に配

置 す る こ と・ シス テ ムの ライ フ ・サ イ クル に 応 じ変 化 す る要 請 に 対応 し う

る弾 力 性 ・機動 性 を 確保 す る こ と、 あ るいは ス タ ッフ的 な業務 と ラ イ ン的

な業 務 との 間に 円滑 か つ 効果 的 な関 係 を樹 立 す る こ と等、DP組 織 に 固有

な特 徴 を十 分 に織 り込 む こ とが 必要 で ある。

なお、 そ の 際、DP組 織 は、 そ の母 体 で あ る全体 組 織 か ら見 た場 合、
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コ ン ピ ュー タを核 と して集 結 した非常 に専 門 家的 な集 団 とな る こ と も念 頭

に おい て お く必要 が ある。

2.1.3DP組 織編 成 に 当た っ て考 慮 すべ き具 体 的条 件

前 節 で述 べ た基本 要 件 を踏 まえつ つDP組 織 を編 成す るに当たっては、 次

の ような具体的諸条件 を考 慮に入れ なければ なち ない。

第 一 は、DP組 織 に とって、 い わば 外 的 な条件 で あ って、 そ の ような も

の と しては、 母 体 とな る全 体組 織(例 え ば企 業)の 目的 ・性 格 ・規模 ・要

員事 情 等 等 が挙 げ られ る。 例 えば、 公 共 へ の サー ビス を仕 事 とす る 自治体

と利 潤 の極 大 を最 終 目的 とす る企業 とで は、DP組 織 に対 する要請は異なっ

た もの となろ う。 また 、 あ る企 業が 、 全体 と して ラ イ ン組 織 を主 と して い

る場 合 と、 ラ イ ン ・ス タ ッフ組織 を主 と して い る場 合 とでは 、DP組 織 の

あ り方 も変 わ って こ よ う。 さ らに、 そ の企業 全 体 の 要 員が 極 め て逼 迫 して

い るの か、 それ と も比 較 的 潤 沢 で あ るのか とい う事 は 、DP組 織 とそ の要

員 に とって、 非 常 に現 実 的 な規 制 条件 とな るで あ ろ う。

=考慮 すべ き第二 の条 件 は 、 いわ ばDP組 織 の 内的 条 件 で あ る。 内 的条 件

として は、DP組 織 自体 の歴 史 ・規 模 ・要 員事 情 、 あ るい は対 象 とす るシ

ス テ ムの範 囲 ・規 模 等 々 が あ る。 例 え ば、DP組 織 が 比 較 的大 きい 場 合は 、

その 内 部 の編 成 と して後 述 す る機 能 別編 成 が採 用 さ れ うるが、 小規 模 な組

織 では、 そ う した編 成 は非 効 率 的 な もの となる で あ ろ う。ま た、DP組 織

の要 員 が どの程 度 養 成 さ れ て お り、 また どの よ うな ルー トで補 充 ・育 成 さ

れ る の か とい うこ と は、DP組 織 自体 の あ り方 を大 き く規 制 す る こと とな

ろ う。 あ るい は、 対 象 とす る シス テ ムの規 模 や範 囲 が 大 が か りな場 合 と比

較 的小 型 の シス テ ム の場 合 とで は これ を管理 す べ き組織 の あ り方 も変 わ っ

て しか るべ きで ある。
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さ て、 これ まで 、 シス テ ム ・ライ フ ・サ イ クル との関連 でDP組 織 の編

成 にっ い て の基本 的考 え 方 を論 じて き た。 冒頭 で も述 べ た よ うに 、 この章

で は、 い わ ば 理念 型 と して のDP組 織 を基調 と して論 を 進 め て い る。 従 っ

て読 者 は、 以下 のDP組 織 に関 す る具 体的 記述 を読 まれ る際 は、 上記 の よ

うな視 点か ら 自 らの具 体 的条 件 を整 理 ・把 握 した上 で、 必 要 な 選択 ・変 更

を行 な って いた だ きた くあ らた めて お 断 り申 し上 げ る。

●

2.2DP組 織 の 機 能

ま ず 、 組 織 を編 成す るに当たっては、その組織に どの ような機 能 ・役 割 が 期

待 さ れ るかが 定 め られな けれ ば な らな い。 そ とで、 との節 で は、DP組 織 に

通 常 期待 され る機 能 にっ い て考 察 を進 め る。

2.2.1DP組 織 の主 な役 割

一 般 に、DP組 織 は、 大 き く分 け て 次の3つ の役 割 を担 って い る と考 え

られ る。

1)DPシ ス テ ム の総 合 企 画 ・調 整

DPシ ス テ ムに 関 す る総 合 的な 企 画 ・調 整 の役 割、 換 言 す れ ば・ 所 謂

戦 略 ・戦 術 を策 定 す る任 務 で ある。

2)DPシ ス テ ムの設 計 ・開発

具 体的 なDPシ ス テ ム を設計 ・開発 す る役 割、 いわ ば策 定 され た戦略 ・

戦 術 に 従 って実 際 の 「シス テ ム作 り」 を遂 行 す る任務 で ある 。

3)DPシ ス テ ム の維 持 ・運 用

その ように して設 計 ・開 発 され た シス テ ムを維 持 ・運 用 す る役 割 、 別

な面 か ら、 即 ち道具 立 て の面 か ら見 る とコ ン ピ ュー タを運 用 ・管 理 す る

任務 で ある。
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これ ら三 つ の機 能 は 、 シス テ ム ・ラ イ フ ・サ イ クル に お け る三つ の主要

局面 に ほか な らな い。 以 下 、 そ れぞ れ の機 能 に つ いて、 や や詳 細に 述 べ る

こ と とす る。

2.2.2DPの 総 合 企 画 ・調整

この機能 にお い て、 何 よ り重要 な こ とは、DPシ ス テ ム推進 に関 す る長'

期 プ ラ ンが 策 定 され な け れ ば な らな い とい う こ とで ある。DPシ ス テ ムは、

そ の性格 上 、 一 度開 発 ある いは導 入 され る と、 容 易 に も との状 態 に復 しが

た い。 そ れ だ け にDPシ ス テ ム を開 発 ・導 入 す るに あた って は、 見通 し得

る範 囲 で、 長 期 の ビジ ョン を明 らか に してお くと とが 望 ま しいわ け で あ る。

この種 の 長 期 プ ラン は、 で きる限 りそ の組織 全 体 の長 期計 画(企 業に お

い て は 経営 計 画)の 一 環 と してそ れ との斉 合性 を確 保 しつ つ、検 討 さ れ る

こ とが 望 ま しい 。 従 って ま た、 そ の プ ラ ンは、 コ ン ピ ュー タの分 野 の み に

を奪 われ ず、 全 体 の 管理 シス テ ムの方 向 の中 に位 置 づ けつ っ策 定 さ れ る こ

とが望 ま しい 。 しか も、 シス テ ム ・ラ イ フ ・サ イ クル が比 較 的長 期 に わ た

る こ とか ら、 そ の間 の環 境 ・条 件 の変 化 を適 宜 織 り込み 、 これ を常に ア ン

プ ・ トゥ ・デ イ トな もの と して ゆ く努 力が 大 切 で あ る。 この よ うに して 作

成 さ れ た長 期 プ ラ ンは 、 今 後 のDPシ ス テ ム 開発 ・推 進に 関 す る戦 略 的方

向を指 し示 す もの とな る。 す る と、 次 に この 戦 略 を具体 的 に実 現 す る た め

の手 段 ・方 法 が 問題 とな る。 との よ うに して、 総 合 企画 ・調 整 機 能 の 次 の

主 な仕 事 は、 シス テ ム開発 プ ロジ ェク トの調 整 お よび とれ に 伴 うコ ン ピュ

ー タ 関連 リソー ス の投 入 調 整 で あ る。 このた め に は、 長 期 プ ラ ンに 従 って、

個 々 の シス テ ム開発 プ ロ ジ ェク トに優 先 順 位 が設 定 され 、高 価 で かつ 限 ら

れ た人 ・物 ・金 とい う諸 費 源一 即 ち コ ン ピ ュー タ等 ハ ー ドウェア、 コン ピ

ュー タ要 員 な ど一 を どの よ うに効率 的 に配 分 し使 って ゆ くか が、 検討 され、
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決 定 され る。 システ ム要 員 の採 用 ・教育 ・配 置計 画 も、 この過 程 で検討 さ

れ る。 との ように して、DPシ ス テ ムの実 施計 画が 確定 さ れ る。

上 に述 べ た総 合計画 ・調 整 の機 能 は、 きわ めてス タ ッフ的 な仕 事 で あ る。

そ して、 シス テ ム の規 模 が大 きけ れ ば大 きい程 、 シス テ ム ・ラ イ フ ・サ

イ クルが 長 け れ ば長 い程 、 そ の任 務 は重 要 にな る とい うこ とが で きる。

2.2.3シ ス テ ムの設 計 ・開 発

これ は、 確 定 され た シス テ ム実施計画 に基づいて、個 々の シス テ ムをつ く

る機 能 で あ る。 この機 能 は、 更 に 二 つ に大 別す る こ とが で き る。

そ の一 つ は、 システ ムの仕 様 を確 定 す る仕 事 であ る。 ～これ に よ って、何

を 目的 と し、 ど の様 な機 能 を包 摂 した システ ムを いつ ま で に開 発 す るか が

定 め られ る 。 勿 論、 そ の場 合 に新 しい コン ピュー タ ・リソース が 必 要 で あ

れ ば、 そ の仕 様 ・納期 等 を定 め る こと も、 これ に含 まれ る。

そ の二 つ は、 確定 され た仕 様 に もとづ き、 プ ロ グ ラムを 作成 しテス トす

る 仕事 で あ る。 これ に ょって、 構 想 され た シス テ ムは、 現実 に コ ン ピュー

タに ょ って 処理 され うる 形 態 をと る こと とな る。

これ ら シス テ ムの設計 ・開発 機 能 に は、 所謂 シス テ ム ・メ ンテ ナ ンス も

含 めて考 え られ よう。 ま た、 設 計 ・開発 業 務 そ の もの を効 率 的 に進 め るた

めの技 術 的 活動 も、 この 機 能 の一 環 と して捉 え る こ とが で き よ う。

2.2.4シ ス テ ムの運 用 ・オ ペ レー シ ョン

一 度 設計 ・開発 され た シス テ ムは、 そ の運 用 過程 で様 々 な人 間 の関 与 ・

介入 が あるに して も、 コ ン ピュー タ に よ って処 理 ・運 用 さ れ る こ と とな る。

そ して 作 り上 げ られ た シス テ ムが い か に 良 い シス テ ム で あ って も、 コン

ピュー タ を道具 とす る 日々の処 理 ・運用 が適 切 に行 なわ れ なけ れ ば、 そ の

所期 の狙 い を達 成す る と とが で きな い。 この任務 に よく応 え る こ とが、 コ
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ン ピ ュー タの オペ レー シ ョンを軸 とす るシス テ ム運 用 機能 の役 割 で あ る。

そ の機 能 に は、 そ の他 に も入 力 デー タの作 成(カ ー ド穿 孔等)、 用紙 等

の購 入 ・在 庫管 理 な どが 含 まれ る。 この運 用 ・オ ペ レー シ ・ン機 能 は、 い

わ ば 工場 に比較 し うる きわめ て ライ ン的 な仕 事 で あ る。 それ だ け に地 味 で

は あ るが、 基 本的 な仕 事 で あって、 そ の良 し悪 しは 、 日々 の情 報 処 理 の効

率 を大 き く左 右 す る こ とに な る。

■

2.5DP組 織 の 位置 づ け

さ て、 そ れ で は、DP組 織 は、 企 業 ・官庁 等 の全体 組織 の中 で どの よ うな

位 置 に置 か れ るべ きで あろ うか。 実 は、 この 問題 は、 当該DP組 織 が具 体 的

に 上 記諸 機 能 を ど の程 度 まで 具 備 して い るか とい う事 に よって も大 き く変 わ

って くる。 それ とい うの も、 実 際 に 問題 とな るDP組 織 は、 上記 諸機 能 を全

て併 わせ もつ典 型 的 な形 態 を とる以 外 に も、 シス テ ム設計 ・開発 機能 とそ の

運 用 ・オ ペ レー シ ・ン機能 の み を併 せ 持 った り、 場合 に よって は運 用 ・オ

ペ レー シ ョン機 能 の み を有 した り、 多様 な形 態 を とる こ とが あ り、 それ に よ

ってDP組 織 の置 か れ るべ き位 置 も当 然 変 わ って くるか らで あ る。以 下 の記

述 は、 ここで も典 型 的 なDP組 織 を基 調 と して進 め るが、 読者 はそ の事 を念

頭 にお い て読 ん で い ただ きた い。

2.3、1ユ ー ザ ー部 門へ の編 入

DP組 織 を全 体組 織 の 中 へ 位 置づ け る一 つ の形 態 は、 所 謂 シス テ ムの ユ

ー ザ ー部 門 に これ を 編入す る形 態 で ある。 例 えば、 主 と して 経 理 業務 のE

DP化 を担 当す るDP組 織 で あれ ば 経理部 門に これ を置 き、 生 産管 理 シス

テ ムで あれ ば生 産 管 理 部 門に 設 置 す る とい う形 が これ で あ る。

この形 態 は、 ユー ザ ー との コ ミニ ュケー シ ョンが十 分 に確 保 され、 使 う
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立場 に立 った シス テ ム設計 、 オ ペ レー シ ョンが行 なわれ る とい う良さ を持

って い る。 しか し、 そ の反 面、運 用如 何 に よ っては、DP部 門が そ の 自主

性 を喪失 し、 ユー ザー の請 負 部 門に 堕 す る危険 を孕 んで い る。

一 般 に、この形 態 は、DP組 織 が取扱 うシス テ ムが比較的 特 定 の分 野 に 限

表2-1ユ ー ザ ー 部 門 へ の 編 入

[]疹DP繊
経理部門

一 ー 一
各ユーザー部門

■

■

定 され て い る よ うな場 合 に 有効 であろう。従 ってEDP化 の 初期 の段 階 で見

られ る形 態 で もある。

2.3.2管 理 部 門へ の 編入

第 二 の形 態は 、DP組 織 を、 社 長 室 や 総 務 部 とい った所 謂管 理 部門 に設

置 す る方 法 で ある。

この 形 態 で は、 他 の ユ ーザ ー 部 門か ら等 距 離 に立 つ こ ととな る た め、 各

ユー ザ ー 部 門 の ニー ズ を公 正 に捉 え て総 合 的 な シス テム化 を図 っ て ゆ く上

で効 果 が 挙 が ろ う。 ま た、 そ の場 合 に、 当 該 管理 部 門か ら種 々 の サ ポー ト

を比 較 的 容易 に 受 け られ るの も、 この形 態 の 良さ で あろ う。 しか し、 ユー

ザー 部 門 との 間に カベ が 出 き易 い点 は 否 め ない。

こ う した こ とか ら、 この形 態 は、 シス テ ム開発 が 比較 的 進ん だ 段階 で、
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各 シス テ ム間のつなが りが問題 とされ、 総 合 的 な視 野 が 求 め られ る場 合 に有

効 で あ ろ う。 換 言す れ ば、 先 に述 べ たDP組 織 の機 能 の う ち、 第一 の総 合

企 画 ・調 整 機能 が特 に重 要視 され る よ うな場 合 に、 との形 態 を採 用 す る こ

とが 望 ま しい。

表2-2管 理 部 門へ の 編入

DP組 織

2.3.3ト ップ ・マ ネ ジ メ ン ト直 轄

第 三 の形 態 は、DP組 織 を社長 そ の他 トップ ・マ ネ ジメ ン トの直 接 の指

揮 ・命 令 下 に置 く形態 で ある。

との場 合 は、 トップの 意 向 がDPシ ス テ ムに迅 速 ・的 確 に 反 映 され る。

ま たDP組 織 は他 部 門 ユー ザー に対 し極 めて 強 い立 場 に立 つ と とに な る

た め、 強 力な リー ダ ー ・シ ッ プを発揮 し易い とい う長 所 を持 つ。 しか し、

管 理 部 門 へ編 入 す る場 合 と同 様、 組 織 運 用に当たっては、ユー ザー 部 門 との

カペ をつ くらぬ よ う注意 す る ことが必 要 とな る。
9

表2-3ト ッ プ マ ネ ジ メ ン ト直 轄

口
1

吻 つP繊

い
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これ らの こ とか ら、 この形 態 は、 全体組 織 全 般 に及 ぶ 大 規模 な シス テ ム

を開 発 した り、 画期 的 な考 え方 を導入 した りす る ような、 特 に 強 力な リー

ダ ・シ ップが求 め られ る場 合 に 極 めて有 効 な もの とな る。

2.3.4多 事 業 所 体 制 とDP組 織

とれ ま で述 べ て きた のは、 い わ ば一 つ の全体組 織 が あ る場 合 に、DP組

織 をそ の どこへ位 置 づ け るべ きか とい う問題 で あ った。 しか し、 中 には 全

体 組織 が 一 箇 所 に集 中 して お らず、 幾 つ か の、 あ るい は 多数 の事 業 所 を有

してい る場 合 が ある。 そ の よ うな場 合に 、DP組 織 は どの よ うに 組織 され

る べ きで あろ うか一 この点 にっ い て、最 後 に触れ てお きた い。

考 え られ る のは、一 つ は 、各 事業 所 ご とに そ れぞ れ独 立 したDP組 織 を

設 ける形 態 で ある。 そ の場 合 、 そ れ ぞ れ のDP組 織 は、 自 らが 属 す る事 業

所 の トップに よって管 理 さ れ る こ ととな る。 も う一 つ の 形 態 は、 本 社 も し

くはそ れ に対 応 す る機 構 に、 全事 業所 にわ た るDP組 織 を設 け る形 態 で あ

る。 そ の 場合 、DP組 織 の メンバ ー は実 際 には 各事 業所 に必要 に応 じ配置

される こ とに な ろ うが そ れ らを管 理す るの は、 本 社(あ るい は そ れ に属 す

るDP組 織)で ある。 この よ うに、 多 事 業所 体制 に おけ るDP組 織 の形 態

に は、 分 散 型 と集 中型 の二 つ の あ り方 が考 え られ る。

表2-4分 散 型

一
各事業部

～DP組 織

表2-5集 中型

～DP組 織
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分散 型 は、 各 事 業 所 の現 実 に即 応 し、 そ の特 殊性 を活 か した シス テ ム化

が 図 られ る良 さ を持 って い る。 しか し・ 限 られた リソー ス を組 織全 体 で最

適 に配分 ・調整 した り、 シス テ ム開発努 力 の 重複 を回避 した りす るため に

は、 集 中型 の方 が 効 果 が挙 げ られ よ う。

●

'

2.4DP組 織 の 内部 編 成

前 節 では、 幾 つ かの 機 能 を有 す るDP組 織 の全体 組 織 の中 での位 置 づ け を

見 て きた。 ひ とた び この点 が 決 ま る と、 次 の問 題 は、DP組 織 自体 を システ

ムに 関す る仕事 に対 して ど う編成 す るか とい う事 に なる。 この節 では 、 この

点 につ いて 説 明 を進 め る。

2.4.1内 部 編 成上 の諸 要 因

冒頭 で述 べ た 通 り、DP組 織 を編 成するに当たっては、そ の内 ・外 にわ た

る諸条 件 を十 分 頭 に入 れ て お く必要 が あ る。 ことで は、DP組 織 の内 部編

成 を行 な うに 際 して、 特 に 留意 す べ き事 項 につ い て、1、2補 足 してfoき

たし(。

第一 は、 内部 編成 に 際 しては 、DP組 織 が 扱 お うと して い る シス テ ムが

どの よ うな種 類の もの で あ るか を考慮 しな け れ ば な らな い。 即 ち、 システ

ムの規模 が ど うか、 組織 全 体 に また が る シス テ ムか、 特定 部門 のた め の シ

ス テ ムか、 ま た、 デ シ ジ ョン ・メー キ ング的 レベ ル の シス テ ムか、 オ ペ レ

ー シ 。ナル な レベ ・レの シス テ ムか
、 更 に、 現 在、 ジス テ ム ・ラ イ フ ・サ イ

クル上 の ど の局面 に あ るのか 、 等 々 の事 が 検 討 され ねば な らない。

第 二 に、組 犠 編 成 に当 た って は、必 ず要 員(ヒ ト)の 問 題 と併 せ て 検 討

が な され る 必 要 が あ る。 組 織 と入 間 とは相 互 に依 存 し合 う関係 に ある。 従

って、 組 織 を現 実 に支 え る人 間 を どの ように調 達 し、 育 成 し、 ロー テー シ
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ヨンさせ る か とい う事 に 十 分 心 を配 った組 織 が望 ま しい訳 で あ る。

2.4.2機 能 別 編 成

DP組 織 の 内部 編成 の一 つ の方 法 に、 機 能 に着 目 して、 同 種 機能 別 に仕

事 をつ ま り組 織 を編成 す るや り方 が あ る。

具 体 的 に は、 「2.2」 節 で述 べ たDP組 織 の機 能 に 従 って 、総 合 企画 ・

調整 部 門、 シス テ ムの設 計 ・開発 部 門、 シス テ ム の運 用 ・オ ペ レー シ ョン

部 門 とい う形 に、 必要 に応 じて は、 そ れ ぞ れ をさ らに細 分化 して、 編 成 す

る形 態 で ある。 つ ま り、 ことで は、 経理 シス テ ム の開発 と生産 管 理 シス テ

ム の開発 とは一 つ の グル ー プに纏 め られ、 同様 に 、 経 理 シス テ ムの オ ペ レ

ー シ ョン と生 産管 理 シス テ ムのオ ペ レー シ ョン とは
、 オペ レー シ ョン ・グ

ルー プが併せ て処 理 す る とい う形 に な る。

この形 態 は、 そ れぞ れ の機能 の専 門性 が存 分 に発 揮 され、 そ の 意 味 で仕

事 の効 率 も高 め られ よ う。 従 って比 較 的 大規 模 なDP組 織 に お い て は、 そ

の効 果 が活 か され る こ と となろ う。 しか し、 小 規模 な組 織 では、 この よ う

な機能 別 専 門分化 は む しろ要 員上 の ロス を招 くの が通 常 で あろ う。 な お、

この形 態 を とる場 合 に は、 適宜 要 員 の ロー テ ー シ ョ ンを行 な い、 企 画 か ら

開発 、 さ らに は オ ペv－ シ ョンに至 る一 連 のDP関 連 機 能 を幅 広 く習得 し

うる よう、 換 言 す れ ば、 所謂 「専 門バ カ」 を防 ぐ よ う留意 しな くて は な ら

な レ・。

2.4.3対 象 シス テ ム別 編 成

これ に対 して、 別 の方 法 と して、 そ のDP組 織 が扱 お う と して い る シス

テ ム毎 に 組 織 を編 成 す るや り方 が あ る。 そ の場 合 は、 例 え ば、 経 理 シス テ

ム に関 す る企 画 ・開発 か らオ ペ レー シ ョンに至 る業 務 を経 理 グル ー プと し

て 編成 し、 同様 に、 生 産 管 理 グ ルー プ その他 を編 成 す る こ とに な る。
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との形 態 に は、 そ れ ぞ れ の グ ル ー プが、 対 象 とす る ユー ザ ー部 門 と緊密

な連 携 を と り、 そ の実 態に 即 した ア プ リケー シ ョン ・シス テ ムが 開発 ・運

用 され る とい う長 所 が あ る。 しか し、 各 部 門 に ま たが る よ うな大 規 模 な シ

ス テ ムの 開発 に は不 適当 で あ り、 また仮 りに コ ン ピュー タ ・オ ペ レー シ ョ

ン につ い て も各 対 象 シス テ ム別 グル ー プが行 な う場合 に は、 コン ピ ュー タ

使 用 効 率 上 の 問題 も生 じよ う。一 般的 に は、 この形 態 はEDP化 の初 期 の

段 階 に、 あ るいは 比 較 的小 規 模 なDP組 織 に対 応 す る もの と考 え られ る。

機 能 別編成 とい い 、対 象 シス テ ム別編 成 とい って も、 これ らは あ くま で

物 の考 え方 であ って、 実 際 にDP組 織 を 編成 す る場 合 に は、 両 者 が 適 宜組

合 わせ られ る こ と も多 い で あろ う。

2.4.4シ ス テ ム設 計、 プ ロ グ ラ ミングお よび コー デ ィ ング

DP組 織 を編 成す る際 問題 とな る 点 と して、 シス テ ムの設 計 、 プ ロ グラ

ミン グ、 そ して コー デ ィ ング とい う各機 能 を ど う編 成 す るか と い う問題 が

あ る。 とれ につ い て、 若 干 述 べ て お く こ と とす る。

この問題 に対 す る一 つ の解 答 は 、 これ ら三 つ の機 能 は そ れ ぞ れ独 自 な性

格 を もつ仕 事 で あ り、 従 っ て一 人 の人 間に これ を併 せ 持 た せ る こ とは 望

ま し くない とい う考 え方 で ある。 確 か に、 ユー ザーか らニー ズを 受け と め

て シス テ ムの設 計 をす る仕事 と、 与 え られ た仕 様 に従 って コー デ ィ ングす

る仕 事 との 間 に は、 無 視 しえ ぬ違 いが あ る。 しか し、 仮 りに非 常 に小 さ な

シス テ ム にお い て、 設 計、 プ ロ グ ラ ミン グ、 コーデ ィ ング をそ れ ぞ れ別 の

人 間 が 処理 す る場合 を=考えれ ば 直 ちに解 る通 り、 具 体 的 な条 件 如 何 で は、

この方 法 は要 員 的 に も時 間 的 に も極 め て ロス の 多 いや り方 とな る。

従 って、 この 問題 に対 して一 般的 に妥 当 す る解答 は な い と考 え るべ きで

あ って、 シス テ ムの 規模 ・性 格、 要 員 事 情そ の 他 を考 え な が ら、 総 合 的 に
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判 断 す る他 ない 。

2.4.5専 門 的 諸機 能 の配 置

DP組 織 の 骨 格 は、 ほ ぼ上述 した 通 りで あるが 、 ことで幾 つ かの忘 れ て

は な らな い専 門 的 あるい は周辺 的 諸 機能 が ある。

これ らを列 挙 す る と、 第一 は調 査 ・研 究機 能 で あって、 コ ン ピュー ター

の ハー ド ウ エア、 ソ フ トウ エア の調 査 ・研 究、 諸 技術 ・技 法 の 向上 ・標 準

化 とい った仕事 が これ に 含 ま れ よ う。 第2に 、 プ ログラ ム あるい は そ の フ

ァ イル等 を管 理 す る ライ ブ ラ リー機 能 が ある。 第三 に、 デ ー タ ・ベー ス の

企 画 ・調 整 を行 な うデ ー タ ・ベ ース ・ア ドミニス トレー ト機 能 も、 次 第 に

重 要 とな りつ つ あ る。 第4に コン ビ=一 夕に 関す るマ ン ・パ ワー の開発 を

担 当 す る教 育機 能 も重要 な役 割 を負 っ てい る。

とれ らの各機 能 は、DPシ ス テ ムの 開発 が進 み、DP組 織 が 大 き くな る

に つ れ て、 そ の 重 要性 を増 し、 次第 に 独立 した機 能 と して 姿 を あ らわ して

くる。 これ らに つ いて も、DP組 織 を編 成す るに当たっては、独 立 した 内 部

組織 と して編 成 す るか 否 か に拘 らず、 十 分 に配 慮 す る こ とが 望 ま しい 。

■

●

2.5DP組 織 とユー ザー 部 門

2・5.1シ ス テ ム ・ライ フ ・サ イ クルvak・ け るDP組 織 とユ ー ザ ー

い か な る シス テ ム も、 何 らか の ユー ザー の ニー ズ が あ り、 これ に 応 え る

た め に開発 さ れ運 用 され る。 そ して、 シス テ ムの企 画 か ら実 施 ・運 用 に 至

る 各局 面 で、DP組 織 は ユ ー ザー 部 門 との関 わ りを持 つ。 そ の関 係 は、 シ

ス テ ム ・ラ イ フ ・サ イ クル の各 局面 に応 じて様 々 に変化 す る。 しか し、 そ

の 中心 的 な関 係 は、 シス テ ム の設 計 ・開 発 に おけ る 関係で あ る。 この節 で

は、 この 点 か らDP組 織 とユー ザー 部 門 との関 係 に っいて述 べ る こととする。
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2.5.2受 託(請 負)タ イ プ

ユー ザー 部 門に 対 す るDP組 織 の あb方 の 中 で、 い わば 最 も素 朴 な形 態

と して、 受 託 な い し請 負 的 な タ ィ ブが ある。 そ こでは、 シス テ ムを検 討 し

そ の 仕 様 を定 め る主体 は ユ ーザ ー 側に あ り、DP組 織は そ の ユー ザー か ら

の委 託 ない し注 文 に応 じる形 で、 プ ロ グ ラ ミン グ ・コー デ ィン グ、 そ して

完 成 した シス テ ム のオ ペ レー シ ョ ンを処 理 す る とい う形 態 を と る。

とれ は、DP組 織 の機能 と して先 に 挙げ た もの の うち、 第 一 の総 合 企画

・調 整 機能 お よび第二 の シス テ ム設 計 ・開発 機 能 の 主要 な部 分 をユー ザー

自 らが行 な う形 態 で ある と考 え られ る。 この様 な場 合は 、DP組 織 は ユー

ザー 部門 内 に位 置 づけ た方 が 適当 で あ ろ う。EDP化 の 初期 の段 階 で は、

通 常 この形 態 が 多い と考 え られ る。

2.5.3共 同 タ イ プ

第二 の形 態は 、DP組 織 が、 シス テ ム設 計 ・開 発 機 能、 更 には 総 合計 画

・調 整機 能 に っ い て も相 当 程 度受 け持 ち
、 ユー ザー 部 門 と一 体 とな って シ

ス テ ムの 開発 に当 た る形 態 で あ る。 そ の典型 的 な例 は 、DP組 織 とユー ザ

ー部 門 と のそ れぞ れの 関係 者 を選 んで プ ロ ジ ェク ト ・チ ー ムを 結成 す る ケ

ー ス で あ る。

歴史 的 には、DP組 織 が様 々 な経 験 を経 て、 次第 に シス テ ムに対 す るア

プ ロー チの蓄 積 を深 め て くる に伴 い、 先 の受 託 タ イ プか ら この 共 同 タ イ プ

に移 行 す る とい う場 合 が 通 常 で あろ う。 この形 態 で は、 一 般 に ユ ー ザー部

門 も幾 つか に ま たが る こ とが 多 く、 従 ってDP組 織 の位 置 づ け の 面 か らは、

先述 の 管理 部 門へ 編 入 す る形 態 が これ に対 応 す る こ と とな ろ う。

2.5.4コ ンサ ル タ ン ト ・タ イ プ

更 に高 度 に な る と、DP組 織 は、 先 に述 べ た諸機 能 を全 て包 摂 した。 そ
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の意 味 で典 型 的 なDP組 織 とな り、 ユ ー ザー 部 門の ニー ズ等 を把 握 しつ⇔ 、

自 ら総 合 的 な プ ラ ンを樹 て、 現状 の 問題 点 を解析 し、 ユー ザー に 積極 的 に

改善 提 案 等 を行 な うまで に成 熟 し よ う。 この よ うな形 態 を、 コ ンサ ル タン

ト・タ イ プ と称 す る こ とが で き る。 勿論 そ の場 合 で も、 ユー ザ ー は あ くま

でユー ザー で あ り、 従 っ て シス テ ム 開発 の諸 問題 に つい て は、 必 ず そ のユ

ー ザー の合 意 が 獲得 され ね ば な らな い
。

また こ の形 態 は、DP組 織 の 位置 づけ の面 か らは、 先述 した管 理 部門編

入 も し くは トップ ・マネ ジメ ン ト直轄 の形 態 に、 ほX'対 応 す る もの で ある。

2.5.5オ ー ブ ン ・シ ョ ップ とク ロー ズ ド・シ ョ ップ

さて、 ことでDP組 織 とユー ザー 部 門 との 関係 にっ い て、 やX視 点 を変

え 、所 謂 オ ー プ ン ・シ ョ ップ と クロー ズ ド ・シ ョップの問 題 に っ い て 触 れ

て お こ う。 そ の場 合 、 オ ー プ ン とい い、 ク ロー ズ ドとい う事 の意 味 内容 を

明 らか にす る必 要 が あるが、 と こでは、 シス テ ム設 計 ・開発 機 能 あ るいは

コ ン ビ=一 夕 ・オ ペ レー シ ョンの機能 をDP組 織 が 自 ら処 理 す る か、 それ

と もユ ーザ ー 部門 の 処 理 に委 ね るか の意 義 で ある と理 解 して お くこ と とす

るo

そ こで先 ず、 シス テ ム設 計 ・開発 機 能 に っ いて で あ るが 、 これ に つ いて

ユ ーザ ー部 門 に分 担 せ しめ る所謂 オ ー プ ン ・プ ログ ラマー 制 は
、 歴 史 的 に

は、独 りDP組 織 に と ど ま らず、 周 辺 の ユ ーザ ー部 門 の中 に もDPに 関 す

る知識 と理 解 が深 ま った 段 階 で 出現 す るのが 通 常 で あ ろ う。 この 方 法 は、

ア プ リケー シ ョン分 野 に 精通 した ユー ザー 自身 が シス テ ムの設計 ・開発 に

当 た るた め 実務 に 密 着 した シス テ ムが つ く られ る こ と、 ま た シス テ ム ある

い は プロ グ ラムの メ ン テ ナ ンスが ユー ザー部 門 で処 理 され る と とか らDP

組 織 が 開発 的 な業 務 に 専念 しや す い と と等 の良さ を もって い る。 しか し、
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反 面 プ ログ ラ ミン グの 効率 や 標 準 化 の 面か らは、 む しろ ク ローズ ド ・シ ョ

ップの方 が優 れ て い る で あろ う。

他 方、 オ ペ レー シ ョン機 能 につ いて み る と、 とれ をユー ザー 部 門に委 ね

る所謂 オー プ ン制 は、 ユー ザ ー が 自 らの必要 に応 じ必 要 な形 で コ ン ピ ュー

タを運 用 し うる 良 さ を有 して はい るが、 コ ン ピ ュー タが 大 型 で あ り、 そ の

効 率的 なス ケ ジ=一 リング が求 め られて い る場 合 には、 む しろDP組 織 が

一 元 的 に これを操 作 す るク ロー ズ ド制 が有効 で あろ う。

これ らに つ いて も、 オ ー プ ン ・クロー ズ ドそ れ ぞれ の長 所 ・短所を に らみ

合 わせ な が ら決 定 す る こ とが 必 要 であ る。

2.6委 員 会 組織 お よ び プ ロジ ェク ト ・チー ム

この章 では、 とれ ま で、DPに 関 す る定 常 的組 織 に つ い て、 様 々の 問題 を

論 じて きた。 そ こで最 後 に、 この よ うなDP組 織 を 前 提 と しな が ら、 多 かれ

少なかれ臨時的な性格 を持 つ 組織 体 と して、 委 員会 組 織 お よび プ ロ ジ ェク ト ・

チー ムにつ い て述 べて お こ う。

2.6.1委 員会 組 織

ここで、プ ロ ジ ェク ト・チ ー ム と区別 して委 員 会 組 織 とい うのは 、 トップ ・

マ ネ ジ メ ン トあ るい は これに 近 い レベ ルに お け る管 理 ・運 営 の ため の組 織

で あ る。

この よ うな委 員 会 の一 つ の典 型 は、 英語 でSteeringCommitteeと 称

され る もの で あ ろ う。 こ れは、 トップ ・マネ ジ メン トの下 にDP組 織 や ユ

ー ザ ー部 門の代 表 が委 員 と して 集 め られ、 長 期 的 な シス テ ム開 発 の基 本 方

針 や組 織体全 般 に また が る シス テ ムの開発 にっ いて 、 審議 ・運 営 して ゆ く

とい う形 態 で ある。 こ うした形 態 は、 各 ユー ザ ー 間 の利 害 を調 整 し・ 全体
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を一 つ の方 向へ と導 いて ゆ く方 法 と して 非 常 に 効果的 で あろ う。

ま た、 そ う した総 合 的恒 常 的 な委 員 会 では な く、一定 の シス テ ムを開発

す る た めに、DP組 織 お よび関 連 ユー ザー を委 員 と し、 そ の シス テ ム の ラ

イ フ ・サ イ クル の間 これ を管 理 す る臨 時委 員 会 組 織 も考 え て よい。 ユー ザ

ー部 門に 主体 的 な参 加意 識 を もたせ
、 ま た効 果 的 に ユー ザ ー の 合 意 を調 達

す るた めに も、 この よ うな方 法 は有効 で ある。

2.6.2プ ロジ ェク ト ・チ ー ム

こ こでい うプ ・ ジ エク ト ・チー ムは、 前 項 の委 員 会組 織 に較 べ一 段 下 の

レ ベ ル、 いわ ば シス テ ムに開 発 の第一 線 の レベ ル に おけ る共 同参加 組 織 で

あ る。 即 ち、 シス テ ム開発 の プ ロ ジ ェク トが 定 ま る と、 これに 関係 す るD

P組 織 お よび ユー ザー 部 門 の メ ンバ ー が選 定 さ れ て チー ムが結 成 され、 こ

の チー ムが主 体 とな って シス テ ム ・ライ フ ・サ イ クルの全 過 程 を管 理 す る

形 態 で ある。 との ような方 法 も、 ユー ザ ー部 門 に 責任意 識 を もた せ、 ま た

そ の同意 を と りつ けなが ら開発 を 進 め る等 多 くの長所 を 有 して い る。

いず れ にせ よ、 プ ロジ ェク ト ・チー ムは主 に一 時 的 ・臨時 的 な テ ンポ ラ

リー組 織 で あ り、 その結 成 や運 営 、 さ らに解 散 等 に 関 して は 定常 的 なDP

組織 とはまた異なった配 慮 が求 め られ る の は、 い うまで もな い。

`

■
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3 EDPの 教 育 ・ 訓 練

5.1EDP教 育の 目的

3.1.1専 門能 力 の 向上

企 業 や組 織 内 で開 発 さ れ る情 報 シス テ ム の規 模 が 巨大 化 す れ ば、 必 然的

にそ れ を開発 す る プ ロ ジ ェク トの規 模 も巨大 化 す る。 そ う した 大型 プ ロ ジ

ェク トは、 多様 な、 異 な る能 力 を持 つ 専 門 家 た ちの協 力 に よって 開発 され

なけれ ば な らない 。 プ ロジ ェク トの成 否 は、 全 体 を と りま とめ て い くプ ロ

ジ ェク ト ・マ ネ ジメ ン トの 巧 拙 に よる こ とは もちろ ん で あ るが、 プ ロジ ェ

ク トの各 フ エィズ、 各 タス クを担 当 す る メ ンバー が、 そ こで要 求 され る専

門能 力 を フル に発 揮 す る と とに も大 い に影 響 され る。

EDP教 育 の 目的 の1つ は、 分 業化 さ れ た プ ロジ ェク ト開発 作 業 の専 門

職 種 ご とに、 高 い能 力 を与 える こ とで ある。 ア メ リカの企 業 に お い ては、

い ち どあ る職種(た とえば プ ロ グ ラマー)に 就 い た ら、 本 人 が 申 し出て他

の職 種 を担 当 で き る能 力 の ある こ とを示 し、 企業 に そ れ を認 め させ る とい

う機 会 ま で は、いつまでで もそ の 同一 職 種 にっ いて い る とい う場 合 に は、 と

くに こ う した職種 別 の専 門訓 練 が重 要 とな る。 ロー テ ー シ ョンに よ って、

1人 の従 業 員 が さ ま ざま な職 種 を担 当 して経 験 を積 み 、 次第 に 組 織 の高 い

地 位へ と昇 進 して い く日本 の企業 にお いて も、 そ の職 種 に任 命 され た担 当

者 が で き るだ け早 くそ の職種 の専 門家 に ふ さ わ しい腕 をふ るえ る よ うにす

るた め には、 や は り専 門訓 練 は重 要 で あろ う。,

こ う した、 専 門職 種 ごとの 能 力訓練 を行 な うた めに は、 プ ロジ ェク トに

おいて各担 当者が果たすべ き機 能 とそ れ を構 成す る タス ク が 明確 に規定 され

てい る こ とが重 要 で ある。
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シス テ ム開発 の各 フ ェイズ、 各 タス ク の規定 に つ い て は、 第H部 の全体 、

お よび第 皿部 第1章 で触 れ られ てい るが、 そ れ に ょって、 そ の タス クを担

当す るの に どん なス キ ルが、 どん な レ ベル で必 要 か とい う こ とも 明確 に な

つて くる。 教 育 ・訓 練 は そ うした規 定 に即 して行 な われ る もの で な くては

な らない 。

3.L2能 力 開発 と計 画 的配 転

前 項 で は タス クの側 か らみ た訓 練 の イ メー ジで あるが 、独 立 した人 格 を

もつ人 間が わが 国 の企 業 に(多 くの場 合終 身雇用 制 の下 で)仕 事 を求 めて

い る場 合 、形 式 的 な分 業 の理 論 に基 づ い て同一 人 を同一 の仕 事 に 定 年 まで

しば りつ け てお くわけ に は い か な い。 と こに各個 人 の能 力 を伸 ば し、 豊 富

な経 験 を与 え、 昇進 させ て い く計 画 的 な ローテ ー シ ョンが 必 要 と な る。教

育 訓練 は、 そ う した ロー テー シ ョン と表 裏一 体 の もの と して 、 値入 の能 力

開発 や 態度 形成 を 目的 とす る側 面 を もつ 。

と うぜん 、 担 当者 の頻 繁 な交 代 は シス テ ム開発 作業 の 円滑 な流 れ を 阻害

す る こ と も ある だ ろ う し・ 担 当 者 相互 の意 思疎 通 に 問題 が起 こる可能性 もあ

るか も知 れ ない。 シス テ ム ・ライ フ ・サ イ クルに お け るス タ ンダ ー ドの役

割 りの一 つ に は、 そ うした コ ミュ ニケ ー シ ョンの 確保 が あ り、 作 られ る シ

ス テ ム を な るべ く属人化 させ な い効 果 が ある。

人 事異 動 が ある程 度 頻 繁 に 行 な わ れ て も、 転 任 者 がな るべ く早 急 に新 し

い職 種 に お いて 能 力 を発 揮 で きる た め には、 個 々の教育 訓 練 の 内容 が 効率

的に 編 成 さ れて い なけれ ばい け な い し、 特定 の個 人 の キ ャ リア が実 りあ る

ものに な る ため に は、教 育 訓練 全 体 の カ リキ ュラ ム体 系が シス テ ィマ テ ィ

ックに 構成 され て い なけ れ ば な らな い。 多 くのわ が国企 業 に お いて は 、E

DP部 門 と他 の部 門 との人 的交 流 も よ く行 なわ れ る。企 業 に よって は 現 業
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部 門の経 験 者 で なけ れ ばEDP部 門 に配 属 しな い とか、 同一 人 がEDP部

門 に留 まる 期間 を せい ぜ いX年 に 限 る とかい う規定 を もってい ると ころ もあ

る。 そ う した形 で の配 置 転換 が 行 なわ れ る場 合 に は、EDP教 育 の カ リキ

ュラム は、教 育 担 当 部 門が持 って い る全社 的 視 野 で の教 育 ・訓 練 体 系 との

関連 性 を と くに意 識 して、 総 合 カ リキ ュ ラム体 系 の一 環 と して構 成 さ れ な

けれ ば な らない 。

●

3.2EDP教 育 ・訓 練 の 対 象

3.2.1対 象 の 分 類

EDPの 教 育 ・訓 練 は そ の 対 象 に よ っ て 次 の よ うに 分 類 す る と とが で き

る 。

1)一 般 部 門

oト ッ プ ・マ ネ ジ メ ン ト

。管 理 者 層

o-一 般 社 員 、 従 業 員

2)特 定 ユ ー ザ ー 部 門

Oユ ー ザ ー'マ ネ ジ メ ン ト

Oユ ー ザ ー部 門 担 当 者

。ユ ニ ザー 部 門 ス タ 。 フ

oユ ー ザ ー 部 門 オ ペ レー タ

3)EDP部 門 内

oEDPマ ネ ジ メ ン ト

oプ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ ャ ー

Oプ ロ ジ ェク ト ・ リー ダ ー
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oシ ス テ ムズ ・ア ナ リス ト

Oシ ス テ ムズ ・エ ン ジニア

oシ ス テ ム ズ ・デ ザ イ ナー

oシ ニア ・プ ログ ラマ

oプ ログ ラマ

oオ ペ レー タ

6ラ イ ブ ラ リア ン等

3.2.2企 業 内他 部 門へ のEDP教 育

コ ン ピュー タを用 いた 情報 処 理 シス テ ムが 企 業 内で本 当 に効果 を上 げ る

た めには、 ポテ ン シ ャル な ユー ザー で ある社 内 の他部 門 の マ ネジ ャー た ち

に コ ン ピュー タの特 徴や 能 力 につ い て適 切 な理 解 を持 って も らい 、 コ ン ピ

エ一 夕を活用 す るに ふ さわ しい場 を提 供 して も ら うこ とが重 要 で あ る。

コン ピ ュー タ以 前 に我 国 に導 入 され てい るQC(QualityCont「ol)、

IE(IndustrialEngineering)、OR(OperationsResearch)

等 の管理技術の我が国企業 に おけ る成否 や 定着 性 をみ る と、 や は りそ う した

新 しい もの の紹 介 を組 織 の高 い レベ ルか ら除 々 に下 向 きに進 めて い っ た企

業 の ほ うが 、 良い結 果 が得 られ て い る ようで あ る。

.し か し、 従 来 の マ ネ ジ ャー 向 けEDP教 育 の テ キス トを 見 る と、 い ささ

か ハー ドウ エアや ロ ジ ッ ク、 ア プ リケー シ ョン技 法 な ど テ ク ニ カル な面 へ

の重 点 が 置 か れす ぎてい る ような気 もす る。 比 較 的凝 り性 で理 屈 っぽ い と

いわれ る我 が国の国民性か らみ て、 た しか にそ う した テ ク ニ カルな細 部 に興

味 を覚 え る マ ネ ジ ャー もい るが 、 か え っ て現 業業 務 とシ ステ ム との 関連 と

い っ た大 局 を見 失 ってい た ず らに 枝葉 末 節 に注 文 をつ け、 シス テ ム開 発 作

業 を ミス リー ドす る とい う結 果 に も な りかね ない。
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い っぽ う細 部 に走 った教 育 内 容 は、 そ う した マ ニ ア的興 味 を感 じ られ な

いそ の 他大 部分 の マ ネ ジ ャー た ちに、"コ ン ピュー タ とは わ け の わ か らん

ものだ"と い った 印 象 を植 付 け るだ け とい う結 果 も生 じや す い。 カ リキ ュ

ラムを 作成 す る側 の一 方 的 な押 しつ け に な らず、 も っ と深 い マ ネ ジ メン ト.

に対 す る理 解 の上 に 立 った 材 料 選 択 が望 まれ る。

一 般 の 社員
、 と くにス タ ッフ に対 す るEDP教 育 は 、理 論 的 ・シス テマ

テ ィ ックな ア ブ ・一 チへ の手 引 き として有 効 で あ る こ とが 多い 。 た とえば

フロー チ ャー トに よる因 果 関 係 の ロ ジ ックの表 現 や、仕 事 に使 わ れ る情報

の流 れ の 表現 は、 日常 業 務 の分 析 や改 善 に もよ く使 わ れ て い る もの で ある

が、EDP教 育 が そ の よい イ ン トロ ダク シ ョンに な る こ とが 多 い。 ハ イア

ー ・レ ベル の プ ロ グ ラ ミング言 語(た とえ ばFORTRAN)の 訓練 も、 た

ん にオ ー ブ ン ・プ ロ グ ラマ の層 の拡大 とい う見地 だけ か ら行 な うの で な く、

論 理 的 な厳 密 な もの の見 方 とそ の表 現 の訓 練 とい う見 地 で 行 な えば 、 効果

は さ らに高 ま るに ちが い ない 。

3.2.3シ ス テ ムズ ・ア ナ リス トの教 育

シス テ ム開発 の主 役 と もい うぺ きシス テ ムズ ・ア ナ リス トに 要求 され る

知 識 ・能 力 ・資質 はか な り程 度 が高 く、 広 範 囲 にわ た る もの で ある。

BrandonApPliedSystemsInc.の デ ィ ック ・ブ ラン ドン社 長 の講

演 に よれ ば、"シ ス テ ムズ ・ア ナ リス トに要求 さ れ る知 識 を現 在 の大 学教

育 で つ め込 も うとす れ ば、 専 門課程 に6～7年 在 学 しなけ れ ば な らない、

とい う ことに な る。 同氏 は ま た、"現 在 米 国 に お け る シ ス テ ムズ ・ア ナ リ

ス トの70%が プ ロ グ ラマ 出 身者 で ある。 私 は この比 率 は逆 に30%ぐ ら

いに な るべ きで 、他 の70%は 他 部 門 で の実務 経 験 の持 ち主 が よい と思 うぐ'

と も言 って い る。
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我 国で は ア ナ リス トは100%近 くが プ ロ グ ラマ出身 者 で、 シス テ ム開

発 の初 期 に行 なわれ る 業務 分 析 や 予備 設 計 の 段階 にお い て、 マ ネ ジ メ ン ト

との適 切 な意思 の交流 を欠 き、 か れ らの ニー ズや 真 の問題 を理 解 せ ず に コ

ン ピュー タ本位 の シス テ ムを っ くり上 げ て い る例 が 多い よ うで ある。 もち

ろ ん 中に は企 業 の要求 に適 切 に 応 え る ことの で き るす ぐれ た シス テ ム も作

られて い る が、 そ れ は体 系 的 な教 育 ・訓 練 の成 果 とい う よ りは む しろ ア ナ

リス ト個人 の持 ち前 の能 力に よる場 合 が 多 く、 そ の ア ナ リス トが 昇 進 等に

よって 担 当 を は なれ た と きに、 もはや シス テ ムの グ レー トア ッ プは お ろか

メ イ ンテ ナ ンス す ら怪 しくな る とい うケース す らあ る。 また 、 そ う した天

分 に恵 ま れた ア ナ リス トの 中に は、 プ ロジ ェク ト全体 に とって 重要 な各種

ス タンダー ドの 遵守 を無 視 す る とい う規律 の面 か ら望 ま し くない事 態 も起

こ る こ とが あ る。

また、 技 術 革新 の は げ しい コン ピュー タ ・テク ノ ロジー の第一 線 に身 を

置 いて、 つ ね に最 初 の知 識 に対 処 して い くた め の、 ア ナ リス トに対 す る再

教 育 の 問題 も考 え てお か ね ば な らない。

以上 の よ うな諸 点 を考 え る と、 短年 月 で のア ナ リス トの 養 成 は 絶 望 的 で

あ って、 多少 は 規律 を無 視 し、 シス テ ムを属 人 的 な もの とす る傾 向 は あっ

・て も
、 才 能 あ る社員 の 自然発 生 と い う偶 然 を 待望 す るほか ない よ うに 見え

るか も知れ ない。 しか し米 国に お い ては、我が国でい う文科系 一 た とえ ば ビ

ジ ネス ・ス クー ルー 出 身者 が、 ブ ・ グ ラマ 出身 の ア ナ リス トと対 等 に最 新

テ クノ ロジー を駆 使 して成 果 を上 げ て い るの を見 る と、体 系 的 ・効 率 的 な

教育 ・訓 練 は不 可 能 で は ない と思 う。 そ の 際 に、 従来 のわ が国 の専 門技 術

訓練 に欠 け て い た マ ネ ジ メン トの 視 点 と ビヘ イ ビオ ラル(行 動 科 学 的)な

角 度 とを考 慮 した、 広 い意 味 の マ ネ ジメ ン ト ・サ イエ ンス を 中核 と した 力
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リキ ユ ラムを編 成 す る ことが 有 効 で あろ うと思 わ れ る。

3.2.4ロ ー テー シ ョン を前提 と した カ リキ ュラ ム体 系

さ きに も述 べ た ように、我が 国にはアメ リカ と違 う事 情 が あ って、 従業 員

を特 定 の職種 に永 久 に しば りつ け ては お け な い。 彼 の勤続 年 数 に 応 じた処

遇 と して昇進 を考 え なけ れ ば な らない か らで ある。 しか し、 価値 感 の多様

化 とい う情報 化 社 会 の一 つ の 傾 向か らみ て、 逆 に 自分 に あ った仕 事 を永 久

に続 け、 昇進 を望 ま ない 社員 も出 て くるか も知れ な い。 管 理 能 力 が ないの

に、 勤 続 年数(あ る いは担 当 者 と して の貢 献)だ け を理 由 に 管理者 の イス

を与 え られる と とが 本 人 に と って不幸 で あ る とと も、 起 り得 るか も知 れ な

しへo

EDP部 門 内 で必 要 と され る幾 つ か の職 種 に要 求 され る 高 度の 専 門能 力

を提 供 で きる もの で、 しか も各個人 の もつ 昇 進 ・配 転 経 路(キ ャ リア ・パ

ス)の 多様 性 に対 応 で き る もの で ある た め には、EDP教 育体 系 の モ ジュ

ー ル化 、 ビル デ ィ ング ・ブ ロ ック化 が必 要 で ある。

次 に示 す の は 日本IBMで カス タマ ー教 育 を担 当 され て い る江 村 潤郎 氏

の 資料 「企 業 内 に お け る コ ン ピュー タ要 員 の教 育 」 に示 され てい る もの で

あ る。
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5.3EDP教 育 の 方 法

3.3.1教 育機 関

(1)社 内教 育

EDP教 育 が役 に立 つ もので ある た めに は、 マ ネ ジメ ン ト層 や シス テ

ムズ ・ア ナ リス トに対 す る教 育 ・訓 練 が 問 題本 位 的(problemori-

ented)に 行 なわ れ る こ とが 肝 要 で ある。 との意 味 か らは、 企 業 秘 密の

保持 とい っ た心 配 な く、 生 きた 問題 を通 じて訓 練 ので き る企業 内教 育は

大 きな意 義 が あ る。 また 参加 者 の レ ベル や興 味 の対 象 を あ る程 度 そ ろえ

られ るの で 、教 育 訓 練 の効 率 も高 ま る。 いわ ば オ ー ダ ー ・メイ ドの カ リ

キ ュ ラム を持 て るわ け で あ る。

しか し、 そ う した カ リキ ュ ラム の 開発 、 コー ス の運 営 を社 内 で行 な う

こ とは 多大 の費 用 と労 力 を要 し、 資源 の面 か らは か え って効率 が悪 くな

る可 能 性 もあ る。 と くに講 師 も社 内 の専 門家 を 充て てい る場 合、 カ リキ

ニ ラムの 内容 に 偏 りが出来 た り、 講 師 の社 内 で の立 場 が影 響 した り、 理

論 面 での 最新 情報 との ず れ が で きた り、 教 授 テ クニ ックに 問題 が あ る と

と も考 え られ る。

社 内に お け るオ ー ダー ・メ イ ドの教 育 カ リキ ュラ ムな らび に コース の

開発 ・整 備 は、 教 材 ・設 備 ・専 任 者 な どを含 め て 巨 額 の投 資 に な る ので、

十分 な継 続 性 と対 象 者 の層 の厚 さ とを考慮 した 上 で決 断 しなけ れ ば な ら

ない 。 安 易 な流行 や ムー ドで、 中途 半 端 な費 用 をか け るのは 、 い ちば ん

損 な や り方 で あ る。 ま た、 教育 訓 練 の功 を焦 る あま り、 コース 開 発 に十

分 な時 間 と費 用 をか けず 、 即 席 で 即 効 をね ら うや り方 も、 つつ しむ べ き

で あろ う。
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(2)学 校 教 育

プロ グ ラマやオ ペ レー タを養 成す る各 種学 校 か ら、 高 度 の専 門家 を養

成す る大学 ・大学 院 に至 る まで、 情 報 処 理 に 関 係 ある学 校教 育 機 関 は 多

し(o

さ きに 教育 対 象 の1つ と して 若干 の考 察 を した シス テ ム ズ ・ア ナ リス

トの供 給源 と して 大学 教育 を考 え る と、 新 規 採 用の ルー トは 他 に な い と

は言 え、 い くらか の 問題点 が ある。

そ の1つ は、 シス テ ムズ ・ア ナ リス トに要求 され る幅 広 い知 識 に対 し

て、 情 報処 理 関 係 の学 科 の 内容 が数理 的 側 面 お よびハ ー ドウ エアの原 理

的側 面 に片 寄 って治 り、 情報 処 理 研 究 者 の養成 に は な って も実務 担 当者

の供 給源 と しては物 足 りな い と思 われ る点 で ある。 ま た、 そ う した大学

で訓 練 を受 けた新 入社 員 の ほ うで も、 現 実 の企 業 の"ど う ぐさ い"面 に

な じめ な い とい った点 が ある。

また、 コ ン ピュー ター の設 備 とい う物 的 な面 では、 一部 を除 い て ほ と

ん どの大 学 は 貧 弱 で あ り、 企 業 の大型 設 備 との ギ ャ ップが 見 られ る。

入 社後 の社 内教 育 との調 整 を はか って、 両 方 でその 長 所 を発揮 す る よ

うに考 え るの が1つ の解 決策 で ある し、 国 内留 学 や研 究生 制 度 な どに よ

って 企業 と大学 との人 的 交 流 をはか る こ と も大 切 で あろ う。

③ 専 門団体

我 国に は情報 処 理 研 修 セ ン ター、 日本 能 率協 会、 日本 経 営 協 会 、 日本

生 産性 本 部 、 な どセ ミナー を 開 催 してEDP関 係 の教 育 ・訓 練 を行 な っ

てい る専 門団 体 が数 多 く存 在 す る。

上記(1)で 触 れ た社 内教育 の欠 点 を カバ ー す る意 味 では、 とう した 団体

のセ ミナー は、 ち ょ う どレデ ィ ・メー ドの 多様 な カ リキ ュ ラ ムの 中 か ら
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自社 に 適 した ものを 選ん で 出せ る場合 に メ リッ トが大 きい。 と くに 他企

業 の事 例 ・動 向 を も含ん で新 しい情 報 が得 られ る とい う点 に期 待 が 多 く

寄 せ られ、 シス テ ムズ ・ア ナ リス トの教 育 に 向 い て い る と考 え られ てい

る。

こ う した団 体 では、 各 社 の特殊 事 情 に 応 じて、 イー ジー ・オ ー ダー に

当 た る社 内 教育 コース の開 発 ・運 営 の委託 を も受 けて い る。 経 済 性 と効

果 とい う両 面 か ら考 え る と、 団 体 の側 で もモ ジ ュ ラー 的 な形 で用 意 した

カ リキ ュ ラム の構成 要 素 を、 そ の企 業 の特 質 ・要求 に応 じて ア レン ジす

る とい う形 で、 あ る程度 企 業 側 も リー ダー シ ップ を持 って動 く と とが望

ま しい。

(4)メ ー カー

オ ペ レー タや プ ログ ラマ な ど、 ハ ー ドウ エア、 ソフ トウ エア との密着

性 の 高 い職 種 に対 して は、 そ の機 種 の メー カー が 開 催 す る講 習会 を利用

す る度合 が 多 い。 従来 、 ほ とん どが メー カー の サ ー ビス と して無 料 で行

な わ れ て い るか ら、 経 済 性 は抜 群 で あ る。 また、 こ う した講 習 会 の中に

は、 体 系 的な 教 育 内容 と、 実 物主 体 の完 備 した教 育方 法 に も とつい て、

マ ネ ジ ャー や ア ナ リス トに 対 す る教 育 を行 な う もの も少 な くは ない 。 た

だ し、 当然 の こ とな が ら、 ハ ー ドウ エアや ソ フ トウ エア に対 す る展 望 に

は、 重 点 の偏 りが 出 る の はや む を 得 ない で あ ろ う。

3.3.2教 育方 法

教 育 工学 とい っ た名 称 で、 教 育 の た めに色 々な機 材 を 活用 す る方法 が研

究 ・試 行 さ れて い るが、 そ う した 機材 の中心 として考 え られ て い る のは コ

ン ピュ ー タで あ る。将 来 コン ビ=一 夕を駆 使 すべ き立場 に い るEDP要 員

の教育 訓練 に こそ、 大 い に コ ン ピュー タが活 用 され て しか るべ きでは なか
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ろ うか。

教 育 ・訓練 とい うのは、 オ ペ レー タ ・レベ ル で の能率 向上 が 認 め られ

るといった場 合 を除 い て 、 そ の成 果 を経済 的 に表 現 す る こ とが 困 難 で あ り、

教育 内容 や教 育 用 器 械 の 整備 の た め の投 資 が押 え られ る傾 向 が強 か った。

しか し、情 報 処 理 シス テ ムの開発 と運用 に当たっては今後 ますます人間の

重 要 性 は増 す もの で あ り、 そ の点 か ら言 って も、 もっ と費 用 を投 下 して も

よい と思 われ る。

ず っ と時 間 を経 過 してか ら表 わ れ、 しか も金 銭 的計 測 が 困難 な 教育 ・訓

練 の効 果 を、 ず っ と早 い時期 に定 量 的 に捕 捉 で きる代 替 指標 の確立 もく 今

後 の課題 で あろ う。

¶
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4 シ ス テ ム 監 査

4.1シ スデ ム監 査 の 意 義

4.1.1シ ス テ ム監 査 の 必要 性

企 業 目的達 成 の た め の諸活 動 が、 シス テ ム とい う概 念 を もった、 よ り有

機的 総 合 的 な機 能 と して と らえ られ つつ ある。

これ に対 応 して、 マ ネ ジ メ ン トも、 伝統 的 な個 別機 能 を持 っ た組 織 別 の

マ ネ ジ メン トか ら、 シス テ ム中 心 の マ ネ ジ メ ン トへ と、 そ の重 点 を移 す必

要 が あ る。 内 部統 制 機能 と しての監 査 も同様 で あ る。

伝統 的 な会 計 中 心 の 監査 か ら脱 皮 して、 シス テ ム を対 象 とす る監査 へ と

移 行 を計 らねば な らない。

コ ン ピュー タを含 む シス テ ムの監査 は、 その 対象 を大 き く二 つに 分 け る

こ とがで き る。

第 一 は、 主 要 な シス テ ムの 、 ラ イ フ ・サ イ クル の 進展 に対 応 して実 施 さ

れ る シス テ ム監査 で ある。

第二 は、 全 シス テ ムの総 合 的 な監 査 で あ り、 シス テ ム の中心 的 な役 割 を

果 たす コ ン ピ ュー タの運 営 管 理 が、 監 査 の 中心 とな る。

シス テ ム ・ライ フ ・サ イク ル の管 理運 営 、 コ ン ピ ュー タ ・インス トレー

シ ョンの 管 理運 営 の い ず れ も、 当 然、 担 当 の ライ ン管 理 者 に より、 長期 的

短 期 的 な マネ ジ メ ン トが行 な わ れて お り、 担 当 ラ イ ン監 理 者 に責 任 と権 限

が あ る こ とは当 然 で あ る。

システ ム監 査 は、 これ らラ イ ン監理者 の責 任 と権 限 を奪 う もので は な く、

シス テ ム の成 否 が企 業 目的 の 遂 行 に 及ぼ す 影響 の大 きさ に鑑 み、 シス テ ム

の現 状把 握 と今 後 の方 向 に関 して、 直接 トップ ・マ ネ ジメ ン トに対 して・
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その評 価 分析 結果 と改 善 案 の勧 告 を行 な うもの で あ る。

これ に よって、 日常の マ ネ ジメ ン ト・プロセス か ら独 立 して、 シス テ ム

が 真 に企 業 全 体 の 目的 と方 向 に合 致 して い る か、 現 在 お よび将 来 に お け る

リス ク を最 小 限に くい止 め る には ど うす れ ば よい か とい っ た判 断 を 行 な い、

解 決 策 の実行 に結 びつ け る こ とが可 能 とな る。

4.1.2シ ス テ ム監 査 の背 景

シス テ ム監査 を計 画 し実施 す るに 当 た って、 一 般 に現 在 の シス テ ムを と

りま く諸 環境条 件 を考 慮 し十分 な認 識 を持 つ とと が必 要 で ある。

(1)企 業 に お け る シス テ ムの 中枢 的役割

企 業に お け る シス テ ムは、 給与 計 算 か ら出発 して、 だん だん と拡 が り

と深 さ を増 し、 今 や 企 業 の 中枢 的役 割 を果 たす 力 を備 え つ つ あ る。

日常的運 営監 理に 止 ま らず、 人 員 計 画、 組織 、 生産 販売 計 画、 投 資計

画 、財 務計 画、 市場 計 画 な ど、 経 営戦 略 の 策 定 に 直接影 響 を及 ぼす。

(2)企 業 内 外へ の影響 の増 大

シス テ ムの拡 大 は、 企 業 内外 に新 しい問題 を 発生 す る。

企 業内 に お い て は、 シス テ ム と入 間 の調 和 を い かに して 計 り、 社 員 の

モ ラノレの維 持 向上 を達 成 す るか とい う問 題。

企業 外 へ の影 響 をい か に して プ ラス の方 向 に保 つか、 い わ ゆ る情 報 公

害 や プ ライバ シー の侵 害 を防 止 す る 必要 性 も、 ゆ るがせ に で きない 。

(3)シ ス テ ム技術 の高 度 化

システ ムの 開 発運 営 は、 総 合技 術 で あ り、 コ ン ピュー タ 関連技 術 を 中

心 に、 数 学 、 計 測、 通 信 、 機械、 人 間 工学 、 会 計学 、 経 営学 、 心 理 学 、

な ど、 関連 す る分野 も多 く、 そ れ を総 合す る シス テ ム工 学 と もい うべ き

新 しい諸 手 法 が 生 れ てい る。
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(4)シ ス テ ム環 境 の急 速 な変 化

シス テ ム を と りま く諸 要 因 の変 化 が激 しい。 企 業 自体 の 目標 や 組織 の

変化 は も ちろん、 企 業環 境、 例 えば 市場 構 造 、 消費 者 の意 識、 経 済 情勢

な どの変 化、 価 値 観 の多 様化 な ど、 い ず れ も、 シ ステ ムの機 能、 効 果 に

影響 を与 え る。

す な わ ち、 シス テ ムの 評価 は、 時 間 と共 に変 わ る。

シス テ ム は、 変 化 に対応 で きる機能 を持 た な けれ ば な らない 。 む しろ、

そ れが、 シス テ ムの本 質 とい え るか も知 れ ない。

(5)コ ン ピュー タお よび そ の 周 辺技 術 の発 展

シス テ ムの 中 心 とな る コン ピュー タ は、 ハー ドウ エア、 ソフ トウ エア

共 に、 急 速 な発 展 を遂 げ て い る。

シス テ ム ・ラ イ フ ・サ イ クル の過 程 に コ ン ピ ュー タ の進歩 を極 力 と り

入れ る と とが 必要 で ある。

常 に最 新 の装 置 、 技 術 を利 用 す る こ とは、 実 際 上 不 可 能 で、 ど とか で

妥協 す る ～二とに な ろ うが 、 将来 の装 置 ・技 術 の変 化 に 対 応 で きる融 通性

を備 え て い なけ れ ば な らない 。

4.1.3シ ス テ ム監査 の 目的 と効果

シス テ ム監 査 の 目的 お よび効 果 を列 挙 す る。

(1)シ ス テ ムが 、企 業 の 目標、 経 営 の方 向 に合 致 す るか ど うか を評 価 し、

確認 す る。

(2)総 合 的、 大 局 的 見地 か ら、 トップ ・マ ネ ジ メ ン トお よびDP担 当マ

ネ ジ メ ン トに 対 して適 確 な 助言 と援 助 を行 な う。

(3)シ ス テ ム の効 率 性 を レ ビュー す る。

(4)開 発 ・運 営 の コス ト、 システ ム の導 入 に よ り得 られ る利 益 を対 比ナる。
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⑳

(経 済性)

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

リス ク ・ア セス メン ト

プ ロジ ェク ト管 理 体 制 の妥 当 性

技 術的 内容 を分 析 し、 改 善案 、 代 替 案 と対 比す る。

シス テ ム導 入 に よる組 織、 人 員 計 画へ の 影響 を評 価 す る。

企 業 内各 種規 則 ・業 務 処 理 手 順 等 へ の影 響

シス テ ムの障 害 発生 の防止 と、 発生 時の全 社 的 な 影響 を 最小 限 に止

め る方 策 を確立 す る。

⑪ 機 密保 護 に関 す る方 策 を確立 し、 企 業 お よび社内 外 の 関係 者 の権 利 ・

プ ライ バ シー を護 る。

⑫ 以上 の各 項 に 関 し、 担 当 マ ネ ジ メ ン トか ら独立 した監 査 チー ム に よ

る レ ビュー を行 な う こ とに よ り、 各 関 係組 織 の短 期 的 な利 害 関係 に基 づ

くシス テ ムの 欠 陥 あるい は劣 化 を で きるだ け防 止 して、 シス テ ム ・ライ

フ を ひ き延 ばす。

⑬ ま た、 社 内 外 の各 種 分 野 の知 識 ・経験 を シス テ ム の機 能 向 上 の ため

に 活用 す る ことが で き る。

4・1.4シ ス テ ム監 査 の種 類 と、 シス テ ム ・ライ フ ・サ イ クル に お け る位

置 づ け

シス テ ム ・ラ イ フ ・サ イクル は、 そ の発 生 か ら消滅 ま で連 続 的 な 過 程 で

あ り、 しか も、 一 つ の企 業 内 に お い て 多数 の シス テ ムが共 存す る 場合 が 多

し令o

こ の よ う な状 況 の も とで、 シス テ ム監 査 は、 何 を対象 と して、 どの 時点

に行 な うべ きか を考 え る。

企 業 の規 模 、 組織 の構 成 シス テ ムの性 質、 そ の他 い ろい ろ な環 境 に よっ
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て条 件 は異 な る。 こ こ では比較 的一 般 的な 考 え方 を述 べ たい。

シス テ ム監 査 の範 疇 を二 つ に大 き く分 け る。

一 つ は、 個 々の シス テ ム.(必 ず しもすべ ての シス テ ム とい う訳 で は な く、

主 要 な シス テ ム と考 えて よい)を と り上 げ て、 そ の シス テ ム ・ライ フ ・サ

イ ク ル の中 で、 い くつ か の マイル ・ス トー ンを設定 し、 そ の シス テ ムに関

して 監 査 を行 な う。 い わば 縦割 り監 査 で ある。

担 当部 門(DP部 門 お よび主 な 直接 関 連部 門)に お け る マネ ジ メ ン トが、

適 切 に行 な われ て おれ ば、 システ ム ・ライ フ ・サ イクル の各 ス テ ップ毎 に

監査 す る必 要 は ない。 む しろ有 害 で ある。

次の 二 つ の時 点 が適 当 で あろ う。

まず 、 シス テ ム設計 が完 了 し、 シス テ ム詳 細設 計 に入 る時点 で あ る。

す な わ ち、 シス テ ム の 目的 、 全 体 仕様 、 開 発計 画が 決 定 され 、 実 際 の開

.発 に入 る直 前 で あ り、 開発投 資の リス クを未 然 に 防 ぐ意 味 で の キー ポ イ ン

トで あ る。 これを 「シス テ ム開発 監 査」 と呼 ぶ こ とに す る。

次 い で、 シス テ ムが完 成 し実稼 動 に入 って 初期 の問題 が解 決 さ れ安 定 状

態に入 った 時 点 で ある。 シス テ ムの 実稼 動 後、3ヵ 月か ら6ヵ 月 位 が大体

の 目安 となろ う。

こ の場 合 の 監査 は、 シス テ ムの 完 成 さ れた時 点 に おけ る評価 を行 ない、

企 業 の 全 業務 体系 、 既 存 シス テ ム との 適合 性 を検 証 し、 更 に は将 来 この シ

ス テ ムが 他 に 及 ぼ す可 能 性 の ある悪 影響 を未 然 に 防 ぎ、 シス テ ム ・ライ フ

の長 期化 を計 る の が主 目的 で ある。 とれ を 「シス テ ム運 営 監 査」 と呼 ぶ こ

とに す る。

第二 の範 疇 に属 す る シス テ ム監 査 は、 コン ピ ュー タ ・イ ンス トレー シ ョ

ン、 す なわ ち、DP担 当 部 門に お け る業 務 全 般 の 監 査 で ある 。
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い うま で もな く、 コ ン ピュー タ(お よび そ れに 付 属す る機 器)は 、 あ く

ま で シス テ ムの一 つ の構 成 要 素 に過 ぎない 。

しか し同時 に、 コン ピ ュー タは 、 システ ムの最 も重要 な要 素 で あ り、 中

心 を なす 存在 で ある。 コス トも高 い。

コ ン ピュー タ、 な らび にそ れ を直 接管 理 す るDP担 当 部 門が、 い か に運

営 され て い るか は、 そ の企 業 の全 シス テ ム の効率 に大 き な関 わ りが ある。

コン ピ ュー タのハ ー ドウ エア、 ソ フ トウ エア、 お よび 関 連 す る情 報 処理

技 術 の発 展 に歩 調 を合 わせ 、 シス テ ム の陳 腐化 を防 ぐ意 味 か ら も、 重要 で

ある。 実 施 す る サ イ クル と して は、1年 か ら2年 に1同 位 が よい 。 必 ず し

も定 期 的 で な くて よい。 これ をrDP運 営監 査」 と呼 ぶ。

4.1.5シ ス テ ム監 査 のた めの組 織 と担 当者

既 に述 べた シス テ ム監査 の 目的 を達 成 す る た めに、 シス テ ム監 査 の実 施

は、DP担 当部 門 か ら独立 し、 で き るだけ 高 い レ ベル のマ ネ ジ メ ン ト(で

きれ ば トッ プ ・マ ネ ジ メ ン ト)に 直属 す る組 織 あ るいは チ ー ムに よって行

な わ れる べ きで あ る。権 限が 不 可 欠 で あるか らで あ る。

同 時 に、 シス テ ム監査 チー ムに は、 権 威 が必 要 で ある。 チー ム全体 と し

て多 くの経 験 、 新 しい知 識、 広 い 見識 を持 ち・ シス テ ム分析 能 力 と説得 力

を'備え て い る と とが 望 まれ る。

チ ー ム の構 成 には、 シス テ ム の性 格 や 規模 が 十分 考慮 さ れ な け れ ばな ら

ない。 一 般 的 に、 コン ピュー タ ・ハ ー ドウ エア、 ソフ トウ エア、 会 計管 理、

プロ ジ ェク ト ・コン トロー ルの 専 門 家が 含 ま れ てい る必要 が あ る。 もちろ

ん、DP担 当そ の 他 関係 部 門 の代 表 が 参画 す る こと も必要 で あ る。

企 業 内に 、 必 要 なだ けの 専 門 家 が い ない 場 合 には、 経 験 の あ る コ ンサ ル

タ ン ト会 社 、 あ るい は コ ン ピュー タ ・メー カー に要 員派遣 を依 頼 す るの も
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有 力 な方 法 で ある。

シス テ ム監 査 の た め の専 門 組 織 を恒 久 的 に置 くことは、 一 般 的 に は まだ

困 難 で あろ うが、 コ ン ピ ュー タ導 入 の知 識 と経 験 を持 った 層 が年 々厚 くな

っ て きて い る現 在 、 他 の機 能 を兼 務 す る組 織、少な くとも管理者 を置 くこ と

は、 容 易 で あろ う。

,

臼

4.2シ ステ ム監 査 の 実施

シス テ ム監 査 の実 施 に あた って は、DP担 当部 門 そ の他 シス テ ム開発 実施

部 門 の業 務 を阻 害 す る こ との な い よう、十 分 な計画 と準 備 に 基 づ き、 最 小 限

の時 間 で最 大 の効 果 を挙 げ なけ れば な らない。

以 下 に シス テ ム監査 実 施 に お け る手 順 を述 べ る。

4.2.1監 査 計 画 の設定

監 査担 当 管理 者 は、 主 要 な シ ステ ムの進 行状 況 に つ い て、 適 時 情 報 を収

集 し、 必要 に 応 じて監 査 の計 画 をた て る。 監査 の種 類 と して は、 主 と して

前 に挙 げ た3つ 、 す なわ ち、 シス テ ム開 発 の監 査、 シス テ ム運 営 の監 査、

お よび コ ン ピュー タ運営 の監 査 であ るが 、 これ以 外 に も、 例 え ば、 シス テ

ム設 計 の 大 幅な 変 更、 企 業経 営 環境 の変 化、 コン ピュー タ機 種 の変 更 な ど

に 際 して も、 シス テ ム監査 の必 要度 につ い て判 断 し、 実 施 す る。

監 査 計画 に は 次 の よ うな項 目が 含 まれ る。

1)時 期k・ よび 期 間

監 査 結果 を シス テ ムに反 映 させ る タ イ ミン グ を失 しない よ う、 終 了 す

る 目標 日を必 ず 決 め る。

2)対 象

どの シス テ ムの どの範 囲 を監査 の対 象 とす るか。
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3)目 的

諸 般 の 情 況 を も とに、 具体 的に 監 査 の 目的 を設定 す る。 実施 す る規 則

に なっ て い るか ら実 施 す る とい う漠 然 と した こ とでは成 功 しない。

4)レ ベ ル ・

対 象 お よび 目的 に応 じて、 どの程 度 詳細 な 監 査 を行 な うか を決 め る。

マ ネ ジメ ン トの レベル か、 技 術 的 内容 ま で立 ち入 るの か。

5)担 当 者

何 人 で 行 な うか 。 リー ダー を誰 に す るか。

そ の他、 必要 な事 項 を含 めて 監査 計 画 書 を作 り、 必ず トップま たは そ

れ に近 い レベル の マ ネ ジメ ン トの 承認 を得 る必 要 が あ る。

4.2.2要 員 の確保

マ ネ ジ メ ン トの承 認 が得 られ る と、 次 に、 監 査 担 当要 員 を確 保 す る。

対 象、 目的、 レベ ル に よって、 確保 す べ き委 員 の数、 専 門分 野 の種 類 は

さ ま ざま で あ ろ う。

しか し、 社 内 外 か ら人 を求 め る際 に共通 して考 慮 すべ き素 質 と して 下記

の点 が挙 げ られ る。

◎ 困難 な課 題 に も積 極 的に 取 り組 む プ アイ ト

◎一 定 の 分野 に お け る 専 門的 知 識 ・経 験 を 有 す るス ペ シ ャ リス ト

◎ 物事 を客 観的 かつ 公 正に 判断 で きる こ と

'社 内
の他 部 門 か ら人 を求 め る場 合 には、 参 加 者 が、 所 属部 門 の利 害 を離

れて一 定 期間 全 社 的 見地 か ら監査 業 務 に没 入 で きる よう、 十 分 な配 慮 が必

要 で ある。 社 外 、 た とえ ば、 コンサ ル タン ト会 社 に 依頼 す る場 合 に は、 知

識 経 験 の範 囲、 程 度、 過 去 に 於け る実 績、 機 密 保護 に 関す る条件 、 費用 な

どにつ い ての 配 慮 が必要 で ある。
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4.2.6結 果 の 確認、

監査 報 告 書が トップ ・マ ネ ジ メ ン トに よ って承 認 され る ことに よって、

担 当 部 門 は、 監査 チ ー ムの勧 告 に 従 う義務 を負 う。

従 って 、改善 結 果 につ い て監 査 チー ムに も報 告 を行 ない、 監 査 チー ムは

そ れ を確 認 す る 。

,

4.3シ ステム 監 査項 目

シス テ ム監 査 を効 率 よ く行 な うた め に、 監 査 の 種 類 に応 じて、 検討 項 目を

あ らか じめ用 意 して お き、 監 査 を行 な う都 度、 そ の対 象や 目的 に応 じて項 目

を追 加 お よび取捨 選 択 す る のが 便 利 で あ る。可 能 な らば更 に具 体 的 な チ ェッ

ク ・リス トの形 に す るの が よい 。

4.3.1シ ス テ ム開発 監 査

シス テ ム開発 監 査 は、 シス テ ム全体設 計 が 完 了 し、 詳 細 設計 に入 る前 に

行 な う もの で、 そ の 主要 目的 は 次 に あげ る とお りで ある。

◎ シス テ ム設 計 が 企業 目的環 境 に沿 って有 効 な もの で あるか 。

◎ シス テ ム開 発 ・導入 に伴 う リス ク が 評 価 さ れ 、 対 策 を講 じられて い

るか。

◎ プ ロ ジ ェク トの 態勢 に 問題 は ない か。

◎ コン ピュー タ の能 力 お よび準 備 状況 は十 分 か 。

〈監 査 項 目の例 〉

(1)シ ス テ ム の 目的 が 明確 に され て いるか 。

(2)シ ス テ ムの 機能 が 明確 に され てい る か。

(3)シ ス テ ムの 性 能(速 度 や最 大 処理 能 力 な ど)に 関 す る 目標 が決 め ら

れ てい るか。
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(4)(2)、(3)に っ い て、 関連 部 門 の合 意 を得 て い るか。

(5)シ ス テ ム設計 は、(2)、(3)を 充た してい るか。

(6)代 替 案 を考 慮 した か。

(7)技 術 的 に 可能 か 。最 善 か。

(8)シ ス テ ム導 入以 降 の環 境 の変化 に耐 え得 る融 通性 を持 たせ てい るか 。

(9)現 行 シス テ ム、 組織 、 業 務 手 順 に対 す る影 響 が明 確 に さ れ、 関連 部

門 と合 意 に達 して い るか。

⑩ シス テ ムの メ リッ トとデ ィメ リ ッ トが明 確 に され て い るか。

ω シス テ ムの 障 害発 生 に 対 し、 シス テ ム設 計 面 か ら対 策 が と られて い

る か。

⑫ デー タの破壊 、 漏 洩 に つ い て の安 全 対策 は た て られ て い る か。

⑬ 入 出 力 デー タの正 確 性 の 確保 につ いて どの よ うな手 段 を講 じる予 定

か 。

⑭ プ ・ ジ エク トの組 織 は妥 当か 。

⑮ 人 員 、能 力 は十 分 か 。

⑯ プ ロジ ェク ト管 理 の態 勢、 手 法 は妥 当 か。

⑰ 関 係 部 門 との情報 交 換 、協 力 態 勢 は妥 当 か。

⑱ プ ランに対 して 進捗 度 は ど うか。

09社 内 の諸 標 準規 程 に 合致 して い るか。

⑳ 予算 の見 積 りと実 績

⑳

使 用 を予 定 して い る コ ン ピュー タ ・シス テ ムの容 量、 能 力は 十分 か。

(主 記 憶 装置 、 外 部 記 憶 装 置、 通 信 回 線、 端末 機 器 な どを含 む)

◎ 納 期 を確 認 したか 。 ン
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⑭ 使 用 す る プ ログ ラ ミン グ ・シス テ ム、 プ ログ ラ ム言 語 、 プ ログ ラム ・

パ ッケー ジな どの選 択 は 最 適か。

㈱ プ ログ ラ ム開発 計 画 、 テス ト計 画 は妥 当か 。

囲 移 行 計画 を考 慮 して い るか。

θ シス テ ム の各 種障 害 に っ いて の予防 措 置 、 応 急対 策 を、 ハー ドウ エ

ア ・ソフ トウ エア の両 面 か ら考 慮 して い るか 。

⑳ プ ログ ラムの文 書 化 と保 守 に 関す る計 画

⑳(結 論 と して)計 画 どお り開発 に 着 手 すべ きか 。

4.3.2シ ス テ ム運営 監査

シス テ ム運 営監 査 は、 シス テ ム開発 が 完 了 し、 本 稼 動 に 入 った シス テ ム

に っ い て行 な うもの で、 そ の主 要 目的 は 次 の とお り。

oシ ス テ ム が設 計 どお り完 成 した か ど うか を確 認 す る。

o今 後 の環 境 の変 化 に 対 す る適 応性 、 危 険 性 を評 価 し、 シス テ ム ・ライ

フの長 期 化 を計 る。

o企 業 全 体 へ の影 響 を分析 し、 全 社的 に組 織、 人 員 、 業 務手 順 、 な どの

適 正化 を計 る。

〈 監 査項 目の例 〉

1

2

3

4

5

シス テ ムの 目的 が計 画 どお り達成 され た か。

シス テ ムの機 能が 計 画 どお り実現 さ れ たか 。

シス テ ムの性 能 は 計 画 どお りか。

関 連部 門 の要 望 が 十 分 組 込 ま れて い るか 。

年 間 を 通 しての 最 大 負 荷、 お よび 将来 予 想 され る負荷 の増 大 に どこ

ま で耐 え られ るか。

(6)そ の他 考 え られ る環 境 の変化 に対 す る融通 性 は ど うか 。
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(7)他 シス テ ム との重 複 、矛 盾 は ないか。

(8)各 種 シス テ ム障 害 に対 す る対 策 お よびそ の運 用手 続 が明確 で、 関 係

者 に徹 底 さ れ てい るか。

4.3

DP運 営 監 査 は、 一 企 業 に〉お け る コン ピュー タ部 門の 運営 管 理 状 況 を全

体 と して レ ビ ュー し、 そ の適 正化 を計 る もの で特 定 の時 期 は決 め られ ない

が、 一 年 また は、 二 年 に一 度位 が 適 当 で あ ろ う。

主 要 目的 は 次 の とお り。

。 コン ピュー タ投 資 の効 率化

。各 シス テ ムが全 体 と して経 営 の合 理化 に 有機 的に 機能 して い るか どう

か を評 価 し、 必要 な らば 改善 策 を講 じる。

。情 報teよ びそ の処 理 能 力 の集 中化 の結 果、DP部 門 に お け る問 題 が全

社 的 な損 害 を もた らす危 険 を防 ぐ。

〈監 査項 目の 例〉

(1)組 織 とそ の職 務 は妥 当 か。

(2)関 連 他 部 門 との 関係 は ど うか。

(3)職 種 別 の要 員 数 、 能 力 は 十 分 か。 不十 分 な場 合 、 増 強 の 計 画 は妥 当

か。 モ ラル の問題 も含 む。

(4)部 内 の教育 計 画 、 実績 は妥 当か 。

皿一1】3
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デ ー タ の破 壊、 漏 洩 に つ い て の対策 は 具 体化 され て い るか。

入 出 力 デー タの 正確 性 は確 保 さ れて い るか 。

プ ・グ ラムの 文書 化 と保 守手 順 は確 立 さ れ て い るか。

特 に 、 例 外処 理手 順 が 明確 に な って い るか 。

ユー ザー の満 足 度は ど うか.シ ス テ ム設計 変 更 の 希 望 は。

DP運 営 監 査



⑤ 導 入 済 お よび導 入 予 定 の コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム の構 成 は ど うか。

コ ンポ ー ネ ン ト毎 の 稼動 状 況/稼 動計 画、CPUと1/Oの バ ラ ンス

シス テ ム と して の稼 動 実 績

(6)シ ス テ ムの能 力 は十 分 か 。 今後 の業務 拡 張 計 画 を も考 慮 す る。

⑦ マ シ ン ・ス ケ ジ ュー リング の手 順 は、 明確 に たて られ て い るか 。 ま

た そ の管理 ・責 任 は ど うか。

⑧

⑨

⑩

oo

⑫

稼動 実 績 の記 録、 お よび そ の分 析 は どの よ うに 行 な って い るか。

シス テ ム ・オ ペ レー シ ョンの手 順は 明確 に な ってい る か。

各種 障 害 時 の 処理 手順 は 明確 か 。過 去 の 障害 と結 果 の実 績 は?

入 出 力デ ー タ の管 理、 チ ェック は十 分 に 行 なわ れて い る か。

外部 記 憶媒 体(テ ー プ、 デ ィス ク等)の 管 理、 保 管 状 況 は ど うか。

機 密保 護 は?

㈱ 使用 して い る プ ログ ラ ミング ・シス テ ム の運 用状 況 と問題 点 。

⑭ プ ロ グ ラム開発手 順、 保 守手 順 は正 し く運 用 され てい るか 。

⑮ 新 しい ア プ リケ ー シ ョン導 入は どの ように 検討 、 計 画 、 実 施 さ れ て

い るか。

⑯ 現 行各 ア プ リケー シ ョンの状 況 は ど うか。 無 駄 は ない か 。重 複 は な

いか。 改 善計 画 を ど うた てて い る か。

⑰ シス テ ム分析 や プ ログ ラ ミン グの生 産 性 を ど う分 析、 把 握 して い る

か。

⑱ 費用 の 記録 、 分析 、 配 賦 の方 法 と実 績、 予 算 との対 比。

⑲ ア プ リケー シ ョンの効果 を ど う分析 して い る か。 初 期 の 目標 設 定 と

の差 異 は ど うか。
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IVわ が 国 に お け るシ ステ ム ・ライフ ・サ イクル の 実 態

1.ア ン ケ ー ト 調 査

わ が 国主 力企 業 に おけ る コン ピ ュー タ.シ ス テ ム開 発作業 の標 準 化 に関 す

る実態 に つ い て ア ン ケー ト調 査 を 実施 して み た。 わ れ われ が もった 問題 意 識

は シス テ ム開 発 の標 準 化 におけ る我が国特有 の進 行 状 況 を把 らえ ア メ リカ で発

表 され て い る文 献 で議 論 され て い る 内容 と差 が あるか 否か を知 る と ころ に あ

った が、 正 確 な実 態 を ア ン ケー ト調 査 に よって ひ きだす こ とに つい ては疑 問

を多 くもっ てい た。 そ の理 由 と して、 ア ン ケー ト調 査 に一 般 的 にっ きま と う

問題 点 と と もに、 シス テ ム開発 作 業 の標 準 、 特 にS・L・C・ の概 念が広 く

共 通 な もの と して い きわ たっ て い な い と こ ろか らくる もの が あ った わ け で あ

る。 しか しなん らか の形 で実態 に さ ぐ りを入 れ る必 要 を感 じてい た ので、 イ

ン タ ビュー調 査 と共 に別 途 示す よ うな形 式 に よる ア ン ケー ト調 査 を実施 す る

こ とに した。

調査 対 象 は当協 会 会 員 企業257社 の コ ン ピ ュー タ ・システ ム開発担 当部 所

を含 め約500社 を と り あげ た。 正 確 な実 態 を さ ぐるに は調査 対 象母集 団 の

吟 味 と コー ル ・ア ップを必要 とす るが本 調 査 で は実 行 してい ない。 した が っ

て こ こで 示す調 査 結果 は単 な る参 考 資料 と して の意 味 しか もって い ない こと

を付 記 して お こ う。

(1)ア ンケー ト調 査 用 紙

① 、 ② 、 ③

(2)実 施 時期

昭和47年11月13日 発 送
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同25日 〆切

(3)発 送 数500通

返 送 数136通

内 訳

サ ー ビス関 係

金融(銀 行、 保 険)

コ ン ピュー タ及 び一 般 情 報 サー ビス

商社

運 輸

そ の他

小

製造関係

鉄鋼、 造船

電力、 ガス

機械

化学

その他

小

合

(4)結 果

①

計

計

計

33

28

5

9

11

86

社

標 準化進行の有無 について

12

7

8

13

10

50

136

進 め られているか計
画 中

すす め てい ない

サ ー ビ ス 78 8

製 造
48 2
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標 準化 をす す め て い ない 組 織で は理 由 と して 「必要 性 が ない」 を

あげ てい る。

② 標 準 化 を現在 進 めて い るか あ るいは計 画 中か に つ いて

進 め られ て い る 計 画 中

金融 23 8

サ
コンピュー タ ・情 報 サ ー ビス 20 6

| 商社 3 2
ビ

ス 運輸 5 3

そ の他 4 3

小 計 56 22

鉄鋼 ・造船 9 3

製 電 力 ・ ガス 6 1

機械 7 1

、∠七

旭 化学 10 2

その他 8 1

小 計 40 8

合 計 96 30

③ 標 準 化 の レ ベ ル に つ い て

こ こ で は レ ベ ル を つ ぎ の3つ に 区 分 して い る。

a・ プ ロ グ ラ ミ ン グ段 階 以 降 の ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン の 標 準 化

b・PreliminaryAnalysis(FeasibilityStudy)か ら す べ

て の 段 階 を 区 分 す る概 念 と して の標 準 。

c.ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン だ け で な く、 作 業 方 式(Methodology)
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自体 の標準 化

進 め られ てい る 計 画 中

a b C a b C

金 融

コンピュータ・情報サー ビス

商 社

運 輸

そ の他

10

9

1

0

2

7

4

1

5

3

6

7

1

0

0

2

3

1

2

2

3

0

1

1

0

3

3

0

0

1

小 計 22 20 14 10 5 7

鉄鋼 ・造 船

電力 ・ガス

機 械

化 学

その他

3

3

2

5

5

2

2

5

4

3

4

1

0

1

0

0

0

0

0

0

3

1

1

0

0

0

0

0

2

1

小 計 18 16 6 0 5 3

合 計 40 36 20 10 10 10

④ 標 準 化 の動 機 と背景 に つ い て

(動 機 の 項 目)

a.自 然 発生 的

b.社 内(部 門 内)有 志に よる研 究

c.外 部 コンサ ル タン ト

d.海 外 企 業 視察

e.そ の他

N-
,4

■

噸

θ

9



冨

9

●
,

(背 景 の項 目)

a.企 業 規 模 の拡 大

b.競 争 の激 化

c.社 外 か らの要 請

d.ス タ ッフの不足

e.そ の 他

動 機 背 景

a b C d e a b C d e

金 融 18 1 0 9 14 11 16 3 1 7

コ ン ピ ュー タ ー

情 報 ・サー ビス
17 6 3 4 7 7 12 0 4 9

商 社 3 0 0 1 1 3 1 0 0 1

運 輸 6 0 0 3 2 3 4 0 1 1

その他 5 2 0 0 1 1 4 1 0 2

小 計 49 9 3 17 25 25 34 4 6 20

鉄 鋼 5 1 0 6 9 3 5 1 1 5

電 力 ・ガ ス 1 0 0 1 6 2 '2 0 ,0 3

機 械 4 0 0 2 5 3 5 0 0 2

化 学 7 2 0 2 8 6 3 0 1 4

その他 4 1 0 1 4 4 4 1 0 2

小 計 21 4 0 12 32 18 19 2 2 16

合 計 70 13 3 29 57 43 53 6 8 36

な お 背景、 動 機 につ い て 「そ の他 」 の項 目に記 入 され て い る うちの 主 な

もの をつ ぎ に あげ て お こ う(同 じ内容 の もの で も列挙 して あ る)。
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○ コ ミュ ニケー シ ョン確 保 の た め

○ 社 内の利 益 管理 、 ス ケ ジュー ル、 人 事管 理 な どを実 施 しや す くす

るた め

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

未経 験 ス タ ッフの早 期 戦 力化

メ イ ンテ ナ ンス の容 易 性 のた め

技 術部 門 か らの要 請

プ ログ ラム ・メ イ ンテ ナ ンス

プ ログ ラ ムの生 産 性 向 上

電 算機 要 員 の ロ_テ_シ ョン

メ イ ンテ ナ ンス負 担

メ イ ンテ ナ ンス の容 易 性

人 事上 の要 請→ 要 員 の ロー テー シ ョン

シス テ ム開 発 部 門の拡 大

共 同 セ ン ター 利 用 のた め

メ イ ンテ ナ ンス段 階 と コ ミュニ ケー シ ョンの確 保

適用 業 務 の大 規 模 化、 複雑 化(シ ス テ ムが相 互 に関連 す る よ うに

な る)

○ ソ フ トウェ ア企業 の義 務一 会 社 の 方針

○ 要 員 動 員 力 の拡 大、 ロス の減 少

○ 多人 数 に よる シス テ ム開 発 の能 率化 正 確 化 をは か るた め(管 理 者

の 指 示 に よる)

○ オ ペ レ ー シ ョ ンの効 率 化

○ 組織 的 な仕 事 の 流 し方 と逆行 す る た め

○ シス テ ムの品 質管 理 ・工 程管 理

N-6

■

,、

7



ぜ

Q

○ 運 用、 メ イテ ナ ンス の合理 化一要 員 の効率 化

○ シス テ ム開 発 作業 の 大 規 模 化、 効率 化

○ 運用 管 理 面 に おけ る シス テ ム プ ログ ラム メイ ンテ ナ ンスの効 率化

をは か る

○ シス テ ムの 維 持 ・管 理 の た め

○ 組織 的 活動 の 必要 性 ・

○ 組織 分 化 の 必要 性

○ 指導、 監 督 の 容 易 さ

○ シス テ ムの 平 準 化(メ イ ンテ ナ ンス含 む)

⑤ マ ニ ュア ル の有 無

`

有 無 無 回 答

金 融 18 11 2

コ ン ピ ュー タ情 報 ・ サ ー ビス 18 6 2

商 社 4 1 0

運 輸 7 1 0

そ の他 3 5 0

小 計 50 24 4

鉄鋼 ・造船 9 2 1

電 力 ・ ガ ス 6 1 0

機 械 7 1 0

化 学 8 4 0

そ の他 6 3 0

小 計 36 11 1

合 計 86 35 5
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⑥ 組織 に あ た え た影 響 と組 織的 承認 の レベ ル

(組 織 に あた え た影 響 の項 目)

a.影 響 な し

b.シ ス テ ム開 発 部 門 内体 制 変 化

c.社 内 全体 にわ た る組織 変 更

d.そ の 他

(承 認 の レベ ル)

a.社 長 レベ ル

b.副 社長 レベ ル

c.専 務 ・常務 レベ ル

d,役 員 レベ ル

e.部 長 レベ ル

f.そ の 他

ルベレ認承

答酬

-▲

0

0

0

1

2

0

0

0

0

2

3

f

8

1

0

1凸

3

13

2

4

0

2

3

11

24

e

9

9

5

5

つ01

41

6

2

4

8

4

24

65

d

1

0

0

ー

ウμ

4

0

0

1

2

0

3

7

C

2

3

0

1

0

6

1

0

2

0

2

5

11

b

0

∩)

0

0

0

0

0

1

1

0

0

2

2

a

1

2

0

0

01

13

1

0

0

0

0

1

14

響影たえたあに織紐

酪無

0

3

0

0

0

3

1

0

0

1

0

2

5

d

0

5

0

0

ワ】1

17

つ0

1

2

0

0

6

23

C

1

9

0

0

1

11

1

0

正
-

0

0

2

13

b

5

5

4

5

41

33

4

4'

5

8

4

25

58

a

5

4

1

3

1

14

3

ウ一

〇

3

5

13

27

融

タ

ス

社

輸

他一ビ

呈

の

●

ン

報金コ情

商
運

そ

計小

鋼
船
ス

械

学

他ガ・の力鉄造電機化そ

計小

計合
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●

◎

(5)標 準 の存 在 の仕方 につ い て

組織 の なか で の標 準 を、 内容 の レ ベル と働 きの レベル の2つ の面 か らみ

て み よ う。 一 般 に 内容 の レベ ルが 高 くて も、 客 観 化 され て存 在 しなけ れば

働 きの レベル は高 くな らな い こ とが予 想 され る。 た だ し組 織 の規 模が 小 さ

い うちは1人 の マネ ジ ャー の 頭 の 中 に、 主観 的 に存 在 して い る標 準概 念 は

大 きな働 きをす る こ とが考 え られ る。 と こでは、 ア ンケー ト調 査 のデー.タ

を も とに して、 業種 別 に企業 を との2つ の デ ィ メ ン シ ョンか ら位 置づ け て

み る こ とにす る。 下 図で た て軸 は 前 記③ の レベル を と り、 横 軸 は 前記 ⑤、

⑥ を用 いて ランク づけ した もの で あ る。

内

容

の

レ

ベ

ル

C－③

③ －b

③ －a

(高)
全社的影響 あ り一

1

(高

〉

一 働き
マ ニ ュ アルが

存在 しな い

がルア

る
ユ
す

二
在

マ

存

働 きの レベ ル
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銀 行 保 険 、 信 託

爪

○○

○○

○ ○○○ ○

○△
○
○

○○

〉

1＼

△

○ △ ○

△

△

○ ○ △

○ △ ○○△
○○

■

コ ン ピ ュ ー タ ・ サ ー ビ ス 一 般 情 報 サ ー ビ ス

A
△ 0

8
○○
○○

○
○
○

○ △
○ △

○○○
○○○
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商 社 運 輸
●

〉

○

△

△
○

○

A

○○○
○○○
○

△

≧

そ の他(サ ー ビス業) 製 鉄 、 造 船

◎

喝

○

○
○

○

○ △
△
○

爪

○○
○

○

三
○ △
○

○ ○

○
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電 力 ・ ガ ス

爪

○

△ ○
○

○ ○
○

機 械

ム

○○
○○ 、

○○
○ ○

●

化 学 そ の 他(製 造 業)

八
△ ○

△ ○○
○○

○ ○ ○
○○

≧

爪

三

○ ○○

○○
○○
○

β 、

○ 進行中

△ 計画中
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鯵

、

'昭 和47年11月9日

情 報 シス テ ム開 発 に 関 す る ア ン ケー トの お願 い

財 団法 人 日本経 営 情 報 開発 協 会

シス テ ム開 発委 員 会

委 員 長 松 田 武 彦

〈

〉り

拝 啓 時 下 ます ます ご清栄 の こ とと お よろ こび 申 し上 げ ます。

さ て、 最 近 の技 術 進歩、 と くに コン ピュー タの 発達 とそ の適用 分 野 の拡大

とに よって 、 さ ま ざま な組 織 で 開発 され る シス テ ムが 極 度 に大 規 模 化、 複 雑

化 して きて お ります。 そ うした シス テ ムの開 発 は、 いか に 能 力 ある人 に と っ

て も、 もは や個 人 プ レイ で解 決 す る こ とは不 可 能 で あ り、 多数 の、 異な る専

門を 持 つ人 々の協 力 に よって行 な われ る こ とが 常 識 化 して 参 りま した。 この、

多数 の協 力に よって行 な われ る シス テ ム開発 を 円滑 化、 効 率 化 す る ため の マ

ネ ジ メ ン ト技 法 が 、 プ ロ ジェク ト・マ ネ ジ メン ト、 プ ロ ジェク ト・コ ン ト

ロー ル、 シス テ ム ・マ ネ ジメ ン ト ・フ ェイ ズ ド ・プ ロ ジェ ク ト ・プ ランニ ン

グ、 シス テ ム ・ア ナ リシス、 シス テ ム ・ライ フ ・サ イクル ・ス タ ンダー ド等

々各 種 の名 称 で研 究 さ れ て お ります。 名 称 が 多様 で ある と共 に、 そ の シス テ

ムの 開発 段階 を あ らわす 用語 もそ れぞ れ異 な っ てお ります が、 い ずれ も シス

テ ム開発 とい う長 期に わ た る作 業 を い くつ かの フ ェ イズに分 け、 さ らにそ の

内部 で行 な われ る タス クや ア クテ ィ ビテ ィを細 分 化 して明 示 す る こ とに よっ

て、

1)マ ネ ジメ ン トに プ ロ ジェク ト全 体 の進 行 状 況 の チ ェ ック をや りや す く

させ る、

2)必 要 な リ ソース(人 員、 設 備、 予 備、 時 間)の 配 分 を有効 化 す る、

lV-13



3)作 成 さ れ る シス テ ム の 品 質 を 保 証 で き る よ う、 各 部 分 作 業 の 全 体 に 対

す る 意 味 づ け と、 そ こ で の 注 意 点 を 指 摘 す る、

4)各 種 の シ ス テ ム ・ア ナ リ シ ス、 シス テ ム ・デ ザ イ ン技 法 の 使 い わ け を

的 確 な も の とす る、

5)標 準 形 式 に 則 っ た ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン の 作 成 を 強 調 す る こ とに よ っ

て、 開 発 過 程 相 互 間、 及 び 将 来 の レ ビ ュ ー お よび メ イ ン テ ナ ンス 段 階

との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 確 保 す る。

な どを 期 待 して い る 点 に 共 通 性 が あ りま す 。

フ ェ イ ズ の と らえ 方 に つ い て は 、 例 え ばRubin編 著 、Introduction

toSystemLifeCycle(HandbookofDataProcessingManage-

ment,全6巻 、Auerbach,1966の 第1巻)に お い て は 、1.Concep-

tion,2.PreliminaryAnalysis,3.SystemDesign,4.System

P・ ・9・a㎜i・g,5.Sy、t6mD・ ・um,nt・ti。n,6.Sy、t。mI。 、t。11。t-

ion,7,SystemOperation,8.SystemCessationと い っ た呼 び 方

で、 シス テ ム の 集 成 ・発 展 ・死 滅(更 新)の サ イ ク ル を 提 示 し て む りま す 。

ま たBenjamin著 、Controlofthe'InformationSystemDevelo-

pmentCycle,Wiley1970,に お い て も、1.FeasibilityStudy,

?・SystemSpecifi.cation,3・SystemEngineering,4.Progra㎜ －

ingandProcedureDevelopment,5.Implementation,6.Sys-

temOperation,と い っ た6つ の フ ェ イ ズ で と らえ て お りま す 。 当 協 会 で

は、 これ らの 考 え方 を 一 つ の 目安 と し、 そ の 上 に 我 が 国 独 自の状況 を考慮 して 、

我 が国 に おけ るシス テ ム 開 発 業 務 の ガ イ ドラ イ ン と な る べ き も の を 作 成 し た い

と考 え、 本 年4月 か ら シ ス テ ム開 発 委 員 会 を 設 置 し、 研 究 を 進 め てk・ り ま す 。

委 員 は 主 と して、 我 国 に お い て 代 表 的 な 大 規 模 システ ム開 発 に 当た っ て リー ダ

】V-14
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も

4

プ

一 と して の経 験 を持 た れ た方 々で
、 そ うした貴 重 な経験 を基 に しての研 究 ・

討 議 の経 果 を報告 書 と して刊行 す べ く、 作 業 を進 めて お ります 、

そ の研 究 の 一環 と して、 我 国 の主 力 企 業 に お いて、 こ うした マ ネ ジメ ン ト

技 法 が どの程 度利 用 され てい るのか を、 調 査 さ せて頂 きた い と思 い ます。 調

査 は ア ンケ ー ト形 式 で行 な い、 結 果 を上 記 委 員会 に所 属 す るワ ーキ ング ・グ

ルー プ が集 計 して、 わ が 国 独 自の 問題点 をさ ぐ り出 した い と考 え て お ります 。

つ きま して は、 ご多忙 の とこ ろ恐 縮 とは存 じます が 、別 紙 の ア ン ケー トに

ご回答 下 さ る ようお 願 い 申 し上 げ ます。

1.何 らか の形 式 で、 シス テ ム開発 作 業 の標 準 化が 進 め られ て お りま す で

し ょ うか?

2

3

4

5

　6

そ の標 準 化 の レベ ルは どの程 度 で し ょ うか?

そ う した 標準 化 は、 どん な背 景 ・動 機 で 始 め られた の で し ょ うか?

標 準 化 の具 体 的 内 容 につ い て お教 え頂 け ます で し ょ うか?マ ニ ュアル

等 あ りま した ら、 頂 け ま せん で し ょうか?

また、 ワー キ ン グ ・グノ‥ プの 訪 問 に よ るイ ン ター ビュー をお許 し頂

け るで し ょうか。

そ う した標 準 化 が組 織 に及 ぼ した影 響 は どん な も ので し ょ うか?

標準 化は、 企 業 内 の どの レベル ま で の承認 を得 て行 なわ れ た ので し ょ

うか?

IV-15
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情 報 シス テ ム開 発 に関す る ア ン ケー ト

回 答 用 紙
7

(な お勝 手 を 申 して恐 縮 で ご ざい ます が、11月25日 まで に ご回 答頂 け

れ ば幸 甚 に存 じます。)

A 会 名

B ご住 所 お よびTe1

C ご回答者所属部 門名

D ご 回 答 者 名

1

2.

3.

(当 該 項 目に ○ 印 を お 願 い しま す)

a.進 め られ て い る。b.計 画 中 で あ る。c.全 然 考 え て い な い。

cに マ ー ク され た 場 合 は2～6を とば して7へ 進 ん で 下 さ い。

a.プ ロ グ ラ ミ ン グ 段 階 以 降 の ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ンの 標 準 化

b.PreliminaryAnalysis(Feasibility)か ら す べ て の 段

階 に わ た る 標 準 化

c.ド キ メ ン テ ー シ ョ ン だ け で な く作 業 方 式(Methodology)自

体 の 標 準 化

〔背 景 〕

a.企 業 規 模 の 拡 大

b.競 争 の 激 化

c.社 外 か らの 要 請

d.ス タ ッ フ の 不 足

e.そ の 他(
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4

へ

4

5

6

7..

〔動 機 〕

a。 自然 発生 的

b.社 内(部 門 内)有 志 に よる研 究

C.外 部 コンサ ル タ ン ト等 の提 案

d.海 外 企業 視 察

e.そ の他()

〔マ ニ ュアル 〕

a.あ る 一 要求 が あれば 協 会 に 見本 を進呈 して よい

b。 あ る 一 外 部 に配 布 す るわけ に は い かな い

c.な い

〔イ ンター ビュ 〕

a.応 じて も よいb.応 じ られ な い

a.影 響 な し

b。 シス テ ム開発 部 門内 の体 制 変 化

c.社 内全 体 に わた る組 織 変更

d.そ の他()

a.社 長 レベ ル

b.副 社 長 レ ベル

c.専 務 ・常 務 レベ ル

d.役 員 レベ ル

e.部 長 レベ ル

f.そ の他()

(1-cに マ ー ク され た場 合)

何 らか の形 式 の標 準 化 を考 えて ない理 由 をお 聞 かせ 下 さい。
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a.そ の必要 は ない

b.担 当者 の能 力 開発 の 妨 げ にな る

c.担 当者 の モ ラル に悪 影 響 が あ る

d.標 準 化 技法 を 知 らなか った

e.そ の 他(

御 回 答 あ りが と うご ざい ま した;

)

7

い
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2.イ ン タ ビ ュ ー 調 査

シス テ ム開 発 マ ネジ メ ン トの わ が国 にお け る実 状 の イ ン タ ビ ュー調 査 を実

施 した。

◇ 実 施期 間

昭 和47年12月 お よび 同48年1月

◇ 調 査 企業

東 京 地 区

A社(銀 行)

B社(コ ン ピュー タ ・ソ フ トウ ェア ・サー ビス)

C社(食 品製 造)

D社(商 社)

◇ イ ンタ ビュー 対 象者

各社 シス テ ム開 発 部 門の 部長 を 中心 と して イ ン タ ビュー を依 頼。

◇ イ ン タ ビュー項 目

システ ム開発 プ ロ ジ ェク トの マ ネ ジ メ ン トにお け る、 分 割 した一 連 の

開 発 フ ェー ズ の概 念(標 準)の 用 い られ方 に焦 点 を あて、 シス テ ム ・

マ ネ ジメ ン トの実態 につ い て イ ンタ ビュー を訟 こなっ た。 そ の結 果 を

以 下 に示す 項 目に そ って 各社 の内容 を整理 した。

〔1〕 開発 プ ロセス の フ ェー ズ。

各 社 にお け る開発 作 業 の 区 切 り方(フ ェー ズ)と 各 フ ェー ズ で

用 い られ て い る ドキ ュ メ ンテー シ ョン方式 につ い て。

〔2〕 シス テ ム部 門 の組 織 と要 員 配 置 のや り方。

〔3〕 シス テ ム ・マ ネ ジ メ ン ト面か らみ た各 社 の特徴 。
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A社 日本 開 発銀 行

〔1〕

事 務 管理 班 と ユー ザー とが一 緒 にな り 「シス テ ム開 発 予備 調 査 表」 を作 成

す る段 階か らプ ロ ジ ェク トはス ター トす る。 そ して、 開 発班 か ら企 画運 営班

へ の 「シス テ ム登 録手 続 き」 が終 了 す る段 階 で 終了 とな る。 た だ し、 事 務処

理 以 外 の業務(設 備 投 資研究 所 の 職員 が だ した よ うな 統計 処 理 な どの業 務)

は作 業 登 録手 続 き終了 で区 切 られ る。

これ まで の経 験 か らつ ぎの よ うな フェー ズの 分割 概 念 を もって い る。

1

2

3

4

5

現 状 分析

基 本 設計

詳細 設計

プ ログ ラ ミング

ドキ ュ メ ンテー シ ョ ン

}

ロ ー ド配 分

1/3

}1/3

1/3

◇ 現 状 分析 と基 本 設計 は ユー ザ ー と協 力 して お こな う。 そ の 結果 「基 本 設

計 書 」 が で きる。 この段 階 で、 採 用 に つ いて の意 思決 定 が お こな われ る。

◇ 詳細 設 計 が完 了す る と、 プ ロ グ ラ ミング の2/3は 外 注 す る関係 もあ り

ここで1つ の チェ ッ ク ・ポ イ ン トとな ってい る。

◇ 上 記 の フ ェー ズ の区 切 り方 は、 作 業 間 の コ ミュニ ケー シ ョンの機能 の面

が 強 い。

◇ 各 フ ェー ズに 投入 され る平 均的 ロー ド配 分 は上 記 の 如 くで あ るが、 質的

にみ る と、1、3が 重 要 でそ こでの マ ンパ ワー が 問題 で あ る。

〔2〕

事 務 管 理部 の 組 織 は つ ぎの よ うにな って い る。
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事務管 理部長

、

●

企 画会議一

一 次 長

ll ll

デ

ー

タ

開

発

班

B

(

)

ベ

ー

ス

開

発

班

A

(科
学計
算

)

企
画
運
営

班

事
務
管
理
班

亀

◇ 事 務 管理 班 一 ユー ザ ー と コ ミュ ニ ケー シ ョン を保 ちユ ーザ ー と共 に

'
「作 業 依頼 表 」 を作 成 す る。 そ の結 果 を企 画運 営 班 に提 出す る。

◇ 企 画運 営 班 一 「作 業 依 頼表 」 に も とづ き新 しい シス テ ム を開発 す るか

否 か を決 定 す る。 決 定 さ れた ら企 画会 議 で了 解 の うえ要 員 の割 り当て を お

こな う。 また シス テ ム登 録の 受 け付 け、 コ ン ピュー タの 運 営管 理 をお と な

う。

◇ 開 発班A,B－ 原 則 と して プ ロ ジェ クFチ ー ム とな り、 基 本 設計 か ら

プ ログ ラ ミングま で お こな う。

〔3〕

○ 部長 、 次 長、 各 班 の 班長 とか らな る企 画会 議 が毎 週1回 お こな われ そ こ

で ス ケ ジ ュー ル調 整、 リソー ス調 整 をお こな うこ とに形 式 上 な って い る。

しか し実 質 的 に は各 班 長 が マ ネ ジ メン トを お こ ない、 会 議 は報 告 の形 が 多

い。 例外 事 頃 お よび 各 遊 間 の調 整 が 必要 に な った場 合 だけ 次長 、 部 長 が調

整 をお こな う。 ま た四 半 期 ご とに プ ロ ジェク ト別、 要 員 別 の調 整 を お こな .
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う。

◇ 通 常3～6本 、 ピー ク時 は10本 位(1～2万 ス テー プ以 上 の プ ログ ラ

ムを さす)程 度 の プ ロ ジェ ク トが 進行 してい る。

◇ プ ロジ ェ ク ト開 発 前 の 評価 は、 数 字 に もとつ い て お こな う こ とは む ずか

しい。

◇ 企 画 会 議 が プ ロジェ ク ト:コ ン トロー ル をお こな う体 制 で あ る。

B社NBC

〔1〕

フ ェー ズの 区切 りは ア ウ ト・プ ッ ト(ド キ ュメ ン ト)の 作 成 を とお して 明

確 化 さ れ て い る。 委託 計 算 の 場 合 を示 す とつ ぎの よ うに な っ てい る。

部所…巨s

〔概要設計書 〕

〔大 日程計画書 〕

＼

プ ロ グ ラ ム ・グ ル ー プ

＼

(見 積 り)

L〔 シ ス テ ム 仕 様 書 〕

↓

2.〔 シ ス テ ム 設 計 ア ブ ス ト ラク ト 〕

↓

3.〔 プ ロ グ ラ ム 仕 様 書 〕

↓

4.〔 オ ペ レー シ ョ ン ・ス ペ ック 〕

↓

5.〔 テ ス ト ・ ス ペ ッ ク 〕

↓

6.〔 検 査 ス ペ ッ ク 〕

↓

7.〔 運 用 ス ペ ッ ク 〕

↓

8.〔 保 守 書 〕

↓

9.〔 シ ス テ ム完 成 ア ブ ス トラ ク ト 〕'

lV-22

'・

P



、

●

亀

賢,

・ 「テ ス ト・ス ペ ック」 の段 階は 内 容 の 第1チ ェ ックで あ リプ ログ ラマー

レベ ル で お こな うO

'・ 「検 査 ス ペ
ック」 の 段 階 は プ ログ ラムの最 終 テス トに あた る もの で、 制

作 者 以 外 の人 間 が お こな う。

・ 「運用 ス ペ ック」 で は デー タ うけ わ た し
、 チ ェ ック、 検査 要 領 が 含 まれ

る。

・二 重 投 資 を さけ るた め 「シス テ ム設計 ア ブス トラク ト」 と 「保 守 書」 は

社 内 に 登録 され配 賦 され る。

各 段 階 に お け る ドキ ュ メ ン トを作 成 す る た めの規 定、 マ ニ ュア ル として つ

ぎの ドキ ュ メ ン ト作 成 要 領 が あ る。

① ハ ン ドブ ック

② 工 程 管 理基 準 一

③ デ ー タ授受 管 理基 準

(ク ライ エ ン トの デー タ取 扱 い に つ いて)

④ 運用 管 理基 準(前 記4と7に つ い て)

⑤ セ ン ター運 用 管理 規 定

〔2〕

プ ロ ジ ェク トを遂行 す る プ ログ ラ ム ・グル ー プが 編成 され て い る。

プ ログ ラム ・マ ネ ジ ャー1入 に 対 して数 ユニ ットが 存在 し、 個 々の ユ

ニ ッ トに リー ダ ーが お りそ の下 に ジ ョブ リー ダ ーが い る
。

情報事業部

本 部

シス テ ム部

β立ロー口[ユビスビーサ

β立
日
夕ーデ
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シス テ ム部

業務 管 理 グル ー プ

営 業 グ ル ー プ

プ ロ グ ラ ム グ ル ー プ

:に二:一∵ コ
プ ログ ラム グルー プー ・

マ 不 シャー ・ ●

1人 ・

リー ダー ・

〔3〕

シス テ ム ・プ ロ ジェ ク ト管 理 面 か らみ た特 徴 。

○ 当 社は 、 シス テ ムが 商 品 とな って い る こ とか ら作 業 の 管理 体 制 に神 経 を

使 って い る。

○ 作 業 プ ロセス の 区 切 りが ドキ ュメ ン トに よっ て明確 化 され てい る。

○ シス テ ム作 成 上 の責 任体 制が あ る。 た とえ ば工 数 見積 に も とつ いた 想定

原 価 責任(営 業利 益 では ない)が あ る。

○ ク ライ エ ン トとの調 整 が 制度 化 され て い る。

○ 業 務管 理 シス テ ムを もって い る。

原 価

工 数

マ シ ン工 程

プ ロジ ェク ト

売上 統計 、 業 績 統計 な ど。
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,
●

ら

ヲ

C社 雪 印

〔1〕

い ま の と ころ ニー ズの 発生 把握 か ら完成 に至 るま で の プ ロ セス を明確 に区

切 って マ ネ ジメ ン トが実 施 され てい ない。 現 在 当 シス テ ム部 々長 の構 造 の も

とに プ ロジ ェク ト・マ ネ ジ メ ン トの標 準 化 が検 討 され 準備 がすす め られ て い

る。 以下 に示 す もの は、 そ こで考 え られて い る構 想 で ある。

◇ プ ロ ジェ ク ト・マ ネジ メン トの フ レー ム ・ワー ク

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

進

行

Planning

Design

Development

Test

FollOWup

◇ 標準化の体系

了

し

～

L

戸ー
{

{

{

Requirement

SystcmPlanning

SystemDesign

DetailDesign

Progra㎜ing

Integration

SystemTest

Followup

Maintenance

▲
Project管 理 とPlaningの 基 準

Designのi基 準

Prograrrymingi基 準

移 行 基 準

電 算 処 理 基 準

maintenance

基 準
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◇ 現 在 プ ロジ ェク ト進行 の 区 切 りで ドキ ュ メン ト化 され て い る主 な もの は

つ ぎの もの で あ る。

○

○

○

○

○

基 本構 想

シ ス テ ム素 案

日程 計 画表

イ ンプ ッ ト帳 票 デ ザ イ ン

ア ウ トプ ッ ト帳 票 デ ザ イ ン

この他 作 業 進行 上作 成 あ るい は メモさ れ る関係 資料 をすべ て一 括 フ ァ イ

ル しプ ロ ジ ェク ト別 に保 存 して あ る。 これ は、 例 え ば シス テ ム ・メイ ンテ

ナ ンス に有 用 とな る。

◇47年9月 に電 算 処理 基 準 が 作 成 され た。 作 成 目的は シス テ ムの処理 効

率 の 向上 で ある。 ね らい は、 シス テ ム構 成 に 関す る基 準、 プ ログ ラム及 び

サ ブ プ ログ ラ ム基 準 を統一 す る点 に ある。

6

.り

〉
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b

〔2〕

シス テ ム部 の要 員配 置 は つ ぎの ように な ってい る。

(組 織)

9 社 長

シ ス テ ム 部

畔 =
ケ エ ペ ン

ジ ツ レ チ

ユ カiヤ

11タ1
一

フ
`

1

lllllI

亀

ラ

(

シ

ス

テ

ム

グ

ル

ー

プ

)

標
グ 準
ノレ

|

プ

人

事

、
労

務

グ

ル

ー

プ

(人 員)

営
グ 業
ノレ

1

プ

シス テ ム ・グ ル ー プ

電 算 課

生

グ 産
ル 技

1術

プ

男

54名

11〃

財

務

・
経

理

グ

ル

ー
プ

女

企
グ 画
ノレ

|

プ

、6名

7〃
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(シ ス テ ム ・グ ル ー プ の 構 成)

○

○

○

〔3〕

主 査1人

プ ラ ン ナ 一-5人 ～3人

シ ス テ ム ・デ ザ イ ナ ー

シ ス テ ム ・デ ザ イ ン

(

プ ロ グ ラ ミ ン グ

管理面 の特徴

○ システム部長の権限 が しめる比重が大 きい組織 である。

○ 全 般 的 ニー ズの 把握、 シス テ ム化方 針 の決 定、 プ ロジェ ク ト採用 の判

断 は す べ て シス テ ム部 長 が お こな って い る。

01つ の シス テ ム ・グル ー プで 同時 に 複数 個 の プ ロジ ェク トを実行 して

い る。 管 理の 単 位 は プ ロジ ェ ク ト別 より も、 シス テ ム ・グ ルー プ別、 人

別 の 面が 強 い。

○ 前 記 日程計 画表(実 績 も記 入)が 個人 別 に記 入 され、 シス テ ム部 長 は

そ の 内容 を 把握 して い る。

○ ニ ーズ は企業 内部 門か ら積 極 的 に発 生 す る よ り も、 シス テ ム部長 の方

針 に も とつ いて シス テ ム部 が 先 導す る面 が強 い。

○ 主 査(グ ルー プの)は 実 行 上 の 日程 進行、 要 員 配 置 の コ ン トロー ル を

お こな って い る。 また、 プ ログ ラ ミング形 成 の 採用 は主 査 の判断 に よる。

○ シス テ ム ・デ ザ インに 必要 な現 場 の知 識 は シス テ ム部 の要 員 の シス テ

ム開 発 上 の 経験 に も とず いて い る。

○ シス テ ム開 発 に よる社 内作 業 へ の影 響 力が 強 い。
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D社 三菱商 事

〔1〕

ニー ズ の発 生 は、 営 業 部 門 との イ ンフ ォー マル ・コ ミュ ニ ケー シ ョンか ら

くる こ とが多 い。 ニー ズ発 生 以後 の シス テ ム開 発 プ ・セス は つ ぎの ように な

っ て い る0

1.イ ン フォー マ ル な接 触 に よる ニー ズの 発生。 ・

2.チ ー ム要 員(1人 ～2人)が ユー ザ ー との イ ン タ ビュー な どに よって

調 査 を お こない チー ム リー ダー に 「業 務 報告 」 を提 出す る。 この調 査 は、

ユー ザー か ら 「依 頼 書」 が提 出 され て は じま る こ とが 多い。 また この段

階 で進 行 が 中止 され る場 合 が多 い。

3.チ ー ム ・ リー ダ ーは勘 に よって要 員算 出をお こな う。 自分 の とこ ろで

処 理 で きな い場 合、 部長 調 整 が お こなわ れ る。

4.プ ロジェ ク ト ・チー ムが 編成 され、 プ ロ ジェ 久 ト ・リー ダ ーは必要 工

数、 期 間 の概 要 を 決 め て 発足。 この段 階 で 「仕 様 書」 が つ くられ る。

5.プ ログ ラ ミ ングの 実施 。

6.オ ペ レー シ ョンは 別会 社 がす べ てお こな う。

開 発進 行 中、 チー ム ・ リー ダ ーが要 員 算 出す る段 階 と仕 様 書 がつ くられ る

段 階 で 費用 見積 が ユー ザ ー に渡 され る。'

標 準 の ドキ=メ ン ト化 は現 在 進行 中 で あ る。 そ の 内容 はEDPシ ス テ ム部

の す す む方 向づ け をす る た め の もの で あ る。 プ ログ ラ ミン グに 関 係す る使 用

記号 な ど細 部 の ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン標 準 は作 成 しない。 立 案、 設計、 プ ロ

ダ ク シ ョ ン、 パー フォ ー マ ンス を統括 す る標 準 をね らって い る。

〔2〕

EDPシ ス テ ム部 長 の も とにつ ぎの4つ の チー ムが構 成 され て い る。
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(イ)

(ロ)

(ハ)

(二)

統 括 チ ー ム(男6人 十 女8人)

MSチ ー ム(男10人 十,女2人)

経 営 計 画 関係 シス テ ム開発

総 合 シス テ ム チー ム(男25人+女20人)
へ

経 理、 総 務 部 門 中 心の シス テム開 発

基 本 シス テ ムチ ー ム(男40人 十女2人)

オ ペ レー シ ョンに つ い て は別 会 社 を設 けて そ こに まか して い る。

各 チ ー ムに は チー ム ・ リー ダ ーが いて、 そ の 下 に グ ルー プが 編成 され る。

各 グル ー プには プ ロ ジェ ク ト・ リー ダが い る。

現 在 の 組織 は昭 和47年12月 に新発 足 した もの で 、過 去 の組 織 の変 遷 が

み られ る。 初期 の 組 織 は、 社 内各 営 業本 部 ご とに担 当 者 が 分 かれ てい た。 そ

の後、 チー ム構 成 を中心 に し社 内部 門 別 の分 け 方で な い形 態 へ うつ った。 と

の形 態 だ と現 場 との 遊 離 の 問題 が 生 じ、 現 在 は両 者 の 折 ち ゅ う案 と いえ る。

各 チー ムには 営 業部 門 ご との担 当者2、3名 を設 け て そ の シス テ ム開 発 の

窓 口 と して働 くこ とに なっ てい る。

〔3〕

○ プ ロ ジェ ク ト。コ ン トロール に 関 して は ほ とん どお こな われ てい ない

とい え る。 コ ン トロー ル資 料 は、 グルー プ ご とに 月1回 「業 務 報告 」 と

して部 長 に提 出 され る。

○ 純 粋 の社 内 ニー ズ より も、 営業 取 引 に関係 して外 部 か らの圧 力か らユ

ー ザ ニー ズが 生 まれ て くる こ とが 多 い。

○ ユー ザ ー との コ ミュ ニケ ー シ ョンが重要 な要 素 と して 認 識 されて い る

が、 問題 が 多 々 あ る。 シス テ ム設計 上、 営 業 取 引、 業 務 知 識 が 必要 とな

る。 一方 部 内 の要 員 は専 属 に新 規 採用 して い る状 況 で あ る。
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○ プ ロ ジェ ク ト・セ レク シ ョンに 関 す る フ ァク ターは 単 に マ ンパ ワーの

面 だ け で あ り、 コス ト面 の 評価 は 拾 こな っ てい な い。

○ 開 発 費 用 の ユー ザ ー部 門 ご とへ の分 配 方 法 を検 討 して い る ところで あ

る。 複 数部 門 に また が る場 合 は非 常 に困 難 で あ る。

へ

念
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ま と め

わが 国主 力 企 業 に お け る コ ン ピュー ター を 中心 と した シス テ ム開 発 は、 こ

の10年 の間 に急 速 に進 歩 した。 組 織 の なかに シス テ ム開 発 部 門 が設置 され

要 員 確 保 と育 成 にか な りの力 が 投入 され てい るの が 通常 の企 業 にみ られ る姿

に な ってい る。 日本 の 企 業 に コン ピュー ター ・シス テ ムが 導入 され てか ら今

日の状態 を もた らす に至 った プ ロセ ス を考 えて み よ う。 そ こには コ ン ピュー

ター ・テク ノ ロ ジーの加 速 度 的 進歩 の 結果 を 日本 の 企業 が吸 収 、利 用 で きる

力 を もって い た こ とが大 きな要 因 と して働 い てい た こ とに注 目す べ きで あ る。

日本 の 企業 にお け る シス テ ム開 発 の拡 大 を支 え てい た の は技 術 的 要 因で ある

といえ るわ け で あ る。 組 織 の な か に コ ン ピュー タ につ いて の 知 識 を持 ってい

る過 去 にみ られ なか った 新 しい 人 間 グ ル ー プ が 出現 した。 組 織 に おけ る彼

らの行 動 の背 後 に は、 ある いは 彼 らが行 使 す る力 の 背後 に は コ ン ピュー タ ・

テ ク ノ ロー ジーが 存在 して い るわ けで あ る。 と ころが注 目す べ き ことは この

よ うな技 術 的 要 因 が強 く働 い て い る段 階 か らつ ぎの 段 階 に 日本 の企 業 に お け

る シス テ ム開 発 の 進行 が 移 行 しつつ ある こ とで あ ろ う。 コ ン ピ ュー ター ・テ

ク ノ ロ ジーの 適 用 分 野 が拡 大 す るにつ れ、 シス テ ム開発 の成 果 を左右 す る要

因 は技 術 的 な ものか らマ ネ ジメ ン ト的 要 因 へ移 行 す る。 開発 グルー プ内 部 で

の分 業 体 制 とそ の コン トロール の 問題 、 開発 グル ー プと組 織 内他 部 門 との間

に発 生す る問題 を い か に解 決 す るか が シス テ ム開発 の 成 功 を 決 め る1つ の大

きな要 因 と して 認 識 され る こ とに な る。

この よ う左観 点 か ら日本 の企 業 に お け る シス テ ム開 発 の 現 状 を み る とつ ぎ

の よ うな特 徴 と問題 点 を指 摘 す る こ とが で きる。

○ シス テ ム開 発 グル ー プの 要 員 が 専 門化 され て い る度 合 い は 少 な い。
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○ シス テ ム開発 をお こな っ て い る人 間が もっ て い る シス テ ム概念 は プ ロ

グ ラ ミ ング指 向 の もの が 多 い。

○ シス テ ム開 発 プ ロセス の 分割 は 実 質的に は デ ザ イ ン、 プ ログ ラ ミング、

テ ス トの 面 で お 亡な わ れ て い る。

○ 可能性 研 究(feasibilitystudy)の フ ェー ズ概 念が 存在 しな い。

○ 開 発 グ ル ー プ の 他 に コ ン ピ ュー タ ・テ ク ノ ロ ジ ー に つ い て 詳 しい 人 間

が ほ とん どい ない。

○ 開発 グ ノレー プ と他 部 門 との 関係 のなか に い ろい ろ な問題 が潜 在化 す る

可能性が強い。

○ シス テ ムを 組織 内の 第 三者 が監査 で きる体 制 に ない;

○ ユー ザ ー(現 場)と の コ ン タク トは イ ン フ ォー マル な人 間 関 係 を中 心

に と られ る傾 向 が あ る。
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